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　古今東西の伝承において、地上最強の生物は竜りゆうだ。その究極の爬は虫ちゆう類るいは、山のような巨きよ体たいで空を飛び、冷血動物のくせに炎ほのおを噴ふく。

　無茶苦茶である。

　理り不ふ尽じんに強大で、不可解なまでに無敵な化け物。地方によっては神とも悪あく魔まとも呼ばれるそんな生き物と同種の存在が虚界アンダカにも実在する。

　その名は憤ふん怒ぬ大公。

　虚界最強の怪造生物。

〈なぁるほどのう、儂わしぁ小こ賢ざかしいことは解げせぬがの。手前の言い分は大方のところ正論じゃと思えるわ、〝悲ひ哀あい〟の〉

　博はか多た弁やら何やらいろいろと混じったその声は、音波兵器もかくやという破は壊かい力で周囲の地じ盤ばんを揺ゆるがしていく。憤怒大公。その怒いかりは大地を割り、その怒ど号ごうは雷かみなりを降らす。虚界アンダカ最強の生物にして、虚界アンダカで最も怒おこらせてはならない相手。

　彼は竜だ。比ひ較かく対象物のない暗くら闇やみでもなお目立つ超ちよう巨体。赤々とした鱗うろこは一枚一枚が強固な甲かつ冑ちゆうで、爛らん々らんと煌きらめく双そう眸ぼうも血の色をしている。高温な吐と息いきは時おり炎となってちろちろと宙を灼やいている。

　周りにひしめく大小無数の怪モ造ン生ス物ターたちも、支配者の貫かん禄ろくをもつ憤怒大公の手前、萎い縮しゆくして怯おびえるように沈ちん黙もくしている。彼の恐おそろしさ、敵に回すことの無む謀ぼうさを誰だれもが知っていた。この怒いかれる赤竜の逆げき鱗りんに触ふれることはすなわち死を意味する。

　そんな相手に平然と喧けん嘩かを売る存在がいた。

〈郷きよう愁しゆう〉

　竜に対たい峙じするのは妖よう女じよだ。虚界アンダカで最も美しく、最も残ざん酷こくな女。

　誰にも理解できない言語を喋しやべり、そばに立つ通訳がいなければ他者にはその発言の意味すら摑つかめない、奇き妙みような存在。

〈宝石の地平線。不気味な孤こ独どくは兎うさぎの涙なみだ〉

〈君のような無能にも理解できたとは驚おどろきだよ、これも私の説明が優すぐれていたおかげだね──と悲哀大公は仰おつしやっております〉

　その名は悲哀大公。

　骨の玉座に腰こしかけて、竜を恐れも蔑さげすみもせずただ気け怠だるげに明後日あさつての方向を眺ながめている。姿勢が悪く、完全にやる気がないというか相手を見下している感じすらする。

　艶なまめかしい女の裸ら身しんを石化させたような、光こう沢たくのある灰色の体たい軀く。その全身には銃じゆう痕こんや刀傷が目立つが、粘ねん土どにつけた模様のように血も何もなく生々しさがない。

　見たものは発はつ狂きようするという美び貌ぼうを隠かくすため、その顔には『自主規制』と書き殴なぐられた仮面を嵌はめている。髪かみは長く、細いその先せん端たんは蛇へびの頭で、忙せわしなく動いては互たがいに喧嘩し殺しあっている。

　周囲に人ひと魂だまを浮うかべ、悲哀大公は玉座の上で胡座あぐらを組んだ。

〈明星の軍隊。曙あけぼのの寝ね癖ぐせ。人にん参じん畑の愛に囚とらわれ、彼は眠ねむる〉

〈私の軍隊と君の軍隊が本気で戦ったらどちらが勝つにしても互いに大損害だ。だから被ひ害がいを最小限に抑おさえるため、〝代理戦争〟で決着をつけることを提案するよ、と悲哀大公は──〉

　そこで憤怒大公が切れた。

〈自分で喋らんかこの小こ童わつぱが！〉

　怒いかりの叫さけびはそのまま炎となって悲哀大公のそばに立っていた通訳を焼しよう滅めつさせた。悲哀大公はぴくりとも反応せず、茫ぼう洋ようとあらぬ方向を眺めて囁ささやく。

〈星ほし屑くずの吐息〉

〈わかる言葉で喋らんかい、〝悲哀〟の！〉

〈押しくら饅まん頭じゆうの毒死〉

　ぱちりと悲哀大公が指を鳴らすと、また新しい通訳が現れて深々と頭を下げる。先ほど焼き殺された通訳も、今現れた禍まが禍まがしい外見をした怪モ造ン生ス物ターも、首に輪っかを嵌められ、瞳ひとみは虚うつろでまるで人形のようだ。

[image: ]

　義理と人情とその強さで部下を束ねる憤怒大公と、恐きよう怖ふと脅きよう迫はくとその頭脳で部下を統とう括かつする悲哀大公、両者の思考は対極だった。

　今回、全面戦争へと発展しそうなほど加速度的に高まっている両陣じん営えい間の緊きん張ちように危機感をおぼえ、憤怒大公が話しあいの席を用意したのだが──悲哀大公は思考が謎なぞで口にする言葉も常人には理解できない宇宙人のような女、対する憤怒大公は普ふ段だんは温おん厚こうでも些さ細さいなことで爆ばく発はつする短気な竜。和平交こう渉しようどころの騒さわぎではなく、このまま決戦になだれこみそうな雰ふん囲い気きだった。

　悲哀大公は首を傾かしげ、幼子のように足をぶらぶらさせた。

〈錆さびついたパズル。料理人の矜きよう恃じ。だからこその、日常茶さ飯はん事じ〉

〈まぁそう怒るな無能な竜、私は私の喋りたい言語で喋る……と悲哀大公は仰っております〉

　通訳が自じ慢まんげにそう言うと、悲哀大公は楽しそうに両手で×バツをつくって──。

〈ブブーッ！〉

　甲かん高だかく叫ぶと、通訳を指さして高笑いした。怯えたのは通訳である。真っ青になり、人形のようだった虚ろな表情にただ恐怖を宿して弁明する。

〈あぁっ、違ちがいましたか──すみません大公殿でん下か！　次はッ次は正確に通訳をォォグブ!?〉

　ぶちゅる、と直後、通訳の悪魔は周囲の空気に押されるようにして潰つぶれた。悲哀大公は血ち飛沫しぶきをただ満足げに浴びて、玉座の上に立ちあがると低く笑う。

〈……斯か様ように私たちは解わかりあえない〉

　そして両手を広げ、彼女に敵てき愾がい心しんを抱いだいている憤怒陣営の怪モ造ン生ス物ターすら陶とう然ぜんとする美び麗れいな声で、柔やわらかく語った。

〈君と私は対極で、私と君は天敵だ。仲良くなんかなれないし、友達なんて夢のまた夢。だけど殺しあうだけでは無む為いだから、このくだらない諍いさかいにさっさと決着をつけようと言っているんだよ、私の大だい嫌きらいな無能の竜りゆう〉

〈初めからそういうふうに理解できる言葉で喋らんかい〉

　竜は地じ震しんを伴ともなうほどの身み震ぶるいをして、気合を入れ直すと悲哀大公を睨にらみつけた。

〈仲良くできんのは仕方ないとして、早期に決着をつけるのはこちらも望むところじゃ。で──その方法として手前が提示した代理戦争たぁなんじゃい？〉

〈それが蛙かえるの腹膨ふくらまし〉

　また元通りに謎の言語を口にして、悲哀大公は宙に指を滑すべらせる。すると暗黒の空間に映像が投射され、真新しい建物らしき光景がそこに現れた。

〈こりゃ……現界カナイの、なんじゃこりゃ？〉

〈鵯ひよどり〉

　悲哀大公の傍そばにまた通訳が現れ、やはり感情の欠けた表情で深々とお辞じ儀ぎする。

〈古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校──と悲哀大公は仰っております〉

　今度は正しい通訳だったのか、悲哀大公は満足げに頷うなずいて手をふった。

〈剣つるぎの山が僕の怒いかり、盾たての海が君の嘆なげき、ならば息い吹ぶきは北を向くべき〉

〈ここで〉

　潰されては堪たまらないという感じに、三番目の通訳は少し考えこんでから発言した。

〈近いうちに、とある争いが発生する。その争いに便乗し、私たちはそれぞれ争いあう陣営をひとつずつ支配し、あらゆる手段をつかってその陣営を勝利させる。そして──勝利させたほうが、私たちの喧けん嘩かの勝利者ということにしよう、と悲哀大公は仰おつしやっております〉

〈ふむ……〉

　憤怒大公も頭は悪いが物わかりは良い。すぐに理解して大きく頷いた。

〈なぁるほどのう。だから代理戦争かい。直接的に儂わしらが潰しあったら互いに被害が大きすぎる……ほんで現界カナイの連中を駒こまにしてゲームしようっちゅうわけじゃの？〉

〈僕は紅茶が好きなほうだ〉

　悲哀大公は頷き、通訳を下がらせると巨きよ体たいを見上げた。そして誰だれにでも理解できる言葉で、明確に宣戦布告する。

〈もちろん私が勝つよ、〝憤怒〟の〉

〈吐ぬかせ小童が──吠ほえ面づらかかせたるわ、〝悲哀〟の〉

　竜と妖よう女じよの会談はそうして決着し、争いの舞ぶ台たいは古頃怪造高等学校に移される。
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「怪モ造ン生ス物ターは友達です」

　いまだペンキやシンナーの匂においが抜ぬけきらない真新しい校舎。十二月の晴れた空から照りつける陽光が浮うかびあがらせるのは清潔な教室。空すかい井い伊い依よりは学校の冬服姿で、くるくる回転するテープレコーダーをただ凝ぎよう視ししていた。

　黒い髪かみをふたつに結ゆった、小こ柄がらで瘦やせた少女である。胸むな元もとに下げた髑髏どくろの首くび飾かざりと、両手首に嵌はまった一いつ対ついの腕うで輪わだけが地味な雰囲気のなか目立っている。伊依はその顔にわずかな赤みを混ぜて、目の前に座る一人の少女へ丁てい寧ねいに主張した。

「それがあたしの──怪かい造ぞう学がく」

「なるほど」

〝新聞部〟。そんな腕わん章しようをつけた少女である。ひっつめた髪と度の強い眼鏡めがねが真面目まじめそうな雰囲気で、どこか無理につくったようなキンキンした声をしていた。彼女は背筋をきちんと伸のばし、眼鏡の奥の油断ならない瞳ひとみでこちらを見つめて問いかけてくる。

「先日、謎の事件により半はん壊かいした古頃怪造高等学校が、同じく半壊した亜あ玉たまと無事だった殻から蛇だの生徒を集合させて再編成──ここに、新生古頃怪造高等学校として生まれ変わったわけですが」

　そうだ。伊依の母校である古頃怪造高等学校は校舎が利用不可能なほどに壊かい滅めつし、一時的に伊依たちは殻蛇怪造高等学校に間借りしていた。その期間は約一ヶ月で、その間に不思議な偽にせ物ものの殻蛇に閉じこめられたり、いろいろな出会いや出来事があったりした。

　そんな楽しいような落ちつかないような難民暮らしもついに終わり、建て直された新生古頃怪造高等学校に伊依たちは通うことになった。生徒数があまりにも減少していたので、古頃・亜玉・殻蛇の三大怪造高校を融ゆう合ごうさせたというのは目の前の少女が言うとおり。

　そのぶん施し設せつや校舎にはお金がかけられており、ついでだと思うが制服も少しばかりデザインが変わった。一年生は橙だいだい色いろ、二年生は黒色、三年生は紫むらさき色いろとそれぞれ色分けされており、さらに怪モ造ン生ス物ター災ハザ害ードなどでの被ひ害がいを抑おさえるために防ぼう御ぎよ力が上がったのだとか。着ているぶんにはよくわからないが。

　目の前の少女は黒色の制服だ。つまり二年生である。伊依のひとつ先せん輩ぱいだ。これまであまり上級生とは関かかわりがなかったから、少しだけ新しん鮮せんな気分になる。

「怪モ造ン生ス物ターは友達」

　くいっと眼鏡をわざとらしく直し、新聞部の先輩はただ淡たん々たんと語る。

「古頃の再編成の前、古頃の難民が殻蛇へ間借りするさらに直前──あなたたち古頃の一年生は、一時的に行方ゆくえ不明になりましたよね？」

「…………」

　どこまで語っていい事柄かわからなかったので、伊依はその質問に黙だまりこむ。あの偽物の殻蛇での事件は、今でも多少は引きずっているので、冷静に語ることなんかできない。

「肯こう定ていと受けとります」

　沈ちん黙もくしているうちに話を進められた。

「古頃の一年生は消えた。あぁ、私はただの新聞部です。公正なる報道のみを行う記者であり、憶おく測そくや妄もう想そうの混じる余地がありまくりな怪かい奇き現象なんかに興味はありません」

「？」

　よくわからない。話の流れからてっきりあの偽の殻蛇での出来事を事細かく調べられるものと思っていたのだが。

　そう、これは取材の席なのである。質問者が目の前の少女で、伊依が答弁者だ。ここで語った内容はそのまま校内の新聞に貼はりだされるという。旧古頃の生徒はあまり部活動に熱心ではなかったから、新聞部は殻蛇や亜玉からきた生徒がつくった新しい団体だと思われる。

　当然、目の前の少女のことも知らない。そういえば名前も聞いていなかった。

「私が興味あるのは」

　眼鏡の薄うす縁ぶちが明かりを弾はじいて煌きらめいた。

「その変てこな出来事のあと、古頃の一年生にのみ蔓まん延えんした思想。道具や奴ど隷れいでしかない怪モ造ン生ス物ターを愛し、大切にするという非常識な思考。怪モ造ン生ス物ターをつれて歩き、その体調を気き遣づかい、他者の迫はく害がいから守り、ともに生きていくスタンス」

　すなわち、と彼女は簡潔にまとめた。

「怪造生物は友達」

　それは伊依の思想だ。思考でありスタンスだ。古頃の一年生は偽の殻蛇での事件で、伊依に共鳴し、また自分から怪モ造ン生ス物ターを友達と呼ぶようになってくれた。

　内心の読めない新聞部の少女は、目を逸そらさずに真っ直すぐこちらを注視している。

「それは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに浸しん透とうする思想じゃない。何か原因があるはずです。思想が広まった原因がね。私が知りたいのは──それ。どのような経けい緯いで、何を発ほつ端たんとして、彼らは怪モ造ン生ス物ターを友達と呼ぶようになったのか」

　子供のように純じゆん粋すいな好こう奇き心で、彼女は尋たずねてくる。

「教えてください、早く、早く、早く」

「どうして……あたしに？」

　なんだか目の前の彼女に奇き妙みような警けい戒かい心をおぼえ、伊依は眉まゆをひそめる。相手もそれに気づいたのか、机にそっと手を置いた。その指先は伊依の膝ひざの上に乗った小柄な怪モ造ン生ス物ターを示している。

　彼女の名前は梅うめ子こ。正式名めい称しようを《愛シヤリ天テコ使ラール》というこの怪モ造ン生ス物ターは、伊依の友達であり、数々の死線をともに乗りこえてきた相棒だった。今は眠ねむっており、くうくうと吞のん気きな寝ね息いきをたてて船を漕こいでいる。

　梅子を差した指を自分の胸へと向け、最後に伊依の額の真ん中を射い貫ぬくようにして相手は笑った。

「舐なめんなよ、後輩」

「どういう意味ですか、先輩」

　少し礼れい儀ぎに欠けた態度だったので、伊依もちょっとムッとしてしまう。べつに伊依は博愛主義者でもなんでもない。無礼に無礼で返そうとは思わないが、何をされても笑って許せるほどの聖人君子でもない。

　黒い制服の先輩は、やはり一秒も伊依から目線を外さない。丁てい寧ねい語を放ほう棄きし、それが素すなのだろう、べらんめえで奔ほん放ぽうな男みたいな態度と口調になる。

「おいおいおい、嬢じようちゃん、この俺をあんまり見くびんなよ。一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだよ……ちょいとばかし不可思議で、俺の思想に邪じや魔まっけな〝怪モ造ン生ス物ターは友達〟って考えをよ、広めて、今も中心になって撒まき散らしてやがるのはどこのどいつですか？」

　大きく指を鳴らし、楽しそうに足を思いっきり正面の長机に乗せる。テープレコーダーが振しん動どうで吹ふっ飛んだ。ここまでくると無礼とかそういう問題ですらない。

　新聞部の腕わん章しようをかなぐり捨て、鬼おにのような笑え顔がおになった少女は両手を広げた。

「ここのこいつです！　ＹＥＳ！　はいはいはい、腹芸顔芸騙だまし賺すかしは面めん倒どうだからやめようぜ？　腹を割って語りあおうさ、怪造生物は友達教の可愛かわいい教祖さんよォッ！」

「教祖？　あの、先せん輩ぱい、何を言ってるかわかりませんが……」

　本当にわからない。

　けれど相手は伊依のその態度もごまかしか何かと受けとったのか、瞬またたくうちに眼鏡めがねを外して放ほうり投げ、髪かみを大きく解き放ち、制服の上着を脱ぬいで法はつ被ぴのように乱暴に羽織るとこちらを睨にらんでくる。瞬くうちに歌か舞ぶ伎き者もののような雰ふん囲い気きと化した彼女は、鬼の角にしか見えない飾かざりを頭に嵌はめて高笑った。

「俺かい!?　俺様かい!?　俺様の名前を聞いてんのかい!?」

　いや、聞いていない。

「貧びん乏ぼう暇ひまなし油を搾しぼるは瘦やせ蛙がえるゥッ、己おのれの鱗うろこを売ればいいのさ蛇へびの悪徳高利貸しィッときたもんだ！　イエイ！　この世で最も偉えらいのは!?　それはこの俺と銭よ！　お金様よ！　金の炎ほのおに灼やかれた浮うき世よを、銭の花火で盛りあげるゥッ──」

　大おお見み得えを切り、正体不明の先輩は声こわ高だかに名乗った。

「無む城じろ鬼き京きようたァこの俺よ！」

　まったく完全にこれっぽちも知らない名前だが、なぜだかハイそうですかと頷うなずいてしまいそうな勢いがあった。その強ごう引いんな雰囲気のままに、無城鬼京と名乗った先輩は太陽みたいに煌きらめいた瞳ひとみでこちらを見つめてくる。

「俺はね、怪造生物は金になるってェ思想の持ち主だ。まぁ名づけるとしたら〝怪モ造ン生ス物ターは道具〟ってところさ──金かね儲もうけのよ。俺はこの思想に絶対的な有効性を確信しているが、どうもあんたんとこの〝怪モ造ン生ス物ターは友達〟って思想が鬱うつ陶とうしくてさァ」

　怪モ造ン生ス物ターは道具。それは現在、怪造学界で主流となっている思想。けれど伊依の夢、怪造生モンス物ターは友達という理想とは対極にある考え。いつかは論破し否定しなければいけないと思っていた、思想上での敵が現れたのだ。

　伊依は何か武む者しや震ぶるいのような、けれど昂こう揚ようするような、曰いわく形容しがたい感覚に襲おそわれた。それはこの鬼京の荒あら々あらしさに触しよく発はつされたのか、それとも、ただ純粋にわくわくしているのか。

　いけない。楽しんではだめだ。伊依は、自分の楽しみのために怪モ造ン生ス物ターは友達だと主張したのではない。ぜんぶ今の怪造学界が間ま違ちがっていると強く感じたからだ。言うなれば義務感だ。そのはずなのに──。

「……さぁ後輩さんよ、質問がわかりにくかったみてぇだから言い直すぜ」

　烈れつ火かのごとく弾はじける視線の火花。砲ほう弾だんのごとく飛びかう論理。思想と思想がぶつかりあう、この感覚は嫌いやなものではない。

　無城鬼京が天を指さし、髪を舞まわせて言い放った。

「あんたの夢は月に到達できんのかい？」

　あぁ──なんでだろう、胸の鼓こ動どうが止まらない。
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　後から考えてみれば、兆きざしはあったのだ。新生古頃怪造高等学校を巻きこんで爆ばく発はつした戦争は、空井伊依と無城鬼京が邂かい逅こうするまさに二週間前には始まっていた。

　ただしそのころ、伊依は風邪かぜをひいて倒たおれていた。発熱があったし、身体からだも鈍にぶくて重いし、喉のども頭も痛かった。最悪だった。

　風邪の細さい菌きんなどとは伊依もできればお近づきになりたくなかったのだが、どうも伊依はひとと比べて免めん疫えき力が低いらしく、おまけにここのところ続いていた疲ひ労ろうも限界にきていたようだ。あっさりと動けなくなって、気分は奈な落らくの中、布ふ団とんで丸くなってうんうん唸うなっていた。

　場所は伊依が四月から生活している学生寮りよう、空うつ蟬せみ寮～君が人形になる前に～その一階、不思議な姉し弟ていが寝ね泊とまりしている管理人室である。他人に風邪を伝染うつしたらだめだからと隔かく離りされたのだが、管理人の姉弟が普ふ通つうに看病してくれているので寂さびしくはない。

「でも血ち影かげさん、風邪をひとに伝染しちゃいけないって」

　声が掠かすれているうえ、横おう隔かく膜まくを震わせる元気もないのでどうしても小声になる。

「血影さんたちは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「無理して喋しやべってはいけません、伊依ちゃん」

　枕まくら元もとでタオルを水に浸ひたしているのは、人形のような女だ。薄うすく緑色がかった金きん髪ぱつを長く伸のばしており、その真っ白な肌はだには血の気がない。少しだけ怖こわそうな雰囲気をしているが、本当はとても優やさしくて少しドジな可愛い寮母さんだと伊依は知っている。

　彼女の名前は闇やみ宮みや血ち影かげ。空蟬寮の管理人で、弟の影かげ文ふみを養いながら立派に働いている。まだ二十歳はたちにも届いていないように見えるのだが、実じつ年ねん齢れいや生おい立ちなどは伊依もよく知らない。

「それに、わたくしは──病気などしませんし」

　少し寂しそうに言って、血影は濡ぬれタオルをそっと伊依の額に置いた……ところまでは良かったのだが、やや乱暴にぐしぐしと拭ふいてくるので伊依は身み悶もだえて抵てい抗こうする。

「ちっ、血影さん痛いっ、痛い痛い擦こすらないで！」

「？　しかし風邪には濡れタオルだと。如何いかがでございますか、体温は低下いたしましたか？」

「いやいやいや摩ま擦さつ熱で体温、逆に上がるから！　痛い！　血影さんなんでそんな細い腕うでなのに力強いの!?」

　暴れていると、管理人室の扉とびらを開いて影文がひょこりと顔をだした。

「……こら姉さん、寮生に迷めい惑わくをかけるな」

　どこか表情に険がある、まだ幼さを残した少年である。血影と同色の髪を後頭部で四つにまとめていて、サイズの合っていない服の上から真しん紅くのマントを羽織っている。変わった服装だが、寮生たちには可愛かわいい可愛いと好評である。本人はその評価が不満そうだが。

　ぴこぴこ髪かみを揺ゆらして、影文は伊依のそばまでくると首を傾かしげた。

「伊依お姉ちゃん、だいじょうぶ？」

「え？　あ、うん」

　影文に心配されたのが少し意外で、けれど嬉うれしく、伊依は破顔する。

「血影さんが看病してくれてるから」

「その姉さんの看病が僕は心配なんだよ」

　穏おだやかに姉を否定する影文に、血影は無表情のまま腰こしに手を当てて文句を言った。

「なんと失礼な、わたくしは立派に看護を務めてございます。影文こそ、伊依ちゃんに風邪を伝染されてはいけないのでどこかで遊んでなさいませ。さぁ伊依ちゃん、わたくしが独断と偏へん見けんで煎せんじてみたオリジナル漢方で完治してください」

「いやぁ。それで完治するのは難しいかも……」

　謎なぞの虫とか茸きのことかを混ぜたらしい粉を飲ませようとしてくる血影を押し倒し、その隙すきに、影文が市し販はんの風邪薬を水と一いつ緒しよに伊依へ手て渡わたしてくれる。それから彼は不満顔の血影に、一いつ瞬しゆんだけ死ぬほど怖い形相をつくって低く唸った。

「貴様は黙だまって座っておればいいんじゃ」

「……了りよう解かいです」

　どこか素知らぬ顔で応こたえる彼女へ、影文は忌いま々いましげな視線を向けて部屋を去っていった。近ごろ反抗期なのか何なのかとか独りごちていたが、意識が朦もう朧ろうとしていて伊依には聞きとれなかった。

　一息ついて、風邪薬を含ふくむ。同時に腋わきへ挟はさんでいた体温計が鳴ったので、取りだして確かく認にんしてみた。順調に体温は下がっている。もう一ひと眠ねむりしたら幾いく分ぶんかは平熱に戻もどっているだろう。

　血影もそう判断したのか、ゆるりと立ちあがってお辞じ儀ぎをしてきた。

「では、わたくしは寮の仕事へ参ります。ゆっくりお休みなさいませ」

　そばに誰だれかがいるだけで病人は体力を消しよう耗もうしてしまうものだ。血影のその気き遣づかいと、仕事の時間を削けずってまで看病してくれた優しさに伊依は感謝する。

　大きく息を吸いこみ、気力を振ふりしぼって告げる。

「ありがとう、血影さん」

「いえ」

　微笑ほほえみ、水の溜たまった桶を手にして彼女は部屋の出口へと身体を向けた。

「お礼を言う体力があったら、少しでも早く良くなってくださいませ。それが何よりでございますよ、伊依ちゃん。……あら？」

　血影の戸と惑まどう声が聞こえたので、伊依は布団のなかで身をよじってそちらを見る。

〈伊依〉

　これまた隔かく離りされていた小こ柄がらな怪モ造ン生ス物ター──梅子が、血影の足あし下もとを擦すりぬけて駆かけよってきた。どうも扉の前でうろうろしていたらしい。心配顔の彼女と、困ったような血影と、風邪かぜ薬をくれた影文、その他、お見み舞まいにきてくれた学校の友達を思い浮うかべ、伊依はなんとなく幸せになる。

　早く元気になろう。

〈伊依、大丈夫？〉

　瞬またたくうちに血影に捕つかまり、小さな手足を振り回して抵抗しつつ、梅子が尋たずねてきた。

　伊依は満面の笑えみで応える。

「うん、大丈夫」
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　早朝の商店街は、どこも店が閉じたままで、けれど忙いそがしい一日の準備をしている気配というか鼓こ動どうが感じられてうきうきする。血影たちの看病と風邪薬で完治した伊依は、学生鞄かばんを揺らしてのんびりと道を歩いていた。

　服装は、亜玉と殻蛇と古頃の統合により新調された新生古頃の制服。伊依は一年生だから前と同じ橙だいだい色いろで、少し残念だが、細部のデザインが異なっていて新しん鮮せんな気分になる。まぁ伊依の仲間たちはあまり制服を型どおりに着ないというか、すぐに改造してまったくちがう感じに仕立ててしまうので制服の変化も関係ないだろうが、二年生や三年生は色までちがうらしいし、それらを見るのは楽しみだった。

　すでに新生古頃が稼か働どうを始めてから三日ほどが経過している。伊依は風邪のせいで出で遅おくれたので、新しい校舎も今日が初見だった。お見舞いにきた友人の話ではかなり豪ごう華かなものになっているということで、これまた楽しみにしていたのだが──。

「うわぁ」

　学校の敷しき地ち内に辿たどりつくまでもなく、商店街の途と中ちゆう──否いな、おそらく町のどこからでも新しい古頃の校舎は発見できた。

　とにかく馬鹿でかいのだ。住宅街である夢ゆめ追おい坂ざかの町には高層建築は存在しないから、その巨きよ大だいさは際きわだって目立った。

「ていうか……あれ、なんというか」

　お城だった。見み間ま違ちがえようのない、それは日本の城じよう郭かくだった。丁てい寧ねいに積まれた石いし垣がきの上に白しろ塗ぬりの城じよう壁へきが聳そびえ、屋根の上には悪あく趣しゆ味みな鯱しやち瓦がわらまで載のっている。あれを見て学校だと推測できるひとはいないだろう。お城である。あれがこれから日常の舞ぶ台たいとなる、伊依の青春が展開されるべき新生古頃の学び舎や。

　ごくり、と伊依は生なま唾つばを飲んで怯ひるみかけたが、すぐに驚おどろきの気持ちを期待に切り替かえて微笑んだ。

　新しい学校。新しい校舎。新しい生徒。新しい毎日。

　進級したわけでもないのに気分一新できるなんて、なんだか得した気分ではある。

「だぁから負けたのはター姉ちゃんなんだからゴミ捨てすんのもター姉ちゃんだべさ！」

「何言ってんのよ馬鹿じゃない!?　あたしにゴミ袋ぶくろもって登校しろっつうのジローッ!?」

　のどかな気分で歩いていると、花屋の正面で喧けん嘩かをしている双ふた子ごのようによく似た姉し妹まいに遭そう遇ぐうした。菫すみれ色いろの髪かみと瞳ひとみなほうは姉の美み咲さき太た郎ろう花はな、桃もも色いろの髪と瞳なほうは伊依の友達で妹の次じ郎ろう花はなだ。彼女らは学校でも有名な美人三姉妹の次女と三女で、上に名めい称しよう不明の長女がいるはずなのだが伊依は見たことがない。

「あたしは！」

　顔を真っ赤にし、周りが見えていない顔で太郎花が主張する。

「あんたみたいな田舎いなかっぺの！　垢あか抜ぬけない、ダサい女でありたくないの！　都会派で国際派のトップレディとして華はな々ばなしい人生を送るつもりなの！　そんなあたしにゴミ袋を片手に歩けっつうの!?」

「国際派とかトップレディとかいう単語がすでに垢抜けないべや！　それに、ゴミ捨て場はすぐそこなんだから文句言わずに運べばいいべさ！　ハー姉ちゃん！　ハー姉ちゃんもなんか言ってやって！」

　花屋の二階、窓のほうへ視線を向けて叫さけぶ次郎花に、太郎花が一いつ瞬しゆんで青ざめる。

「ちょ、ちょっとジロー！　姉ちゃん呼ぶのは卑ひ怯きようだべ！　あ、えっと、卑怯だわよ！」

　思わず零こぼれた訛なまった言葉を無理やり修正して、太郎花は思いっきり妹からゴミ袋を奪うばうと不ふ機き嫌げんに叫んだ。

「もう！　行けばいいんでしょ行けば！　あぁもう、花って腐くさると臭くさいのよぉ……」

　そこで太郎花が視線をこちらに向け、呆ぼう然ぜんと成りゆきを見守っていた伊依に気づいた。田舎出身であることを恥はじる彼女はゴミ袋を片手に持った自分を見られた羞しゆう恥ちに、これまた一瞬で真っ赤になると口をぱくぱくさせた。

「…………」

「あ。ど、どうもです太郎花さん」

　言葉がつづかず、伊依は気まずさをごまかすために関係ないことを言ってみる。

「そ、その制服が噂うわさの二年生の制服なんですね。わぁ、黒いんだぁ。格好いい……」

「うにゃあああああああ!?」

　身を仰のけ反らせ、頭を振ふって太郎花は涙なみだ目めでこちらを凝ぎよう視しした。

「ちがう！　ちがうちがう！　あちゃしはっ！」

　そして猛もうダッシュで、捨て台詞ぜりふとともに遠ざかっていく。

「あちゃしはっ、こんなダサい女じゃないんだべさぁぁあああああ!!」

　ものすごい勢いで見えなくなっていく太郎花の背中を見送り、伊依はどうしたもんかという顔で立ちつくす。そんなに気にしなくても、誰だれも太郎花を田舎者だと馬鹿にしてないのに……。

　そんなことを考えながら、ぽつんと残された次郎花に挨あい拶さつする。

「ハナちゃんおはよう。朝から大変だね」

「あー、伊依ちゃん、久しぶりの伊依ちゃんだべさ。神様！」

　にっこり笑い、次郎花は伊依の手をとって喜んでくれる。いつもはもっと激しいコミュニケーションを強要してくる少女なのだが、今日は伊依が病やみあがりだから気き遣づかってくれているのだろう。

「もう風邪かぜはいいべや？」

「うん、だいぶね。ハナちゃんもこれから学校？　良かったら一いつ緒しよにいかない？」

「もっち。待ってて、鞄かばんを持ってくるべな」

　ガッツポーズし、幸せそうな次郎花は店の中に消えていく。花屋らしく、やはり軒のき先さきは良い匂においがした。伊依は同じく登校中の生徒や、シャッターを開けている本屋のおじさんなどを眺ながめ、なんとなく懐なつかしさに酔よいしれる。

　古頃が半はん壊かいしてから、しばらく殻蛇に厄やつ介かいになって、それからも風邪をひいて倒たおれていたから──実質的に一ヶ月とちょっとは古頃へ通っていなかったことになる。殻蛇も悪い学校ではなかったのだが、やはり自分の母校は古頃なのだと深く思う。きっと将来、大人になったときもこの通学路の商店街と、仲の良かった友達のことを何度も思いだすだろう。

　そんな感じに詩人のような顔をしていた伊依の正面に、二台の自転車が急停止した。なんだろうと思って見ると、クラスメイトの魑ち魅み寺でら屍かば丸まると駒こま崎ざき学まなぶが乗っていた。二人は自転車通学だったらしい。知らなかった。

「おぉ！」

　さっそく新しい制服に金きん刺し繡しゆうで飾かざりをつけた屍丸が、舞ぶ台たい俳優のように両手を広げて高らかに叫んだ。

「伊依さん！　あぁ、私の愛いとしい伊依さん！　病びよう臥がの君を思い、私の胸は張り裂さけそうだったよ！　だがしかし今、君の無事な姿を見て哀かなしみも痛みも永と久わの──」

「落ちつけよ、馬鹿」

　がいん、と騒さわぐ屍丸の後頭部を鞄で痛打し、黙だまらせて学がこちらを見つめてくる。いつも屍丸に影かげのごとく付きそうこの少年は、疲つかれたように溜ため息いきをついて肩かたをすくめた。

「伊依さんは病みあがりなんだからね、馬鹿の相手をして体力を使う余よ裕ゆうはないんだよ？」

「しかし学、恋こい人びとの無事を喜ぶ素す直なおな感情を表現しただけなのだが」

「いつ伊依さんが君の恋人になったんだ。妄もう想そうと現実をごっちゃにするな。恥ずかしい」

　謎なぞの会話をしている二人に、伊依は戸と惑まどって合いの手すら入れられない。いつも思うが屍丸と学は仲が良いのか悪いのか、そもそもどういう関係なのかすらも謎だ。

　不思議な二人組のやりとりを観察していると、どたばたと激しい音が背後から響ひびいて次郎花が戻もどってきた。

「お待たせっ！　さぁ学校に──って、あぁ！　バカ丸まるがいる！」

　思いっきり引きつった顔をして、次郎花は守るように伊依の腕うでを摑つかんでくる。そしてそのまま引きずって通学路を進んでいく。

「だめ、伊依ちゃん見ちゃだめ。馬鹿が伝染うつる。声を聞いちゃだめ、近くに寄っちゃだめ、あれは人類が関かかわっちゃいけない生き物だべさ……！」

「聞いてればひとを宇宙生物のように」

「適切な処置だね」

　眉まゆをひそめる屍丸と頷うなずく学を振りかえり、次郎花が大おお真ま面じ目めな顔で彼らを指さした。

「とにかくっ！　今日は伊依ちゃん、あちゃしと一緒に学校いくの！　バカ丸と駒こまぶーはきちゃだめ！　さっさとその自転車で先いく！　ほら！」

「異議あり！　伊依さんは我らの愛すべき共有財産であり、美咲次郎花個人に独どく占せんされてはならない世界遺産である！　まぁ最後には私と結ばれる宿命にあるのだがね！」

「いいから行くよ馬鹿。どうもお騒がせしました」

　伊依を抱ほう擁ようしようとしてくる屍丸の頭が遠ざかり、そのまま彼は自転車ごと学に引きずられていく。手を振ふり回し、喚わめく屍丸に通行人の視線が集まっては逸そらされる。

「あぁ！　なぜだ！　なぜ二人は結ばれないのだ！　この残ざん酷こくな運命をなんと名づけよう！　邪じや悪あくな意志の介かい在ざいする障害？　ロミオとジュリエット症しよう候こう群ぐん？」

「ただの必然だよ」

　見えなくなっていく二台の自転車に、伊依と次郎花は疲れて溜息をついた。特に次郎花は似たような会話が日常と化しているので、だいぶ嫌いやになっている感じだった。

「……なんで屍丸はあんな頭悪いべや？」

　そんな難しいこと尋たずねられても困る。
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「──というわけで、資産家の生徒を多くもつ殻蛇怪造高等学校の資本力を基き軸じくに、ケチで有名な怪造学会の補助金を加えて工事予算を捻ねん出しゆつ。さらに各地の研究所の発明や新技術を積極的に採りいれ、機能的にも以前の古頃とは比べものにならない新生古頃怪造高等学校がこうして誕生したというわけさ」

「へぇ、なるほどぉ。よくわかったよ、ありがとう遊ゆうくん」

　どこで仕入れてきたのかも知れない情報を丁てい寧ねいに語ってくれるのは、仇あだ祭まつり 遊ゆうという少年である。伊依とは子供のころに一つ屋根の下で育った幼なじみで、現在も何かと世話を焼いてくれる相手だ。

　遊は綺き麗れいに整った顔立ちをしている。ただしその〝綺麗〟には亀き裂れつが走っている。彼の顔面を斜ななめに二等分するギザギザの疵きず痕あと──そこを中心にして肌はだや髪かみの色が変わっているのだ。見慣れた伊依はなんとも思わないが、たいていのひとは彼を一いち瞥べつしただけで息を吞のむ。黒い羽根をあしらった制服姿が特とく徴ちよう的な彼は、なんだか亡ぼう霊れいというか死神というか不ふ吉きつな雰ふん囲い気きがするのだ。

　まぁ、伊依と同様に、伊依のクラスメイトたちはそんな遊にもだいぶ普ふ通つうに接してくれるようになってきているが。

「なんで!?」

　楽しく談だん笑しようしている伊依と遊の背後、顔を真っ赤にした次郎花がぷんすかと湯気をだして文句を言う。遊が戸惑い、困ったように振りかえって首を傾かしげた。

「いや……なんで、とか言われてもね？」

「なんで!?　なんで仇祭が伊依ちゃんに学校案内してるべや！　それッ、あちゃしの役目！　あちゃしが伊依ちゃんを案内するの！　あちゃしだけが伊依ちゃんを手助けするの！　あちゃしがッ、いちばんッ、伊依ちゃんを愛してるのに！」

　人通りの多い廊ろう下かでそういうことを言わないでほしい。

　新生古頃怪造高等学校の、朝の活気が溢あふれている通路。まだ真新しい校舎はやはり日本の城のような構造をしていて、換かん気きがよくとられているので心ここ地ちいい。窓も小さいがたくさんあって、陽光がたっぷり差しこんでくるから照明いらず。そんな廊下を三色の制服で着き飾かざった生徒が歩いていく光景は不思議だった。

　ぎゃんぎゃん喚く次郎花に、あまり動じない遊は肩かたをすくめて微笑ほほえむ。

「だって仕方ないでしょ？　ハナちゃんの説明って支し離り滅めつ裂れつで理解できないし」

「気安くハナちゃんって呼ぶんじゃないべや！　あちゃしはまだ、あんたに心を許しちゃいないんだべさーっ！」

　遊は今年の九月に亜玉からきた転校生で、その転校初日、次郎花と屍丸の二人に喧けん嘩かを売ってこてんぱんにした。その一件以来、どうも遊を敵視しているような次郎花である。おんなじクラスの仲間なんだし、仲良くしてくれたらいいのにと伊依は思うが。

　時分は十二月。今年の授業もそろそろ終わりなので、クラス替がえなどは行われなかったらしい。来年度から本格的に古頃と殻蛇と亜玉の生徒はシャッフルされ、新生古頃の生徒として再編成されることになるだろうという話だった。

　伊依としては、親しい友達と離はなれなくてよかったという気持ちと、せっかく新しい生徒が増えたのに勿もつ体たいないという気持ちの綯ない交ぜである。

　ただまぁ、新しい校舎に新しい生徒、様々な新風が舞まう新生古頃怪造高等学校で、何か素す敵てきな出来事が起きるのではないかと伊依は少し期待する。ここのところ暗いことばかりがあったから、ちょっとばかし心も身体からだも疲つかれてきているのだ。おかげで風邪かぜもひいたし。

　などと、新生古頃の将来に希望と不安を感じつつ、遊と次郎花の口論を止めるべきか止めないべきか考えて伊依が溜ため息いきをついていると。

「……何の騒さわぎだ」

　すぐ真横、〝会議室〟と銘めい打うたれた部屋の扉とびらが開き、そこから見覚えのある少女が現れた。

　肩まで伸のばした髪の毛は初雪の白。切れ長の双そう眸ぼうに宿った瞳ひとみは深しん紅く。新生古頃の制服をさっそく弓きゆう道どうの袴はかまみたいに改造し、無数の銀細工で飾かざりたてた少女──蜘く蛛もの巣す柄がらのバンダナと、肩から下げた日本刀が特徴的な彼女の名前は戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。伊依とはともに何度も苦難を乗り越こえた相棒であり、悪事を誰だれよりも憎にくむ正義の侍さむらい少女だ。

　伊依はひとまず遊と次郎花は放置し、憮ぶ然ぜんとした表情で立つ舞弓に挨あい拶さつしてみる。

「あ、舞まいさん。おはよう」

「おはよう、伊依。もう体調は良いのか？」

「うん。血影さんがつきっきりで看病してくれたからね」

「ふむ……チカゲ、とやらは誰だったかな？　まぁいい、元気になったなら幸いだ、伊依。ただ──今日はあの校長が全校集会を開くらしい。たぶん体育館は灼しやく熱ねつ地じ獄ごくになるし、病やみあがりで苦しいようなら教師にそう言っておくのだな」

　それだけ告げて、舞弓は毅き然ぜんとした立ち振ふる舞いで去っていこうとする。そんな彼女へ、ふと気になって伊依は問いかけた。

「あの、そういえば舞さん、会議室で何してたの？」

「うん？　いや何……」

　舞弓は肩越しに振りかえり、釈しやく然ぜんとしない感じに顔をしかめる。

「ムジナだかタヌキだかいう名前の先せん輩ぱいに呼びだされてな、さて愛の告白か果たし合いかと気合をいれて臨のぞんだのだが……なんだろうな、あれは。よくわからぬ。物ぶつ造ぞうがどうとか言っていたが、私にそんなものを尋たずねても詮せん方かたないのにな？」

　しきりに首を傾げつつ、舞弓は廊下の奥へと消えていった。

　物造。それは限りなく遠い隣となりの世界、虚界アンダカから生物以外の物質を召しよう喚かんする技術。実例は数少なく、ほとんど迷めい信しんとすら思われているくらいに謎なぞなものだ。

　それに興味をもっている人物がいる。

　なんだか伊依は嫌いやな予感がした。未知を摑つかもうとあがく人間の欲求は、ときに恐おそろしい災さい厄やくを招き寄せてしまうものなのだ。

　伊依は、己おのれの手首で輝かがやく白い腕うで輪わ──《門ＧＡＴＥ》を無意識に撫なでた。

「…………」

　その直後のことだった。

　そっと触ふれた伊依の指先が虚界アンダカへの入口にして現界カナイからの出口、《門ＧＡＴＥ》に何らかの刺し激げきを与あたえて反応させてしまったかのように、一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬、その純白の腕輪は伊依の意に反して数回だけ瞬またたいた。

　ちかちかっ。

「………？」

　伊依は目を見開き、これまで見たことのないその現象に戸と惑まどった。すでに残ざん滓しも残さず光は消しよう滅めつしているが、どこかに残ってはいないものかと探さぐるみたいに伊依は手首を振ったり床ゆかを見回したりする。

　そんな伊依の真横、朝あさ靄もやのように曖あい昧まいな存在が──すう、と通過して。

「気をつけて」

　小声で、耳元に囁ささやいてきた。

　伊依は弾はじけるみたいに振りかえる。しかし、そこには誰もいない。確かに今、伊依の横を通りすぎたはずの誰かは、幽ゆう霊れいみたいにその存在を完全に消滅させていた。

　気をつけて、と言ったか。

　それは──いったい何に？

「伊依ちゃん？」

　ようやく口論を終えた次郎花が、不思議そうな顔でこちらに呼びかけてくる。伊依は慌あわてて手をふり、なんでもないと主張してからまた廊ろう下かの奥へ視線を向けた。

「～♪」

　そこには誰もいなかったが、なんだか口笛みたいな、掠かすれた綺き麗れいな音の羅ら列れつが響ひびいていた。
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　紫むらさきと黒と橙だいだいの列が並ぶ体育館。それぞれ三学年、二学年、一学年の生徒で、壁かべ際ぎわには教師たちがちらほらと並んでいる。新生古頃として生まれ変わった古頃と殻蛇と亜玉の全員が居並び、息を殺して沈ちん黙もくしている様は圧巻だった。

　彼らが声もなく渋しぶい顔をしているのには理由がある。それは体育館の各所に仕し掛かけられた暖だん房ぼうだった。季節は冬──とりたてて変ではない光景だが、問題なのはそれらの暖房から放たれる殺人的な熱波である。

　推定室温五十五度。歪ゆがむ空気に倒たおれる生徒。

　灼熱地獄と化した体育館で、唯ゆい一いつ──冷然と微笑ほほえんでいるのは壇だん上じように立つ女のみ。

　氷色の瞳。白銀色の髪かみ。乳白色の肌はだ。それら透とう明めいな部品で構成された氷細工のような美女である。髪は凍こおりついたような硬かたさを保って肩かたまで伸び、頭には革かわの帽ぼう子し、同じく指先まで完かん璧ぺきに密みつ封ぷうした手て袋ぶくろを嵌はめて防寒している。

　彼女の名前は宇う宙つ木き氷ひ蜜みつ。日本に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テ授イアであり、新生古頃の校長でもある。もともと古頃と殻蛇と亜玉を統合するというのも宇宙木の発案らしく、他校の校長たちも彼女が長となることに同意してその軍門に下った。

　学び舎やの支配者は、美び貌ぼうにえらく愉ゆ快かいげな色を乗せて微笑んだ。彼女の目前にはマイクが立てられており、どこか毒を孕はらんだその声も少しだけ反はん響きようしている。

『久しぶりなひとも、初めましてなひとも、あらためて挨あい拶さつさせてもらうわ──私が新生古頃怪造高等学校の校長を務める怪レイ造・モ学ンス教テ授イア、宇宙木氷蜜よ。……あら？』

　ぶるっ、と震ふるえ、自らを抱だきしめた彼女は壁際の教師に視線を向ける。

『寒いわ。そこの君、暖房の設定温度をちょっと上げてくれる？』

　殺す気か……と体育館に集まった全校生徒の気持ちが今、ひとつになった。こうして団結力を向上させるために我が慢まん大会みたいなことをしているなら大した教師だが、たぶん全然そんなわけはない。宇宙木は自らが怪造した上級一位の怪モ造ン生ス物ター──《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に常に体温を奪うばわれており、いつでも防寒していなければ生きていけない身体からだなのだ。

　そう考えると可哀想かわいそうなひとなのだが、権力を笠かさに着て周囲の温度を上じよう昇しようさせ、暑さに苦しむ他人を見るのが大好きという性格なので同情は湧わいてこない。

　なんというか、随ずい分ぶんと宇宙木を見るのは久しぶりなのだけど、変わってないなあのひと──と伊依は汗あせを拭ぬぐいながら思った。病やみあがりにこの拷ごう問もんじみた室温は厳しい。

『とにかく』

　冬の女王のような衣い装しようを舞まわせ、宇宙木は丁てい寧ねいに生徒たちを見回した。

『亜玉と古頃の事件は痛ましかったけれど、こんなもんじゃないわよ、君たち。若い君たち。未来の怪造学界を支えていく君たち。これから何度でも君たちは絶望的な事態に晒さらされ、そのたびに傷つき、苦しんでいくことでしょう』

　相変わらず歯に衣きぬ着せない、言いたい放題な口調だった。けれど伊依としては、正直な怪造学界の現状を語ってくれる彼女にはわりと好意的だ。

　そうだ。怪造学は優やさしい学問ではない。けれど、ひとたび志してしまったのだから、今さら弱音は吐はかない。苦しくても、立ち止まらない。

　真っ直すぐに前を見つめた伊依と、宇宙木の氷色の瞳ひとみが一瞬だけ交差した。

　茶目っ気たっぷりにウインクし、氷細工の校長は両手を広げた。

『けれど、そんなもの、恐おそれることは何もないわ。生きているのだもの、どんな道を進んでも傷ついたり苦しんだりするのは当たり前。それこそ他ほかの職業でも同じだわ。……だけどね、君たち、傷ついて苦しんでもう嫌いやだと嘆なげいたとき、思いだして』

　ぱちん、と彼女が指を鳴らすと、そこに一匹ぴきの怪モ造ン生ス物ターが怪造される。呪じゆ文もんも呪印も使わないその何気ない怪造が、どれだけ至難の業わざかここに集まっている全すべての生徒が知っていた。

　青い衣ころもをまとい、妖よう精せいの羽を生やした少年の怪モ造ン生ス物ターを丁寧に掌てのひらに乗せ、宇宙木は神しん妙みように子供たちを眺ながめる。

『私たちは独りじゃない。困ったときには、助けてくれる相棒がいる。そのことを忘れないで。私たちは、独りでこの優しくない世界と戦わなくてもいい、とびきり幸運な種類の人間だってね』

　そして彼女は、入学式で伊依たちにも告げてくれた言葉を口にした。

『存分に楽しみなさい、虚界アンダカの怪造学を』

　青い妖精がくるりと踊おどって、熱さに朦もう朧ろうとした生徒たちの顔に一時の冷風を届けてくれる。完全に熱せられた体育館で、冷気を放つのがどれだけ困難か伊依は知っていた。

　すごい。やはりすごいひとだ、宇宙木は。

　自分も、彼女のようになれるだろうか。

『……さてと』

　すぐに不ふ真ま面じ目めな表情になり、宇宙木はにやにやと笑った。

『校長先生の素す敵てきなお話はまだ始まったばかりよ、君たち』

　その一言で絶望に墜おちた生徒の表情を楽しむように、宇宙木はさらに教師に命じて体育館の温度を上げさせる。身体の弱い生徒が何人か倒れた。伊依もそろそろ限界だ。さっき怪モ造ン生ス物ターで冷気を送ったのも、体感温度を上昇させるための布石だったのかもしれない。だめだ。このひとを尊敬しちゃだめだ。自分はこんな性しよう悪わるにはならない。みんなに好かれる、優しい怪モン造ステ学イ者ストを目指そう。うん。

『古こ頃ころ大たい祭さい』

　不思議な一言を口にして、宇宙木は反応を探さぐるみたいに周囲を睥へい睨げいした。

『記念すべき第一回古頃大祭の開かい催さいまで、あと二週間しかないわ。皆みなさん、もう当日の予定は決まったかな？　私はねぇ、ちょっと偉えらいひとの接待とかで自由になる時間は少ないのだけれど、そのぶん短い暇ひまを存分に利用して楽しませてもらうつもりだわ』

　うきうきした彼女と、どことなく落ちつかない空気の生徒たちに、ぽつんと置いてきぼりになった伊依は後ろに立っていた友達に困ったような視線を向けた。

「カービィちゃん」

「ん？」

　海のような空のような青い髪かみをした彼女は、名前を魅み神かみ香か美みといって、伊依の中学時代からの友達である。いつも眠ねむそうで怠たい慢まんで、けれどこの限界まで熱せられた体育館で平気そうな顔をしていることからもわかるとおり、かなり只ただ者ものではないというか底知れない。

「どしたの、伊依。倒たおれそう？　先生とか呼ぶ？」

「や、そうじゃなくて。あのさ、校長先生が言ってる古頃大祭ってなぁに？」

　校長はまだ何か語っているが、とりあえず今はその古頃大祭という言葉に興味がある。香美も何かを察してくれたようで、相変わらず緩かん慢まんな動きで何度か頷うなずいた。

「あぁ、伊依は風邪かぜで休んでたから知らないのね。古頃大祭っていうのは、あれよ、いわゆる文化祭？　学園祭ってやつ？」

　長い指を立て、なぜか得意そうに彼女は説明してくれる。

「ほら、新生古頃になって、古頃と殻蛇と亜玉が一いつ緒しよになっちゃったでしょ。そんな感じで慣れない生徒たちの親しん睦ぼくを深めるためのイベント、みんなで楽しく遊んで仲良くなるためのお祭りが古頃大祭だわ」

　浪漫ロマンよねぇ、とよくわからない溜ため息いきをついた香美に、伊依はがぜん元気になる。親睦を深めるためのイベント？　仲良くなるためのお祭り？

　なんだそれは、めちゃくちゃ楽しそうではないか。

　伊依は暑さのせいだけではなく頰ほおを紅潮させ、どきどきして壇だん上じようを振ふり仰あおぐ。

「すごいねぇ、校長先生も素敵なこと考えるよ」

「うん。でもね、ちょっとなんか仕組みというかシステムが変わってるんだわ」

　怠なまけ者の香美にしても授業ではないイベントは歓かん迎げいなのか、どこか嬉うれしそうな感じである。丁寧に古頃大祭について解説してくれた。

「まずね、どんな出店やイベントをやっても基本的には自由。もちろん危険なのとか、法律に触ふれるような賭と博ばくやお酒やアダルトなことはだめだろうけど。クラスや部活動、個人での企き画かくも認められてるらしいわ。どこの企画に参加して準備してもいいし、逆に見るだけってのもいいらしい。あちきは見るだけかなぁ……準備は面めん倒どうだし」

　さりげなく香美らしいことを言って、それから彼女は目を細めて怖こわい顔をした。

「ほんでね、古頃大祭の最後には、全校生徒＋教職員＋外来のお客様がそれぞれ一票ずつ、最も素敵だと思った企画を選んで投票するのね。その投票の結果が最も良かった企画団体──クラスでも部活動でも個人でも、なんか校長がその能力と権力と財力を駆く使ししてなんでも願いを叶かなえてくれるらしいのだわ。太っ腹よねぇ」

「へぇ……」

　そんなことは有りえないが、もしも伊依が勝ったら、ちょっと集会のときなどの暖だん房ぼうの温度を下げてもらいたい。もうだめだ。意識が途と切ぎれそうだ。

　香美はそんな伊依に気づかず、ついでというように付け加えた。

「あとね、その最終投票の前にも何度か全校生徒＋教職員は好きな企画団体に投票させられるのよね。ぜんぶで三回だったかしら？　その途と中ちゆう投票でそれぞれ上位だった企画団体は、一回ごとにボーナスポイントがもらえるらしいのだわ。そのポイントは最終投票の得票に加算されるらしいし、準備段階でも宣伝とかに気が抜ぬけないってことよね。ま、大真面目に一位になろうと思うんならだけどね」

「ふぅん……」

　なんとなく、伊依はその香美の説明に嫌いやな予感をおぼえた。全ての生徒が善良ならいい、きっと楽しいだけのお祭り騒さわぎになるだろう。けれどもし、なりふり構わず一位になるため裏工作やら妨ぼう害がい、買収で票を得ようと目もく論ろむ連中がいたら……。

　そこまで考えて、ふと伊依は壇上の宇宙木を見る。何かを企たくらんでいるような、底意地の悪い表情。それを確かく認にんし、伊依は本能的に察した。

　わざとだ。

　校長は故意にそういう裏での熾し烈れつな戦いが発生する状じよう況きようを作りだしたのだ。彼女は、そういう騙だましあいや妨害合戦を経て生徒が成長することを望んでいるにちがいない。そういう人間だ、あの宇宙木氷蜜というひとは。

　伊依は暑苦しい体育館ではありえない、寒気のようなものを感じて身を震ふるわせた。

　荒あれそうだ。これでもかってほどに荒れそうだ。古頃大祭という──前ぜん代だい未み聞もんのお祭りは。

『それじゃお待ちかね、第一回の途中投票──その結果を発表するわね』

　考えているうちに校長の話は先に進んでいた。伊依は慌あわてて香美を見る。香美はお生あい憎にく様さまという感じに肩かたをすくめ、なんでもないふうに語ってくれる。

「伊依が休んでるうちに、もう企画の募ぼ集しゆうは〆しめ切きられちゃってね……古頃大祭に参加する企画は出で揃そろっちゃったのよ。ほんで、今日は三回ある途中投票の第一回結果発表。どこの団体にもまだ宣伝とかは禁止されてるから、まっさらな状況での投票になるわね」

　そうか。もう企画の募集は〆切になっていたのか。べつに何かやりたいことがあったわけでもないのだが、なんとなく寂さびしい。文化祭などは準備するのも楽しいのだし、あとで適当な友達に声をかけて企画に交ぜてもらおうと伊依は思う。

　しかし……宣伝禁止の第一回投票、それは純じゆん粋すいな企画者の人気投票という感じになるだろう。校内で有名な生徒とか、強い部活動とか、美少女とかに票が集まるはずだ。もちろん表だっての宣伝が禁止されているとはいえ、こっそり根回しなどして票を稼かせいでいるひとはいるだろうが──。

　さて。初めてとなるこの投票で、いったい誰だれが名を挙げてくるのか。

『第一位は……おっ、ある意味じゃ順当かな、これは』

　たっぷり間を置いて、宇宙木はその名前を口にした。

『第一位──虚こ島じま罠わな奈な』
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　虚島罠奈。十八歳。元殻蛇怪造高等学校の三年生。伊依が彼女について知っている情報は極きわめて少ない。ただ──断言できる。

　彼女を一言で表すのに最も相応ふさわしい言葉は、お姫さま──だ。

　純粋で、清せい冽れつで、綺き麗れいなひとだ。非の打ち所がない。

　彼女は虚界アンダカ解かい析せきの分野に多大なる貢こう献けんをし、怪造学の歴史に名を残した虚こ島じま慈いつ樹き博士の一人娘むすめで、父親の才能を凌りよう駕がした怪造学の腕うで前まえを誇ほこる天才だ。天才。その言葉は虚島罠奈にこそ相応しくて、あとは全すべて偽にせ物ものだとすら伊依は思う。

　伊依たちは偽の殻蛇から脱だつ出しゆつした後、本物の殻蛇で一ヶ月ほどを過ごした。そこで理解できたのは、殻蛇怪造高等学校の中心は罠奈だという厳然とした事実だった。特に何もしていないのに、むしろ自己主張はあまり強くない罠奈が、自然に、ごく当たり前に、みんなの中心になっていた。

　お姫さま。本当に、そんな雰ふん囲い気きの少女だった。人間には生きていくうちに垢あかのような汚よごれや悪いものがこびりついていく。けれど罠奈にはそれがなかった。不思議なくらい純粋で、けれど決して無む邪じや気きなだけの赤子のような人物だったわけでもない。

　彼女は人格者であり、才気に満ち溢あふれた学徒であり、家いえ柄がらも性格も申し分なく、さらに輝かがやくような美び貌ぼうにすら恵めぐまれていた。

　人間としてのレベルが伊依とは一段も二段もちがう。同じ人間とは思えなかったくらいだ。天は人に二物を与あたえずというが、それは噓うそだと思う。神様は彼女を贔屓ひいきして二物も三物も煌きらめく才能を与えていた。

　そんな虚島罠奈と、あくまで一いつ般ぱん生徒でしかない空井伊依が出会ったのは偶ぐう然ぜんである。たまたま一人で殻蛇の寮りようまで帰ろうとしていたとき、校舎のそば、花か壇だんで泣いている罠奈に出会ったのだ。

　そのときは虚島罠奈という名前を聞いていても、本人の顔は見たことがなかった。すごく美人だという噂うわさだったが、たしかに泣き顔までも綺麗なのは美人とかの概がい念ねんを通りこして卑ひ怯きような部類だ。それほどまでに絵になる、ひとつの名画のような泣き姿だった。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　伊依は思わずそう尋たずねた。とりあえず放ほうっておけなかった。罠奈は真っ白な指先を泥どろだらけにして、しきりに花壇の雑草を抜ぬいていた。いつも周りにファンクラブだかお付きのひとだかを侍はべらしている彼女だが、そのときは他ほかに誰もいなかった。

　罠奈は真しん珠じゆみたいな涙なみだを零こぼし、こちらを見もせずにつぶやいた。

「私は大丈夫です」

　鼓こ膜まくが蕩とろけるような声だった。人間の喉のどというのはこんな音を発することができるのかと思うほどに。伊依は雷かみなりに打たれたみたいに立ちつくし、目を白黒とさせてしまった。

　この世の生き物ではないみたいな少女は、独り言のように囁ささやく。

「人間は……強い生き物です。おそらく、地球で最も〝大丈夫〟なのです。だから他の命をこうして、花壇に閉じこめて弄もてあそぶ」

　ぶち、と雑草を抜き、罠奈は遠くのほうを眺ながめた。

「どの命が生きるべきか、選ぶ人間の傲ごう慢まんさが哀かなしい。雑草を抜かなければ花は栄養を喪うしない、生きられない。全ての命を救えないのは……哀しい。どうしてなのでしょう、私たちは、どうしてあらゆる貴とうとい魂たましいを守れないのでしょうか」

　舞ぶ台たい女優のように嘆なげき、ぽつりと彼女は声を漏もらす。

「弱いから……なのでしょうか」

　それだけ言うと、彼女は音もなく立ちあがった。そして完全に硬こう直ちよくした伊依に女め神がみのような微び笑しようを向けて、そっと涙を拭ぬぐった。泥が綺麗な顔を汚した。

「あなたの瞳ひとみは」

　そっと指をこちらに伸のばし、すぐに止め、なんと──罠奈は伊依の眼球に当たり前のように口づけをした。驚おどろき、身を反らせた伊依に、彼女は楽しそうに笑う。

「綺麗。前を見て、夢を追い求め、輝く美しい瞳です。けれど……」

　そっと手をふり、会え釈しやくして、お姫さまのような少女は言った。

「前しか見ていないと、足あし下もとの命を踏ふみつぶすかもしれない。それを……覚えていてくださいね。人間は……強い生き物ですから、知らずに何かを傷つけている」

　それだけ告げて去っていく罠奈に、伊依は最後まで声をだせずに固まっていた。

　彼女にキスされた瞳が、やけに熱かった。心臓の鼓こ動どうが激しくて、伊依は胸を押さえたままいつまでも罠奈の背中を見つめていた。

　それが、伊依と罠奈が会話した、最初で最後の機会。

　殻蛇は半はん壊かいした亜玉や古頃と比べて生徒数が多いし、その殻蛇の生徒はみんな罠奈に心しん酔すいしていたから、投票で彼女がたくさんの得票を手にするのも納なつ得とくできる。伊依だって、もしも投票していたら罠奈にいれていたかもしれない。

　奇き跡せきのように優やさしくて、誰だれよりも美しいお姫ひめさま。

　虚島罠奈は目立つことをあまり好まなかったようだけど、お人ひと好よしだから、きっとみんなの声せい援えんを拒きよ否ひしない。優勝して、願いを叶かなえてもらうときも、身勝手な、嫌いやなことは望まない。

　古頃大祭の勝者は、虚島罠奈であるべきだ。

　伊依は強くそう思い、みんなが注目を向けるほうを捜さがし、久しぶりに罠奈の綺き麗れいな姿を見ようとそちらに視線を動かして──。

　愕がく然ぜんとした。
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　虚島罠奈は鉄仮面を嵌めていた。

　鉄仮面。重苦しい漆しつ黒こくの、無数の鋲びようで固定された異様な仮面。そこから覗のぞく綺麗な瞳は罠奈のものだし、伸びた髪かみの毛も変わらずお姫さまのように神こう々ごうしかったが。

　違ちがった。何か根本的なところで、彼女は以前の彼女とは違っていた。外見だけの問題ではない。雰ふん囲い気きが──あの全てを包みこむような優しい空気が、残らず消えていた。

　死し刑けい執しつ行こう人にんのように威い圧あつ的な、不安になる立ち姿。制服は三年生の紫むらさき色いろで、特に改造は施ほどこされていないが、あまりにも普ふ通つうなので逆に異様さが目立った。

　あれは本当に虚島罠奈か？　雑草の命にすら涙を零し、超ちよう越えつ的な美しさをまとっていたあの少女と同一人物なのか？

　ざわめきが広がっている。みんな気持ちは同じなのだ。殻蛇怪造高等学校のお姫さま。新生古頃の三学年筆頭。虚島罠奈の変わり果てた姿に、誰もが理解できずに混乱の渦か中ちゆうへと巻きこまれていた。

　潮しお騒さいのような声の嵐あらしはやがて体育館を支配し、盛せい大だいなどよめきとなって響ひびいた。

　伊依も落ちついていたわけではない。むしろ誰よりも戸と惑まどっていた。あまりにも想像外の事態に、思考が追いつかず呆ぼう然ぜんとして声すらあげられないのである。

　鉄仮面を嵌はめただけで周囲を動転させる。虚島罠奈の影えい響きよう力はそれほどのものだ。けれど──収拾のつきそうにない空気を、あっさりと鎮ちん静せいさせたのもその罠奈だった。

〈……黙だまりなさい〉

　奇き妙みような。

　捻ねじくれた、歪ゆがんだ、あの澄すみきった罠奈の声とは思えない不気味な声こわ音ねだった。途と切ぎれ途切れで、発音がおかしくて、それでも体育館が水を打ったように静まりかえるには充じゆう分ぶんなほど奥まで届く一声。

　死んだように無音となったこの場所で、鉄仮面の虚島罠奈は両手を広げた。

〈あらかじめ言っておきます〉

　当たり前のように、爆ばく弾だんのような言葉を投とう擲てきする。

〈私は古頃大祭に参加するつもりがありません〉

　古頃大祭に参加しない？　それはどういう意味だろう？　それは彼女の変へん貌ぼうとも関係があるのか──もはや何がなんだか、伊依には理解できない。

　罠奈は。

　罠奈は、どうしてしまったのだろう。

〈そもそも〉

　罠奈の視線に、そばに立っていた少女が引きつった悲鳴をあげた。罠奈はそれを見て一いつ瞬しゆん、瞳に寂さびしそうな感情を浮うかべたが、すぐに視線を前に戻もどして語る。

〈彼女が、勝手に私を古頃大祭の企き画かく者として登録したのです。それはいいです、もはや確定してしまった過去ですから〉

　そこで宇宙木を睨にらみつけ、罠奈は低く溜ため息いきを漏らした。

〈けれど、私は騙だましあいと争いあいの舞台になりそうな、古頃大祭の仕組みを拒きよ絶ぜつします。当然、誰かを蹴け落おとして優勝したいとも思いません。私たち三年生にとっては、残り少ない学園生活です。せめて穏おだやかにすごしたい〉

　そして彼女は、堂々と宣言した。

〈ゆえに、私はここに平穏派を設立します。平穏派は、争いや騙しあいをしたくない生徒たちのコミュニティです。嫌な裏工作や、根回し腹芸の貶おとしめあいが嫌な生徒は、平穏派に参加してください。ねぇ、皆みなさん、仲良くしましょう〉

　その一瞬だけ、罠奈は以前のように、ただ優やさしいお姫さまの雰囲気をまとった。

〈同じ学校の生徒なのです、争いあうなんて……哀かなしいです〉

　祈いのるように手を合わせ、彼女は周囲を見回した。そして最後に諸悪の根源たる宇宙木を真っ直すぐに注視する。

〈校長先生。多数決は好みじゃないですが……次回の投票で、私の平穏派が全校生徒の半分以上の得票を手にしたら、以後の投票と、最後に校長先生が願いを叶えるという報ほう酬しゆう──争いの種を撤てつ回かいしてください。それさえなければ……本当に、みんなが純じゆん粋すいに仲良くなれる、素す敵てきな学園祭になるはずなのです。お願いします〉

　平穏派に全校生徒の過半数が投票したら、それは生徒の半分以上が争いをしたくないという意思表示になる。その見た目にわかりやすい方法で、罠奈は不必要に生徒を争わせようとする宇宙木の意思を変えさせようとしているのだ。

　なんだ、と伊依は思った。

　罠奈は──罠奈のままだ。殻蛇のお姫さま。誰だれよりも優しい女の子だ。しかも強い、確実に争いを終わらせる方法を模も索さくし、実行している。

　すごいひとだ。

『まぁ……べつに、構わないけどね』

　しかし校長は逆に楽しくなってきたという顔で、罠奈をじっと見つめて微笑ほほえんだ。

『あくまで君の平穏派が過か半はん数すうを超こえたらの話よ？　かなり難しいと思うけどなぁ、君にはその自信があるのかな？』

〈はい〉

　虚島罠奈は、当たり前の真理を幼児に教えるように、つぶやいた。

〈争いが好きなひとなんて──いるわけがありませんもの〉

「俺は大好きだッ！」

　突とつ然ぜんだった。

　不意に、唐とう突とつに、高らかに主張する誰かの声が響きわたった。完全に罠奈の弁べん舌ぜつに支配されていた体育館に、遠えん慮りよなく土足で踏ふみこむような──危険な声。

〈あなたは〉

　罠奈は警けい戒かいするように、声の主を見つけて目を細めた。伊依の位置からでは周囲の人間が邪じや魔まで声の主はよく見えない。またも騒さわがしさが伝でん播ぱし、伊依は不安になって身を縮ませる。

　なんだ。なんだ今の、危あやうい、妙に虫が騒ぐような声は。

〈二年生の……〉

　罠奈の言葉を遮さえぎって、正体不明の人物は楽しそうに叫さけんだ。

「俺かい!?　俺様かい!?　俺様の名前を聞いたのかい!?」

〈いえ、聞いてません。知っています。無城の……〉

　淡たん々たんとした罠奈を無視し、ヒートアップした声は堂々と主張する。

「亜玉が抱かかえた不良債さい権けん、町の屑くずたァ小せぇ小せぇ、誰が呼んだか小こ粋いきな仇あだ名な──〝亜玉の魔女〟たァ、俺のことよ！」

〈言っている意味がわかりません〉

　怜れい悧りな声で切って捨てて、罠奈は大きく溜息をつく。そんな彼女の気持ちもわかる。なんというか、伊依には声しか聞こえないが、相手にするのがものすごく疲つかれそうな人物だった。

　罠奈もそう思ったのだろうが、彼女は優しいので、小首を傾かしげて言葉を紡つむぐ。

〈〝亜玉の魔女〟……その名を聞いたときから疑問だったのですが、どうしてあなたは男性なのに魔女と呼ばれているのですか？〉

「あぁん、何を聞くかと思えば──簡単よォ。男のくせに女の格好、それってぇのは魔女の条件を満たしてねぇかい……殻蛇の姫ひめさんよ！」

〈よく意味がわかりません〉

　うん、全然わからない。伊依も罠奈に同調して頷うなずく。たぶん周りの生徒たちも同じ気分だろう。けれど〝亜玉の魔女〟とやらはそんな寒い反応も気にせず、一方的に古頃大祭ランキング一位──虚島罠奈へ宣戦布告した。

「……とにかくよぉ、この俺がここにいるかぎり、こんな楽しいお祭り騒ぎを勝手に終わらせやしねぇぞ。よぉく覚えておきなァ、殻蛇の姫さんよ！」

〈ならば覚えておきましょう──〝亜玉の魔女〟〉

　罠奈は素っ気ない態度でそれだけ言い、にやにや笑う宇宙木を見上げてぼやいた。

〈……では校長先生、どうぞ先に進めてください〉

『はいはい。じゃあ二位以下を発表するわよ』

　楽しいお祭りになりそうねぇ、と性しよう悪わるな校長は小さくつぶやいて笑った。
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『第六位、空井伊依』

　不意打ちだった。

　その瞬しゆん間かんの感覚をどう表現しよう。頭が爆ばく弾だんになって脳内で火薬が炸さく裂れつしたとか、そのくらいの驚きよう天てん動どう地ち──視界が引っくりかえるほどの衝しよう撃げきだった。たぶん宝クジが当たってもここまで仰ぎよう天てんはしない。何せまったく予期していなかったのだ。今、この場所で、自分の名前が高らかに読みあげられるなんて。

「………は？」

　思わず間の抜ぬけた声をあげ、伊依は自分に注がれまくる他人の視線を無視して壇だん上じようの校長を仰あおいだ。城の襖ふすまか銭湯かと思うような桜の障しよう壁へき画がを背景に、意地悪な校長は世にも楽しそうな表情で笑っている。

　え？　夢？

　思わず現実まで疑い、頰ほおをつねってから大きく首を傾げる。

　その間にも校長は七位から十位までの生徒をただ淡々と挙げていき、役目は済んだとばかりに適当な口上を述べて散会を宣言した。暑さと長話にうんざりしていた生徒たちは潮がひくみたいに、ぽかんと立ちつくした伊依を残して体育館をでていく。

「え？　え？」

　伊依は展開についていけない。思わず困ったときの香美頼だのみだ、と後ろの香美を見つめ、その腕うでに縋すがりついて呂ろ律れつの回らない言葉を並べる。

「か、かかっ、かーびぃちゃん六位、あたし六位だって」

「カービィじゃなくてカミだもんね、あちき。おめでとう伊依……って、感じでもなさそうね」

　香美は呆あきれたように溜ため息いきをつき、わかるようなわからないようなことを言う。

「うんとねぇ、ほら、偽にせの殻蛇の事件からこっち、伊依みたいに怪モ造ン生ス物ターは友達だって言うひとが増えたでしょ」

「うん……」

　それは事実だし、喜ばしいことだ。体育館から去っていく生徒たち──特に古頃からきた一年生は、そばに怪モ造ン生ス物ターをつれているものも多い。偽の殻蛇での事件で、彼らは怪モ造ン生ス物ターとともに生きていく幸せを知ったのだ。

　すっかり人ひと気けがなくなった体育館。空白に重みがある、ただ暖だん房ぼうがしんしんと焚たかれた場所で香美は腕を組む。

「ほんでね、そんな連中は伊依のこと、自分たちに大切なことを気づかせてくれたひと、英えい雄ゆう、指導者、救世主？　そんな感じに思っちゃったんじゃないかしら、そんで、そのなかの誰だれかが殻蛇の虚島罠奈みたいに、勝手に担かつぎだして風邪かぜで休んでた伊依を古頃大祭の企き画かく者にしちゃった──と」

「…………」

　なるほど、と伊依は思う。筋はとおっている。納なつ得とくできないが。自分はべつに指導者になりたかったわけじゃなく、普ふ通つうにいつものように己おのれの思想を主張した結果、偽の殻蛇ではあのような結果になってしまったのだ。担ぎだされたり、妙に神聖視されたりするのは不本意だし、気味が悪い。

　しかし……香美の推測が正しかったとして、いったい誰が伊依を企画者として登録したのか。さらに、自分に集まった予想外に多くの票に伊依は背筋が冷える感じがした。知らないところで自分の名前が勝手に売れていて、たくさんのひとが自分に何かを求めて投票をしたという事象が、ただ純じゆん粋すいに名状しがたい恐おそろしさを生んだ。

　それは自分が何か違ちがうものになってしまったような、これまで感じたことのない言いようのない気持ち悪さだった。

　得体の知れない不安に固まっている伊依を引きずりつつ、香美が水すい墨ぼく画がらしきものが描えがかれた体育館の出入口まで引っぱってくれる。新生古頃の体育館は校舎の外に面していて、出ると冬の陽光と石いし垣がきや堀ほりに囲まれた天守閣つきの校舎が眺ながめられる。

　どこまでもお城のような建物だ。美しい懸げ魚ぎよに飾かざられた破は風ふ。堂々と置かれた鯱しやち瓦がわら。時代劇とかで忍にん者じやなんかが走ったりする廻まわり縁えん。継つぎ手てに凝こった釘くぎ無なし建築に真っ白に塗と装そうされた土つち壁かべ──と基本的にものすごく脆もろそうな造りなのだが、そこを鉄骨や不気味な呪じゆ具ぐで補強している。

　怪造学校は連続で事件に巻きこまれて半はん壊かいしたから、外からの攻こう撃げきなどに対応できるようにお城みたいな設計にしたのだそうだが……そういう実利的な部分よりも、ただ単純にお城を建ててみたかったという設計者側の思おも惑わくが感じられる気がする。なんだかとっても趣しゆ味み的なのだ。

　柿かきやら石榴ざくろやらの樹木が並ぶ校庭。新生古頃は高台にあるので、道沿いに夢追坂の町が見下ろせる。青い空に流れる雲は爽さわやかで、なんとなく馬鹿にされている気がするくらい清すが々すがしかった。

　自転車置き場の前──堀に渡わたされた橋を通り、奥に昇しよう降こう口ぐちを控ひかえた派手な冠かぶ木きの門をくぐる。すると下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえていた生徒の何人かが、こちらを見つめて小声で何か言葉を交かわしたのに気づいた。あれが六位の。伝説の怪レイ造・モ学ンス教テ授イアの娘むすめの。怪モ造ン生ス物ターが友達の。

「…………」

　その視線が訳もなく不気味に思え、伊依は青ざめると少しだけあとずさった。

　とん、と香美がそんな自分の背中に手を回して支えてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶ。何も変わらないわ」

　信しん頼らいしている親友の言葉が、伊依の恐きよう怖ふを解きほぐしていく。

「伊依は伊依の夢を真っ直すぐに追いかけてればいいの。たとえ周りがどれだけ変わっても、騒さわいでも、そんなの──些さ事じだわ。それに、覚かく悟ごしてなかった事態じゃないでしょう？　むしろ伊依の影えい響きようが広がったって証しよう拠こだわ、注目が集まるのはね」

「うん……」

　そうだ。変な目で見られるのは慣れている。自分はそんな周囲の視線に負けず、これまで精せい一いつ杯ぱいに夢を追いかけてきたではないか。

　怪モ造ン生ス物ターと人間が仲良く暮らせる世界。

　その理想に少しでも近づけたのだと、自分の行動がみんなに反はん響きようしているのだと、これはそういうことなのだ。怖こわがることはない。

　けれど。

「これからしばらくは……なんだか慌あわただしそうだね」

　伊依はつぶやいて、不意に感じた寒気に思わず自分を抱だきしめた。
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　新聞部を名乗る少女の取材を受けたのは、その日の放課後──とりあえず今日は疲つかれたので学生寮りようへ帰ろうと伊依が帰り支じ度たくを整えているときだった。

　思えばあのときから変な感じはしていたのだ。

　伊依は、それが不本意にせよ何にせよ古頃大祭ランキングの六位に食いこんだわけだが、それでも六位だ。上にはまだ五人もいる。そのはずなのに、新聞部の少女は帰宅を促うながす鐘かねが鳴ると同時に教室へと躍おどりこんできて伊依を捉つかまえた。

　とりあえず十位以内の人間には手当たりしだいに声をかけているのかな、と伊依は深く考えず、押しの強い新聞部員に引きずられて空き教室の椅い子すに座らされた。

　偉えらそうに自分の思想などを喋しやべるのは好きでもなんでもない。とても苦痛な時間だったが、少しでもみんなの怪モ造ン生ス物ターへの偏へん見けんをなくそうと、彼らを友達だと思ってもらえるよう、丁てい寧ねいに語りつづけた。

　そんな針の筵むしろで講義するような時間がしばらくつづいて。

　不意に。

　人間に化けていた妖よう怪かいがその本ほん性しようを顕あらわすみたいに、新聞部の彼女は──否いな、どうしてもっと早く気づかなかったのだろう、彼は、獰どう猛もうそうな素す顔がおを見せて不思議なことを言いはじめた。

「あんたの夢は月に到とう達たつできんのかい？　あんたは月に手が届くと実感できるかい？　今や人類は地球最大の山をも踏とう破はし、極ごつ寒かんの南極を歩き尽つくし、宇宙にまで飛びだすことに成功した。最初、あの夜空に浮うかぶお月様に行ってみたいと考えた馬鹿は、本気で月に到達できると思っていたのかねえ？」

　異様に似合っている女装。八や重え歯ばと鬼おにの角つの飾かざり。瞳ひとみに刃やいばの煌きらめきを灯ともした、彼の名前は無城鬼京。無城……その名前に、どこか聞き覚えがあって、伊依は思わず彼の発言を無視してつぶやいた。

「あなた──今日の全校集会で、虚島罠奈さんに喧けん嘩か売ってたひと？」

〝亜玉の魔ま女じよ〟を名乗った、理解しがたい、歌か舞ぶ伎き者もののような口調をしていた誰だれか。罠奈が、一度だけ無城とその名を口にしていた。それに目の前のこの、何か目を離はなしているうちに嚙かみついてきそうな、独特の危あやうげな存在感は間違えようがなかった。

「おっと」

　ぱしんと手を叩たたき、長机に足を乗せたまま鬼京は歯を剝むいて笑った。

「気づくのが遅おせぇってもんよ、古頃の教祖さんよ。古頃大祭はもう始まってるんだぜ？　のっこのこ疑いもせず偽にせの新聞部員に取材を受けて、こうして敵たるこの〝亜玉の魔女〟に自分の思想を喋くりたおしちまってよ？」

「偽者……だったんですか」

　無城鬼京は新聞部などではなく、今回の取材も、ただ純じゆん粋すいに伊依の思想を聞くための狂きよう言げんだったのだろう。なんのために、そんな芝しば居いまでして伊依の考えを知りたいと思ったのか。不気味で、警けい戒かい心が湧わいてくる。

　我知らず睨にらみつけると、鬼京はのんびり手をふった。

「なはは、そう怒おこんじゃねぇよ後こう輩はい。俺はあんたと違ちがって人気ねぇんでね、独りぼっちで票を手にいれるために走り回らなきゃいけない。死にもの狂ぐるいってもんよ。不ぶ躾しつけだったのは謝るが、まぁちぃとは緊きん張ちよう感をもたねぇと足あし下もとを掬すくわれるぜえ？」

　ぱしん、と両手を叩き、鬼京は子供みたいに好こう奇き心まみれな表情でこちらを指さしてくる。

「ま、偽者だって知られたからにゃあ俺には取材権はない。こっから先の質問に答えるかどうかはあんたの自由ってことでいいぜ、教祖さんよ」

「教祖じゃなくて空井伊依です」

　何か馬鹿にされているみたいで、教祖という呼び方は好かない。鬼京は明らかにからかっているだけのようで、陽気に笑うと目を細めた。

「ほい。んじゃ伊依ちゃんよ、ちょいと言わせてもらうがね、あんたの夢は少しばかり抽ちゆう象しよう的すぎやしないかい？」

「……そうですか？」

　鬼京の言葉に、思わず伊依は身構える。こういうふうに伊依の夢を批判するひとは、これまでにもたくさんいた。そのたびに伊依は自分の理想を貫つらぬきとおしたけれど、その結果、他人の夢や理想を叩き潰つぶしてしまうことも多かった。

　それは嫌いやな感覚だった。伊依はもっと、誰もが納なつ得とくできる形で人間と怪モ造ン生ス物ターに仲良くなってもらいたいのだ。強制して、無理に従わせて、一いつ緒しよにいても幸せではない。

「勘かん違ちがいしないでもらいたいんだが」

　きっちり背筋を伸のばし、真しん剣けんな顔をした伊依とは対照的に、気楽な感じに手を頭の後ろで組んだ鬼京は椅子を傾かたむけたり戻もどしたりしている。

「俺はべつに、あんたの夢を否定したいわけじゃない。むしろ応おう援えんしたいかな？　俺だって、不自然なくらい怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカに閉じこめようとしたり、やたら怪モ造ン生ス物ターの利用を拒きよ絶ぜつしたりする怪造学会の姿勢には疑問だし……あんたの夢が叶うと俺の夢にも都合がいい」

　それは、なんだか奇き妙みような響ひびきの言葉だった。一いつ瞬しゆんだけ喜びそうになった伊依だが、すぐに寒気のような胸むな騒さわぎをおぼえて押し黙だまった。

　鬼京はそんな伊依の表情を正確に読んでいるようだが、気にせず、流りゆう暢ちように語りつづける。

「そう──人間と怪モ造ン生ス物ターは仲良くするべきなんだよ、人間の利益のためにね。怪モ造ン生ス物ターを道具として利用すりゃ、人類の文明はもっと発達する。宇宙開発技術が人工衛星やらの発明に繫つながり俺たちの生活を豊かにしたようにね」

「そんな道具だなんて……」

　拒絶反応を示す伊依に、鬼京は理解しているというように笑った。

「わかってる。そこが邪魔なんだ。言ったよな？　あんたの思想が邪魔だって。あんたの夢は応援したいが、あんたの思想は邪魔なんだ。わかる？　あんたの夢が叶うと俺の理想には有益だが、そのとき邪魔になるのがあんたの怪モ造ン生ス物ターは友達っていう理論だ」

「先輩の……」

　伊依は必死で頭を働かせながら、眉まゆをひそめて問いかける。

「理想って？　夢って？」

「ん？　そうだな……あんまりにも語感が悪わりぃんで言いたくねぇんだが」

　ものすごく真面目まじめな顔で、無城鬼京は主張した。

「楽して生きたい」

　伊依は硬こう直ちよくする。

「………へ？」

「自じ堕だ落らくな生活がしたい。がんばりたくない。努力したくない。面めん倒どうくさいことは他人にやってもらいたい。美味おいしいものを食べたい。綺き麗れいなものを着たい。心ここ地ちいい場所に住みたい。気持ちよくなりたい不快なものは遠ざけたい……楽して生きたい」

　そんな不純な、とか適当な、などと真面目な伊依が文句を口にしようとした瞬間、鬼京はまさに鬼のような面相になって机に踵かかとを落とした。

　その一いち撃げきで机は木もく片へんになる。へし折れ、床ゆかに散らばって動かなくなる。

　立ちあがった鬼京は、固まった伊依を真っ直すぐに指さしてきた。

「舐なめんな！　サボりたいんがそんなに悪いんかよ！」

　ほとんど逆ギレのように怒ど鳴なりつけられ、伊依は何も言えなくなる。鬼京は信じられないほどの圧プレ迫ツシ感ヤーを放出し、髪かみを逆立てて啖たん呵かをきった。

「人類の文明ってぇのはよ、そうやって栄えてきたんじゃねぇのかい？　違うかよ、人間ってのは──努力しないために最大限の努力をする生き物だ。甘い理想や、抽象的な偽ぎ善ぜんじゃ、誰だれも救えやしねぇのさ！」

　ポケットに手をつっこみ、鬼京が小銭を取りだして床に投げた。ちゃりん、という聞き慣れた音に、思わず伊依は反応して視線を向けてしまう。

「金がほしい！」

　びくり、と鬼京の言葉に疚やましくなって伊依はお金から視線を逸そらす。魔ま女じよは豪ごう放ほう磊らい落らくに、両手を広げて大真面目に叫さけんだ。
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「もっと眠ねむりたい！　美味しいもの食べたい！　女の子といちゃいちゃしたい！　幸せに──俺は幸せになりたぁい！」

　両手の《門ＧＡＴＥ》を華か麗れいに舞まわせ、無城鬼京は大おお見み得えをきる。

「それが俺様の怪造学よ！」

　追いつけずに目を白黒させている伊依に、鬼京はそっと近づいて微笑ほほえんできた。

「なぁ、あんたの怪モ造ン生ス物ターと人間が仲良く暮らせる世界って夢も、結局はその、楽して生きたいって気持ちの延長上なんだぜ？　そりゃそうだ、怪モ造ン生ス物ターと争うよりも仲良くしたほうが楽だし、便利だ。だけどな──その理想を友達って言葉で飾かざるのはやめようや？」

「………？」

　理解できずに伊依が首を傾かしげると、彼はくるりと背を向けて教室の出口へと向かった。

「仲良くしたい？　それってのは、傷つけられたくない、けれど怪モ造ン生ス物ターの能力を利用したい──便利な道具にしたいって思想とどう違うんだい？　愛情を報ほう酬しゆうにして怪モ造ン生ス物ターを働かせるってふうにしか聞こえねぇんだよ、あんたの思想はな」

　振ふりかえり、なんとも堂々と、楽して生きたい〝亜玉の魔女〟は笑えみを浮うかべて言った。

「認めようぜ？　怪モ造ン生ス物ターは人間の道具だ。友達だ仲間だと口にしても、させていることは道具と同じだ。だったら格好悪くごまかすよりも素す直なおに認めちまおうぜ。そのほうが楽だし、誠実ってことにならねぇかい？」

「怪モ造ン生ス物ターは道具じゃありません」

　伊依は、椅い子すに腰こしかけたまま鬼京を睨にらみつけた。

「人類の発展のために怪モ造ン生ス物ターと仲良くしたいんじゃありません。怪モ造ン生ス物ターと仲良くすることが目的なんです。怪モ造ン生ス物ターとわかりあえて、愛しあえればそれで満足なんです」

「あんたはね、そうだろうね」

　含ふくみ笑いをして、鬼京は肩かたをすくめた。そして不思議なことに──なんだか寂さびしそうな、鬼の目にも涙なみだみたいな、意外なほどに哀かなしそうな表情になった。

「だけど人間ってのは、楽をしたがる生き物だぜ？　あんたみたいに、そこで満足できるかねえ？　同じ人類どうしでも争いあうくだらねぇ生き物さ……俺たちは。最初は仲良くしていても、いつか道具にしたがるやつは腐くさるほどでてくるぜ」

　忠告するように、本当に学校の先輩らしく、彼は静かに言ってきた。

「そのときに困らねぇように、仲良くしてからどうするか考えといたほうがいい。人間ってのは停てい滞たいや平へい穏おんに耐たえられねぇ生き物でさ、生ぬるく仲良くしつづけることなんかできやしねえんだ。何かその状態、〝みんな仲良し〟ってぇものを維い持じさせる、強制力、縛しばりをつくっとかねぇと──あっさり、あんたの夢の世界は崩ほう壊かいしちまうぜ」

　教室の扉とびらを勢いよく開き、廊ろう下かの窓に浮かぶ太陽を背にして、鬼京は真しん摯しに見つめてくる。只ただ者ものじゃないと、伊依はやはり彼を注視して思う。彼との出会いは、たぶん意義があるもので、けれど自分の夢を粉々にもしかねない危あやうげな事件だ。

　気をつけて臨のぞまなければ、彼に頭から食われてしまう。

　鬼京は角の飾りを煌きらめかせ、腕うでを組んで笑った。

「人間ってぇのは流水さ。ずぅっと流れていなきゃ落ちつかない。停とまっちまうと淀よどんで腐る。ぐるぐる循じゆん環かんさせて綺麗にしてやんなきゃよ──そのための推進力、目的としての思想、楽して生きたいってぇのが本質の人間にとって魅み力りよく的な餌えさを、目の前にぶら下げて流してやんねぇとだめだと思うのさ。あんたの思想はとても綺麗な池みてぇなもんだ、ただしどこにも繫つながっていない。そこで世界が完結している。そんな思想で停まっちまったら人類って水は腐っちまうよ」

　そうかもしれない。伊依は、これまで夢が叶かなったあとのことを考えていなかった。怪モ造ン生ス物ターと仲良くして、それからどうするのか。鬼京の言うように何かに怪モ造ン生ス物ターを利用する必要はない。停まった世界で上等だ。問題なのは、みんな仲良しでいられる世界をどうやって維持していくのか。淀みそうになった理想の池を、ぐるぐる循環させて綺麗なままにしつづける方法はないのか。

　そんな考えに至らせてくれた魔女に、伊依は敬意を表し──真っ直ぐに告げた。

「鬼京さん、あなたの思想は確かに未来へと繫がる流水だよ。怪モ造ン生ス物ターを道具にしたら、人類はすごく発展するだろうね」

　罠奈の言葉を思いだす。前しか見ていないと、足あし下もとの命を踏みつぶすかもしれないと言った彼女。今なら彼女の気持ちがわかる。あのとき彼女が流していた涙の意味も。

　どうして、誰だれかから奪うばうことでしか何かを手にいれられないのか。

　どうして、誰かと争うことでしか自分の意見を広められないのか。

　どうして、誰かと仲良くしたいという気持ちが、こんなにも、いろんなひとと対立する火種を生んでしまうのだろうか。

　弱いから──なのだろうか。

「だけど激しく流れる水は、時にはたくさんの人間を殺すよ」

　空井伊依は無城鬼京に、宣言するみたいに言った。

「気をつけて──考えて、先せん輩ぱい。できれば、誰も傷つけない方法をさ。あたしも考える。停まって淀んで、腐っちゃわない方法を」

　勉強になりました、と伊依は正直に言った。

　敵に塩を送っちまったかな、と魔女は愉ゆ快かいそうに笑って消えた。
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　虚こ島じま罠わな奈なが鉄仮面を嵌はめたのは、つい先日。

　けれど、ずっと以前から、心には仮面が嵌まっていたような──。

「罠奈ちゃんって、幸せそうだね」

　幼いころから罠奈はとびきり恵めぐまれた環かん境きように生きていた。怪かい造ぞう学がくという分野で華はな々ばなしく成功した父と、諸外国を相手に貿易を繰くりひろげる精力的な母のもとに生まれ、自宅は広々とした屋や敷しきで、欲しいものはなんでも手にはいった。

　玩具おもちやも。お金も。友達も。幸福も。

「罠奈ちゃんって、可愛かわいいね」

　そんな自分を妬ねたむひともたまにはいたけれど、罠奈が決して己おのれの立場を鼻にかけず、にこにこ笑ってお友達になろうと語りかけたら許してくれる。嫌いやな言葉や、暴力や、些さ細さいな悪ふざけは、みんな罠奈の表面に嵌まった笑え顔がおの仮面で弾はじかれて消えた。

　笑うのは、得意だ。

「罠奈ちゃんって、偉えらいね」

　勉強も、運動も、芸術分野も、怠なまけずに励はげめば必ず身につく。物心ついたときから両親に英才教育を施ほどこされ、自らも率そつ先せんして努力しつづけた結果、罠奈はなんでもできる子供になった。それでも満足せずに、健けな気げにいつもあらゆる研けん鑽さんを怠おこたらなかった。

　自然と罠奈はみんなに頼たよられ、それでも偉ぶらず、慈じ母ぼのようにみんなを助け、また守った。罠奈ちゃん、罠奈ちゃん、とみんな自分を好いてくれて、仲良くしてくれて、褒ほめてくれた。

　両親も、友達も、周りのひとも、みんな罠奈が良い子だと言ってくれた。

　罠奈もそれが嬉うれしくて、幸せで、世界も他人も等しく愛した。

「罠奈ちゃんって、すごいね」

　すごくない。ただ少しだけ幸運で、環境に恵まれただけだ。あなたも、あなたも、誰でもちょっと努力すれば幸せになれる。苦しい努力も我が慢まんして、それでも笑って、誰かを助けたりすれば、褒めてくれる、求めてくれる、愛してくれる。

　簡単なことだ。そうだ。罠奈は巧うまくやれているだけだ。

　巧く笑えて、巧く愛して、巧く生きているだけなのだ。

「罠奈ちゃんって」

　なに？　なに？

　褒めて！　もっと褒めて！　褒められると、嬉しい！　幸せで、世界や他人がもっと好きになれる！　みんな好きになると、生きていくのも楽しくなる！　それが最高で、きっと最善で、他ほかの何よりもずっと巧い生き方！

「罠奈ちゃんって、笑顔が噓うそくさいね」

　あれ？

　………あれ？

　ぴしり、ぴしりと、罠奈は自分の笑顔が脆もろい仮面みたいに崩くずれていくのを感じた。
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　罠奈の完かん璧ぺきな笑顔を初めて崩したのは、仇あだ祭まつり 遊ゆうという名前の少年だった。

　遊は罠奈の父である虚こ島じま慈いつ樹き博士の友人、仇あだ祭まつり孤独ひとりという男の義理の息むす子こで、当時、小学六年生だった。遊は生意気にも怪造学に興味があるとかでよく罠奈の父の研究所にも義父ちちとともに遊びにきていて、そのたびに研究の邪じや魔まだと追いだされて罠奈に押しつけられてきた。遊の義父と罠奈の父がその当時、行っていた研究は彼らにとって重要なもので、遊も優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エ習ツグだったものの、当然、研究に参加させてもらえるわけがなかった。

　そのことが不満だったのか知らないが、彼はたいそう失礼だったように罠奈は思う。

　初対面から開口一番、笑顔が噓くさいと言ってきて、罠奈が硬こう直ちよくしていると馬鹿にするみたいにどこかへ行ってしまった。

　なんて。

　なんて──失礼な、嫌な、やつ。

　けれど罠奈は他人に愛されることにかけては自信をもっていたし、きっと遊も虫の居所が悪かっただけで、こちらがめげずに愛あい嬌きようを振ふりまけば優やさしくしてくれるだろうと思った。罠奈も父に教わって少しは怪造学の知識があったから、彼が興味をひくような話題を見つけては嬉き々きとして喋しやべった。

　お話ししましょ。楽しみましょ。仲良くしましょ。

「罠奈ちゃん」

　長い努力が実ったか、そんなやりとりが日常と化したある日、遊は罠奈を真しん剣けんな顔で見つめてきた。待ってましたとばかりに、罠奈はそんな遊に最高の笑顔を見せた。きっと彼は罠奈の努力を認めて、お話に興味をもって、仲良くしてくれるのだろう。みんなそうだった。これまで出会った人々は、大人でも子供でも、罠奈ががんばれば優しくしてくれた。

　自分は生きるのが巧いはずだ。周りに愛されて、心ここ地ちよく毎日を生きられるはずだ。笑っていれば。こうして笑って、優しくして、誰だれかを愛していれば。

　遊はそんな罠奈の生き様を、ぽつりと否定した。

「罠奈ちゃんの笑顔って、噓くさくて、気持ち悪い……」

　仮面が。

　罠奈の笑顔の仮面が、ぴしりぴしぴしと音をたてて崩れ、剝はく離りした。罠奈は信じられなくて、理解できなくて、何度も首を傾かしげて笑え顔がおをつくった。面おも白しろい話をした。遊を褒めて、愛して、仲良くしようとした。

　けれど遊はむしろ哀あわれむように、そんな罠奈に申し訳なさそうにつぶやいた。

「ごめん、罠奈ちゃん」

　その言葉は、今も罠奈の胸の奥に棘とげのように刺ささっている。

「たぶん、君のそれは……愛する、とは違ちがう」
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　遊はそれから罠奈を労いたわるように、あくまで他た人にん行ぎよう儀ぎながらも笑顔を見せ、相手をしてくれたけれど、決して罠奈は愛してもらっているとは思えなかった。他のみんなのように、罠奈の相手をして、楽しく会話して、罠奈ちゃんは偉いねと褒めてくれなかったし。

　やがてそんな状態を維い持じしたまま、遊とは別れ、二度と会うことはなかった。

　罠奈は棘を抱かかえたまま、殻から蛇だ怪造高等学校に進学した。

　そこではやはり罠奈はみんなの中心で、誰をも愛し、誰からも愛され、いつも幸せを感じながら毎日をおくっていた。たまに嫌いやなこともあったけれど、そのたびに周りの誰かに助けられ、また自ら努力して問題を解決していった。

　人生は全すべて巧うまくいっている気がしたし、日々の生活になんら不満はなかった。罠奈は殻蛇でみるみる才能を開花させ、将来は有望、誰もが羨うらやむ存在になれたはずだった。

　けれど、たまに、ふとしたときに罠奈は思いだすのだ。

　遊の哀れむような視線。その他の誰からも告げられたことのない厳しい言葉。そのなかに含ふくまれていた、やはり罠奈に同情するような憐れん憫びんの気持ち。

　どうして、哀れむ。

　自分は幸せなはずだ。楽しくて、素す晴ばらしい、最高の人生を歩んでいるはずだ。

　けれど罠奈はいつのまにか、無意識に顔を撫なでるのが癖くせになってしまった。

　きちんと笑えているか。

　きちんと、巧く生きられているか。

　──罠奈ちゃんって、笑顔が噓くさいね。

「噓でも。仮面でも。偽いつわりでも。何でも」

　自分は幸福なはずだと、罠奈は知らずに亀き裂れつだらけになった己おのれの仮面に縋すがりついて生きた。
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　嫌なことが、あった。

　それはちょうど古こ頃ころ怪造高等学校の生徒が難民として流れてきたころで、罠奈はその新しい仲間たちとも楽しくやっていくべく、柔やわらかく触ふれあい、殻蛇に不慣れな彼らを親切に手助けした。困ったときはお互たがい様で、殻蛇も古頃も関係ない、みんな仲良くできるのが幸せなのに決まっているのだ。

　それが、違っていた。

　殻蛇の生徒たちは、罠奈が信じていたほど善良でも賢けん明めいでもなかった。良家の子女が多くいる殻蛇の生徒は基本的に高こう慢まんで、校舎を失い逃にげてきた古頃の生徒を見下していた。三大怪造高等学校のうちふたつ、亜あ玉たまと古頃だけが崩ほう壊かいし、殻蛇は以前と変わらず存続しているという偶ぐう然ぜんを妙みように誇ほこることすらした。

　古頃の生徒は、自分たちよりも下だ。劣おとっていて、下げ賤せんだ。

　そのような考え、差別が横行していることに不覚ながら罠奈は気づくのが遅おくれた。

　殻蛇と古頃の生徒は水面下で見えない意地の張りあいや嫌がらせの小こ競ぜりあいをし、陰いん湿しつに、温室育ちの罠奈からは想像できないほど苛か烈れつに卑ひ怯きように、争っていた。

　そんなとき、殻蛇の中心にいた罠奈が古頃の生徒に優しくしたのだから、誰も納なつ得とくせず、みんなの不満が爆ばく発はつした。

　罠奈は、戸と惑まどった。

　殻蛇だ古頃だ、そんなものは関係ない。同じ人間なのだし、自分の周りを構成している愛すべき隣りん人じんなのだし、仲良くしたほうがよくて、愛しあうのが当たり前で、そんなの説明するまでもない当然のことだと思っていた。

　だから、殻蛇の生徒たちが異様な剣けん幕まくで罠奈を取り囲み、殻蛇と古頃のどちらの味方なのかと激しく問いかけてきたときも、罠奈は己の生き様に忠実に、笑顔で応こたえた。

「私は」

　その返答が、他のひとにはどのように響ひびくかも予想しないで。

「私は、みんなの味方です」

　その瞬しゆん間かん──わずかに納得するような表情になったり、呆あきれたような、あるいは憤いきどおった顔つきになったりした周りの生徒たちは、白けたみたいに遠ざかっていった。

　そのうちの一人、特に罠奈が仲良しだと思っていた女子生徒が、どこか慈いつくしむように──それはかつての遊のように、素直に告げてきた。

「罠奈ちゃんって」

　それは何度も聞いた言葉だったけれど、そのときは何かちがう言語にすら思えた。

「本当に、偉えらいね。罠奈ちゃんって、すごいね」

　すごくない。偉くない。普ふ通つうで、当たり前で、みんな罠奈みたいに考えているはずで、誰だれかと仲良くするために他人を愛しているはずで、けれど、気づくと罠奈の周りからは誰もいなくなっていた。

「偽ぎ善ぜん者」

　誰かが、吐はき捨てるように言った。

　罠奈は──。

「私の笑え顔がおは」

　わからなくなった。ぜんぶ。

「噓うそくさい……ですか？」

　いつのまにか、気づくと、罠奈は笑えなくなってしまっていた。

　誰かを愛そうと思って話しかけたり、笑顔を振ふりまいたり、いつものように巧くやろうとしても──笑顔が噓くさいとか、罠奈ちゃんは偉いねとか、偽善者とか、そういう単語がぐるぐるぐるぐる頭の中を回転して、気持ち悪くなって、何もできなくなって。

　笑えなくなって。本当に、噓の笑顔すらつくれなくなって。

　虚島罠奈は鉄仮面をかぶり、素顔を隠かくした。

　笑えないと、嫌われてしまう。
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　伊い依よりが抱かかえている目下の問題は全すべて、数日の出で遅おくれという根本的に後手に回らざるを得ない状じよう況きようが原因といえた。風邪かぜをひいているうちに奇き妙みような人気投票に巻きこまれているなんて思いもしないから、不ふ可か抗こう力りよくではあるのだが。

　ともあれ無む城じろ鬼き京きようとの邂かい逅こうにより己おのれの怪かい造ぞう学がくを見つめ直す決意をした伊依は、腹をくくって古こ頃ころ大祭に参加することを決めた。ゆえに、ここまで状況に流されてきたので──ひとまず現状の確かく認にんと今後の方針を決めるため、どこかで腰こしを落ちつけて仲間たちと話しあいたいのだが。

「だめだめ。第七多目的室は城じよう塞さい建築部が使用中。多目的室や特別教室は部活動、一いつ般ぱん教室は個人とかが完全に貸しきっちゃってるみたい」

「体育館も見てきたけれど、演劇部とバレー部と野戦研究部が今も所有権をめぐって抗こう争そう中。近づけやしないのだわ。職員室やら用務員室まで使用中っていうんだから頭が痛いわ」

　新生古頃の二階、踊おどり場で合流した伊依と香か美みは顔をつきあわせて溜ため息いきをついた。

　鬼京と対面した翌日の放課後、さっそく行動を開始した伊依はまず作戦本部を見つけられないでいた。新生古頃の生徒は驚おどろくほど積極的に古頃大祭へと参加しているようで、そのこと自体は喜ばしくもあるのだが、探せど探せど空き教室のひとつも見つからないのだから困る。廊ろう下かで座りこんで話しあいをしてもいいのだが、仲間が増えて大所帯になったら通行の邪じや魔まだし、企き画かくの種類にもよるが劇や喫きつ茶さ店てんをやるならば教室のひとつでも支配していなければならない。

　どうも伊依が休んでいるうちに新生古頃の教室という教室、特別教室や特とく殊しゆな施し設せつ、およそ部屋と名前のつくものはトイレさえも誰かの管かん轄かつ下にされてしまったようだ。これから古頃大祭でどのように立ち回るかにもよるが、本ほん拠きよ地ちは是ぜ非ひともほしいので必死に捜そう索さくしているのだけれど。

　さらに問題なのは、もうほとんどの生徒たちはどこかの企画に参加しているようで、一いつ匹ぴき狼おおかみの香美の他ほかには協力者を得られなかったことである。とにかく現状を調べようにもみんな勝手にあちこちで行動していて、舞まい弓ゆみや遊ゆうの居場所も摑つかめない。

　伊依は香美と、腕うでに抱えた梅うめ子こと、胸むな元もとに下がった髑髏どくろの首くび飾かざり──伝説の怪レイ造・モ学ンス教テ授イアたる父、空すかい井い滅めつ作さくの魂たましいが宿った存在にそっと囁ささやいた。

「……どうしたものかなぁ」

　なんだかんだで伊依が困っていると助言をくれる父が、どうでもよさそうな声をあげる。

『んー、俺としては普通に怪モ造ン生ス物ターかなんかで襲おそえば教室のひとつふたつ支配できると思うんだが。新興の勢力は侵しん略りやくして奪うばいとることでしか領土を増やせないのは人類の歴史参照な』

「べつに領土を増やさなくてもいいんだよ。落ちついて喋しやべれるところがあればいいの」

　タカ派な彼にげんなりしつつ、伊依は香美と二人で当て所どなく歩きながらぼやいた。

「それと、そういう暴力行こう為いは基本的にパス。あたしたちの方針は非暴力と不服従でいこう。だから、どっかの企画者の支配下にはいっちゃうのもナシね。あたしたちは、あたしたちのまま古頃大祭で名をあげよう」

　そうだ、伊依は伊依のまま、誰にも追従せずに己の思想を高めなければならない。おそらく古頃大祭をかき混ぜるだろう騒トリ動ツクのス種ターたる無城鬼京と、いざ対決というときに他人の指示に従わなければいけなくて身動きがとれないのは困る。

　香美が呆あきれたように肩かたをすくめた。

「けれど実際問題、誰からも奪わず誰の支配下にもはいらず本拠地を得る方法ってのは思いつかないわ。誰か知りあいがどっかの教室でも管理してて、そのひとと交こう渉しようしてあちきら伊依軍団の傘さん下かになってもらう……とかが妥だ当とうかしら？」

「伊依軍団って何。まぁともかく、舞まいさんや遊くん、あとハナちゃん、魑ち魅み寺でらくんに駒こま崎ざきくんあたりとは合流しときたいよね。みんなどこにいるんだろ、昼休みとかに聞いとけばよかったなぁ」

　古頃大祭まであと二週間。残り一週間をきってからは丸一日、古頃大祭の準備に従事してもいいという話だが、現在はまだ定時まで授業の日程がつまっている。ただ仕方ないのだがみんな古頃大祭のことが気になっているのか、浮うき足だっていて真面目まじめに勉強できないようだったが。

「うーん、困ったなぁ」

　ともかく、このままではスタートラインに立つことすらできない。本拠地を定めて、仲間を集めて、企画の内容を煮につめて、資金や人員を確保しながら他の企画者の情報を探さぐる。やることはたくさんあるのだが、最初の最初で出遅れたのが痛い。

「あ、そうだわ」

　香美がふと思いついたように手を叩たたいた。

「ねぇ伊依。もしかしたら、まだ使われてない部屋があるかもしれないわよ」

「え、本当？　どこ？」

　あらゆる教室や施設が誰だれかに支配されたのは先ほど確認した事実だ。けれど香美は自信ありげに、胸をはって主張する。

「うんとね……抽ちゆう象しよう的てきで悪いのだけど、誰も近づきたがらないような部屋は、まだ支配されていない可能性があるんじゃないかしら。その点、伊依はどんなところにでも必要があれば迷わず進入できる子だし、危ない部屋だろうがなんだろうが大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

「いや大丈夫じゃないけど。あたし鼠ねずみとかゴキブリじゃないんだけど？」

　けれどまぁ、香美の言い分も理解できる。一いつ般ぱん生徒が関かかわりたくないと思うような部屋は、さすがに誰かの本拠地にはされていない可能性もあるのだ。けれど見たところトイレまで怪モ造ン生ス物ターを従えた生徒が巡じゆん回かいし管理しているらしい現状、そのような場所が本当にあるのかどうかは疑問だった。

　伊依は少し考え、思いつかず、救いを求めるように香美を見た。

「たとえば……どこが空いてるかなぁ？」

「そうね、校長室とか？」

　なんでもない彼女の言葉に、伊依は深く頷うなずいてしまった。宇う宙つ木きの意地悪と強きよう烈れつな暖だん房ぼうがコンボで発揮されるあの部屋に近づきたがる生徒はいない。けれど伊依だってさすがにそこだけは嫌いやだ。宇宙木に何を言われるかわからないし、たぶん一時間くらいで干ひからびてしまう。

　他にもいくつか香美は呪のろわれてそうな部屋の名前を口にしたが、いまいちピンとくるものがない。香美はどこでも大丈夫だろうと言うが、伊依だって居い心ごこ地ちが悪い本拠地は嫌だ。

　どうしたものか、と考えながら歩き、ふと前方に現れた扉とびらの前で立ちどまる。

　一階。下げ駄た箱ばこのすぐ近く。日本式の校舎に不似合いな乳白色の扉。

　そこに嵌はめこまれたプレートには一言、こんな名めい称しようが書かれていた。

「〝保健室〟……」

「あぁ、いいかもしれないわね。保健室」

　横に並んだ香美が適当な感じに頷いた。

「体育館で抗こう争そうしてたひとも、保健室に行こうとはせずに自分たちで怪造した怪モ造ン生ス物ターに治してもらったりしてたし。新生古頃の保健医もハッピー先生でしょ？　あんまり働かせるとあのひと倒たおれるし、みんな遠えん慮りよしてるんじゃないかしら」

　古頃の保健医、ハッピー＝クウネルは腕うで前まえは確かだが病弱で、しょっちゅう血を吐はいたり倒れたりすることで有名だった。保健医としてそれはどうなのかと思うが、事実なのだから仕方ない。

　伊依は《鳳フエニ凰ツクス》事件と呼ばれたある出来事の後、しばらく保健室で厄やつ介かいになっており、保健医ともそれなりに親しい。頼たのめば本ほん拠きよ地ちとして使用させてくれるかもしれない。

「そうだね。もう他ほかに部屋も思いつかないし、だめもとでお願いしてみよっか」

　なんだか巧うまくいきそうな気がして安あん堵どし、伊依は笑え顔がおで扉に向き直った。かるくノックし、できるだけ朗ほがらかな声で挨あい拶さつをしながら入室する。

「失礼します。ハッピー先生、いらっしゃいますか？」

　尋たずねながら部屋に一歩、足を踏ふみこんだ伊依は見た。

　異様なものを。

「…………」

　それは血まみれで十字架に磔にされた、ハッピー＝クウネルの死体だった。
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「いえ……死んでませんけど………」

　死体にしか見えなかった保健医は悲鳴をあげる伊依と絶句した香美に視線を向けて、よろよろ、という感じに顔をあげてから会え釈しやくしてきた。

　顔色の悪い男である。燻いぶした銀のような髪かみに、どこか虹にじ色いろがかって見える瞳ひとみ。目元には隈くまができ、ひどい猫ねこ背ぜで、どことなく危ない研究者のような雰ふん囲い気きがある。

　そんな彼は聖人のように磔はりつけにされたまま、困ったように何度か瞬まばたきをした。

「あぁ……これは恥はずかしいところを見られてしまいました………」

　恥ずかしいというか、なんなのだろうこの状じよう況きようは。いったい何がどうなって、彼はこんな酷ひどい目にあっているのか。伊依は慌あわてて駆かけ寄り、ガムテープでぐるぐるに固定されていた彼の両手両足を解放してあげた。保健医は何度か咳せきこむと、なんだか脱だつ臼きゆうしていたように見えた手首を呆あつ気けなく嵌めて力なく笑った。

「あぁ、どうも………ありがとうございます……空すかい井いさん」

「お礼はいいです。それよりも先生、いったい誰だれにこんなこと……」

　自力で磔になるのは不可能だろう、誰かこの風が吹ふいただけで折れそうな哀あわれな保健医を十字架に縛しばりつけた存在がいるはずだ。なんて残ざん酷こくなことをするんだろうと伊依は怒いかりすら湧わいてきたが、対する保健医はやはり照れたように頰ほおを搔かくだけだ。

「いえ………べつに……変な宗教のひととか……そういうのに狙ねらわれたわけじゃなく…………」

　疲つかれたようにそこで言葉を止め、一息ついてから彼はその名を口にした。

「山やま田ださんを………怒おこらせてしまって……」

　その瞬しゆん間かん、爆ばく発はつするような勢いで保健室の扉が開き、驚おどろいて振ふりかえった伊依と香美の視線の向こう、威い風ふう堂どう々どうと立つ奇き妙みような存在がその姿を見せた。

　巨きよ大だいな着ぐるみである。猫とも熊くまともつかない、微び妙みように古ぼけた着ぐるみで、ところどころに解ほつれた糸が生えている。手には保健医に突つき刺さすつもり満点な槍やりなどを持っていて、見た目にものすごく怖こわかった。

「…………」

「あ、山田さん」

　伊依が声をかけると、着ぐるみはわずかに怯おびえるみたいな反応をした。押し黙だまり、応こたえてくれない彼女──不思議な保健室の住人、山田魔ま夜やに伊依は微笑ほほえみかけた。

「久しぶり。こないだは舞さんをお世話してくれてありがとう」

「……頼マレタカラ、預カッタダケ」

　相変わらず不気味に反はん響きようする、合成音声のような声で彼女は応えた。それから槍を床ゆかに突き刺し、居い心ごこ地ち悪そうに、困ったような感じに保健医のところまで歩いていった。それは迷子の子供が親に縋すがるような、威い圧あつ的な山田の外見には不似合いな仕草だった。

　そんな彼女をやはり慈いつくしむみたいに、保健医が手近な椅い子すに腰こしかけながら見つめていた。伊依と香美も促うながされ、同じく山田も慣れた感じにパイプ椅子を用意して座った。

「伊依、伊依」

　香美が珍めずらしく狼ろう狽ばいしたように耳打ちしてくる。

「なに、あれ。あの生き物。なんか当たり前みたいに挨拶してたけど、伊依の友達？」

「いや、あたしもよく知らない。名前は山田さんっていうらしいよ」

　ひそひそ話に不安そうな山田の隣となり、保健医が動じない無表情で頷うなずいた。

「あぁ……そういえば、山田さんのことは詳くわしく紹しよう介かいしていませんでしたね…………山田さん、空井さんとは以前に会いましたね？　こちらは魅み神かみ香美さん、名前くらいは聞いたことがあるのでは………ないでしょうか」

「ン」

　かるく肯こう定ていし、山田は視線を逸そらし、俯うつむいて小さく名乗った。

「山田魔夜デス。二年青あお組ぐみ。魅神サンノコトハ聞イテマス。一学年最さい優ゆう秀しゆうノ生徒サンダトカ……」

「山田さん」

[image: ]

　保健医が、珍しく真しん剣けんに宣告した。

「魅神さんも、空井さんも……怖こわくありません、あなたを損そこなうことのない、優やさしい子たちですよ……だから、ちゃんと挨あい拶さつするときは顔を見せなさい」

「怖イ」

　震ふるえた、ほとんど聞きとれないその山田の言葉に、保健医は繰くりかえした。

「怖くありません。怖がらなくても……大だい丈じよう夫ぶです」

　彼らのやりとりの意味を、伊依は正確には理解できない。推測はできたが、ここで大声で口にすることでもない。保健医は誰かを癒いやすのが仕事で、山田はたぶんどこかの部分が病やんでいる。彼らはそういう関係なのだろう。

　沈ちん黙もくが数分ほど続いたが、やがて山田はおずおずと、そっと着ぐるみの頭部を脱ぬいだ。

「…………」

　意外なほどに小さな顔が出てきた。着ぐるみの全長は保健医よりも大きいくらいなのだが、そこに収まっていたのは伊依と同じくらいの背せ丈たけの少女だった。瘦やせている。着ぐるみで蒸れないようにするためか、髪かみの毛はかなり短い。日に当たらないせいだろう、真っ白な肌はだをした彼女のチリチリとした髪の毛と、どこを見ているのかわからない、二ふた重えまぶたの瞳ひとみはなんだか妖よう精せいのようだった。

「私」

　あの奇妙に反響した声は着ぐるみ越ごしだったせいなのか、案外に透とう明めいな声で山田はつぶやいた。

「閉じこめられていないと、だめなんです」

　首から下は着ぐるみのまま、山田は忙いそがしく視線をあっちに逃にがし、こっちに放ほうり、落ちつかないように彷徨さまよわせている。その不思議な発言に伊依が反応できないでいると、保健医がそっと山田の手を握にぎって説明してくれた。

「彼女、山田さんは広所恐きよう怖ふ症しようなんです」

「こうしょきょうふしょう？」

　聞いたような発音の病名に、伊依は眉まゆをひそめた。

「高いところが苦手な……？」

「あぁ……いえ………広い所に恐怖すると書いて広所恐怖症です」

　保健医の言葉を引き継つぎ、山田が譫うわ言ごとのようにぶつぶつと言う。

「私、何かに縛られたり、包まれたりしていないと、蒸発しそうで怖いんです。この着ぐるみがあると少しは大丈夫なんですが、それでも世界が広すぎるんです」

　彼女は、彼女だけにしかわからない恐怖に震えて目を見開いた。

「そう広すぎる。広すぎる世界のなかで私はちっぽけで、無くても良くて、吹ふけば飛ぶような存在でしかなくて、空白に潰つぶされそうで怖いんです。そう思うと、本当に怖くて怖くて怖くて、歩くだけで世界の広さが実感できて気持ち悪くて、歩いても意味なんかないって思えて、歩けなくなって……なんで世界はこんなに広いのに、私の足は、手は、こんなに……」

　ぎゅ、と目を瞑つぶり、山田は深く息を吸いこんだ。そして長々と吐はいてつぶやく。

「ちっちゃい」

「まぁ……そんな感じなんですね…………」

　説明になっているようでなっていない発言をし、保健医が震える山田に着ぐるみの頭をかぶせてやる。少し落ちついたのか、山田は巨きよ大だいな頭を揺ゆすって囁ささやいた。

「ダカラ、学校ニモ慣レナクテ、ズット保健室デ……先生ニ授業ヲ教ワッテマス」

　つまり、俗ぞくに言う保健室登校児なのだろうか、彼女は。だいぶ普ふ通つうのそれとは違ちがうようだが。どうやら山田にとって、保健医のそばは少しでも安あん堵どできる、世界の広さに恐怖しないでいられる空間らしい。

　そういう場所があるのは、とても良いことだ。

　だったら、そんな山田の居場所を、古頃大祭における伊依の本ほん拠きよ地ちにして奪うばってはいけないのではないか──とも思う。

　このまま去ったほうがいいかもしれないと考えはじめた伊依の横、香美が何かを察したように目を鋭するどく細めて保健医を見た。

「それで、先生」

　伊依が何かを言う前に、彼女はあっさりと頼たのみ事を口にした。

「あちきと伊依、今、古頃大祭に参加してるのよ。けれど落ちついて作戦会議ができる本拠地すらないわけ。だからそれに保健室を使わせてもらえないかなって頼みにきたのだわ」

「カービィちゃん……」

　信じられないような表情の伊依に、香美はなんだか怖い顔をした。けれどその青い瞳に灯ともっているのは意地悪な気持ちではなく、伊依の好きな強い輝かがやきだ。

「あぁ………」

　保健医は、意外なことにほとんど迷わずに即そく答とうした。

「いいですよ……というか、どうせだったら、山田さんもそれに交ぜてくれませんか」

「先生？」

　その発言に、誰だれよりも驚おどろいたのは山田だった。見るからに震え、戸と惑まどっている。伊依もよく理解できない。世界そのものを怖がっている彼女の、唯ゆい一いつの安息の場所を引っかきまわす権利なんか自分にはないと思った。

　けれど保健医は、静かに山田を見つめて語る。

「山田さん、いつまでもボクに甘えていられるわけではありません……たぶんボクはそんなに長生きできないでしょうし……。あなたは、自分の力で世界と向きあう努力をするべきです………」

　不思議なその虹こう彩さいには、ただ優やさしい意思だけがあった。

「空井さん」

　こちらに深々と頭を下げて、不思議な保健医は真しん摯しに申し出てくる。

「それが……保健室の使用条件、ということで如何いかがでしょう？」

　伊依は山田を見る。着ぐるみで隠かくされてその表情はわからなかったが、全すべてを怖こわがって、怯おびえている彼女を伊依は救いたいと思った。人間が人間を救うなんて傲ごう慢まんだが、せめて彼女が少しでも笑えるように。

　怪モ造ン生ス物ターも人間も、少しでも多く幸せにするのが伊依の夢だから。

　伊依は真っ直すぐに保健室の住人たちを見つめ、はっきりと了りよう承しようした。

「はい！」

　本拠地──保健室を手にいれた。山田魔夜が仲間になった。
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　本拠地を手にいれてからの最初の仕事は、まず活動するための基き盤ばんを固めることだった。気持ちを切り替かえ、必要なものを用意し、伊依軍団の会議室を保健室の中に仮設する。

「デキマシタ」

　床ゆかに座りこみ、半紙に墨すみで『伊依軍団本ほん拠きよ地ち』と書き殴なぐった山田が、何か満足そうにそれを持ってきてくれる。極ごく道どうっぽくて怖い字じ面づらだが、こういうのは気持ちが大事なのである。

「ありがと、山田さん。じゃ、これ保健室の入口に貼はってきてくれる？」

「ハイ」

　意外に手て際ぎわよく働いてくれる山田は、丁てい寧ねいに応こたえるとセロハンテープを片手に保健室の外へと消えていった。保健室の営業妨ぼう害がいになるかもしれないので、保健室もお休みなわけじゃありませんという注意書きもつくっておく必要がある。

　伊依軍団本拠地の会議室──というか、作業机の周りにパイプ椅い子すを並べ、筆記用具などを置いた簡易なものに腰こしかけ、伊依はあちこちに電話をかけている。考えてみれば自分たちは花の高校生、たいてい携けい帯たい電話で連れん絡らくがつく。

「ハナちゃんは商店街の子供たちが結成した〝商人旅団〟に参加中、魑魅寺くんと駒崎くんはいくつかの運動部のお手伝い、遊くんと舞さんはまだ行方ゆくえ不明……と」

　仲間たちの現状を確かく認にんし、さっき山田がいれてくれたお茶を口に含ふくむ。保健医は基本的に古頃大祭には関かかわれないそうで、伊依たちが存在しないというように通常業務を適当にこなしている。

　同じく古頃大祭のシステムがあまり理解できていないらしい小こ柄がらな怪モ造ン生ス物ター、梅子は麩ふ菓が子しをもろもろ食べながら首を傾かしげている。

〈お友達を呼ぶの？〉

「いや、いい感じにみんなバラバラの集団に散らばってるし、学校の様子を観察してもらうよ。今はとにかく情報がほしいんだ。他ほかの団体がどんなことをやっているか、あと舞さんや遊くんの目もく撃げき情報とかね」

「ネットに繫つながったわよ」

　保健室に備えつけのパソコンを操作していた香美が、ぱちんっと小気味よくキーを叩たたいて振ふりかえった。

「あんまり旧式なもんで手間取ったわ。ハッピー先生、ＯＳとかぜんぶ取っ替えちゃったけど大だい丈じよう夫ぶかしら？　古頃大祭が終わったら元通りにするからさ」

「あぁ………」

　薬品の整理をしていた保健医が、ふと顔をあげて微笑ほほえんだ。

「いえ………備品として置かれていただけで……使ってませんでしたから、好きなようにしてくれていいです……ボク、人体には強いですけど…………機械に弱くて」

「あっそう。伊依、ちょっとこっちおいで」

　少し危ない保健医の発言を聞き流し、香美が手招きしてくれる。伊依はパイプ椅子を折りたたみ、香美のそばまで運ぶとまた開いて腰をおろした。

　起動されたままのパソコン画面。色が多くて眩まぶしくて、慣れない伊依は目がくらむ。香美が抵てい抗こうなくマウスを動かし、アイコンをダブルクリックすると、ひとつの画面が表示される。

「これ見て、伊依」

「………？」

　趣しゆ味みの悪い原色の特大ゴシックで、でかでかと表示されている文字があった。

「古頃大祭……ウェブサイト？」

　確かにそう書いてある。端はじっこのほうに制作：パソコン研究会。提供：校長室という文字が表示されていて、校長がパソ研の部員に無理やりつくらせたのだろう経けい緯いがうかがえる。

　驚おどろいて物も言えない伊依の隣となり、香美が適当にポインタを操作して次々と画面を切り替えていく。

「何か役立つ情報でもないかと検けん索さくしてたら見つけてね。まだ制作したばっかりのページらしくて、どこも工事中だけれど……」

　伊依にはよくわからない言葉もまじえて説明し、香美は長い指でクリックした。

「ここ見て」

　促うながされるまま伊依は身を乗りだして見る。単純な、文字と数字ばかりのページだが、それは伊依の目を釘くぎ付づけにするのに充じゆう分ぶんな内容だった。

「古頃大祭ランキング……」

「第一回投票の結果が、省略されずに上から下までみんな載のってるみたいね」

　画面をスクロールさせ、一位から二百五十二位までを表示しつつ、香美が言った。企き画かく者の名前と、企画内容と、現在の順位。大した情報でもないが、ここさえ常にチェックしていれば他の企画者の状じよう況きようも大ざっぱに把は握あくできる。

　伊依は機械が苦手なので、パソコンの操作は香美に任せてただ語る。

「誰だれか、特に警けい戒かいしておくべき企画者さんはいる？　ハナちゃんや魑魅寺くんたちに伝えて、そのひとたちを重点的に観察してもらうから」

「そうねぇ、やっぱりランキング上位の連中は要チェックだわ。上位十名は昨日の集会で名前を読みあげられたし、注目度もかなり高いと思うから」

　言って、香美は画面を示してくれる。一位から十位に名前をつらねた生徒たちは、それぞれ伊依でも名前を聞いたことがある有名人だらけだった。そこに交じった自分の名前がなんとなく浮ういている感じがする。

　その上位ランカーたちのなかでも、伊依が注目してしまうのはやはり虚こ島じま罠わな奈なだ。古頃大祭ランキング第一位。殻から蛇だの、お姫ひめさまみたいに綺き麗れいな少女。鉄仮面に様変わりし、平へい穏おん派の設立を唱えた彼女は古頃大祭最注目の存在だろう。

「………あ」

　そうだ、と思って伊依はもうひとり、気になっていた名前を口にした。

「無城鬼京さん、って何位くらい？」

「うん？」

　香美が首を傾げ、思いだしたように何度か頷うなずくとマウスを動かす。

「あぁ〝亜あ玉たまの魔ま女じよ〟ね。怪造の腕うで前まえはすごいって噂うわさだけど、不良っぽいしねぇ、人気者の虚島罠奈に喧けん嘩か売るのはどうかと思うというか……あぁ、あった。百八十三位」

「ひゃくはちじゅうさん!?」

　ものすごく低い。低すぎるほどだ。第一回投票では企画者個人の人気のみが評価基準だった。ということは、これはものすごく鬼京の人気がないということだ。亜玉で何やってたんだろう、あのひと、と伊依はなんとなく肩かたの力を抜ぬかれてしまう。あとで遊にでも話を聞こうかな、と少し思った。遊は亜玉からきた転校生だし、もしかしたら鬼京のことも知っているかもしれない。鬼京のこの人気のなさの原因を教えてくれるかも。

「んー……」

　香美は何か難しそうな顔をして、ランキングの内容を詳くわしく読んでいる。

「どこもまだ、明確に何をやるかははっきりしないわね。虚島罠奈は平穏派、無城鬼京は……総合？　総合って何かしら？　あれ？　伊依んとこにも企画内容が書いてあるわよ？」

「え？　噓うそ、あたし何やるか決めてないよ」

　そもそも、最初から疑問だったのだ。自分の名前を企画者として申しん請せいしたのは誰なのか。香美は偽にせの殻蛇の事件で、伊依を英えい雄ゆう視しした誰かの暴走だろうと推測していたが。

　順位と、企画者と、企画内容と、それらが書かれた古頃大祭ランキングを見て、伊依はその推測が誤っていたと確信した。これは、間ま違ちがいない。そこに表示された自分の企画内容の文字から、憎にくたらしい笑い声が響ひびいてきそうだ。

　彼がなんの目的で、伊依を企画者として申請したのかはわからない。

　けれど──それは絶対に、好意的な動機からではない。

「あの……魔女……！」

　伊依は思わず叫さけんだ。とにかく怒ど鳴なりたかったのだ。こんなことは珍めずらしい。

　古頃大祭ランキング。第六位、空井伊依。

　企画内容──布教。
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　考えなくてはいけない大切なことは、未来だ。

　あのボケナスというか性質たちの悪い〝亜玉の魔女〟の視線は、未来を向いていたように伊依は思った。彼の言うとおり常に動き、進化しつづけなければ腐くさってしまうのが人類の宿命なら、できるだけ正しい、優やさしい進化を。あるいは誰もが幸せに満足できる、腐らない溜ため池のような未来を、伊依は考えなくてはいけなかった。

　彼が何を目的にして、どんな意図があって、伊依を古頃大祭に巻きこんだのかはわからない。伊依ならば自分とはちがう未来を描えがけるだろうからと期待されたのか、それは穿うがちすぎかもしれないが、伊依はそうだと思いこみ全力で考えたかった。

　これまで、現状をとにかくマイナスから零ゼロに押しあげることだけを考えていた。誰もが怪モ造ン生ス物ターを差別する現実を、どうにかしたいとそれだけを思って。けれどこれからは、プラスの話をしなくてはならない。まだ少数とはいえ、伊依の夢を理解し、共鳴してくれたひとたちがいる。彼らに、自分の選せん択たくはまちがっていなかったのだと実感させたい。彼らの未来が腐らないよう、伊依は努力する義務があるのだ。

　無城鬼京が言うには、人間は現状に満足できず、いつも争いあう生き物らしい。伊依も自分の夢が綺麗事なのは理解している。だから綺麗事を当たり前にするための方法を考える必要があった。常に奪うばいあい殺しあうのがひとの本質なら、その本質すら改変する理論を。

　そして、ずっと、人間と怪モ造ン生ス物ターが仲良くできる世界をつくる。

　それが自分の怪造学で、実現させたい未来だ。

　いまだその光景は曖あい昧まいだから、様々なひとと意見を擦すりあわせ、同時によく考えつづける必要があるけれど。古頃大祭というのは、それに有効な出来事だった。

「あたしは虚島罠奈さんに会いにいくよ」

　本ほん拠きよ地ち──保健室の中央、なんでもないようにそう発言した伊依に、仲間たちは一いつ瞬しゆん、理解できないというように無反応だった。

　情報収集を一段落させ、伊依の企き画かく内容を『布教』という怪あやしげなものから『未定』に変へん更こうし、ようやく普ふ通つうに活動を開始できるという感じのときだった。時刻はすでに午後の七時を回っている。授業終しゆう了りようが四時だったから、すでに伊依たちも帰って休みたいくらいには疲つかれていた。

　だから伊依は香美と山田に今日は解散と告げて、しかし鞄かばんを片手に昇しよう降こう口ではなく罠奈の本拠地──音楽室へと足を向けた。古頃大祭ランキング一位、殻蛇の姫ひめ、虚島罠奈はそこで何をするでなく時間をすごしているらしい。

　彼女の平へい穏おん派は本当に何もしないという態度を徹てつ底ていしていて、ビラ配りや演説などの宣伝はおろか、活動らしい活動をしていない。ただ、そこにいて、存在感を主張している。何もしなくても誰だれもが争いなんか避さけたがるはずだという罠奈の思考は育ちがいいというか、伊依ですら甘すぎるように思えるが、平穏派は頑かたくなにあらゆる行動を自ら封ふうじていた。

　そんな罠奈に伊依は会いにいく。当然、香美や山田は訝いぶかしんだ。

「どうして？　今ここで平穏派と接せつ触しよくする意味は何？」

　接触とか、いちいち物言いが大げさな香美に首を傾かしげ、伊依は保健室から出たがらない山田と別れを告げて廊ろう下かを歩いた。たった一日で廊下の壁かべは宣伝ビラで埋うめ尽つくされ、あちこちで何やら作業をしている生徒の姿を見かけた。

「うん、あたしとりあえず古頃大祭で一位になろうと思うんだけど」

　活気があっていいなぁと思いながらその光景を眺ながめつつ、伊依は調べておいた音楽室への地図を片手にのんびり歩く。

「だって、古頃大祭で一位になるってことは、みんながあたしの考えに賛成してくれたってこと。あたしの考えが、古頃の大多数のひとに伝わったって証明になるよ。おまけに、社会的にも怪モ造ン生ス物ターへの差別をなくすこともできるかもしれない。校長先生に頼たのんでね」

　古頃大祭の覇は者しやは怪レイ造・モ学ンス教テ授イア宇う宙つ木き氷ひ蜜みつにその能力の全すべてを駆く使しして願いを叶かなえてもらえる。それは、なかなか魅み力りよく的な報ほう酬しゆうだった。自分の考えを広め、また現実的に仕組みを変えられる、そんな古頃大祭に勝利するため、伊依には全力で努める意味があった。

「一位になるには、罠奈さんと会って仲間になってもらうのがいいと思うんだ。だって彼女は新生古頃で最高の人気者だし、平穏派はいちばん生徒の数が多いもの」

「言ってることはわかるけど……難しいと思うわよ」

　香美は呆あきれたように、あるいは感心したように、深々と息を吐はいた。

「そう簡単に虚島罠奈が協力してくれるかしらね？」

「わかんないけど、会う前から無理だって諦あきらめるのはだめだし、思いついたことは何でもやってみなきゃね。それに罠奈さん、話してわからないひとじゃないから」

　以前、一度だけ邂かい逅こうした、夢みたいに綺き麗れいな彼女を思いだす。ほとんど歳としも変わらないのに、超ちよう越えつ的な、神こう々ごうしいとすら思える美しいひとだった。それに優やさしい、善よい光が瞳ひとみに宿っていた。彼女なら、きっと伊依の夢も理解してくれる。

　会って、喋しやべりたかった。あの不可解な鉄仮面のことを思うと不安も湧わいてくるが、ただ純じゆん粋すいに虚島罠奈という少女が、自分の夢をどう評価するのか知ってみたいという気持ちがあった。

　そんなわけで足取りの軽い伊依だが、香美の顔色は優すぐれない。

「話してわからないひとじゃない……か、どうかしらね」

　どこか達観したように、一学年最さい優ゆう秀しゆうの彼女は目を細めた。

「あのお姫さま、たぶん伊依が思ってるよりずっと難解よ」
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〈くふりっ。くふりっ。くふりっ〉

　腐ったような笑い声だ、と虚島罠奈は思った。

　音そのものが腐るわけもないから、たぶん声をあげているものが限界まで腐ふ敗はいしているのだろう。硝子ガラスを引っ搔かくように耳みみ障ざわりで、そのくせ、ねっとりと絡からみついてくる。

　怪造学とはさほど関係がないので最低限の広さしかない音楽室。誰も近づけず、一人にしてくれとお願いし、罠奈は置かれたグランドピアノの前に腰こしかけて無言でいた。周囲には誰もおらず、防音に気を配られたこの空間は水を打ったように静かだ。

　なのに、本来あるわけがない声が罠奈の耳には届いている。その声は罠奈の耳と鉄仮面の隙すき間まに変な虫が寄生したかのごとく、聞かないように努めてもうわんうわんと反はん響きようして脳にまで届いた。

　あぁ、嫌いやな、腐くさった──笑い声だ。

〈ねぇ〉

　声を消したくて思いっきり鍵けん盤ばんを叩たたく。がむしゃらに鳴らされたピアノの音は知らず知らずのうちに凝こりかたまって、いつのまにやら耳元の声と混じりあい増ぞう幅ふくさせる。

〈何を嫌がっている？　私は祝福しにきたんだよ〉

　それでも罠奈は演奏をやめない。狂くるったように指を動かし、この声を、悪あく魔まのようにずるいくらいに罠奈の心の敏びん感かんなひだを、撫なでてくるものを拒きよ絶ぜつした。

　意味はなく、声は染しみるみたいに意味を伝えてくる。

〈古頃大祭ランキング、第一位おめでとう。罠奈〉

　びくり、と罠奈の肩かたが震ふるえる。鉄仮面の奥で、瞳が何かの感情に大きく揺ゆれた。

〈良かったね。よっ、人気者。みんなに愛される、君はまさしくお姫ひめさまだ〉

　お姫様。

　そう呼ばれていた。知らぬうちに、母校の殻蛇でも、この新生古頃でも、みんなが当たり前のように自分のことをそう呼んだ。優しくて、偉えらくて、すごくて、尊敬できる──誰だれからも愛される、完かん璧ぺきな、お姫様。

　じゃぁん、と叩きつけた両手が荒あら々あらしい音を生産した。指先は恐きよう怖ふで震え、まさにその怯おびえを巧たくみに煽あおるようにして声はつづけてくる。

〈だけど、鉄仮面を嵌はめたお姫様なんかいるわけがないよね〉

　罠奈は顔の表面を撫でる。自分がきちんと笑えているか、確かく認にんするようなそれはすでに癖くせになってしまった動作だ。意味はない。触さわっても、顔を確かめようとしても、指先は冷たい鉄の感かん触しよくを報告してくるだけだ。

〈君が鉄仮面を嵌めたのは、仕方ない。不ふ可か抗こう力りよくな、変えようのない結果、運命だよ〉

　そうだ。

　うまく笑えなくなって、それがひどく怖こわくって、誰かに嫌きらわれやしないかと仮面をかぶり──そして、そして、そして。

　おぉぉ、と罠奈の喉のどから悲痛な声が溢あふれて零こぼれた。人間らしくない、下等生物の悲鳴じみた、けれど間ま違ちがいなく罠奈自身がだせる精せい一いつ杯ぱいの声。だけど、それを誰が知っているだろう？　誰が推測し、優しくし、受けいれてくれるだろう？

　罠奈がもう喋れないなんてこと、罠奈以外は知らないのだ。

〈しかし二度と笑えない、永遠に愛あい嬌きようをふりまけない、見た目にも恐おそろしい鉄仮面となってしまった君を、いったい誰が愛してくれる？　誰が求めて、お姫様と呼んでくれる？〉

　楽しむように、けれど不気味なくらいに優しく、耳元で声がうねる。

〈そもそも〉

　心臓に、杭くいを刺さされたようだった。

〈君は本当に第一位だったのか？〉

　罠奈の全身が、完全に硬こう直ちよくした。長い長い余よ韻いんを残して固まった指先は音を生産する行こう為いを止め、空気に磔はりつけにされる。全身が水になったようで、さらに一いつ瞬しゆんにして凍こおりつき、罠奈は奈な落らくに落とされたような譬たとえようのない恐怖に晒さらされた。

　凍った全身が砕くだけ散りそうで、もう震えることすらできはしない。

〈君が本当は何位だったか、知りたい？〉

　声に罠奈は大きく首をふる。嗚お咽えつをあげ、幼子のように全すべてを拒絶しながらも──ふと、先ほどの発言の意味を理解してまた凍る。君は本当に第一位だったのか。君が本当は何位だったのか、知りたいか。

　それは、この声の主を幻げん聴ちようや錯さつ覚かくではなく、本当の意味で力をもった悪魔だと断定する発言。同時に、悪魔とは人間に破は滅めつと幸福を同時に運ぶ存在であり、その言葉にも罠奈を絡めて溶とかす甘かん美びな蜜みつが仕込まれていた。

　罠奈がもし鉄仮面をかぶるまでもなく他人に疎うとまれ、嫌われていたとして。

　その現実を歪ゆがませ、罠奈を古頃大祭ランキングの第一位──人気者のお姫様のままにしてくれたのか、この声の主は。

　何が目的だ、と罠奈は怯えながら思う。

　心の奥で小こ兎うさぎのように身を縮こまらせた罠奈の良心が、必死になって泣き声をあげていた。聞くな。この声をもう聞くな。誘ゆう惑わくされる。良いように導かれ、何かいけないものに荷か担たんさせられる。幸せの甘い果実を口にしているうちに、人知れず化け物の生け贄にえにされてしまう。

　けれど、罠奈は、罠奈の誰かに愛されたいという弱く醜みにくい部分が、聞きたがっていた。堕おちたがっていた。声の言いたいことが手にとるようにわかり、その誘惑のままに堕だ落らくしてしまいたくて、そんな自分が怖かった。

〈私の言うとおりにしていれば、ずっとお姫様でいさせてあげる〉

　声は罠奈の良心が怖おそれ、醜い部分が求めた言葉を、寸分違たがわず告げてきた。

〈君がそんな顔でも関係なく、誰もが君を愛するようにしてあげる。古頃大祭が終わっても、ずっと、永遠に。なぁに……人間の心なんか、案外に簡単なものさ、お姫様？〉

　もう言わないで、誘惑しないで、と罠奈の奥底で小さな声があがり。

　けれどその弱々しい抵てい抗こうは、鉄仮面に弾はじかれて外にはでなかった。

〈私は〉

　罠奈はそこで、初めて声をあげた。喉に仕込まれた音を操あやつる怪モ造ン生ス物ターに命じて、できるだけ以前の罠奈の声に似せた、けれど決定的な部分で違ってしまった声を。

　仮面に隠かくされた表情をたぶん醜くして、歪んだ声で、罠奈は問いかけた。

〈何を……すれば………いいんでしょうか？〉

　そうして罠奈は、堕落する。

〈なぁに、簡単だよ〉

　声は満足そうに、下げ衆すな生き物と成りはてた罠奈に優やさしく笑った。

〈君はお姫様のままでいればいい。ただ笑って、綺き麗れい事を言って、愛嬌を振ふりまいてくれればいい。どう、簡単だろう？〉

　それは、簡単だ。

　これまでずっと、罠奈がしてきたことだ。誰かに好かれたくて、愛されたくて、笑え顔がおをつくり、優しい人間のふりをして、みんなに尊敬されるお姫さまを演じていた。

　繰くりかえすだけだ。何も変わらない。

　そう思うのに、どうして自分は泣いているのだ？

〈くふりっ。くふりっ。くふりっ〉

　声は腐くされた笑いを漏もらして、放心した罠奈へ舐なめるように語った。

〈私も、ここまで大規模な洗脳……あぁ、人心の操作は初めてだから、しばらくは君の周りの人間が妙みように君を愛しすぎたり、甘い蜜に誘われた虫みたいに近づいてきたりするかもしれないけど、すぐに不自然でないように調整するからね〉

　嘲あざけるような、皮肉げな言葉を、声はつぶやく。

〈君は何も考えなくてもいい。ただ周りのみんなを愛して、愛されて、存分に人生を楽しめばいい。お姫ひめ様、……お幸せに？〉

　罠奈は耐たえきれなくなって、断だん末まつ魔まのような悲鳴をあげた。
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　後から思いかえしてみれば、古頃大祭にはいくつかの邪じや悪あくな存在が深く関かん与よしていて、そんな彼らに都合のいいように全てが捻ねじ曲げられていたのだけど、伊依が初めてその不自然さ、言いようのない奇き妙みようさを実感したのは、このときが最初だった。

　鉄仮面へと変へん貌ぼうした罠奈も、魔女を名乗る女装の少年も、まだ明確な異常ではなかった。それらは現実の延長上にどうにか収まっていた。

　けれど、今、伊依の目の前に広がるこの光景は意味がわからない。それこそ現界カナイに怪造された怪モ造ン生ス物ターみたいに、違い和わ感があった。

「なに……これ？」

　廊ろう下かである。新生古頃怪造高等学校の、狭せまいはずなのに開放感のある廊下である。迷めい路ろのように複雑な通路をとおり、特別教室が多く並ぶ区画に至った伊依はその廊下に不自然さを見つけた。

　群衆である。紫むらさきと黒と橙だいだいの制服を着た、新生古頃の生徒たち。

　彼らは廊下の壁に貼りついていた。貧しい国々で、飢うえた子供たちが旅行者に縋すがりつくときのように、必死に壁に身体からだを押しつけていれば通過できるのだというように、ひたすら前へ進もうとしている。そんな生徒が見み渡わたすかぎり長い廊下の奥まで、延々と集まっている光景は異様だった。

　声もなく、ただ虚うつろな目をした彼らは亡もう者じやのごとく廊下で群れている。不気味なその混雑に寒気をおぼえ、伊依は立ちすくんだまま動けない。

「中心は音楽室ね」

　香美が静かに、誰だれにともなくつぶやいた。この状じよう況きようを間近にしても冷静でいられる彼女が頼たのもしい。見ると、たしかに生徒の群れは廊下の真ん中、防音のため丈じよう夫ぶに造られた扉とびらのちかくに多く集まっていた。

　伊依は頷うなずき、どうしたものかと腕うでを組む。

「罠奈さんの本ほん拠きよ地ちは音楽室だったよね、これ、罠奈さんと何か関係あるのかな？」

「関係ないわけがないでしょうよ、しかし──なんなんでしょうねこの事態は」

　あまり興味もなさそうに、香美がぼんやりつぶやいた。そこでわかったが、彼女は冷静というより無関心、どうでもいいと思っているだけなのだろう。なんでこう無気力なのか、それなりに長い付きあいの伊依にもよくわからない。

　ともあれ、ここで伊依がなすべき最善の行動は教師にこの異常事態を報告することなのだろうが、音楽室のなかに罠奈がいるとして、彼女が危険な状況でないとは断定できない。同じような生徒が罠奈に群がって危害を加えていたら大変だ。

　伊依はそう思い、隣となりの香美に目配せする。

「カービィちゃん、急いで誰か先生を呼んできて」

「いいけど……伊依は？」

　目を細め、探さぐるような表情の香美に伊依は笑う。

「そうだね、音楽室へ入って、罠奈さんが無事かどうか確かめてくる」

「どうしていちばん危ない橋を渡わたろうとするかな、おたくは」

　呆あきれたように溜ため息いきをつき、香美が身を翻ひるがえして職員室の方向へと踏ふみだしながら言った。

「伊依、おたくはお人ひと好よしだからそんな想像してないかもしれないけど、この状況、虚島罠奈が悪意をもって何かしているせいって可能性もあるのよ。ていうか、たぶんそう。……気をつけなさい」

「わかってる」

　首しゆ肯こうし、そっと上げた伊依の手首に香美が同じく手を寄せてくる。しゃん、と互たがいの《門ＧＡＴＥ》が擦こすれあって高らかに鳴り、生まれた光の粒りゆう子しが消えないうちに伊依は唱えた。

「現界カナイの扉を打ちあけて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め……」
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　怪造学という学問がある。

　限りなく遠い隣りの世界、虚界アンダカ。その虚界アンダカに手を伸のばし、怪モ造ン生ス物ターと呼ばれる生き物を召しよう喚かんする技術を怪造と呼ぶ。その怪造を駆く使しし、また怪モ造ン生ス物ターを研究し、虚界アンダカの全すべてを解き明かそうというのが虚界アンダカの怪造学である。

「死人漁あさりの魔ま窟くつを巡めぐり、藻も草ぐさの川に身を沿わせ」

　怪造に必要なのは極ごく少数しか加工されていない《門ＧＡＴＥ》と呼ばれる特とく殊しゆな金属の腕うで輪わ、そして呪じゆ文もんと呪印である。呪文とは伊依が唱えている言葉だし、呪印とは手や腕の動き、さらに形のことを総そう称しようした呼び方だ。これらを正しく実行し、さらに虚界アンダカと同調する特殊な才能をもった人物だけが、怪造という奇跡を可能とする。

　そんな彼らを一いつ般ぱん的に、怪モン造ステ学イ者ストと呼ぶ。

「稲いな妻ずま童どう子じの祠ほこらをくぐり、注し連め縄なわの泥どろを揺ゆすって落とす、無む辜この羽虫を追い散らし、暗天てん井じようの洋燈ランプを灯ともす、浮うかびあがるは蒼そう天てん壁へき画が、双そう頭とう神しんの図ず柄がらを擦る、不動の壁に亀き裂れつがはしり、光の通路に吞のみこまれ」

　伊依は正式な資格をもたない怪モン造ステ学イス者ト・見エ習ツグと呼ばれる存在だが、父のもとで修しゆ行ぎようを積み、また古頃での厳しい授業に耐たえ、呼吸するように呪文や呪印が紡つむげるようになった。まだまだその技量は低いのだけど、声にも動きにも気き後おくれのようなものはない。

「夜の琥こ珀はくを手た繰ぐり寄せ、命の水で溶とかして祈いのる──」

　自じ我がをなくしたように蠢うごめく群衆の横、光を身体にまとわせた伊依は、真っ直すぐに腕を振ふりおろして叫さけんだ。

「《木霊メガオン》、怪造！」

　瞬しゆん間かん、伊依の周囲に蛍ほたるのような鈍にぶい輝かがやきが飛び回る。薄うすい緑色の、どこか生物的な煌きらめきを宿らせた光だ。しかも数が多い。通常、一度の怪造では一体の怪モ造ン生ス物ターを召喚するのが普通なのだが、その気になればこうして複数を同時に引っぱってくることもできる。もちろん怪モ造ン生ス物ターを怪造し、維い持じするためには〝魔力〟と呼ばれる人間の生命力が必要なので、あまり多くの怪モ造ン生ス物ターを一度に怪造すると死ぬ危険性すらある。

　けれど今は、時間が惜おしい。音楽室の内側で、罠奈がどういう状況にいるかもわからないのだ。

　伊依は手を振り、周囲を緩かん慢まんに飛び回る複数の光点につぶやいた。

「お願い《木霊メガオン》たち、合図をしたら、あたしに近づく音をぜんぶ遮しや断だんしてね」

《木霊メガオン》。それは着せ替かえ人形ほどの大きさをした、突とつ起きの少ない裸ら体たいの怪モ造ン生ス物ターである。頭部には髪かみがなく眼球には瞳ひとみがない。アンバランスに大きな掌てのひらからは驚おどろくほどに巨きよ大だいな音を放っている。

　この不思議な怪モ造ン生ス物ターの能力は、音を操あやつること。それ自体にはほとんど攻こう撃げき力もない、使いどころが難しい力だが、他ほかの怪モ造ン生ス物ターと一いつ緒しよに行動することでその能力は存分に発揮される。怪造も簡単なので、伊依はこれまでにもよくこの怪モ造ン生ス物ターに手伝ってもらっていた。

　久しぶり、というように《木霊メガオン》と目配せしている梅子を、そっと抱だきしめて伊依は囁ささやいた。

「梅子ちゃん、廊ろう下かにいるひとたちを一時的に動けなくできる？」

〈うん。できると思うよ。この人間たち、半分くらい眠ねむってるみたいに見えるし。完全に眠らせるのも簡単そう〉

　鈴すずを転がすような声で応こたえる梅子に、伊依は首を傾かしげる。半分眠っている？　たしかにそんな感じはするが、やはりその原因は不明なままだった。一応、人間には感知できない何かに気づいているかもしれないと思い、伊依は梅子につづけて尋たずねてみた。

「どうして……みんなそんな状態になってるんだろうね？」

〈わかんない〉

　梅子は首をふり、しかし何かに怯おびえるように、わずかに震ふるえた。

〈けど……なんだか嫌いやな感じがするよ、とても怖こわい、とてもとても怖い、何かがそばにいるみたいな……。大きな生き物の口の中で、今にも嚙かみ殺されてしまいそうっていうか、すごく不気味な気配があるよ……〉

　不気味な気配。それがこの状じよう況きようの原因だろうか。伊依は念のため首くび飾かざりの父にも意見を求めようと、そっと触ふれる。滅作は察したように、珍めずらしく素す直なおに警告してくれた。

『あぁ、なんか異様な〝魔力〟は感じるぜ。そのくせ、なんか本体はここにいねぇというか……残り香が、幽ゆう霊れいみたいな？　変な感じがするんだよなぁ、なぁ梅子』

〈うん、伊依のお父さん。そんな感じだよ〉

　二人の会話に首を傾げ、まぁ音楽室に行ってみればわかると短たん絡らく的に伊依は決断し、梅子と、周囲を飛びまわる《木霊メガオン》たちに目線で合図した。

「とにかく、ぐずぐず考えても仕方ないよ。何か強力な怪モ造ン生ス物ターがいるなら罠奈さんが危ないかもしれないし、助けにいかなきゃ。……梅子ちゃん、《木霊メガオン》、お願い！」

　同時に、怪モ造ン生ス物ターたちがその能力を発揮する。伊依の胸に抱かかえられた梅子は側頭部の翼つばさを伸ばし、宙空に〝共感〟の音波を伝でん播ぱさせていく。彼女の声は人間から人間へと伝でん染せんしていき、その声に乗せた命令を強制的に実行させる。

〈ぴきりきりき──ぴききき──ぴりぴりきりきりぴり〉

　今回の声に書きこまれた命令は、眠れ、だった。梅子の声を聞いた人間は残らず心ここ地ちいい気分となり、自律神経を休ませて意識を失っていく。見る間に群れていた生徒たちは積み重なるようにして倒たおれ、穏おだやかな寝ね息いきをたてて動かなくなる。

「今だっ」

　そこで伊依が飛びだした。《木霊メガオン》により周囲の音波を遮断された伊依には梅子の声も届かない。倒れ伏ふす生徒たちのなか、唯ゆい一いつ、自由に動ける。床ゆかに転がった彼らを踏ふまないように気をつけて、全速力で駆かけていく。

「はい到とう着ちやく！」

　音楽室の正面、引き戸に手をかけて思いっきり開く。そして身体からだを滑すべりこませて思いっきり閉じる。溜ため息いき。梅子の声にどれくらい効力があるかは不明なので、いつ生徒たちが起きるかどうか不安で堪たまらなかったのだ。

　しかし鍵かぎがかかってなくてよかった──と思い、そこで伊依は首を傾げる。どうして鍵がかかっていなかったのに、生徒たちは音楽室に入らなかったのだろう。

〈い、伊依！〉

　引きつった梅子の声に、伊依は扉とびらに預けていた頭をあげて室内を振り仰あおいだ。過去の音楽家の肖しよう像ぞう画がが飾かざられた壁かべ。夕焼けを透とう過かしてやけに紅あかい室内。誰だれも座っていない机と椅い子すの向こう。グランドピアノの正面──。

　虚島罠奈は一心不乱に鍵けん盤ばんを叩たたいていた。あの忌いまわしい鉄仮面を揺ゆらし、それでも美しい髪を舞まわせて、魂たましいを擦こすりつけるようにして演奏していた。ほとんど叩きつけるような腕うでの動きと、そのくせ一分の狂くるいもない這はうような指の動き。

　美しい。

　伊依は思わず見とれ、氾はん濫らんしてくる音の洪こう水ずいに吞のまれて立ちつくした。

　けれど。

　けれど──どうして。

　どうして罠奈は、こんなに哀かなしそうに見えるのだろう。
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　孤こ独どくという概がい念ねんを凝ぎよう縮しゆくしたような少女は、ただ美しく、寂さびしそうに鍵盤を叩きつづけていた。伊依は梅子を抱きしめ、《木霊メガオン》を浮うかばせたまま立ちつくしている。

「………？」

　やがて気づいた。音楽室の隅すみっこ、罠奈を見つめる伊依の盲もう点てん、視界の外か内かというぎりぎりの瀬せ戸と際ぎわに──何かがいる。

　それに気づき、伊依は身体の産うぶ毛げが一いつ斉せいに逆立つような恐きよう怖ふに襲おそわれた。けれど慌あわててそちらを見ると、誰もいない。気のせいか──と思って正面に視線を戻もどすと。

〈何か用でしょうか〉

　罠奈が演奏を終え、静かに立ちあがっていた。鉄仮面の奥にある瞳ひとみがやけに輝かがやいている。伊依は気け圧おされ、とっさに声がでない。

　罠奈は理解しているというように頷うなずき、柔やわらかく手招きしてくれた。

〈そんなところに立っていないで、どうぞ……私に何か用なのでしょう？〉

「や、あの……罠奈さん、何かさっきそこに……」

　狼ろう狽ばいする伊依に溜息をつき、罠奈は洗練された仕草で授業用の机と椅子を動かす。ふたつの椅子を対面に並べ、そのひとつに腰こしかけてまた手招きする。

〈まだ新しいこの学校には、七不思議も怪かい談だんもありませんし、音楽室の幽霊なんて話は聞いたことがありません。だから怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶです、空井伊依さん〉

「あたしの……」

　名前、覚えていてくれた。なんだか嬉うれしくて、伊依は先ほど感じた奇き妙みような気配を忘れて罠奈のもとまで歩いていった。そして促うながされるままに彼女の正面へ座る。近くで見ると本当に綺き麗れいな、お人形さんのような身体の少女だった。

　三年生の紫むらさき色いろをした制服。すらりと細い腰と手足。絹のような肌はだに、光こう沢たくのある長い髪かみ。触ふれると溶とけてしまいそうな、夢みたいな可か憐れんさだ。けれど鉄仮面と首元を隠かくした包帯が、そんな彼女に重苦しい違い和わ感を与あたえている。

〈あなたのお友達の〉

　気づけば罠奈を観察してしまっていて、不意な彼女の声に伊依は視線を逸そらした。罠奈は仙せん女によのように何も気にせず、もちろん不快なふうでもなく、脳を愛あい撫ぶするみたいな声で囁ささやく。

〈仇あだ祭まつり 遊ゆうと同じです〉

「遊くん？」

〈損そこなわれてしまったのです、私は〉

　不思議なことを、ただ当たり前のように、殻蛇のお姫ひめさまは言う。

〈綺麗なものを許せない、この世で最も不細工な生き物に、損なわれてしまったのです……それゆえの鉄仮面、わかりますか？〉

「え……っと？」

　相変わらず、彼女の発言は高こう尚しようすぎて伊依には理解しにくい。何を言っているのか漠ばく然ぜんとは理解できるのだが、難しい。何か神様や仏様の言語に思える。

　罠奈はただ神妙に、胸むな元もとに手を添そえて吐と息いきを漏もらした。

〈私が鉄仮面をつけた理由が知りたいのでしょう？　昨日から、そんなひとの相手ばかりで少し疲つかれました。どうして……人間は、些さ細さいな表面の変異に気をとらわれ、大切な本質を見失いがちなのでしょうか〉

　たぶん仮面の奥で微笑ほほえんで、罠奈はひっそりと声を紡つむいだ。

〈大切なものは、たぶん豆まめ粒つぶみたいに小さくて、こんなものが大切なわけはないと……もっと高等なものが私たちの内側には、根底にはあるにちがいないと、いろいろなものが見えるはずの人間は……どうしてか目を逸らしてしまう。そんな程度の、哀しく進化しすぎた人間としての不器用さが……〉

「ちょ、ちょっと、ちょっと待って罠奈さん」

　慌てて制止を呼びかけると、罠奈は慈じ母ぼのように優やさしく頷いた。

〈はい。待ちましょう〉

　待ってくれたので、伊依はほっと安あん堵どして深呼吸した。何がなんだか何を言ってるのかまったくわからない。これは授業中のように頭をフルに活性化させなくては理解できないぞ、と伊依は思った。同じ日本語のはずなのに、どうしてこう難解なのだろう。

　とにかく放ほうっておくと罠奈は訳のわからないことを延々と喋しやべりそうだったので、伊依は会話の主導権を自分が握にぎることにした。自分の聞きたいことを尋たずねて、それに応こたえてもらうのがいちばんだろうと思ったからだ。このままでは相手が何について喋っているかも理解できないうちに正体不明の罠奈時空へつれていかれてしまう。

　さすが古頃大祭ランキング第一位の少女、会話だけでも一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　冬だというのに浮うかんだ冷や汗あせを拭ぬぐい、真っ直すぐに相手を見つめて言う。

「えっと、あらためて自己紹しよう介かいからさせてください。一年星ほし組ぐみの空井伊依です」

〈これはご丁てい寧ねいに。三年寅とら組ぐみの虚島罠奈です〉

　目元だけで微笑む彼女は、やはり美しいと思った。伊依はこのひとが好きだ。ここに生きているだけで他人を安心させるというか、これがカリスマというものなのだろうか。

　そんなことを考えつつ、一いつ瞬しゆんだけ目を閉じて何を聞きたいか考えていた伊依は、瞼まぶたを開けた途と端たんに目の前から罠奈が消えていて心底びっくりした。

「わ、罠奈さん？」

〈空井さん、紅茶がお好き？　それとも珈琲コーヒー？　あとは烏龍ウーロン茶と……〉

　そのお人形のような外見からは信じがたい速度で、罠奈はいつのまにか彼女の背後にあったグランドピアノのそば、置かれた簡易な冷蔵庫に頭をつっこんでいた。

　なんというか摑つかみどころがないというか、超ちよう越えつ的なひとである。伊依はお釈しや迦か様の掌てのひらの上で転がされる猿さるの気持ちだった。すっかり彼女に吞のまれている。

「え、えぇっと、じゃあ烏龍茶で」

〈はい。冬は空気が乾かん燥そうしていますから、水分補給は大切ですよね〉

　そんなことを言いながら、罠奈は四本のペットボトルを抱かかえて戻ってくる。全すべて烏龍茶だ。伊依は四本のうち三本を渡わたされ、少し首を傾かしげてしまう。

　不思議そうな伊依に、罠奈は当然のように言った。

〈怪モ造ン生ス物ターさんにも飲ませてあげてください。彼らは全て、この現界カナイではお客様ですから。大事にもてなしをしてあげませんと〉

「あ……はい」

　言われなくても彼らにはお茶を飲ませてあげるつもりだったが、他のひとがこんなふうに、怪モ造ン生ス物ターを気き遣づかってくれることが珍めずらしかったので伊依は目を見開く。

　そしてあらためて、このあらゆる点で自分に勝まさっている少女に、尋ねてみたくて──伊依は思いきって告げた。

「罠奈さん。罠奈さんにとって……怪モ造ン生ス物ターって何ですか？」

〈その問いは危険です、空井さん〉

　即そく答とうだった。斬きって捨てるかのように、厳しい否定の言葉だ。

〈どうして〉

　罠奈は、やはり哀かなしそうにつぶやいた。

〈どうして規定するのですか？〉

「どういう……ことですか」

　本当によくわからない。戸と惑まどう伊依に、罠奈は丁寧に言葉を吟ぎんじてくれる。

〈規定とは、決めつけです。決めつけは、偏へん見けんを呼びます。偏見は、争いの種です。わかりますか……空井さん〉

「なんとなく、ですけど」

　言いたいことはわかるのだ。うまく咀そ嚼しやくできないだけで。他人に何かを伝えるために自分たちは言葉を発明したはずなのに、その発明は未完成で、どうしようもなく自分たちは解わかりあえない。

　罠奈はやはり変わらない穏おだやかな口調で、そっと語りつづける。

〈私たちは、物事を規定しないと納なつ得とくできません。この世のあらゆるものに輪りん郭かくと記号を与あたえ、独立した個体として分類し脳内の倉庫に収納し、必要に応じてそれらを取りだして現実のあらゆる物事の判断材料としています〉

　このあたりでもう伊依の理解度はかなり低かったのだが、さらに罠奈の説明は難解になっていく。

〈けれどその分類はかなり個人個人の思想や経験により偏かたよっていて、同じものを見ても、それを見たひとによって善よいものにも悪いものにもなる。そこに見解の相そう違いが生まれ、それら無数の脳内分類の齟そ齬ごが、あらゆる無理解からの争いの原因を生む偏見になるのです〉

　わかりますか、と尋ねられたが、わかるわけがない。なんとなく理解し、話を最後まで聞くことにする。本当に学校の授業と同じだ。ノートと筆記用具がほしい。

　罠奈は満足そうに頷うなずくと、重たげに鉄仮面を揺ゆすってつづけた。

〈その分類の偏りには言葉というものが深く関かん与よしています。そう、脳内倉庫の扉とびらに貼はりつけられた無数のレッテルに私たちは好き勝手な言葉を書くのです。この書くという行こう為いが先ほどから何度か言っている規定で、大変に危険です〉

　不思議な色をした罠奈の瞳ひとみには、ただ純じゆん粋すいな美しさが宿っていた。

〈私たちは分類することで世界を把は握あくしています。分類すればするほど世界が理解できたような気になって、安心します。だから私たちは分類が大好きです。何か新しいものを見たらそれに名前をつけ、自分にとってそれが何かを規定して納得したような気分になる。しかしその規定──脳内倉庫の扉に書きこまれた言葉は、やはり個人個人によって違ちがいます。誰だれかにとっては薬でも、誰かにとっては毒なのです。その事実を無視して、規定は偏見を助長する。分類して収納された何物でもない記号に、名前と役割を与え、その名前と役割以外の可能性を潰つぶしてしまう〉

　なんだか理解しにくいが、罠奈の悲ひ嘆たんに暮れた様子からいって、それはだめなことなのだろう。伊依は中ちゆう途との説明を素すっとばしてその結論だけ得ると、罠奈を真っ直すぐに見つめて問いかけた。

「どうすれば、その規定や、規定が生む偏見をなくせますか？」

〈いいえ、なくせません〉

　あっさり首をふり、罠奈は少しだけ寂さびしそうな仕草をした。俯うつむき、身をよじる。

〈私たちの先祖の先祖、下等なバクテリアだった時代から、私たちは物事の分類をしていました。まず身体からだに触ふれたものが食べられるものか食べられないものか、分類できなければ死にますから。生きていくための最低限の分類は、止めてしまうと死にます〉

　胸に手を当て、祈いのるように彼女は言った。

〈大切なのは、知ろうとしすぎないことと、感じることです。自制と、感覚。わかりますか？……情報化社会の現代では、ＴＶや新聞、ネットやラジオなどから受けとめきれないほどの情報が送られてきます。その全すべてを手当たりしだいに脳内の分類棚だなに押しこもうとするのを止やめるべきです。無理ですから。人間には、そんなことは無理です。情報が明らかに多すぎます〉

　そろそろ伊依の脳は熱くなってきた。これは覚えがある、授業なんかで脳が疲つかれて眠ねむくなる前兆だ。頭が休みを欲ほつしている。けれど伊依は我が慢まんして聞いた。罠奈がとても真しん剣けんに喋しやべっていると理解できたからだ。

　殻蛇のお姫ひめさまは、逆上することもなく、悲観することもなく、淡たん々たんと語っている。

〈現代人の思想的欠けつ陥かんは総中流意識とステレオタイプ的思考のふたつだと言われています。誰もが個性をなくし、大衆ｍａｓｓとなり、与えられる過か剰じような情報を分類することでいっぱいいっぱいです。子供たちは学校でひたすら脳内倉庫に情報を分類する訓練──暗記の反復でしかない勉強をやらされ、自分で考える暇ひまもないうちに、さらに家に帰ればまた情報の洪こう水ずいに晒さらされて……その結果、ただ与えられた情報を素直に吐はきだすステレオタイプな発想しかできない、また情報の分類だけで精せい一いつ杯ぱいな、それらをうまく組みあわせ個性をつくるところまでいけない──総中流意識の端たん末まつとなるしかない人間になってしまいます〉

　難しい言葉の乱らん舞ぶに打ちのめされた伊依に、罠奈は静かに微笑ほほえむ。

〈生きていくだけなら、こんなに情報はいりません。けれど人間は物事を分類して安心を得る生き物ですから、どうしても貪むさぼるように情報を求めてしまいます。情報というものが、ただ快楽を得るための依い存ぞん性のある毒物になっている〉

　すっかり混乱した伊依の額に、そっと罠奈の冷たい指が添そえられた。驚おどろき、一いつ瞬しゆんだけ思考を無にした伊依の耳に──鋭するどい罠奈の声が浴びせられる。

〈そのまま〉

　完全に停止させられた伊依の思考を、愛いとしむように罠奈は囁ささやいた。

〈今、あなたは私が長々と語った物事を、自分なりに分類し理解しようとしました。そうして情報を明文化し、脳の倉庫に蓄たくわえることが当たり前になっている。みんなそう。そうやって物事に名前をつけて、自分が理解できる文章に翻ほん訳やくして、ひたすら分類する作業に従事させられている〉

　小指の先も動かせない伊依に、罠奈はそっと顔を近づけてつぶやいてくる。

〈その労働を私たちは考えると呼んでいます。それは脳内倉庫に分類し『これは～です』というレッテルを貼るための行為。その結果、得られるものは自分の納得のみです。納得できない難しい情報を得たとき、どこの脳内倉庫に分類したらいいのか悩なやむ、それだけの行為で……大たい抵ていの場合、意味がありません〉

「考えることに、意味がない？」

〈あまり〉

　伊依の呻うめきに、罠奈は頷いた。

〈考えて考えて、納なつ得とくして安あん堵どする。安堵は快いから、また考える種を探して情報の渦うずを抱だきこむ。あえて呼ぶなら、それは情報中毒であり、思考中毒です。そうやって脳内倉庫に押しこみまくった情報のなかで、本当に役に立つものがいくつありますか？　そうして考えすぎて世界のあらゆる物事を分類しまくった頭でっかちな現代人は、他人の脳内分類と自分の脳内分類が違うのが気にいらなくて争い、いつも苛いら々いらしています〉

　顔を遠ざけ、指を放した罠奈は託たく宣せんする巫女みこのように告げてくる。

〈他人と自分の脳内倉庫を見比べて、自分のほうが優すぐれていると主張する……それが思想対決です。なんて無意味なことでしょう。……空井さん〉

「はい、罠奈さん」

　泣きそうな目をした罠奈の呼びかけに、伊依は素直に応こたえた。罠奈の言うとおり、そんな彼女の論説を咀そ嚼しやくし、自分なりに納なつ得とくするため考えようとしている自分の頭が気持ち悪い。納得して、それからどうする？

〈大切なことは、知ろうとしすぎないことと、感じること……それを忘れないでください〉

　やはり最後まで理解しにくい、天国から話しかけてくるような声に、伊依は頷うなずく。罠奈は伊依の手をぎゅっと握にぎり、たぶん鉄仮面の奥で優やさしく微笑んだ。

〈私たち人間は、思想の違ちがいなんかで争う必要などないのです。脳内倉庫のどこにどんな情報を分類したか、どんなレッテルを貼はりつけたかで揉もめて、傷つけあうのは哀かなしいです。けれど……古頃大祭が過熱すれば、必ずそういうふうに、自分の納得を得るため、また他人の脳内分類に文句をつけるため、喧けん嘩かをしたがるひとはでてきます〉

　無城鬼京の顔が浮うかんだ。獰どう猛もうな、野心に燃える二年生。それに、これまでの伊依の行動にも、罠奈の言うとおり無意味な争いがあったのではないかと思う。

　やはり伊依は罠奈に、尊敬に似た気持ちを抱く。伊依は彼女が好きだ。誰だれよりも深く遠いところを見つめていて、それでも誰かが少しでも幸福になるように願っている少女。

　虚島罠奈は、柔やわらかく手を伸のばしてきた。

〈空井さん、思考せず……まず世界のあらゆることを感じてみてください。きっと、思想のことなんかどうでもよくなって、みんな仲良しで、みんな幸せになれるのがいいと感じるはずです。今、抱かかえていると思った問題のほとんどが、納得しようと思わず……規定しようと意地にならなければ、考えなければ、大したことではないと感じるはずです〉

　そっと握ってくる彼女の指は、やはり冷たかったけれど、心ここ地ちよかった。この指の感かん触しよくの意味を脳内で分類する必要はない。ただ、感じる。柔らかくて気持ちいい。

　伊依は罠奈を見た。罠奈も伊依を見ていた。二人で微笑んで、握った手に力をこめた。

〈温かい〉

「柔らかい」

〈心地よい〉

「幸せな感じ」

〈幸せな感じですね〉

　にっこり互たがいに微笑んでから、罠奈は悪いた戯ずらっぽくとぼけたように尋たずねてきた。

〈それで、私に何か聞きたいことがあったのでは？　私にとって怪モ造ン生ス物ターはどうだとか……〉

「うぅん、どうでも良くなっちゃいました」

　手を繫つないだまま立ちあがり、伊依はこの奇き跡せきのような少女ともっと仲良くなりたいと感じて、言ってみた。

「もう遅おそいし、一いつ緒しよに帰りませんか──罠奈さん。……罠奈ちゃんって呼んでいい？」

〈ついでにお互い敬語もやめよっか、伊依ちゃん〉

　そう囁いて罠奈は、ほんとに綺き麗れいな笑い声をあげた。
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　不思議なことに、音楽室の正面で群れていた生徒たちはその姿を消していて、そこには戸と惑まどうように香美と彼女が呼んだ先生が立っているだけだった。罠奈に聞いても、本当に何も知らないという感じに首を傾かしげるだけで、よくわからない。

　いったいあの生徒たちの不気味な動きはなんだったのか。音楽室で一いつ瞬しゆんだけ感じた異様な気配の正体は何か。考えても答えはでなくて、ただ胸むな騒さわぎだけがする。

　他ほかにできることもないから、と香美は残って怪かい奇き現象の調査をすると宣言し、つい先ほどどこへともなく姿を消してしまった。伊依も協力したかったのだが、独りのほうが動きやすいからと言いきられてしまったので、仕方なく帰る。

　校舎の周りと学校の周り、二重の堀ほりにかかった橋を罠奈と二人で渡わたる。びっちり積まれた石いし垣がきの階段を下りて、もう薄うす暗ぐらい夢ゆめ追おい坂ざかの町を歩く。

　学校から伊依が生活する空うつ蟬せみ寮りようへ帰るには二通りの順路があって、ひとつは商店街を真っ直すぐに進む道、もうひとつは川に沿って住宅街をぐるっと廻まわる道だ。商店街を進むほうが距きよ離り的には近いのだが、踏ふみ切きりに引っかかると逆に時間がかかることもある。

　罠奈の本宅はもちろん殻蛇の近くにあるらしいが、新生古頃として統合されてからこちらに引っ越こしてきたらしい。住宅街のほうの道の途と中ちゆうにその別べつ荘そうとやらがあるらしいと聞いて、伊依はそちらから帰ることにした。どうにも罠奈はそのまま浮かんで天国にでも帰ってしまいそうな雰ふん囲い気きがあるから、見慣れた道を彼女と歩くのは少しだけ変な感じがした。

　ふわふわと宙に浮いているみたいに歩く罠奈は、鼓こ膜まくによく馴な染じむ声でつぶやく。

〈あんなに喋しやべったの、久しぶり〉

　どことなく嬉うれしそうに、罠奈は胸に手を添そえる。

〈私、いつもお人形さんみたいに、周りのひとの話を笑って聞いているだけで……他のなんにも求められていなくて、さっきみたいな話をしようとするとみんな困るの。脳内倉庫に収納した情報を見せあうだけの会話が私は苦手で、本質的なことを喋りたいのだけど、そうするとみんな戸惑ってしまうの〉

　鉄仮面をそっと指で撫なで、孤こ独どくなお姫ひめさまは俯うつむいた。

〈化け物にでもなったみたい。いいえ、異世界の住人かな。頭の仕組みがちがうのかな。みんなを真ま似ねして同じような話をしようとしたこともあったけれど、どうしても演技しているというか、それはやっぱり偽にせ物ものなの〉

　音もなく歩く彼女の横で、伊依は黙だまって聞いている。罠奈も伊依の解かい釈しやくなんか求めないで、ただ吐はきだしたいだけなのだと思う。そういうときは、たまにある。言葉は、気持ちは、定期的に捨ててしまわないと飽ほう和わしてしまう。

　罠奈は寂さびしそうに、遠くのほうを見つめていた。

〈変でしょ、いつも周りにたくさんひとがいて、みんなが私を褒ほめるのに、私はとっても寂しいの。わかってる。私はとても幸せだって、感じてる。けれど……たまに、どうしようもなく虚むなしくなるの。私の言葉は誰だれにも届かない〉

　指先を伸のばし、そっと眺ながめる。

〈私の指はどこにも届かない。私は誰の瞳ひとみにも映らない。私は……ここにいない〉

「ここにいるよ」

　罠奈の華きや奢しやな五本の指を、そっと伊依は両手で包みこんだ。そして怯おびえるように押し黙る彼女の掌てのひらを自分の胸に添える。

「ここに……いるよ」

　人間の発明した言葉は未完成で、相手に伝えたいことの三割も届かない。どれだけ万言を尽つくしても、どんなに熱心に語ろうとも、自分たちの言葉はほとんど蒸発して消えてしまう。それは寂しい。そして虚しい。

　立ちどまり、見つめあった伊依と罠奈は、曖あい昧まいで難解な言葉というものを介かいさずにお互いの体温を感じていた。やがて何かが伝わったのか、罠奈は目元だけで微笑ほほえんだ。

〈……ありがとう、伊依ちゃん〉

　そして独り言のように、よくわからないことを口にする。

〈これ、本当なのかな？　この温かさ……つくりものじゃないのかな？　いいえ、これすらも仮かり初そめだというのなら、私は噓うその世界でずっとお姫様でもいい。それは堕だ落らくなんだろうけど、幸せだから〉

「………？」

　それは──どういう意味だろう。

　伊依が怪け訝げんな顔をした直後、罠奈が思いっきり突つき飛ばしてきた。

「わっ──!?」

　咄とつ嗟さだったので反応できず、伊依はごろごろと道を転がってしまう。硬かたいアスファルトに頭をぶつけ、肩かたにしがみついていた梅子と一いつ緒しよに痛みと混乱に目を回す。

「罠奈ちゃん？」

　見上げると、罠奈が進行方向を睨にらみつけて厳しい気配を放っていた。その指先が静かに動き、先ほど伊依が立っていた位置を指し示す。

　抉れていた。

　道路が割れ、下の地面が露ろ出しゆつして、見るも無む惨ざんに破は壊かいされている。

〈伊依ちゃん、立って！〉

　鋭するどい罠奈の宣告に、伊依は何度も頷うなずいて立ちあがった。周囲を見回す。自分たちの他には誰もいない。ならば今の攻こう撃げき──らしい破壊はどこから放たれたのだ？

　羽音がする。信じられないほど大きな、羽ばたきの音。

〈走って。見上げて確かく認にんしているうちに殺されるよ〉

　罠奈に手を握にぎられ、信じられない力で伊依は引っぱられる。つんのめり、慌あわてて体勢を整えて全速力で走った。背後で道路が抉られまくる嫌いやな音がした。

「な──な、なんなの、今の!?」

〈わからない。攻撃してきたから、危ないもの。たぶん……〉

　罠奈は鉄仮面の奥で目を細める。

〈怪モ造ン生ス物ターだと思う〉

「怪モ造ン生ス物ター……？」

　どういうことだろう、よくわからないが、今は罠奈の言うとおりに現状を確認しようと立ちどまるだけで命を失いそうだ。正体不明の襲しゆう撃げき者は容よう赦しやがなく、石いし塀べいや樹木を砕くだき散らしながら延々と追いかけてくる。

　息も絶え絶え、運動があまり得意でない伊依はすぐに限界になる。罠奈のほうはまだ余よ裕ゆうがありそうだが、いくら新生古頃で最さい優ゆう秀しゆうの生徒でも肉体的には人間だ。不条理な破壊力に抵てい抗こうできるわけもない。

　そこまで考えた刹せつ那な、罠奈が思いきりよく真上を睨みつけた。

　同時に何か口笛のような甲かん高だかい音と──衝しよう撃げきが、空気を弾はじいて疾しつ走そうする。

　ギャッ、と追いかけてくる何者かが悲鳴をあげた。伊依は驚おどろいて罠奈を見る。罠奈は速度を落とさずに、自分の包帯が巻かれた喉のど元もとを示して説明してくれる。

〈ここにね、空気へ多た彩さいな振しん動どうを与あたえる怪モ造ン生ス物ターが仕込まれているの。攻撃力はほとんどないけど、威い嚇かくくらいにはなったみたい〉

「なんで……そんな怪モ造ン生ス物ターを？」

　伊依は尋たずねたが、罠奈は黙もくして応こたえてくれなかった。そんな場合でもなかった。一時的に遠ざかっていた敵は罠奈の抵抗に立腹したか、でたらめに攻撃を仕し掛かけながら猛もう然ぜんと接近してくる。

　罠奈は何度か喉元の怪モ造ン生ス物ターを上手に操あやつり、相手を牽けん制せいしながら進んでいく。伊依はというと足を揃そろえるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。酸欠で頭が痛くなってくる。

〈………？〉

　不意に、罠奈が何かに反応してわずかに握った手を強こわばらせた。伊依も気づき、彼女の視線を追って道の向こうを見つめる。

　水銀灯が煌きらめく薄うす闇やみ。

　なだらかな坂道の頂上。満月を背景に。

　当たり前のように、見覚えのある少女が立っていた。

　真っ白な制服。きっちり結んだ髪かみの毛。彼女を特とく徴ちようづけていた瓶びん底ぞこのような眼鏡めがねの奥、隠かくされていた切れ長の双そう眸ぼうをただ笑えみの形にして、けれど唇くちびるは厳しく結び、彼女はただ黙もく然ぜんとこちらを見つめている。

「已い己こ巳みちゃん……？」

　呼びかけに応えるように、その少女──巴ともえ 已い己こ巳みはゆるりと手を伸のばす。その腕うでに、指先に、色いろ違ちがいの服を着た三匹びきの鼠ねずみが這はい、爪つま楊よう枝じの剣けんを握って勇ましく胸をはる。
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　勢いあまって已己巳の横を通りすぎ、慌てて立ち止まって大きく息をついた伊依は彼女の後ろ姿を見つめた。変わらない、小こ柄がらな少女の背中。あの偽にせの殻蛇で別れた、不思議な、伊依は友達だと思っている少女。

「オヴリビオン。ヘッケンタール。クラムクラム」

　囀さえずるような小声で、已己巳はそっと宣言した。

「追いかけてくる怪モ造ン生ス物ターを足止めして。ただし殺すのはだめだ。〝憤ふん怒ぬ〟と本格的に対立はしたくないし……伊依ちゃんは血なまぐさいの嫌きらいだから」

　言葉と同時になんとも楽しそうに、三匹の鼠が疾しつ風ぷうのごとく跳ちよう躍やくして夜空へと飛んでいった。速い。びっくりするくらい速い。弾だん丸がんのようだ。

　伊依はそんな彼らの行方ゆくえを目で追って、そこに奇き妙みようなものを発見する。

「何……あれ」

　暗くて、詳しよう細さいはよく見えない。しかも相手も鼠たちに勝まさるとも劣おとらないくらい素す早ばやい。けれど見えた。伊依は見た。自分たちを追いかけて、たぶん殺そうとしてきた相手──それは悪あく魔まに見えた。悪魔。薄灰色の体たい軀くに蝙こう蝠もりの翼つばさを生やし、紅あかく染まった目を輝かがやかせた恐おそろしげな生き物だ。

　怪モ造ン生ス物ター。限りなく遠い隣となりの世界、虚界アンダカに棲せい息そくする埒らち外がいの存在。

「……已己巳ちゃん」

　戸と惑まどう伊依と罠奈を先導し、普ふ通つうに歩いているようにしか見えないのに伊依の全速力より速い已己巳は、肩かた越ごしに振ふりかえって少し照れくさそうに言った。

「久しぶり」

「已己巳ちゃん……だよね？」

　懐なつかしくて、涙るい腺せんすら揺ゆるみかけた伊依に、已己巳は少しだけ寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

「ううん」

　首をふり、虚こ空くうを睨にらみつけて彼女は言う。

「今の僕は喜悦大公だ」
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　何もない闇に浮うかびあがった画面映像を、そこまで満足そうに眺ながめていた真しん紅くの竜りゆうが全身を震ふるわせた。同時にその牙きばが並んだ口の隙すき間まからは炎ほのおが溢あふれ、周囲に並んだ怪モ造ン生ス物ターたちは悲鳴をあげて逃にげまどう。

〈あぁあ！　こんなとこに居よったかッ、〝喜き悦えつ〟の！〉

　野球観戦をする休日の中年男のごとく身を乗りだし、画面を睨みつけ唾つばと炎と怒ど声せいを飛ばす竜の横、骨の玉座に座りこんだ妖よう女じよは同じく休日の中年女のように気け怠だるげだった。

　ぽり、ぽり、と何かの幼虫を摘つまんでは掌の口に放ほうりこみ、嚙かみくだき、興味なさそうに画面を見上げている。仮面にすっぽり覆おおわれたその顔で何かが見えるのかどうかは不明だが。

　そして相変わらず、他者に快楽のみを与える蜂はち蜜みつのような声でつぶやく。

〈星空が泡あわになるとき、人魚姫ひめは貝かい殻がらと踊おどるものさ〉

〈えぇい、わかる言葉で喋しやべれというに！〉

　通訳まで憤怒大公の剣けん幕まくに怯おびえて遠ざかっているので、悲ひ哀あい大公の口にする言語は誰だれにも理解できない。気の短い憤怒大公は画面の中、ツインテイルと鉄仮面の少女の手をひき、夜道を進んでいく小柄な少女を睨みつけている。

〈儂わしを馬鹿にしよるか〝喜悦〟の！　儂の舎しや弟ていが《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》ぉ潰つぶしよっただけにゃ飽あきたらず、今度は代理戦争の邪じや魔まばしよるか！　叩たたッ殺すど！　こん間ま抜ぬけ！〉

〈これは映像だよ聞こえないよ〉

　うるさそうに、渋しぶ々しぶと悲哀大公が他人にも理解できる言語でつぶやく。

〈それに君の部下が死んだのは相手が難民だからと侮あなどった君の落ち度だし、だいたい現界カナイに逃げた喜悦大公はしばらく放っておこうというのが暗あん黙もくの了りよう解かいじゃなかったか〉

〈そんな約束ぁした覚えありゃせんわ。災わざわいの芽は足あし下もとに絡からみつくまで育つ前に刈かるもんじゃ、〝悲哀〟の。儂ら竜は約束だけはきちっと守るがの、暗黙の了解なんつう曖あい昧まいなもんは気にせんぞ〉

〈竜は単純で頭が悪いからね〉

〈黙だまらんと手前から潰すぞ石いし女おんなッ！　誇ほこり高い竜族を馬鹿にすると骨まで消し炭にしたる！〉

　嚙みつきそうな竜と、挑ちよう発はつしているとしか思えない妖女、両者のやりとりはそのまま今後の虚界アンダカの趨すう勢せいを決めるものであり、周りの怪モ造ン生ス物ターたちは冷や冷やとしている。集まったものは誰もが強力な怪モ造ン生ス物ターなのだが、憤怒大公と悲哀大公の実力は桁けたが違ちがっている。

　悲哀大公は玉座の上で胡座あぐらを組み、面めん倒どうくさそうに片かた肘ひじをつく。

〈喋れと言ったり黙れと言ったり君は我がままだ、〝憤怒〟の〉

　そして一いつ瞬しゆんだけ、竜の怒いかりも凍こおるような冷れい酷こくな雰ふん囲い気きをまとう。

〈それに……〝喜悦〟だの、〝虚きよ無む〟だのといった虫けらがどれだけ動こうとも関係ない。これは君と私の戦いだ。連中の行こう為いなど代理戦争を盛りあげる些さ細さいな不確定要素と思うがいい〉

　彼女が口にした言葉の意味に気づき、憤怒大公が珍めずらしく弱々しい声をあげる。

〈お、おい〝悲哀〟の……〝虚無〟様を虫けらなどと〉

〈〝虚無〟様？　くふりっ、堕だ落らくして現界カナイに追放された馬鹿者にいつまで忠誠を誓ちかっている。だから竜は融ゆう通ずうがきかなくて馬鹿だというんだよ。彼は力を封ふうじられ追放された。〝喜悦〟は最初から取るに足らない塵ごみ屑くずだ。これは私と君の戦いで、最終的な虚界アンダカの支配者は最後に残ったひとつだけだ〉

　画面に映しだされる夜の夢追坂の町──そこで巻き起こっている出来事をあくまで面倒くさそうに観賞しながら、傷まみれの石女は恍こう惚こつと吐と息いきを漏もらした。

〈現界カナイの童話にこんなものがある……北風と太陽ってね。君のやりかたはまさに北風だ、無理に旅人の衣ころもを剝はぎとろうとして彼らの反発を買っている〉

　両手を広げ、虚界アンダカの深い深い闇やみの向こうを見つめて悲哀大公は宣言した。

〈私は太陽だ。そして太陽が勝者となるのは必然さ。〝虚無〟よ〝憤怒〟よ〝喜悦〟よ、私に敗北し……私の下もとでひとつになれ！　その瞬しゆん間かん、無力な魔ま王おうを淘とう汰たして、私が新たな魔王となる！　この虚界アンダカを〝悲哀〟の色に染め抜ぬいてやる──それはなんて素す晴ばらしい、美しい世界だろう！　くふりっ、くふははははは！〉

　高笑いする妖女と、なぜだか声をあげない竜と、成りゆきを見守るしかない怪モ造ン生ス物ターたちが満ちた暗闇の隅すみ──そっと動いて遠ざかっていく何者かの姿があった。ふたつの大公はお互たがいの会話に夢中で、他ほかの怪モ造ン生ス物ターも同様に周囲を警けい戒かいする余よ裕ゆうすらない。

　だから誰も、遠ざかっていく存在の異常さに気づかなかった。

　その生き物が一秒ごとに、目まぐるしく外見を変化させていることに。
















　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　古こ頃ころ大祭での生徒たちの戦いを虚界アンダカの代理戦争とし、急激に過熱した〝憤ふん怒ぬ〟と〝悲ひ哀あい〟の対立に決着をつけるのに同意したのはいいものの、実をいうと竜りゆうの王は困っていた。

　もともと力仕事というか単純な物理的暴力で物事を決めるのを好む竜は、策略や陰いん謀ぼうを巡めぐらせるのに向いていない。実をいうと憤怒大公は賭と博ばくも遊ゆう戯ぎもすぐに熱くなってしまうので、ろくに勝った例ためしはないのだ。相手はあの狡こう猾かつな悲哀大公だし──これは安易に相手の有利な舞ぶ台たいに載のせられてしまったかと竜は少し後こう悔かいしていた。

　いちおう憤怒大公と悲哀大公が一陣じん営えいずつ人間を操あやつることは決めていたが、べつに助言を受けてはいけないという決まりはなかったので、部下たちにもどうしたものかと尋たずねてみた。けれど己おのれの部下というのがこれがまた頭の悪い筋肉馬鹿だらけで、てんで使い物になりはしない。竜は諦あきらめてなんとか自力で代理戦争に勝利することを決めた。

　そうはいっても。

〈人間ちゅうのは……どいつもこいつも、なしてこげに弱々しいんじゃ？〉

　虚界アンダカの暗闇に映像を投とう影えいし、代理戦争の舞台となる新生古頃の校舎を適当に眺ながめ、めぼしい生徒を探してみたがどうもピンとくるやつがいない。くだらないことで悩なやみ、貧ひん弱じやくな肉体でうろつきまわり、ぴいちくぱあちく囀さえずるだけの弱い生き物にしか見えない。

　そもそも竜と人間では基本的な生命力と生物としての能力の桁がちがう。竜の視点で眺めてみると、どれもこれも取るにたらなすぎて比べることすら難しい。人間が蟻ありの優ゆう劣れつを見た目だけで判断するようなもので、こいつが元気いいとか、こいつは死にそうだとか、その程度しか判別できずに竜はほとほと困り果ててしまった。

〈あぁもう、なんぞ適当に選んで儂わしが強ごう引いんに勝たしてやるしかないんかのう。人間なんぞ……どれも同じじゃ〉

　そう思い、無意味に校内を眺める行こう為いをやめようかと思った直前、ふと竜は人間にしては飛び抜けて強力な存在を感知した。興味をおぼえ、だめで元々とそちらに映像を廻まわすと身を乗りだして見た。

〈こやつ……〉

　場所は、狭せまい部屋だった。もっとも竜から見たら人間の部屋はどれも等しくちまちましているのだが。〝会議室〟と銘めい打うたれたその空間には机と椅い子すがならび、その中央に一いつ対ついの少年少女が向かいあっていた。

　鬼おにの角めいた飾かざりをつけた、どこか底知れない女装の少年。

　深しん紅くの瞳ひとみと白い髪かみが特とく徴ちよう的な、肩かたから刀を下げた凜り々りしい少女。

〈《魔ま力りよく》に覚えがありよるな……こやつ、儂の《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》を殺やりよった人間か？　多少は使えるようじゃが──それほどのモンには見えんがのう〉

　侍さむらいのような少女を眺め、そんなことを独りつぶやく。《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》は〝憤怒〟の配下にしては頭が切れるとして買っていた高等怪モ造ン生ス物ターだが、先日、とある任務に失敗して殺されてしまった。全身を引きちぎられ、苦しみ悶もだえて死んだ彼の痛みを竜は知っている。竜と配下の怪モ造ン生ス物ターたちは根本の位置で繫つながっているのだ。

　だからこそ、竜は己の身体からだが損そこなわれたかのように、《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》の死に怒いかりを感じていた。当然、《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》の死に深く関かん与よしていると推測される白はく髪はつの少女にも、殺意に近い憤いきどおりをおぼえる。代理戦争の駒こまとして使うなんて以もつての外ほかだ。人間にしては希け有うなほどに戦せん闘とう力を秘ひめているようだが、部下を殺した下手人に〝憤怒〟の命運は任せられない。

　己は強大すぎるがゆえに現界カナイには行けないが、可能ならばこの牙きばで嚙かみ殺してやりたいほどだ。いっそ部下の誰だれかでも送りこむか──などと当初の目的を忘れて物ぶつ騒そうなことを考えていると、映像と一いつ緒しよに垂れ流しにされている彼らの会話が耳に入ってきた。

『無む城じろ……美び国くに？』

　怪け訝げんそうな顔をする侍少女に、対する女装の少年は嬉うれしげに笑った。

『そ。無城美国、それが俺の爺じいさんの名前。ちっとは聞いたことがないかい？　あんなんでも多少は有名人だし、教科書に名前くらいは載ってるはずなんだがな？』

『生あい憎にくと私は劣れつ等とう生せいでな』

　憮ぶ然ぜんとして、パイプ椅子にきちんと背筋を伸のばして腰こしかけた少女が溜ため息いきをつく。

『教科書の内容など覚えた先から忘れているぞ』

『ふぅん。まぁ、知らないなら今ここで教えといてやるよ。あんたにとっても重要な人間かもしれないぜ、あの爺さんは──なぁ、戦たたか橋はしちゃんよ？』

　少女とは対照的に、長机に足を乗せて適当な感じに少年は笑う。

『俺の爺さん、無城美国は物ぶつ造ぞうの研究を専門に行った最初で最後の怪モン造ステ学イ者ストだ』

『…………』

　物造、という言葉に少女は眉まゆのみをわずかに動かした。それを目ざとく見取って、少年は八や重え歯ばを覗のぞかせて微笑ほほえむ。

『そう。虚界アンダカから生物以外の物体を召しよう喚かんする技術、それが物造だ。理論上では基本的に不可能とされていて、成功例もこの長ぁい人類様の歴史のなかでもたった一件だけとされている。御お伽とぎ噺ばなしっつうか迷めい信しんっつうかよ、とにかく普ふ通つうの怪モン造ステ学イ者ストは物造なんか信じちゃいない。そいつを専門にするやつも爺さんが大失敗して以来、誰もいなくなっちまった』

『失敗したのか？　君の祖父とやらは』

　少女の問いに、少年は少しだけ寂さびしそうに遠くを見た。

『あぁ、豊富な人材と資金を与あたえられて研究所ひとつブチ建てて、長い長い時間をかけて物造の謎なぞを解き明かそうとしたうちの爺さんは、結局、何ひとつこれといったモンを発見できず、あげくに史上で唯ゆい一いつの物造の行使者をも失って学会を追放された。物造という妄もう想そうに血迷い、研究資金を無む駄だにしまくった馬鹿な怪モン造ステ学イ者ストとしてよ』

『物造の……行使者』

　何か激しい感情に突つき動かされたかのように、少女の張りつめた気配が揺ゆれたが、少年はそれに気づきながらもたぶん見ないふりをして、つづけた。

『今も爺さん……無城美国は老体を引きずって生きのびていやがるんだが、学会を追放されてからすっかり飲んだくれてよ、もう完全に学者としては使い物にならない糞くそ爺ィになっちまった。ただ昔のことはよく覚えてるらしくてよ、ちょくちょく孫の俺に昔話として当時のことを語ってくれたよ』

　そこで少年は吞のん気きそうにも見えた雰ふん囲い気きを瞬しゆん時じに鋭するどくし、少女の華か美びな装そう飾しよくの施ほどこされた日本刀を指さした。そして笑えみに鬼き魄はくをこめ、あくまで軽い調子で囁ささやいた。

『爺さんに協力して、この世でたったふたつの虚マ界テリ呪ア具ルを物造した女はよ……公式には謎とされちゃいるが、爺さんは覚えてたぜ。名前は戦橋危あやう香か』

　そして、表情を緊きん迫ぱくさせた少女に低く、問いかける。

『それ、あんたのお袋ふくろさんじゃないのかい？　つうか……その刀、もしかして虚マ界テリ呪ア具ルじゃないかなと、俺は疑ってるんだがね。どうだい戦橋舞まい弓ゆみさんよ？』

『だとしたら、どうする？』

　舞弓と呼ばれた少女が目を細め、両者の中央で火花のような殺気が弾はじけた。少年はそれを緩かん和わするみたいに動じずに笑い、かるく肩をすくめて言う。

『いぃや、今はなんもしないさ。あんたが物造の申し子──戦橋危香の娘むすめさんだか確かめたかっただけだ。ただ……なァ、いずれ機会があったら、俺か俺の爺さんが、ちぃとあんたに協力を頼たのむかもしれないってこたァ覚えておいてくんな。物造の、研究でよ』

『…………』

　警けい戒かいするように応こたえない少女へ、そういえば名前もわからぬ危あやうげな少年は子供のように無む邪じや気きに跳はねて立ちあがった。そして気安く手をふって部屋の出口へと向かう。

『もしも──物造の仕組みが解明されたらよ』

　独り言のように、扉とびらに向いたまま少女に背を向けて彼はつぶやく。

『今、物造は迷信だって笑ってる連中、俺の爺さんとあんたの母さんを馬鹿にしている連中みんな、鼻を明かしてやることができんだぜ？　怪かい造ぞう学界が引っくりかえって、俺もあんたも爺さんもあんたの母さんも、みんなまとめて一いち躍やく英えい雄ゆうだ！』

　そこで肩越ごしに振ふりかえり、世にも幸せそうに壊こわれたように、笑った。

『楽ッッッしそうだろォ、なぁおい!?　あッははははは!!　毒を喰くうなら皿までよッ、引っくりかえすんなら卓袱ちやぶ台だいよりも世界ってなァ！　どうせ人生なんぞ泡うた沫かたの夢ゆめ幻まぼろしよ──やるだけやって派手に散ろうぜ！　イエァ！　ひとたびこの世に生を受けェェ滅めつせぬもののぉあるべきかぁっとくらァ！　あっっははは！』

　そのまま彼は変な歌など口ずさみながら扉を思いっきり開き、あくまで余よ裕ゆうげで楽しげな雰囲気を崩くずさないまま去った。

　そんな彼に、竜りゆうは興味をおぼえた。

《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》を殺害した少女も何やら一ひと筋すじ縄なわではいかない因いん縁ねんのなかにいるらしいが、それよりも、竜は先ほどの少年に強く興味をそそられた。弱い、脆もろい生き物でしかない人間を、竜はさほど警戒も評価もしていないが、あの少年はどことなく普通の連中とはちがっていた。

　胡う散さんくさいくらいの道どう化けた態度は仮かり初そめで、瞳ひとみは最後まで怜れい悧りな光を宿らせていたし──何より、なんだか面おも白しろい。どかんと派手な花火を打ちあげてくれそうな、破は天てん荒こうなエネルギーを感じたのだ。それは竜にとって好ましい感覚だった。

　所しよ詮せんは虚界アンダカ戦争も、無む窮きゆうの時を生きる竜の王にとっては遊ゆう戯ぎに等しい。

　どうせ遊戯と割り切るならば、それを面白いものにしてくれそうな駒こまを選ぼう。

〈そこの小こ僧ぞう、ちぃと儂わしの話を聞けい〉

　画面越しに、竜は廊ろう下かを歩く少年に声をかける。

　少年は驚おどろきも怯おびえもせずやはり愉ゆ快かいげに、素す早ばやく振りかえって大口をあけて笑った。

『あっはは！　声はすれども姿は見えず！　どこのどいつだ幽ゆう霊れいかおい！　楽しいねえ楽しいねえお祭りだねえ！　俺の人生！』

　そんな彼の、普通の人間とはかけ離はなれた反応を見て──虚界アンダカ最強の赤竜は、この馬鹿に賭かけてみることにした。

　勝とうが、負けようが、とにかくこいつと一いつ緒しよなら何かと楽しめそうだ。
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　住宅地の片かた隅すみ。潰つぶれた駄だ菓が子し屋の跡あと地ちとして放置されている空き地に、通行人がいたならば悲鳴のひとつもあげて逃にげだしかねない異様な光景が広がっていた。

　夕ゆう闇やみに浮うかびあがるのは明らかに人間ではない奇き妙みような人ひと影かげである。それも、ひとつやふたつではない。思い思いに奇声を発し、秩ちつ序じよなく蠢うごめいているそれらの影は狭せまい空き地に密集していて、それぞれ投げやりか熱心かの違ちがいはあるものの、その中央に立つ少年を眺ながめていた。

「よぉし。ご苦労さん、今日のところはこんくらいで解散といくかァ」

　新生古こ頃ころの黒い制服を着た、角の飾かざりが特とく徴ちよう的な少年である。彼──〝亜あ玉たまの魔ま女じよ〟こと無む城じろ鬼き京きようは吞のん気きに腕うでを組んで、周囲の化け物たちを震ふるえもせずに統とう率そつしている。

　今日、この町で同時に発生した傷害事件──古頃大祭ランキング上位者のみを狙ねらったその襲しゆう撃げきで、伊い依よりや罠わな奈なの他ほか、極ごく少数の幸運な生徒以外は軒のき並なみしばらく動けないほどの怪け我がを負わされていた。

　下手人は、ここに居並ぶ怪かい物ぶつども。どれもそれなりに名の知れた豪ごう傑けつということだが、同時に強大すぎて鬼京一人の〝魔力〟では御ぎよしきれず、その力を圧縮して本来の何十分の一かに弱められているらしい。そのへんは鬼京の真の協力者である竜の説明が下手すぎてよくわからないが、要は道具として利用できるほど有能であればいいので、鬼京は詳くわしく追つい及きゆうしていなかった。

　一いち陣じんの風が吹ふき、鬼京の解散宣言とともに化け物たちは夢のように消失する。鬼京はやはり少しも動じず、眠ねむたげに欠伸あくびをして自分も帰ろうと空き地をでた。近くにあった自動販はん売ばい機きで温かいお茶を買い、くっと飲む。この季節の夜は制服姿では寒すぎる。

〈鬼京よ〉

　ついでに煙草たばこと缶かんビールも並んだ自動販売機から買い、伸のびをした鬼京の耳元で野太い声が響ひびいた。熱風を吹きつけられるような、精気に満ちた声である。

「………はいはいはい、なんだよ竜りゆう王おうさん。もう今日のお仕事は終わりだぜえ？」

〈仕事というと、先ほどの襲撃のことじゃな？　儂にはようわからんのだが、ランキングの上位者──対たい抗こう馬ばを単純に潰していっても、手前の人気がなけりゃ古頃大祭には勝てんのじゃないか？〉

　事情も何もあらかじめ聞かず、疑いもせず部下を貸してくれた竜の純じゆん朴ぼくさに鬼京は感心すらしたが、説明するのも面めん倒どうだったのでお茶を飲んで首をふる。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんと勝ってやるってばさ、竜王さん。あんたは安心して俺の言うとおりに可愛かわいい部下ちゃんたちを貸してくれりゃいいってもんよ」

〈しかしルールも何もわからん遊びを見るのも退たい屈くつでのう〉

　まるっきり勝利よりも楽しむことに興味がいっている竜に、やはり鬼京は悪い気持ちは湧わかず、道路をふらふら歩きながら世間話の調子で喋しやべる。相手は虚界アンダカでも最高級の権力者であり無敵の怪モ造ン生ス物ターらしいのだが、会話するぶんには頭の悪い善良なおっさんという感じで、嫌きらいになれない。むしろこういう性格のやつは好ましいと思う。

　鬼京は飲み終わったお茶の缶をそのへんに捨て、今度は煙草を取りだすとライターで火をつけて吸いはじめた。立ちのぼる煙けむりと鼻にくる匂においを楽しんで、微笑ほほえむ。

「ま、明日になりゃ嫌いやでもわかるさ。せいぜい楽しみにしてな。敵さんの手の内がまったく不明の現状、絶対に勝つとは断言しないけどよ──愉ゆ快かいな思いはさせてやるぜえ、そこだけは約束してやる。だから安心して今日は帰った、帰った」

〈ふん、それで良いわい。それでこそ儂わしの選んだ代行者じゃ。真しん剣けんに勝負して、そいで負けたんなら文句は言わん。それが誇ほこりっちゅうもんじゃでな、ほんで儂を楽しませてくれりゃ上々だわな〉

　声は豪ごう快かいな笑い声をあげ、満足げに遠ざかっていく。

〈では、明日からの手前の活かつ躍やくも楽しみにしておるぞ、鬼京。また何か儂の力が要いりようなら遠えん慮りよせんと言うがいい。ほんじゃな〉

「へーい、おやすみー」

　適当に応こたえ、どこにいるかも解わからない相手に鬼京は手をふる。周囲の空気を重くしていた竜の存在感が消え、鬼京は長く煙を吐はくと気け怠だるげに頭を搔かいた。

「あァ、かったるいな。お偉えらいさんの相手はよ」

　あらゆる怪モ造ン生ス物ターに怖おそれられる竜の王を相手どって〝かったるい〟の一言で済ませ、鬼京はふと目を丸くして煙草の灰をぼたっと落とした。

「つうか、あちゃあ。もうこの時間だとバスも電車も動いてなくね？　どうやって帰ろう……竜王さんの部下とかに送ってもらえりゃ良かったなァ、無城鬼京さんとしたことがうっかりしてたってもんよ」

　今さら竜を呼びもどすのも間ま抜ぬけだし、たぶん怒おこられるし、何より面倒なので鬼京はこの近所に住む知人の家へ向かうことにした。幸いにしてよくいく場所なので、土と地ち勘かんのあまりないこの町でも迷うことはなさそうだった。

　ちなみに鬼京はもともと亜玉の生徒であり、自宅も夢ゆめ追おい坂ざかからはかなり遠い場所にある。学生寮りようの家賃よりも電車賃のほうが安いからと登下校は長い時間をかけて電車に乗っている。終電を逃のがした今、歩いて帰るには非常に面倒な距きよ離りだ。

　少しだけ歩き、寒さを紛まぎらわすために缶ビールでほろ酔よい気分になっていると、やがて掘ほっ立て小屋というか家というより納な屋やという語感が似合う建物が見えてきた。ベニヤ板や木材を継つぎ接はぎした自家製っぽい木造建築で、ここには鬼京の天敵であり最愛の肉親である偏へん屈くつな老人が住んでいる。

　どんどんどんどん、と遠慮なく安っぽい扉とびらを叩たたき、鬼京はゴミ袋ぶくろが散乱している汚きたない玄げん関かん先で声をあげた。

「美び国くにおじいちゃあん、可愛い孫の鬼京くんが遊びにきましたよぉ開けやがれ」

　返事がないので、さらに扉を連打する手に力をこめる。

「おぉい、爺じじィ。死んだか？　ついに天てん寿じゆをまっとうされましたか？　排はい泄せつ物のような人間がひとつ処理されたことで社会はまた綺き麗れいになりましたね？　ビバ神様！」

「うるッせぇぇえええええ！」

　どがん、と激しい怒ど声せいとともに入口は蝶ちよう番つがいごと吹っ飛びそうになりながら開き、室内からは熊くまのような巨きよ体たいが恐おそろしい酒の匂いとともに現れた。

　巨漢である。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした、白はく髪はつの老人である。この寒いのにランニングシャツに短パンという鳥とり肌はだものの服装で、髪かみだか髭ひげだかに覆おおわれた顔の中央、酔っているのか汚い色をした瞳ひとみには爛らん々らんとした煌きらめきを宿している。

　彼の名前は無城美国。かつて物ぶつ造ぞう研究という夢物語に挑ちよう戦せんし、大失敗し学会を追放されたことにより夢は夢だったと悪い意味で証明してしまった失敗者。栄光も何もかも失い、今はこんな荒あばら屋で独り寂さびしく余生を過ごしている人生の敗残者。鬼京の祖父にして喧けん嘩か相手、そしてこれは決して口にはだせないが、人生の師し匠しようのように思っている相手。

　鬼京は相変わらずの祖父の様子に、にへらっと笑って手を上げた。

「おっす、糞くそ爺ィ。まだ生きてたんだな。残念」

「生きてて悪わりぃか糞くそ餓が鬼き。こんな夜中になんの用だ糞くそ喧やかましいブチ殺すぞ」

　美国はドスの利きいた獰どう猛もうな声で脅おどしてくると、つまらんものでも見たというように身を翻ひるがえして部屋に戻もどった。扉は閉めないので、入っていいということだろうと鬼京は勝手に判断して入室した。

　室内には何か資料だか本だかが大量に積まれ、雑然としているが不愉快ではない。汚よごれているというより、老いてもなお収まりきれない美国の情熱が溢あふれているように感じる。この人食い妖よう怪かいのような巨大な老人は、いまだに学会に返り咲ざく夢を失っていないのだ。

　物造という御伽おとぎ噺ばなしに夢を見て、その情熱の全すべてを捧ささげて、失敗し──何もかも失った祖父。無城美国に、鬼京は内心で宣言する。

　もう少しだ。

　もう少しで、自分が祖父の夢を叶かなえてやれる。

「う………む」

　美国は酔っているのか緩かん慢まんな動きで冷蔵庫を漁あさり、なんだか違い法ほうっぽいラベルの貼はられた酒さか瓶びんを取りだした。そして煮に魚ざかなの缶かん詰づめを蓋ふただけ開けて爪つま楊よう枝じを刺さし、畳たたみに置く。さらに明らかに洗っていないグラスをふたつ取りだすと、なみなみと怪あやしい色をした酒を注ついで鬼京に渡わたしてきた。

「飲め」

　未成年に酒を勧すすめるなとか、そういう常識的な意見はこの老人には通じない。鬼京はまだ十歳にもならないころに美国から酒と煙草たばこを与あたえられたのだ。当然、真面目まじめな社会人である両親は抗こう議ぎしたが、美国も鬼京もまるで気にせずよくこの部屋で酒盛りをしていた。

　鬼京はものすごい勢いで蒸発しているアルコール度数が高そうな酒を見やり、いちおう目の前に座りこんだ美国を見上げて尋たずねてみた。

「爺さん、これなんの酒？」

「知らん。冷蔵庫を開けたら入ってた」

「いいかげんボケてんだからうちにこいよ。爺さんひとりくらい養えるぜ？」

「俺がいると、てめぇらの迷めい惑わくだよ」

　ぶつぶつ、と渋しぶい声でつぶやく美国を、鬼京は格好いいと思う。世捨て人のようにこうして老いてなお乱れた暮らしをつづけ、普ふ通つうに生きていては知れないようなことを多く見たり聞いたりしている。鬼京は両親のように社会の歯車となって没ぼつ個こ性せいな人生を送るより、美国みたいに派手に成りあがって爽そう快かいに失敗して、世を拗すねてこうして生意気な孫に愚ぐ痴ちを言うような人生を送ってみたい。

　濃こい酒をちびちびと飲みながら、なんでもない会話を祖父と楽しむ。

「しかし強いなこの酒は。俺もうビール飲んできてるし、明日も学校あるっつうのに二ふつ日か酔よいになったらどうしてくれんだよ」

「鬼京」

　美国はおもむろに、大真面目な表情になった。何事かと鬼京は身構えたが、この老人は別に冗じよう談だんでもなんでもなく、あくまで真しん剣けんな声で変なことを言い始めた。

「ビールは、酒じゃねぇ」

「…………」

「色のついた、水だ」

　だから何だ。

「鬼京」

　酔っているのか、というかやっぱりボケているのか、支し離り滅めつ裂れつに──けれど、不意打ちのように、美国は鬼京の脳を貫つらぬくがごとく鋭するどい瞳でこちらを見てきた。

「血の臭においがするぞ」

「…………」

「鬼京」

　美国は、この悲運の怪モン造ステ学イ者ストは、叱しかるでなく、諭さとすでなく、ただ当たり前のように語る。偉えらそうに、一いつ般ぱん的な道徳や価値観を押しつけてくる両親とはちがう、含がん蓄ちくのある経験が生んだ美国の言葉を、鬼京はいつでも心に刻みつけている。彼は自分の人生の師で、かけがえのない肉親で、男として、人間としての理想像だった。

　そういうことを語ると、誰だれでも、美国本人ですら変な顔をするだろうけど。

　鬼京は、やっぱり、この偏へん屈くつな老人が好きなのだ。

「俺はそろそろ九十歳になる」

　無表情に、顔色すら変えず一舐なめで下げ戸こなら倒たおれそうな酒を流しこみ、彼は囁ささやいた。

「この歳としになって気づいたが、人間は、殴なぐったぶんだけ殴られる。騙だましたぶんだけ騙される。他人を蹴け落おとしたぶんだけ蹴落とされる。人生は、帳ちよう尻じりを合わされるようにできている。俺は殴って騙して蹴落として一いつ瞬しゆんだけ偉くなったが、殴られ騙され蹴落とされて今はこんなボロ小屋で飲んだくれてる」

　酒が回ってらしくなく気弱になったのか、老いが彼から牙きばを抜ぬいたのか、鬼京が初めて彼と出会ったころからは考えられないほど儚はかなげに、美国はぼやいた。

「俺みたいになるな、鬼京。てめぇの両親みたいに、普通に生きるのも悪かねぇぞ」

　鬼京は、そんな忠告めいた言葉には耳を貸さない。どうせ人間、どれだけ気をつけても二百年は生きられない。短い命だ、人生だ、好きなように生きる。安全策をとって、できるだけ傷つかないように、平和に穏おん便びんに老いさらばえるなんて御ご免めんだった。

　楽しんで楽しんで、失敗してもいい、好きなように生きてやる。

　美国のように。

　鬼京は八や重え歯ばを覗のぞかせて笑い、美国を真ま似ねして酒をぐいっと流しこんだ。

「やめてくれよ、爺じいさん。だいたい、俺がこんなひねくれものに育ったのはほとんど爺さんのせいだろ？　それを今さら普通に生きろって言われてもねぇ？」

　美国を模も倣ほうするように外れ者になりつつある鬼京は、鼻で笑ってつぶやいた。

「普通の人生なんざ御免だね。そういう弱音は……爺さんくらい生きてから吐はくよ」

「馬鹿が。俺くらい年食ってから後こう悔かいしても遅おせぇんだぞ」

　その晩の美国は、少しだけ変だった。

　妙みように優やさしくて、いつになく饒じよう舌ぜつで、やたら酒を飲んでいた。

　ときどき遠くを眺ながめ、部屋に積まれた資料を見つめ、寂さびしげに溜ため息いきをついていた。

　彼はそれから言葉もなく、黙だまって布ふ団とんを敷しいてくれて、珍めずらしく鬼京をその毛むくじゃらの手で抱だいて眠ねむってくれた。誰にも甘えず、弱みを見せず、生きたいように生きている無城鬼京も、そのときばかりは幼児のように祖父に甘えて彼の温かさを感じて眠った。
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　叩たたき折られた骨は大きいのと小さいの合わせて二十三本。流された血や涙なみだの量は不明だが決して少なくはないはずだ。幸いなことに、失われた命はない。

　正体不明の存在に襲しゆう撃げきを受けたのは伊依と罠奈だけではなかった。

　狙ねらわれたのは全すべて新生古頃に通っている生徒──もっと露ろ骨こつな表現をすれば、古頃大祭ランキングに上位入賞していた怪モン造ステ学イス者ト・見エ習ツグだった。

　罠奈が危き惧ぐしていた、もちろん伊依も恐おそれていた、残ざん酷こくな生存競争が始まったのである。古頃大祭に勝利して願いを叶かなえるための闘とう争そう。あまりにも醜しゆう悪あくな、そして予想を遥はるかに上回るなりふり構わない他者の蹴落としに、伊依の胸はじくじくと苛いら立だつ。

　こんなに。

　こんなに卑ひ劣れつな真ま似ねをしてまで、叶える価値のある夢なんだろうな。

　巴ともえ 已い己こ巳みと再会し、積もる話もできないまま逃にげるように彼女が消えてから、少し経たった。今日は第二回の投票とその結果発表が行われるそうだが、生徒襲撃事件により上位の生徒はほとんどが全ぜん滅めつ、さらに怯おびえて企き画かくを辞退するひともいて、ランキングは大いに荒あれているはずだった。

　血なまぐさくなってしまった古頃大祭を終結させる唯ゆい一いつの希望は、平へい穏おん派の存在である。

　今回の投票で、虚こ島じま罠わな奈なが設立した平穏派が過半数の票を得た場合、ランキングは撤てつ廃ぱいされ、宇う宙つ木きの報ほう酬しゆうも廃はい棄きされ、生徒同士の潰つぶしあいはなくなるはずだった。

　祈いのるように早朝、伊依は平穏派に投票した。けれど心のどこかでだめだろうな、と思っていた。校内を渦うず巻まく悪意と痛み、疑ぎ心しん暗あん鬼きに満ちた雰ふん囲い気きは、とても平穏派の導くままに収拾しそうなものではなかった。

　結果発表は授業の合間、昼休みに行われることになっている。早めに食事を済ませた伊依は自分の教室で、放送スピーカーを親の仇かたきのように睨にらみつけていた。

　一連の上位生徒への襲撃で、必ず誰かが得をしているはずなのだ。不自然なほどに順位を上げているひと、また上位に居残った誰か、そういう今回の事件で得をした誰かが襲撃の犯人に違ちがいない。そう断定し、伊依は結果発表の放送を今か今かと待っていた。

　他ほかの生徒たちも普ふ段だんは校庭や体育館で遊んだり、思い思いの場所で無駄話をしたりしているのだが、今日ばかりは最後の審しん判ぱんを待つかのように厳げん粛しゆくな表情で教室に集まっていた。

　それは古頃大祭の経過を楽しむような表情ではなく、早く終わってほしい、という嘆なげきにも似た静せい寂じやくだった。誰も他者を傷つけるような過酷な競争など望んでいない。けれど、たぶん怪モン造ステ学イ者ストとして生きていくためには、このような騙しあい傷つけあいなど日常茶さ飯はん事じなのだろう。

　そう思い、暗い気分になって、誰もが言葉をなくしていた。

　虚界アンダカの怪かい造ぞう学がくは、綺き麗れい事だけではつづけられないのか。

　ブツッ、と耳に痛い音が響ひびいた。放送スピーカーが大きく息を吸いこむように一瞬だけ震ふるえ、すぐによく響く少女の声が流れてきた。

『こんにちは。新生古頃怪造高等学校放送部部長の美み咲さきです』

「あ、ター姉ちゃんだべ」

　机に腰こしかけ、女の子だというのに胡座あぐらをかいている次じ郎ろう花はながかるく顔をあげた。彼女の姉、美咲太た郎ろう花はなは放送部に所属していて、昼休みや放課後など、彼女の綺麗な声をよく聞いた。たまに変だが太郎花は基本的に人当たりがいいし、朗ほがらかで元気なので学校ではなかなかの人気者だ。何か企画をしているわけではなく、古頃大祭では放送部としての活動に従事しているようだから、襲撃事件の標的にはならなかったらしいが。

　そんなことを考えながら、伊依は梅うめ子こを抱きしめたまま難しい顔をする。果たして古頃大祭ランキングはどのように変動しているか。平穏派はどれだけ票を稼かせげたのか。今後の古頃大祭を決定づける、運命の瞬しゆん間かんである。

　太郎花の声は聞きとりやすい、しっかりした口調で語る。

『本日は、皆みなさんお待ちかねの古頃大祭途と中ちゆう投票、第二回の発表です。本来ならば校長先生が発表するべきなのでしょうが、放送室は寒いからやだと駄々をこねられたので不ふ肖しよう、あたしが代理を務めさせていただきます。票や順位の改かい竄ざん、虚きよ偽ぎの報道はいたしませんのでご安心ください』

　言わなくてもいいことを、生き真ま面じ目めな太郎花はわざわざ前置きして、声をひそめた。

『皆さんご存知のとおり、先日、前回の投票で上位にランクインした生徒のほとんどが闇やみ討うちに遭あいました。よって今回の投票結果如何いかんでは同様の事件が起きる可能性もあり、今、あたしは結果発表をすることに躊躇ためらいも感じています』

　静かな怒いかりと哀かなしみがこめられた声に、誰だれもが神しん妙みような表情で身体からだに力をこめる。卑ひ怯きような真似をした犯人への怒り、同じ学校の仲間を傷つけられた憤いきどおりは誰もが共有する気持ちだった。もちろん、伊依も。

　太郎花は感情を押し殺した淡たん々たんとした声で、ただ警告するようにつぶやく。

『聞こえてるんでしょ、犯人。どこにいるか知らないけどね……新生古頃の生徒を舐なめんじゃねぇわよ。必ず尻尾しつぽを摑つかまえて、全校生徒の前で晒さらしものにしてやる。あんたに折られた全校生徒の骨は二十三本……そっくり同じだけブチ折ってやるわ』

　こほん、と咳せき払ばらいし、彼女は事務的に続けた。

『失礼。では結果発表といきましょう、生徒諸君、ご拝はい聴ちようください』

　最初の一言で、緊きん張ちようしていた空気が少しだけ和やわらぐ。

『第一位──虚島罠奈』

　そして次の一言が、全すべての生徒の心を震しん撼かんさせた。

『ただし平穏派は、過半数の票を得られませんでした』

　悔くやしげな太郎花の声が、伊依や、平和を望む多くの生徒の気持ちを代弁している。

『古頃大祭はまだつづきます……』
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　最悪の事態はその直後に起きた。

　ブヅッ、という甲かん高だかい音と、何かが暴れているようなガタゴトという騒そう音おん──明らかに只ただ事ごとではない気配と同時に、スピーカーから響いてくる声があった。

『いやぁ……めでたいめでたい、愉ゆ快かい痛快爽そう快かいの三さん拍びよう子しッときたもんだ！　あッは！　平へい穏おん派には残念無念、けれどこの〝亜玉の魔女〟にゃあご満まん悦えつってなァ！』

　太郎花の声ではない。聞き覚えのある、けだもののような声。

　伊依は青ざめ、慌あわてて立ちあがる。周囲の生徒たちも何事かというように浮うき足だって小声を交かわしあう。何かの演出──な訳がない。そんな雰ふん囲い気きではなかったし、直後に聞こえてきた太郎花の逼ひつ迫ぱくした声がそれを証明していた。

『あ……あんた何よ!?　どっから入って──』

　ビビギッ、とマイクに何かがぶつけられた音。途と端たんに静かになる放送。伊依は無意識のうちに梅子を抱だき、全力で走って教室を飛びだしていた。

「伊依ちゃん!?」

　次郎花や、他のクラスメイトの声が聞こえたが、今はそれらに構っている余よ裕ゆうがない。明らかに放送室では何かが起こっていた。嫌いやな予感がして、心臓が妙みように鼓こ動どうを速めている。

　無む我が夢む中ちゆうで慣れない新生古頃の廊ろう下かを駆かけた。あちこちの教室では騒さわぎが発生していて、伊依と同じく放送室へと向かおうとする人ひと影かげもいくつか見かけた。

　太郎花を沈ちん黙もくさせた誰かは、そんな校内の反応を楽しむように笑っている。

『いいねぇ、支配者の気分だねぇ。俺の言葉に全校生徒が浮き足だって、騒いだり走ったりしてンのが伝わってくるぜ。まさに今の俺はちょっとした神？　おうおう、んじゃあ神様からちょいと素す敵てきな託たく宣せんを告げてやろうってもんよ』

　この口調は。この声は。間ま違ちがいない、野望と情熱を瞳ひとみに宿らせた二年生、〝亜玉の魔ま女じよ〟──無城鬼京。彼がどうして放送室にいるのか、太郎花をどうしたのか、伊依にはわからない。けれどなんだか無む性しように気持ちが急せいた。彼を止めなくてはいけない。今すぐにでも。

「無城先せん輩ぱい……あなたは」

　うんざりするくらい長い廊下を靴くつで削けずるように踏ふみしめ、伊依は必死に飛ばす。けれど廊下のあちこちに設置されたスピーカーからは、そんな伊依の努力を嘲あざけるように爆ばく弾だんが投下された。

『俺が犯人だッ！』

　一いつ瞬しゆん、伊依の思考は停とまる。他ほかの生徒たちもその発言の意味を理解できないのか、静まりかえってしまう。群衆をまとめて煽あおり鎮しずめ手玉にとるその弁べん舌ぜつは、ある種ひとつの才能ですらあった。

　ただし彼はその才能を悪意の方向へと存分に発揮している。

『古頃大祭ランキング上位者を次々と襲しゆう撃げきし──』

　やめて、と伊依は思う。

『二十三本の骨を叩たたき折り、何人もの重傷者を病院に送りこんだ！』

　そんなことを言っても嫌きらわれるだけだ。意味がない。無用に周りの怒りを募つのらせ、反感を買うだけではないか。

『目的は古頃大祭で勝利すること。てめぇらの予想していたとおりってことよ──ぱちぱち、てめぇらみんな名めい探たん偵てい！　俺は唯ゆい一いつの犯人！　さぁ解わかりやすい構図になってきやがったぜ！』

　違う──のか？　何か意味があるのか？　誰も事件の犯人に目星すらつけていなかったときに自ら主犯と名乗りでるこの行こう為いには、何か鬼京にしか解らないような狙ねらいがあるというのだろうか。

　否いな、ある。必ずある。声はこれでもかというほど楽しそうだ。罪悪感にかられて自首した犯人の声ではない。愉快犯の可能性もあるが、伊依はそちらも否定する。

　楽して生きたい、疲つかれることはしたくないと大おお真ま面じ目めに力説したあの先輩が、そんな非生産的な、何かと遺い恨こんや面めん倒どうが残る方法をとるとは思えなかった。

　無意味に見える行動にも、何か根こん拠きよや目的があるはず。

　鬼京と短い時間だが会話を交わした伊依は、彼をその程度には過小評価していなかった。

『そういや第二回投票の結果発表は途中だったなぁ。平穏派の皆みなさんは過半数の得票を手にできなくてご愁しゆう傷しよう様さま。まぁ、そうだよなぁ……ここで終わっちゃ面白くないよなぁ!?　せっかくのお祭り騒ぎだ、祭と喧けん嘩かは派手で喧やかましいほうが良いってぇのが人情ってもんよ！』

　酔ようように、謳うたうように、けれど何か不安を覚えるほど冷れい徹てつな本性を潜ひそませて、鬼京はつづける。

『悲鳴に騒音、色めく乙女おとめに恋こいの華はな、儲もうけた兄ちゃんオケラの兄ちゃん、一夜の夢見て誰だれもが踊おどれ！　踊る阿呆に見る阿呆、同じ阿あ呆ほなら踊らにゃ損々っとくらぁ！』

　瞬しゆん間かん、放送に喧けん噪そうが混じる。誰かが放送室に辿たどりつき、この海かい賊ぞく放送を止めようとしたのか。けれど数秒で何事もなかったかのように声も物音も消え、やはり楽しそうな鬼京の声が炸さく裂れつする。

『俺が古頃大祭を面白くしてやるよ！　争いたくない静かにしていたいってぇ平穏派の言い分にゃあ興きよう醒ざめだ！　千年の恋も蒸発するってぇのはこのことよ！』

　伊依は階段の途中で息が切れて止まり、大きく深呼吸して体力を回復させる。遠い。放送室が遠い。止めなくてはいけないのに。生徒同士で争うような古頃大祭は、罠奈が願ったような平穏を手にいれて丸く収まるのが良いに決まっているのに。

　どうして、鬼京は止めようとしないのだ。自らこうして煽り、憎にくまれ役を買ってでてまで。伊依にはできない。こうして恨うらみを一心に集めて、それでも何かを大きく動かすような捨て身なやりかたは。それもひとつの生き様だとは思うし、事実、生徒たちは鬼京が望むように感情を加熱させているのだろうが。

　それでもこれは、良くないやりかただ。

　伊依の想おもいはどこにも伝でん播ぱせず、〝亜玉の魔女〟はもう停とまらない。

『ここで俺は宣言しておく！　俺は必ず古頃大祭に勝利する！』

　いつもの、どこから湧わいてくるかもわからない自信を漲みなぎらせた声で、彼は言う。

『今、俺の評判は最悪だな!?　元からあんまり人気なかったけど今の放送でその人気は底辺まで落ちただろうよ！　けど平気！　俺元気！　なぜならぁ、てめぇら凡ぼん愚ぐな生徒諸君はこれから行われる第三回途中投票、そして古頃大祭を締しめくくる最終投票で必ず俺に投票することになるからなァ！』

　どういう……ことだろう。自ら生徒を襲おそった犯人だと名乗りでて、こうして挑ちよう発はつでしかない悪あく趣しゆ味みな演説をぶちかまして、どうしてそこまで──。

　無城鬼京は当然のように、世にも嬉うれしそうに宣言する。

『つうか俺以外に投票したやつは襲っちゃうぞ！』

　伊依は目の前が真っ白になった。

「魔女ッ！」

　信じられない。理解できない。そこまでやるか。やっても、言うか？　普ふ通つう……そんな馬鹿正直に、全校生徒を敵に回して。なんだこの自信は。なんだこの解わかりやすいほどの悪役っぷりは。卑ひ怯きようで、傲ごう慢まんで、容よう赦しやがない。伊依のように綺き麗れい事に固こ執しゆうし、身動きが取れなくなることはない。正義の味方でも勿もち論ろんない。我がままで、野放図で、厄やつ介かいな──目的のためには手段を選ばない独裁者のやり口だった。否、やはりここは不良と表現するべきか。

　亜玉の不良、魔ま女じよ、二学年筆頭──無城鬼京。

　やられた、と思った。伊依がまだ古頃大祭で何をやるかも決められないでいるうちに、鬼京はこんな爆ばく弾だんを準備していたのだ。罠奈も自らの定義をきちんと決め、平へい穏おん派を設立し己おのれの理想を叶かなえようとしていたし……自分は、だめだ。いつも空回りで、うまくいかない。出たとこ任せで目の前の問題と戦って、それが終われば次の課題へ、と流されるように行動してきただけだ。

　正義の罠奈と悪の鬼京。伊依は振ふれ幅はばも定まらないまま、彼女と彼に相対していかなくてはいけないのか。それは不安で、同時にひどく悔くやしかった。

《鳳フエニ凰ツクス》や倉くら波なみや遊ゆうと対決し、偽にせの殻から蛇だでわずかだが自分の思想を理解してもらえて、調子に乗っていた。自分はもう大だい丈じよう夫ぶだと。このまま全すべてが巧うまくいくのだと。自分は正しくて、周りに影えい響きようを与あたえられて、いつか自分の望む世界がやってくるのだと。

　甘かった。ちゃんちゃら可笑おかしい。伊依はまだちっとも成長できておらず、何もかも摑つかむことができていなかった。足場も固まらず、思想は抽ちゆう象しよう的てきで、罠奈や鬼京のように確固たる意志に基づいた行動をとることができない。

　涙なみだすら溢あふれてきて、伊依は前を睨にらみつける。放送室までは、あと少し。

　その少しのうちに鬼京は効率的に生徒たちを脅おどしている。

『骨折られたいやつは俺以外に投票してみろよ！　俺は見ているぞ！　これでも怪造の腕うで前まえはそれなりなんでね、監かん視し用の怪モ造ン生ス物ターくらいちょちょいと怪造できるってもんよ！　俺以外のやつへ投票をしたり、俺の活動の邪じや魔まをしたり、俺を不ふ愉ゆ快かいにさせたりしたやつは残らず潰つぶす！　見てるぞ！　俺は見ている！　聞いている！　それをよぉく覚えておくんだな！』

　走って走って走って、伊依は放送室の扉とびらを思いっきり開く。

　無城鬼京は椅い子すに腰こしかけ、足を大だい胆たんに机へ乗せる例の体勢で最後の言葉を叫さけんでいた。

『じゃ、次回の投票を楽しみにしているぜぇ！　生徒諸君よ！』

　そこで大きく振りかえり、鬼京は爛らん漫まんに笑った。

「よぉ……」

　マイクは切ったのか、反はん響きようしない彼の肉声が耳に届く。扉を開いた姿勢のまま、伊依は息を荒あららげてそんな彼を見つめていた。

　鬼京はやはり女装姿で、偉えらそうに足を組み両手を広げて告げてくる。

「遅おそかったじゃねぇの、古頃の教祖さんよ」

「先せん輩ぱい」

　伊依は衝しよう動どう的で根本的な、ひとつの問いを口にした。

「何を、あなたは何を……考えてるんですか？」

　本当に、それが理解できない。言ってしまえば、たかが学園祭、たかが学校行事ではないか。なんでこんな捨て鉢ばちに、自爆のような戦法で全校生徒を恐きよう慌こうに巻きこむ？　無む駄だに争いの種を蒔まき、自ら悪役の役割を請うけ負って──。

「ははは」

　鬼京は馬鹿にするみたいに笑って、角飾かざりを煌きらめかせ立ちあがった。

「俺に聞くなよ、それをよ。教祖さんよ。考えろよ。自分で考えない豚ぶたから死んでいく……そんな戦場にしてやったんだぜ、古頃大祭をよ？」

　そこまで言って、彼はぴくりと眉まゆを跳はねあげる。伊依も気づいた。大勢の足音と、怒ど号ごうのようなものが近づいてくる。たぶん、鬼京の放送に反感を覚えた生徒の群れだ。新生古頃にはおとなしい、争い事を嫌きらう生徒ばかりが集まっているわけではない。不良も危険人物も少なくない──というか、むしろ多い。

「おっと、まじぃまじぃ。教祖さんよ、楽しい話はまた今度な」

　鬼京も表情を変え、手早く会話を切りあげて放送室を出ていこうとする。そこで入口に立ったままの伊依に道を塞ふさがれ、首を傾かしげる。

「……どいてくんな。邪魔したら潰すって言っただろ？」

「どきません」

　両りよう腕うでを広げ、魔女を睨み、伊依は自分なりにできる精せい一いつ杯ぱいをする。自分はたぶん怪モン造ステ学イス者ト・見エ習ツグとして彼の足あし下もとにも及およばず、技術も思想も足りていないけれど、できることはあるはずだった。どれだけ貧ひん弱じやくでも、半はん端ぱでも、伊依は自分の夢を裏切らない。

　争いたくない。仲良くしていたい。その思想は、暴力的な誰だれかに無む抵てい抗こうで従うことを意味しない。非暴力で不服従、それは印イン度ドの聖人が唱えた地上最強の綺麗事と同義だ。

　伊依は真っ直すぐに、足の震ふるえを抑おさえて鬼京を見上げる。彼のほうが少しだけ伊依よりも背が高い。それに彼は不良だ、喧けん嘩かはたぶん得意なはずだ。怖こわい。

「………へぇ」

　鬼京は楽しげに微笑ほほえみ、何を思ったのだろう、そっと伊依の顎あごを指で固定した。

　そして当たり前のようにその唇くちびるを重ねてきた。

　舌まで這は入いってきた。

　伊依は、初めてだった。

「…………」

　時間が止まった。それは殴なぐられることまで覚かく悟ごしていた伊依を一いち撃げきで打ち倒たおす、最も効果的な攻こう撃げきだった。温度計のように下から上へ真っ赤になり、硬こう直ちよくしきった伊依の唇を鬼京はしばらく楽しんでいた。

　ようやく彼が離はなれたとき、伊依は腰が抜ぬけてその場に崩くずれた。

　床ゆかにへたりこみ、信じられず、心臓をもがれたような気分で鬼京を見上げた。理解できないで、困こん惑わくの声が零こぼれる。

「………あれ？」

「可愛かわいいねぇ、後輩。惚ほれちゃいそうだよ」

　捨て台詞ぜりふを残し、腰こし砕くだけな伊依を残して鬼京はさっさと放送室を出ていった。

　残された伊依は目眩めまいをおぼえ、思考が混こん濁だくし、ひたすら正体不明の感情と闘たたかっていた。

　あの不良。

　あの不良……！

「うがぁッ!!」

　変な声をあげて、猛もう然ぜんと振ふりかえる。怒いかりのあまり魔ま王おうが出そうだ。幸いなことに誰にも見られなかったが、こんな場所で、こんな場面で、人生に一度しかない大切なものを喪うしなうなんて。しかも相手は全校生徒の敵で、意地悪な先輩で、不良の魔女だ。

　その魔女の姿がない。

　いくら走るのが速くても、新生古頃の廊ろう下かは延々と長い。一いつ瞬しゆんで姿を消すことはできないと思うのだが。どこ行った、あの最悪な先輩は。視線を彷徨さまよわせるうち、伊依は窓の外に憎き無城鬼京を発見する。

　彼は伊依と罠奈を襲おそった例の怪かい物ぶつ──悪魔のような怪モ造ン生ス物ターに抱だきあげられ、悠ゆう然ぜんと空を逃にげていく途と中ちゆうだった。放送室は校舎の四階、ここから逃げればさすがに飛びかかってまで追いかけてくる馬鹿はいないと踏ふんだのだろう、鬼京は余よ裕ゆうげに手など振って遠ざかっていく。

　馬鹿にするな。

　年とし頃ごろの乙女おとめに恥はじをかかせて、このまま去れると思ったか。

「ゆ……ゆ……ゆるさないぃッ」

　伊依はすごく久しぶりに完全に切れた。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが弾はじけ、何も考えられなくなる。残ざん虐ぎやくな父から受け継ついだ遺伝子に刻まれた直情型の性しよう根こんが、あのふざけた亜玉の魔女を粉ふん砕さいせよと全力で叫さけんでいる。

　後は簡単だった。あらゆる雑事や意識が放ほう棄きされ、彼を潰つぶすことが最優先とされる。

「こぉんにゃろぉぉおお！」

　なりふり構わず全力疾しつ走そう、廊下を蹴けりつけ、思いっきり跳ちよう躍やくして窓まど枠わくで第二歩、さらに飛ひ翔しようして、窓の外に向かった。梅子が振りきられて廊下に落ちる。

　正面には青空。その中心に鬼京。遠くには水平線。真下には笑えるほど遠い地面。集まってきた生徒たちが悲鳴をあげた。

　全身で風をきり、ツインテイルを舞まわせて疾しつ空くうする。運動は得意ではないが、火事場の馬鹿力ぢからか、自分でも驚おどろくほどの距きよ離りを稼かせげた。必死で手を伸のばし、引きつった顔の鬼京の足首を摑つかむ。ぐらん、と大きく揺ゆれて、伊依は宙ちゆう吊づりになった。
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　さすがの鬼京も青ざめ、綽しやく々しやくとしていた表情を緊きん張ちようさせる。

「ば……馬鹿ッ！　なに考えてやがる！　イカれてんのか……落ちたら死ぬぞ!?」

　死ぬ？　死ぬわけがない、まだ鬼京を殴ってないのに！

　鬼京の足を摑み、驚きの握あく力りよくで這いあがっていく伊依に、彼は嘆なげいた。

「あぁ、やばい正気じゃねぇ！　おい、ゆっくり校庭まで降りるぞ……」

　同じく戸と惑まどっているように見える怪モ造ン生ス物ターへ告げて、鬼京は伊依に手を伸ばす。支えてくれるつもりらしい。しかし甘い。今の伊依は何も考えていない。

　姿勢を低くした鬼京の手を摑み、思いっきり引っぱった。

「わっ、あ、阿呆んだら！　何しやがる!?」

　今さら慌あわてても遅おそいのだった。バランスを崩した鬼京は怪モ造ン生ス物ターから手を放してしまい、伊依と絡からみあうようにして真っ逆さまに落下した。怪モ造ン生ス物ターもあまりの事態に反応が遅おくれたか、慌てて翼つばさを広げ、追いかけてくるが間に合うかどうかは微び妙みようだ。

　重力に従って地面に吸いつけられる二人を、窓という窓に貼はりついた生徒たちが見て絶ぜつ叫きようする。鬼京も喚わめき、必死でもがいたが、やはり伊依は何も考えていない。

「初めてだったんだよ……」

　目がすでに危あやうい狂きよう気きを孕はらんでいる。

「責任とってね……」

「ひ、ひぃ！　怖こわい！　このお嬢じようちゃん怖い！　ごめんよ！　謝るから……許しッ、助けて誰だれか！　むしろ死ぬのよりこいつが怖いよ！」

　鬼京は顔色を失い、伊依から逃のがれようと暴れる。けれど伊依も変な妖よう怪かいのようにしがみついて離れない。そのまま呆あつ気けなく二人は地面へと墜つい落らくする。

「………？」

　激げき突とつし、血と骨と肉を撒まき散らして潰れるかと思ったが、不思議なことにいつまで経たっても地面が頭と接せつ触しよくしない。

　あれ？　と、ようやく自じ我がを取り戻もどした伊依は何度か瞬まばたきし、抱きあっている鬼京と、不自然に数センチだけ地面と離れた己おのれの身体からだを眺ながめた。

　宙に浮いている。

　視界が逆さまで、頭に血が上って、変な感じだ。

　誰かが傍そばに立っている。

「……そう頻ひん繁ぱんに危ない状じよう況きように巻きこまれないでほしい」

　純白の制服。小こ柄がらな体たい軀く。特とく徴ちよう的な瓶びん底ぞこ眼鏡めがね。

「僕もそう毎度毎度、助けてあげられるわけじゃないから」

「已己巳ちゃん」

　くるりと視界が反転し、伊依と鬼京は不思議な力で姿勢を戻され、自分の足で立つ。激げつ昂こうの余よ韻いんがあってうまく伊依は思考ができない。何がどうなってこんな事態になったんだったか？

　混乱している伊依の横、已己巳がついと鬼京に視線を投げる。鬼京は警けい戒かいするように、舞いおりてきた怪モ造ン生ス物ターを従えて彼女を睨にらみつけていた。

「君が〝憤ふん怒ぬ〟の代行者か」

　已己巳がよくわからないことを言って、戸惑う伊依の手をひいて彼に背を向ける。

「ならば竜りゆうの王に伝えてくれ。どうして仲良くできないんだ、とね」

　嫌いやみなわけではなく、諦てい念ねんがあるわけでもない、けれど──どこか寂さびしそうな声だった。
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　血ち影かげの嫌そうな顔を初めて見た。

　いつも無表情か、それに限りなく近い微び笑しようしか浮かべないこの物静かな寮りよう母ぼは、早退した伊依の横に瓶底眼鏡の少女を見つけると、からくり人形みたいに口をカパァと開けて瞳どう孔こうを開きとても怖い顔になった。猫ねこが威い嚇かくするような、言葉も何もない、けれど確実に已己巳のことを歓かん迎げいはしていない恐おそろしげな形相である。

「…………」

　しばしそのまま硬こう直ちよくし、さすがに伊依が不安になったころ、血影は元通りの表情になると優やさしく微笑ほほえんでくれた。

「お帰りなさいませ、伊依ちゃん。今日は早退でございますか？　まだ風邪かぜが治りきっていないのかもしれませんし、無理をなさらずに苦しければ休んでくださいね」

　それから、まったく同じ表情で、ぽたんと立った已己巳に視線を向け──。

「いったい何をしにきたのですこの腐くされ笛ふえ吹ふき男。今すぐ消えていただけると助かります。わたくしが命令されなければ動けない人形だとお考えなら甘いと申しておきましょう。わたくしの可愛かわいい寮生に何かしたときが、あなたのそのくだらない命の砕くだけ散るときです、このお化け」

「お化け……っていう罵ののしり言葉は初めて聞いた」

　已己巳は怒おこるでなく哀かなしむでなく漠ばく然ぜんと首を傾かしげ、少し困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「それと、僕の本体があなたに何をしたのか知らないが、今の僕は基本的にあちらとは別人というか別個体だから、そんなに嫌きらわれると困る」

「別人？　別個体？　便利な言葉でございますね……けれど本質があの笛吹き男ならその別の顔すら残らずわたくしは嫌います。しっし」

　守るように伊依を抱だき寄せ、犬でも追い払はらうみたいに血影は手をふる。本当に、この二人はいったいどういう関係なのだろう。伊依には状況が理解できない。この不思議な寮母のことも、瓶底眼鏡の少女のことも、伊依はまだほとんど把は握あくしていないのだ。

　けれど、血影も已己巳も伊依にとっては大切な存在だから、二人の仲が悪いのは哀しい。伊依は困って已己巳を見つめ、どういうことなの？　と目線で問いかけた。

　已己巳は応こたえない。血影も、何かに怯おびえるように固く唇くちびるをつぐんでいる。

　そのまま世界が終わるまで動きそうになかった状況に、一言、誰かの声が投げかけられる。

「姉さんは過保護なんだよ。巴さんは小学校の近所に住んでるお姉さんで、よく遊んでくれる友達なんだって。たしかにちょっと隠かくし事が多かったり、変なところはあったりするけど、警戒しなくても大だい丈じよう夫ぶ」

　言いながら出てきたのは影かげ文ふみで、彼は呆あつ気けにとられた血影と已己巳に、低く、ぼそっとした声でつぶやいた。

「……という設定でどうじゃ？」

　伊依には今の言葉の意味がわからない。血影も納なつ得とくいかない表情だったが、ぷいと視線を逸そらして反論しない。そのまま寮の入口に立っていた影文は、嫌そうな顔で血影と伊依の背中を押して扉とびらの中に誘さそっていく。

「ほら、いつまでも外で睨めっこしてちゃ伊依お姉ちゃんがまた風邪ひくよ。巴さんも何か大事な話があってきたんだろうし、無下に追っ払っちゃ可哀想かわいそうだろ」

「……わたくし不満です」

　静かに愚ぐ痴ちを零こぼし、血影は渋しぶ々しぶと促うながされるままに玄げん関かんに入る。そして大きく振ふりかえり、とことこ連いてくる已己巳の額に指をつきつけた。

「調子に乗らないでくださいませ、笛吹き男。わたくし断固として警戒いたします」

「……いいから引っこんでおれ。ここで無理に追っ払っても延々とまとわりついてくるぞ。それなら我らの支配下にある寮りよう内ないにいさせたほうがいい」

　やはり小声で囁ささやきつつ、そんな血影を引きずっていく影文に、已己巳がなんとも嬉うれしそうな、すごく幸せそうな、とびきりの微笑でつぶやいた。

「よく遊んでくれる……友達？」

　その言葉に、影文の表情が引きつる。くすくす笑う已己巳をぼんやり眺ながめつつ、伊依はやっぱり置いてきぼりだ。
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〝先達者として、そして同居人としてのささやかで重大、意味深で簡単な警告ＤＥＡＴＨ〟

　旧古頃を半はん壊かいさせた《卵アイ・姫ドール》事件以来、姿を消していた空うつ蟬せみ寮りようのルームメイト、片かた津つ理り夢むは知らないうちに戻もどってきていて、やはり布ふ団とんで丸まって顔を見せないまま同じ屋根の下で暮らしていた。今日、伊依は昼休みのうちに早退して帰ってきたので、もちろん理夢は学校にいるのだろうが、伊依が早退するのを見み越こしたように彼女の布団には置き手紙が残されていた。

　警けい戒かい心が剝むきだしな血影を影文が管理人室に閉じこめているうちに、伊依はひとまず已己巳を部屋まで案内した。あまり広くないうえに相部屋なので物が増やせず、それでも本やら服やらが雑然としていて少し恥はずかしい。

　物もの珍めずらしそうに携けい帯たい電話とか、ＭＤコンポなんかを眺めている已己巳はほっといて、とりあえず理夢の手紙を読んでみる。いつもながら殴なぐり書きのような、独特の筆ひつ致ちと意味のわからない文章である。

〝悪を完全に滅ほろぼしたら正義が成りたたない。生かさず殺さず躊躇ためらわず諦あきらめず、じりじり煽あおって延々と戦いつづけるのが上手なヤリカタ。９９・９９９９９っていう数字の小数点以下……その桁けたをぐいんぐいんと増やしていく感じがVery Good〟

　裏返し、そこにオマケのように書かれた言葉がなんとなく怖こわい。

〝１００になったら死んじゃうよ★　かたつ　りむ〟

　何が★か。陽気なようでどこか陰いん気きな、いつもながら無意味に不安にさせられるような文面だった。伊依が黙もつ考こうし、どうしたものかと手紙を持てあましていると、不意に背後から已己巳が覗のぞきこんできた。

　秘密の日記を見られたような、どことなく後ろめたい感じがなぜかして、伊依は思わず内容を掌てのひらで隠してしまう。

　已己巳は首を傾かしげ、眼鏡めがねの奥の切れ長の瞳ひとみでただ手紙を見つめ、また理夢がいつも丸まっている布団を観察していた。

　伊依は気になって、そんな彼女に声をかける。

「已己巳ちゃん？　どうしたの？」

「いや……」

　已己巳は彼女にしては珍めずらしく歯切れの悪い、曖あい昧まいな台詞せりふを口にした。

「なんだろう……懐なつかしい、感じが……」

　その戸と惑まどうような素そ振ぶりも一いつ瞬しゆんだけで、彼女は当たり前のように理夢のベッドに腰こしかけてこちらを見上げてきた。伊依も自分だけ着き替がえるのも何かと思ったので、制服のまま椅い子すに腰かける。学習机に備えつけの安物の椅子だから、硬かたいうえにギシギシして頼たよりない。

「さて」

　已己巳はいつもの冷静な已己巳に戻って、部屋の照明に瓶びん底ぞこ眼鏡を煌きらめかせた。偽にせの殻蛇での超ちよう常じよう的な雰ふん囲い気きが記き憶おくに強く残っているから、普ふ通つうの友達みたいに彼女が自分の部屋にいるのはなんだか変な感じがした。

　そわそわしながらも、この小こ柄がらな少女の話をじっと聞く。

　已己巳は当たり前のように、まず確かく認にんするためといった一言を放った。

「知ってのとおり、僕は人間ではない。君たちの呼こ称しように従うならば……怪モ造ン生ス物ターの一種、といったところか。あちらでは喜き悦えつ大公、あるいは《喜パイ悦ド大パイ公パー》と呼ばれていた」

「ぱいど……ぱいぱ……？」

　変な響ひびきの名前だ。それはともかく、こうして普通に喋しやべり、また体温や肌はだ触ざわりすら人間としか思えない少女が怪モ造ン生ス物ターとは。その口からこうして説明されても納なつ得とくしがたい。

　けれど伊依は何度も彼女が起こす奇き跡せきを見てしまったし、命だって救われてしまった。それに伊依にとって怪モ造ン生ス物ターは友達だ。無用に怖がったり、遠ざけたりするつもりはない。

　神しん妙みような表情で話のつづきを促すと、已己巳は頷うなずいた。

「君たちが虚界アンダカをどのような世界だと判断しているのかは知らないが、そこはとても抽ちゆう象しよう的で曖昧な世界だ。こちらの世界……現界カナイのようにリアルじゃない。うまく説明できないが、やはりそう言うしかない、リアルじゃないんだ」

　よくわからないが、とりあえず伊依は最後まで聞くことにする。もしかしたら自分は怪モ造ン生ス物ターから虚界アンダカのことを説明されるという怪モン造ステ学イ者ストとして最高の、魅み力りよく的な舞ぶ台たいにいるのかもしれないが、今は好こう奇き心よりも何か嫌いやな感じが大きかった。

　已己巳は丁てい寧ねいに、けれど彼女の言うように曖昧な説明をつづける。

「僕も全すべてを知っているわけじゃないから、それを踏ふまえて聞いてほしいけれど……そうだな、紙とペンを貸してほしい」

　いきなり言われて、伊依は教科書だの文庫本だのが置かれた自分の机を引っかきまわし、メモ帳とボールペンを見つけて彼女に渡わたした。

　ありがとうと已己巳は受けとり、ぎこちなくペンを動かす。

　そこに書かれたものは何か奇き妙みような公式だった。

〝虚界アンダカ＝魔ま王おう＝四大公＝怪モ造ン生ス物ター〟

「………？」

　なんだこれは。已己巳の意外なほどに汚きたない文字の意味が、伊依にはよくわからない。已己巳も長い講こう釈しやくを垂れるつもりはないらしく、簡潔に述べてくれる。

「これが虚界アンダカの構造だ」

「虚界アンダカの……構造？」

「虚界アンダカとは魔王のことで、同時に四大公のことで、さらに怪モ造ン生ス物ターのことだ。それらは全て形けい而じ上じようで等しく、けれど形而下で異なっている。……わかる？」

「……………………ちんぷんかんぷん」

　正直に言うと、已己巳は首を傾げた。

「そうか。それじゃ語ご弊へいがたくさん生まれそうだから嫌なんだが、こう説明しよう」

　物もの解わかりの悪い伊依に呆あきれることなく、已己巳は淡たん々たんと説明してくれる。

「虚界アンダカは、江え戸ど時代の日本のような世界だ」

　いきなり胡う散さんくさいというか、卑ひ俗ぞくな譬たとえがでてきた。

「魔王が将軍で、四大公が大名で、怪モ造ン生ス物ターは町民とか武士とか、そういう感じだ。どれか一要素がなくなっただけで江戸の世界は崩ほう壊かいするが、武士が大名になったり、大名が下げ克こく上じようをして将軍の座についたり、将軍を傀かい儡らいとして大名が実権を握にぎったりできる。……うん、適当な譬えだったが意外と言い得て妙だ」

　適当だったのか。

　少し肩かたの力が抜ぬけた伊依に、已己巳は大おお真ま面じ目めな顔をする。

「今、将軍……魔王は病に臥ふしている、と考えてほしい」

　魔王。虚界アンダカの魔王。父が求め、伊依がかつて憎ぞう悪おのまま怪造した、虚界アンダカの支配者。《魔ダーク王・オズ》。あの神や悪魔をも吞のみ滅ほろぼしそうな無間の暗くら闇やみが、病に臥している？

　眉まゆをひそめる伊依に、已己巳は静かな声でつぶやいた。

「そして、これ幸いにと大名たち……四大公が虚界アンダカの実権を握ろうと戦いをはじめた。他ほかの大公全てを滅ぼし、虚界アンダカを支配下に置こうと」

　虚界アンダカ戦争だと、彼女は呻うめくように囁ささやく。

　虚界アンダカ戦争。それは嫌な響きだった。もちろん人間だって世界各地で戦争を今もつづけている、怪モ造ン生ス物ターのことをとやかく言えた立場ではない。

　けれど、やっぱり……痛ましい事実だった。

「あ」

　ふと、伊依は俯うつむいていた顔をあげて已己巳を見る。

「四大公ってことは……已己巳ちゃんも？」

　虚界アンダカの支配なんて目的のために戦争をしているのか。

「ううん、僕は大公のなかでも最弱だから」

　伊依の疑念を否定して、已己巳は遠くのほうを眺ながめた。

「すぐに逃にげたよ。臣下をつれて。現界カナイに難民として逃げた。伊依ちゃんたちと出会った偽にせの殻蛇は、僕たちの避ひ難なん場所だったんだ」

　偽の殻蛇。その記き憶おくはまだ伊依には生々しい。目の前にいる巴已己巳、《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》として破は壊かいの限りを尽つくした喪も時とき飽あき友とも、そして個体としての究極を求めた高貴な少女、戯小路ざれのこうじアルテ。

　……ヴェクサシオン。

　伊依の感傷をあえて見み逃のがしてくれて、已己巳は語る。

「僕たち〝喜悦〟と同様に、すでに〝虚きよ無む〟と呼ばれる集団は現界カナイに追放されている。争っているのは事実上……〝憤ふん怒ぬ〟と〝悲ひ哀あい〟の二大勢力だけだ」

〝喜悦〟。

〝虚無〟。

〝憤怒〟。

〝悲哀〟。

　虚界アンダカを支配する四つの勢力。それを束ねる魔王。支配される無数の怪モ造ン生ス物ター。随ずい分ぶんと単純というか、解りやすい構造だ。

　リアルじゃない、と已己巳は言ったか。

「そして〝憤怒〟と〝悲哀〟の実力は伯はく仲ちゆうしている。ほぼ同じだ。規模も、強さも。強きよう靭じんな生命力と破壊力が目立つ〝憤怒〟、特とく殊しゆな能力や不死などの特性が厄やつ介かいな〝悲哀〟。全面戦争になればどちらが勝つかわからない。共とも倒だおれする可能性も高い」

　そして已己巳は、容易には理解しがたい事実を吐はきだす。

「だから彼らは、現界カナイで代理戦争を行うことにしたらしい」

　代理戦争？　すぐには意味が摑つかめない。考えて、伊依はなんとか理解する。

　それは、この世界でもあったことだ。かつて冷戦と呼ばれた時代、米国とソビエトの目に見えない争いがあって、彼らは全面戦争を避さけて朝ちよう鮮せん半島などで代理戦争を行った。ふたつに分かれた陣じん営えいの片方ずつに協力し、自分の陣営が勝ったら冷戦もこっちが勝ち、という感じだ。自分は傷つかない、他人を玩具おもちやにする、とても卑ひ怯きような行いだ。

　それが今、現界カナイで行われている？　虚界アンダカで巻きおこっている争いの代理戦争。確かに、怪モ造ン生ス物ターが全面戦争を行って互たがいに全ぜん滅めつするまで戦うよりはいい。けれど、代理の駒こまとされる現界カナイの人間たちにとっては迷めい惑わくでしかない。

　迷惑。争い。騒そう動どう。戦争。

　已己巳の話がそこでひとつに繫つながり、伊依は目を細めて問いかけた。

「まさか、古頃大祭が代理戦争？」

「たぶん」

　深刻な表情で頷うなずき、已己巳はゆるりと立ちあがる。

「伊依ちゃん、代理でも……これは戦争だ。きっと、たくさん酷ひどい、哀かなしいことが起きる。覚かく悟ごしていて。そして、ごめんなさい。虚界アンダカの事情に現界カナイを巻きこんで」

「已己巳ちゃん」

　同じ大公たちの行いを恥はじるような彼女に、伊依はなんと声をかけていいのかわからない。已己巳は悪くないと安易に慰なぐさめるのは簡単だ。けれど、それで事態は何も変わらない。

　已己巳も理解しているのか、甘えてくることはなかった。ただ真しん摯しに、部屋の扉とびらに手をかけて宣言する。

「〝憤怒〟の代行者は今日、確定できた。あとは〝悲哀〟の代行者だが……悲哀大公は狡こう猾かつだから、そう簡単には馬ば脚きやくを現さないと思う。気をつけて。本当に怖こわいのは単純な暴力をふるう〝憤怒〟より、残ざん酷こくな〝悲哀〟だ。どんな手を使ってくるかわからない。もしその正体がわかっても、戦おうとはせず……僕に教えて」

　瓶びん底ぞこ眼鏡めがねを下ろし、その下に隠かくされた切れ長の瞳ひとみで──ただ彼女はこちらを見つめる。

「虚界アンダカの不始末は虚界アンダカでつける。〝虚無〟がいない今、僕が……喜悦大公がやらなくちゃいけないことなんだ」

　そこでほのかに微笑ほほえんで、巴已己巳という少女はかるく会え釈しやくした。

「気をつけて。それだけ言うためにきた。君はたまに無茶だから、見ていられない。くれぐれも身体からだを大切にして──君は怪造生物僕たちの希望なんだ」

　最後に、覚悟を宿した双そう眸ぼうを隠すように、眼鏡を嵌はめて彼女は宣言する。

「虚界アンダカ戦争は終わらせてみせる。人間は友達だから……守るよ」

　そして、そのまま已己巳は夢のように笑った。
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　無城鬼京の第二の爆ばく弾だんは、翌日の朝に投下された。

　というか廊ろう下かのあちこちに貼はりつけられた。

「な──」

　夜中に独りで帰ろうとする已己巳を部屋に泊とめて、日が昇のぼるともう彼女の姿は消えていて、まだ古頃大祭のこと代理戦争のこと、考え事に明確な答えをだせていなかった伊依は、ちょっとだけ暗い表情で新生古頃に登校した。

　そして悩なやみも憂うれいもまとめて吹ふき飛ばす怒いかりと出会ったのだ。

「あの魔ま女じよ……！」

　無城鬼京は何も第二回投票までの一週間、何もしていないわけではなかったらしい。彼は恥はじ知しらずに、かつ嫌いやらしいほど的確に、古頃大祭での勝利を手にするため行動していたのだ。

　伊依はそれを目眩めまいとともに確かく認にんしていた。

　やられた、と思った。また……やられた。

　昨日の放送で、彼は見ている、と言ったか。見ている、聞いている──その言葉が決して脅おどしではなかったのだと否いやが応でも生徒たちに実感させる、悪あく趣しゆ味みな、それは張り紙だった。

　内容は、端たん的てきに言って醜聞記事である。

　たとえば校内でも有名な仲良しカップルの男のほうが浮うわ気きしてる場面とか。

　これも人気の美少女が苛いじめをしている現場とか。

　書店で恥ずかしい本を買っているところとか。

　もっと露ろ骨こつなものだと、裸はだかや下着姿とか。

　写真と、過か剰じように煽あおる醜しゆう聞ぶん記事。完全に他人を刺し激げきし、怒おこらせるだけの下げ衆すな週刊雑誌のやり口だった。しかも念入りなことに校内の生徒全すべてがこの鬼京の投下した爆弾に被ひ爆ばくしていた。あちこちで興味本位に張り紙を眺ながめていた生徒たちはみな自分の醜聞記事を見つけ、真っ赤になり、あるいは真っ青になり、慌あわてて剝はがして泣きそうな顔をする。その反応から、とりあえずこれらが無む根こん拠きよな捏ねつ造ぞうではないということだけはわかった。

　噓うそであれ何であれ、他人に見られるのが嫌な類たぐいの写真や記事。

　伊依だって、たとえ合成映像でも、自分の裸などが貼りだされたら恥ずかしいし怒る。

　見かけた記事を手当たりしだいに破り捨て、伊依はそこに堂々と記名された無城鬼京の名前に眉まゆをひそめる。

　この張り紙の意味はなんだろう。無意味な嫌がらせではないはずだ。

　たぶんこれは……脅しだ。自分に逆らえばもっと恥ずかしい、もっと酷い張り紙をするという無言の宣告。明確に鬼京がそう言ったわけではないが、少なくとも彼に反はん抗こうする気力は萎なえる。実際、あちこちで悲鳴や泣き声が溢あふれ、痴ち話わ喧げん嘩かが発生し、誰だれもが狼ろう狽ばいし動どう揺ようしている。

　昨日の放送を聞いただけでは危機意識の薄うすかった生徒も、ここでようやく理解しただろう。

　あの〝亜玉の魔女〟は、本気だ。ガッチガチの悪役を大おお真ま面じ目めに演じるつもりだ。

　逆らったら、潰つぶされる。

　伊依の心にすら冷たい恐きよう怖ふが滑すべりこんでくる。

「………？」

　不意に、気づいた。怒ど号ごうと絶ぜつ叫きようが満ちた新生古頃の廊下、その一角に、妙みように静かな空間があった。そこには無言の生徒たちが集まっていて、何か尋じん常じようではない雰ふん囲い気きのままひとつの張り紙を見つめている。

　伊依は胸むな騒さわぎを感じ、そちらへ恐おそる恐る歩を進めた。

　そして集団が声をあげない理由と、そこに貼りつけにされた張り紙の嫌な内容を知る。

〝殻蛇の姫ひめと謳うたわれた虚島罠奈の正体〟

〝あの鉄仮面の下に隠かくされた恐怖の素す顔がお〟

〝彼女はすでに以前の虚島罠奈とは別人の怪かい物ぶつだ〟

　それは多くの醜聞記事に交ざった、隠し撮どりらしい虚島罠奈の写真と、悪意に塗ぬりつぶされた記事。その内容に伊依は息を吞のむ。驚おどろきと、憤いきどおりで脳内が煮にえるような感じがした。

「酷ひどい……」

　思わずつぶやく。写真を撮った鬼京に対しての呪じゆ詛そか、写真を撮られた罠奈の素顔への感想か、自分でもよくわからない。けれどこれは酷いことだと思った。

　煉れん瓦が造りの壁かべ。湯気の零こぼれる窓の隙すき間ま。おそらく風ふ呂ろ場ばだと思われる薄うす桃もも色いろの部屋。何かに反応したように顔をあげた罠奈の、靄もやに隠されながらも美しい裸ら体たい。

　けれど──その顔には、眼球しかなかった。
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　もはや授業どころではなく、伊依は自分の教室には向かわずに罠奈の姿を捜さがした。あの張り紙が事実であれ捏造であれ、心こころ優やさしい彼女があれを見たら深く傷つくはずだった。鬼京の教室に行こうかとも思ったが、あそこまで生徒を挑ちよう発はつしておいて普ふ通つうに登校しているわけがないと諦あきらめた。闇やみ討うちや報復を避さけるために安全な場所に隠れているだろう。

　罠奈の教室はまるで通つ夜やのようだった。

　静かで、居たたまれない、言いようのない暗い雰囲気が満ちていた。確かに罠奈はこの教室の、そして殻蛇からきた生徒たちの中心だったはずで、そんな彼女の秘密にみんなが打ちのめされているように見えた。

　幸いなことに、奇き妙みような罠奈の素顔への畏おそれというより、これはどうして自分たちに相談してくれなかったのか、なんで黙だまって鉄仮面をかぶることを選んだのか、という罠奈に疎そ外がいされた気持ちが生んだ沈ちん黙もくのようだったが。

　罠奈は好かれていた。彼女は不安そうだったけれど、本当に好かれていたのだ。

　鉄仮面なんかに頼たよらなくても、素顔のままで、みんなと仲良くしていられたはずだった。

　伊依はそれを彼女に教えてあげなくてはいけない。手を握にぎったとき、まるでそうされたのが初めてだったように純じゆん朴ぼくに喜んだ彼女。誰よりも美しいから、誰からも好かれるけれど、誰にも近寄ってもらえない寂さびしい少女。

　罠奈はたぶん、自分は独りだと感じていたのだろうけど、彼女の教室にいた生徒たちを見ればわかる。本当に、心の底から罠奈を好きなひともいたのだ。

　そんなひとの一人、たしか罠奈を企き画かく者として推すい薦せんしたという少女──先日の体育館で、罠奈にそのせいで厳しい視線を向けられた女生徒がいた。伊依は彼女を捕つかまえて、罠奈が張り紙を見てよろめき、そのまま早退してしまったこと、そして罠奈の自宅の住所を聞きだした。

　そして搾しぼりだすような声で放たれた、罠奈への伝言も。

　ごめんなさい、と。

　どういう意味かは伊依にはわからない。

　何度も何度も頭を下げ、涙なみだぐむ先せん輩ぱいと別れ、伊依は学校を飛びだした。
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　死神とメイドさんが向かいあっている。

　先輩に教わった住所の位置に建っていた巨きよ大だいな屋や敷しき、その絢けん爛らん豪ごう華かな門の正面、見知った人物が立っていたので伊依は目を見開いて呼びかけた。

「遊くん？」

　幼なじみの少年──仇あだ祭まつり 遊ゆうも伊依に気づくと顔をあげ、肩かたをすくめた。彼は新生古頃の制服姿で、見るからに困った感じに眉をひそめていた。

「やぁ伊依ちゃん、君も虚島罠奈に会いにきたの？　でもだめみたいだよ、このひとが頑がん固こでね……どれだけ頼たのんでも彼女と面会させてくれないんだ」

　このひと、というのは平へい凡ぼんな夢追坂の町に似合わないメイドさんで、古い映画から抜ぬけでてきたみたいな格好をしていた。近ごろ流行のメイド喫きつ茶さなんかに比べると露ろ出しゆつが少なく地味なメイド服。ヘッドドレスでまとめた髪かみは人にん参じん色。そばかすが目立つ表情は怖こわいくらいに笑え顔がおで固定されていて、手にした箒ほうきを握りしめたまま微び動どうだにしない。

　思わず伊依は感心し、呆ぼう然ぜんとして謎なぞのメイドさんを見つめてしまった。

「わぁ、メイドさんだ」

「……どちら様でしょお？」

　間延びした、気が抜ぬける声でメイドさんは不意につぶやいた。驚いたことに彼女は唇くちびるを動かさずに喋しやべっていて、その笑顔はやっぱり完かん璧ぺきに動かない。

　ちょっとだけ怖いなと考えながらも、伊依は思いっきりお辞じ儀ぎした。ツインテイルが真上に跳はねる。

「こんにちはっ。あたし、罠奈さんの友達で、空すかい井い伊依っていいます。罠奈さんはご在宅でしょうか？　あの、できればお会いしたいのですが」

「あぁ……はぁい」

　やはり曖あい昧まいに応こたえ、メイドさんは素っとぼけた態度で首を傾かしげる。

「そういえば、珍めずらしく先日……お嬢じよう様が楽しげに他人ひとの話をしてたです。空井……さん、はいはい、たしかそういうお名前で。少しお待ちください」

　くるりと背を向けて、メイドさんは門のそばに設置されていた電話──内線の受話器をとってボタンを押した。そして罠奈と喋っているのだろう、ぼそぼそと聞きとれない声で会話をしている。

　少し待つと、メイドさんは受話器を置いて指で丸くグッとＯＫサインをつくった。

「お嬢様の確かく認にんとりました。どうぞです……」

　手招きしてくれるので、伊依は笑顔でお礼を言って彼女のもとまで歩いていく。しかし当然のように連いてきた遊を見つけ、メイドさんは両手で×バツをつくる。

「あんただめです。どっか行きなさいです。ばいばい」

「どうして？　虚島罠奈の許可はでたんじゃないの？」

　箒を振ふり回し追いたてるメイドさんに、少しもめげずに遊は抗こう弁べんする。メイドさんは笑顔のまま、京都の僧そう兵へいみたいに大上段に箒を構えて首をふる。

「許可がでたのはそっちの空井さんだけです。さっさと消えるです。あんまりしつこいとメイドさん三千年の歴史が誇ほこるメイド殺法で細切れにしてやります」

「………はぁ？」

「ジョークです。メイドさんジョークです。笑ってくれなかったのであんた嫌きらいです」

　ぱしんと尻しりを叩たたかれる遊を呆あきれて眺ながめ、伊依はこの変なメイドさんは意外と頑固らしいし、このままじゃ埒らちがあかないと、遊のそばに歩み寄ってそっと耳打ちした。

「遊くん。罠奈さんに何の用か知らないけど……たぶんこのメイドさん、遊くんは中にいれてくれないから、こっそり忍しのびこんだほうが早いと思うよ。遊くんだったら簡単でしょ？　あたしと罠奈さんの居場所は……その目で、梅子ちゃんか父さんの〝魔ま力りよく〟を読んで見つけて」

　遊の、真ん中から色が変わっている顔の右半分、混こん濁だくした右目のそばを指で触ふれ、伊依は彼からそっと離はなれた。遊は呆あつ気けにとられた顔をしていたが、すぐに頷うなずくと門をくぐって姿を消していった。

　不思議そうに二人のやりとりを見ていたメイドさんに、伊依は微笑ほほえんで近づいていく。

「お待たせしました。遊くんには帰ってもらいましたから」

「はぁい……」

　釈しやく然ぜんとしない感じながらも、あまり深く考えない主義なのかメイドさんは道を先導してくれる。屋敷まではかなり広大な庭が広がっていて、何匹びきもの大型犬が寝ねころんだり走りまわったりしていた。

　鼻歌を口ずさみ、箒を振り回して歩いているメイドさんを眺めつつ、伊依はぼやく。

「広い……お屋敷ですね」

「本宅はもっと広いですよお。ここ別べつ荘そうですし」

　これで別荘か。伊依たちが生活している空蟬寮よりも面積はありそうなのだが。

　けれど日差しに照らされ、煌きらめく屋や敷しきには人ひと気けがない。

　メイドさんは駆かけ寄ってきた犬を適当にあやしつつ、ぼんやりした口調でつぶやく。

「虚島の旦だん那な様さまは何か怪造学……でしたか？　その学問とやらの偉えらいひとで、奥様は貿易関係の企き業ぎようをやっておりまして、お金はうなるほどあるですよ。ただ、旦那様は事故に遭あわれてお亡なくなりになりましたし、奥様はあまり帰ってきませんで……お嬢じよう様さまはいつも独りぼっちでしたねぇ。メイドさんもそういつもお相手できるわけじゃないですしぃ」

　自分のことをメイドさんと呼ぶ不思議なメイドさんは、伊依をそっと見つめてかるくお辞儀してくれた。

「だから、お嬢様の友達が訪ねてきてくれたのは嬉うれしいです。良ければ末永く、仲良くしてあげてくださいねぇ」

「はい……」

　神しん妙みように頷くと、メイドさんは声をあげて笑った。そして指を拳けん銃じゆうの形にして、やはり動かない笑顔のまま伊依の額に突つきつけてくる。

「約束しましたよぅ。約束やぶったら世界一メイドさんに似合う拳銃、グロック17が火を噴ふきます」

「…………」

「ジョークです。メイドさんジョークです。うぷぷっ」

　ふらりんふらりん歩いていくメイドさん。変なひとだ。すごく変なひとだ。伊依は本当に銃口を向けられたみたいに青ざめ、ようやく辿たどりついた建物の入口の前で溜ため息いきをついた。門から屋敷までを歩くだけでちょっとした散歩コースくらいの距きよ離りがあった。

　一息ついていると、大きな木製の扉とびらが内側から開いた。

〈あ、遥はるかさん。ご苦労様……〉

　言いながら現れたのは、私服姿の虚島罠奈だ。眠ねむっていたのか、薄うすい寝ね間ま着きにカーディガンを羽織っただけで、えらく寒そうだった。けれど案外に元気そうだったので、伊依はひとまず安あん堵どする。

　鉄仮面の奥、伊依が好きな優やさしい瞳ひとみを見つめ、頭を下げる。

「罠奈ちゃん……ごめんね、いきなり」

〈え？　うぅん、いいよ。伊依ちゃんだったらいつでも歓かん迎げい〉

　ちょっとだけ寂さびしそうにそうつぶやいて、手持ちぶさたに突っ立っていたメイドさん──遥という名前らしい彼女に罠奈は視線を向けた。

〈遥さん、彼女は私の寝しん室しつに案内するから、紅茶と……あとはお菓か子しを用意して〉

「はぁい、お嬢様」

　スカートを持ちあげて礼をし、踊おどるように遥は屋敷の奥へ消えていく。と──思ったら曲がり角の向こうで顔だけ戻もどし、笑え顔がおのまま妙なことを言った。

「お菓子を食べて、おっかしー会話を楽しんでくださいねぇ？」

「…………」

「ジョークです。メイドさんジョークです。うぷぷっ」

　そして完全にどこぞへと去っていってしまう。罠奈は何か身み震ぶるいをおぼえたように自分を抱だきしめ、ちょっと申し訳なさそうにこちらを見てきた。

〈あの……ごめん、あのひと駆かる原はら遥はるかさんっていって、良いひとなんだけど、変なの〉

「あぁ、うん」

　なんと応こたえていいかわからず、伊依が困っていると、罠奈はくすりと小さく笑って手を握にぎってきた。そのまま薄暗い屋敷の廊ろう下かへ誘さそってくれる。

〈さ、どうぞ……伊依ちゃん、何か話したいことがあるんでしょ？〉

　屈くつ託たくなくそう言う彼女の肩かたは、誰だれかに拒きよ絶ぜつされる恐きよう怖ふで震えている気がした。他人を恐おそれ、同時に孤こ独どくを恐れる弱い少女は、お姫ひめさまじゃないかもしれないけど、守りたいと伊依は思った。

　そっと手を握りかえし、決して放さないように力をこめた。
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〈散らかってて、ごめんね〉

　その一言がそのまま具現化したような部屋だった。基本は、お屋敷の華か麗れいな内装に相応ふさわしい部屋である。運動会が開けそうなくらいの床ゆか面めん積せきに、高い天てん井じよう、天てん蓋がい付きのベッドに煌めくシャンデリア、豪ごう奢しやな化け粧しよう棚だな、他ほかにも売れば一財産は築けそうな高価そうな調度があちこちにある。

　だから、そこいらに積まれた無数の本の山とか、床に置かれた透とう明めいな座ざ卓たくとか、丸められたり重ねられたりしている原げん稿こう用よう紙しとかが、ひどく場ば違ちがいな感じだ。小型のＴＶと、コンポとストーブと、たぶん仮か眠みん用の毛布と抱き枕まくら。広い空間を嫌きらうように隅すみっこに形作られたこれは彼女の王国だった。

　罠奈は慣れない感じにうろうろして、ベッドに置かれたクッションを抱いた。そのまま、入口で立ちつくしている伊依に手招きをしてくれる。伊依は促うながされ、本の城じよう塞さいに囲まれた座卓のそばにちょこんと座った。

　手近に置かれた本は、分厚い図ず鑑かんや辞書も多かったが、安っぽい紙の外国の本とか、表紙は漫まん画がの絵なのに開くと小説が書いてある変な本とかも目立った。

　腰こしかけるのが躊躇ためらわれる複雑な刺し繡しゆうを施ほどこされたクッションに、恐おそる恐る座って伊依は正面の罠奈を見つめた。彼女は落ちつかないようで、原稿の山を思いっきりズラして床に落としたり、ひとつふたつの本を慌あわてて隠かくしたりしている。

「ちょっと意外かも」

　思わず素す直なおな感想を口にすると、罠奈は面おも白しろいくらいに固まった。

〈そう……かな？　そう、だよね〉

　いつもお姫さまみたいに、悠ゆう然ぜんと存在していた罠奈。彼女の人間らしいというか、普ふ通つうの女の子みたいな部屋の雰ふん囲い気きも仕草も、伊依には新しん鮮せんだった。

　たぶん意外に思うのも、新鮮だと感じるのも、変なのだ。罠奈は天使でも姫でもなく本当に普通の女の子で、それ以外のものではない。勝手なイメージで彼女を規定してはいけないし、幻げん滅めつなんて言葉もひどく間違っている。

〈私〉

　罠奈は大きく息をつき、何か勇気を集めるように拳こぶしを握ってつぶやいた。

〈本とか……好きで。読むのも書くのも、好き〉

「別に悪いことじゃないし……そんな申し訳なさそうにしなくていいよ」

　不器用な彼女のそば、置かれた原稿用紙に手を伸のばす。すると素早く罠奈が反応し、身体からだ全体でそれを阻そ止しした。目が合う。必死な罠奈の意志が灯ともった瞳。見られたくない──その意図を伊依は理解し、綺き麗れいに微笑ほほえんだ。

「でも見る」

〈わぁぁっ!?〉

　油断した罠奈の両手──その隙すき間ま、適当な原稿用紙を何枚か奪うばって伊依はごろごろ床を転がる。行ぎよう儀ぎが悪い。眠ねむかったのか船を漕こいでいた梅子は振ふり落とされ、本の山に頭を預けてそのまま寝ね入いってしまう。吞のん気きだ。

　伊依は素早く並んだ文章に目をとおし、その行儀のいい感じの文字を目に映るまま音読した。

「えぇと……『僕は忘れない。道みち端ばたの雑草が種を残すたびに花びらを散らすように、涙なみだは零こぼれるかもしれないけれど──思い出は消えない。ずっと。その種は優やさしい大地のような誰かに受けとめられて』……」

　最初の一行、二行、三行目まで読もうとしたところで罠奈が飛びかかってきた。鉄仮面でわからないが、顔はたぶん真っ赤だ。変な声で叫さけびながら圧のしかかってきて、何か肘ひじとか肩とか動かせない感じの関節技を極きわめられた。

〈だめっ、伊依ちゃんのえっち！〉

「えっち!?　っていうか痛い痛い痛いもげるもげる腕うでもげる腕もげる」

　本気で絞しめてくる罠奈に痛みのあまり真剣に抵てい抗こうしていると、タイミングよく扉とびらが開いてお盆ぼんを手にした遥がはいってきた。どったんばったん暴れる罠奈と伊依は同時にそちらを見る。不思議なメイドさんは変わらぬ笑え顔がおのまま、わざとらしく片手を上げた。

「メイドさんは見たっ、ジャジャーン。あ、これ効果音です」

　適当なことを言いながら歩いてきて、こんがり焼かれた狐きつね色いろのスコーンと、上等そうなカップで湯気をたてる紅茶を座卓に置いていく。

　そして何事もなかったかのように床で絡からみあった女子高生ふたりを無視し、そのまま出ていこうとして──不意に顔だけ戻もどすと首を傾かしげた。

「ところで、どうして女性の同性愛者さんは百ゆ合りと呼ばれるのでしょう？　メイドさんが独自に調べたところ、女の子の白い肌はだが重なる姿を百合の花に譬たとえたとか、どれだけ愛しあっても清い身体のままでいられるから純血の象しよう徴ちようである百合に擬なぞらえられたとか、いろいろと諸説あるみたいですが……結局なんででしょうねぇ？」

　適当なことを言って、ぴらぴらと手をふる。

「そういえばスコーンはシスコンと音の響ひびきが似てるですが、べつに愛いとしいお兄ちゃんのために妹さんが焼いたお菓か子しじゃないんですよ？　残念！　以上、メイドさんの独り言でした──って、いやん奥様に報告しないと……！」

〈待って遥さん！　誤解だから！〉

　慌てて立ちあがり、遥に追いすがる罠奈へ、不敵なメイドさんは優しく笑った。

「ふふ、安心してくださいお嬢じよう様さま。ジョークです。メイドさんジョークです」

　罠奈の頭を撫なで、遥は鼻歌を口ずさみながら遠ざかっていった。あぁいうひとと一いつ緒しよに暮らしていると楽しいだろうが疲つかれるだろうなぁ、と伊依は床に倒たおれたまま思う。

　手にしたままの原稿は潰つぶれてしわくちゃになってしまって、伊依はちょっと申し訳なく思う。なんとか手で整えて、座卓に戻す。

「……べつに笑わないよ、罠奈ちゃん。趣しゆ味みなんて誰だれにでもあるよ」

〈…………〉

　罠奈は消しよう沈ちんしたように静かになり、音もなく歩いてくるとまた正面に腰こしかけた。そして十じゆう字じ架かを背負う聖人のように重々しく俯うつむく。

〈あぁ、見せてしまった……。私の普通なところ。不思議、どうして伊依ちゃんは平気なんだろ……本当に、不思議〉

　独り言のように言って、彼女はようやく落ちついた。紅茶を手にとろうとして、自分が鉄仮面を嵌はめていることを思いだしたか、その指先を引っこめた。

　そしてごまかすように、訥とつ々とつと語りはじめた。

〈私、本当は目立ったり、みんなの中心だったりするような性格じゃないの。隅すみっこで本を読んでるのが好きな、どこにでもいる平へい凡ぼんな人間なの。なのに……なんでこんな、私、大おお騒さわぎに巻きこまれて──やだよ、平和に、暮らしたいだけなのに〉

　病やんだように呻うめいて、嘆なげく彼女にかける言葉を伊依は知らない。慰なぐさめるべきなのか、元気づけるべきなのか、あえて泣き言を否定するべきなのか。

　わかるのは、彼女がいつも学校にいる自分を偽にせ者ものだと思っていて、それにすごく苦しんでいるということだ。自分が思っているより、そして自分の能力よりもずっと高く評価されてしまい、その重圧に耐たえきれなくなっている。

　殻蛇のお姫ひめさま。そう呼んで彼女本人の気質や、為ひと人となりを見なかったのは伊依たち周りの生徒の罪だ。どうして人間は、他人を記号と輪りん郭かくで分類したら、相手をそのようにしか見られなくなるのだろう。

　伊依が考えこんでいると、不意に、声がした。

「べつに、君が思ってるほど他人は君のことなんか気にしてないよ」

　怜れい悧りで、穏おだやかな少年の声。

　伊依は思わず声の主を探す。いつのまにか開け放たれていた窓、そこに腰かけ、こちらを見ているのは遊だった。罠奈が警けい戒かいし、同時に怯おびえて身を強こわばらせる。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ……罠奈ちゃん、あたしの知りあいだから」

　伊依がいちおうそう断って、彼女を安心させようとする。遊は気にせずに、午後の日差しを浴びて気持ちよさそうに微笑ほほえんでいる。カーテンが揺ゆれて、小鳥の鳴き声が躍おどった。

「君を規定しているのは、君のほうじゃないのかい」

　流れるような動きで床ゆかに降り立ち、傷顔の少年は罠奈を見つめる。罠奈は鉄仮面を無意識にか撫で、座ったままわずかにあとずさった。

〈どういう……こと？〉

「君は無理やり踊おどらされている道どう化けだね……」

　逃にげる罠奈を追いつめるように、遊は歩いてくると騎き士しのように手を差しのべた。伊依はそんな遊と、罠奈をただ交こう互ごに見ることしかできない。

　遊の左右で透とう明めい度どの異なった瞳ひとみが、鉄仮面の奥に隠かくされた罠奈の双そう眸ぼうを射た。

「苦しいのならば、演じることをやめればいい。お姫さまとしての君はその瞬しゆん間かんに死ぬかもしれないけど……」

　優やさしく鉄仮面に手を添そえて、遊はそっと告げる。

「本来の、君は死なない」

〈…………〉

　罠奈は魅み入いられたように彼を見つめ、ぽつりと言った。

〈仇祭遊〉

「久しぶり、虚島罠奈」

　自己紹しよう介かいもせずに解わかりあえたような雰ふん囲い気きの二人に、伊依はなんとなく妬やきもちのようなものが湧わいてくるのを自覚した。自分の立ち入ることができない、二人だけの世界を展開させているようで、疎そ外がい感がある。

　しかし──久しぶり、と言ったか？

　伊依の疑問をすぐに察して、遊はにっこり微笑んだ。

「あぁ、彼女とは親の仕事の関係でね、何回か会ったことがあるんだ。昔なじみというか」

〈幼なじみ……のようなもの〉

　なんですと。

　伊依は面おも白しろくない。だんぜん面白くない。そんな感情が湧いてくるのが不思議だった。だって遊は寂じやく憐れん院いんの屋や敷しきで孤こ独どくに育った伊依の唯ゆい一いつの友達で、そんな彼の幼いころの記き憶おくにはもちろん自分との思い出がたくさんあるはずで、そこに他ほかの女の子が入ってくる余地なんか……。

　あぁ、自分は何を考えている？

　沸ふつ騰とうしそうな頭をぐらぐらさせていた伊依に、遊が楽しげに微笑んできた。

「あぁ、心配しないで。僕、こいつのこと大だい嫌きらいだから」

　なんですと。

　面と向かって、そんな、いくら遊が歯に衣きぬ着せないとはいっても、罠奈はすごく繊せん細さいで優しくて傷つきやすくて、嫌いなんて言ったらどんなに哀かなしむかわからなくて。

　そう思ったが、どうしてだろう……罠奈は声をあげて笑った。

　それは伊依がそばにいるときもどこか遠えん慮りよしていたようだった彼女が、初めて生の感情を露あらわにした瞬間だった。

　伊依は驚おどろいて罠奈を見る。遊は呆あきれたように、腕うでを組んで溜ため息いきをついた。

「嫌いって言われたことないんだよ、こいつ。だから嬉うれしいんだ。変態だよね」

〈失礼な……ふふ、私だって、わりと酷ひどいことを言われたり、されたりしたことはあるよ〉

　ちょっとだけ真面目まじめな声だったので、遊は罠奈をじっと見つめた。

「殻蛇で……いろいろあったみたいだね」

〈あなたもね、遊〉

　ひとしきり笑うと、罠奈は鉄仮面にそっと手を伸のばした。そして鋲びようを一本一本ゆっくりと抜ぬいていき、固定を解いていく。伊依は息を吞のみ、遊は哀しげに、それを見つめていた。

　仮面とともに心の壁かべも剝はがれているのか、罠奈はどこか素す直なおに語っている。

〈誰だれからも好かれるひとなんかいないから……私は、殻蛇でたまに嫌いやがらせのようなものを受けたよ。もちろん周りのほとんどのひとは仲良くしてくれたけど、極ごく少数の私を煙けむたがるひとの存在が消えなくて、私はどんどん優等生として特化していこうとした〉

　ごとり、と重々しい音をたてて仮面が落ちる。透明な座ざ卓たくが割れそうに震ふるえた。

〈そうしてお姫さまみたいに完かん璧ぺきに綺き麗れいになろうとして、でも、そうして目立つとまた敵が増えて……あげく、偽ぎ善ぜん者しやとか言われて、笑えなくなって──仮面をかぶったよ。笑えなくなった顔を晒さらすのがどうしても怖こわくて、それに争いを生むだけなら、こんな顔なんかなければいいって。そうしたらみんな公平だと思って、妬ねたんだり、嫌なことしたりしなくなるかなって……〉

　顔にかかった髪かみをのけ、罠奈は目だけでほんのり微笑んだ。

〈そう思って、要いらないって隠した顔を、盗とられちゃった、私〉

　現れたのは、学校に貼はられた張り紙にあった写真と同じ顔。のっぺらぼうに眼球をつけただけの、不自然な顔。その唯一、残った両目から美しい涙なみだが零こぼれた。

〈そうだよ、遊。あなたの言うとおり。遊はいつでも正しいことを言うんだね、悟さとったような顔で……嫌なやつ、私だってあなたなんか大嫌いだよ〉

　泣き崩くずれて、罠奈は悲痛な声を漏もらした。

〈そう、自分のことを決めつけて……演じていたのは私、でも……だったら、どうすれば良かったの？　私がっ、私が何をしたっていうの……なんで、顔を盗られて──こんな、惨みじめに……〉

　後は言葉にならず、罠奈はごく当たり前に、哀しみの嗚お咽えつを漏らしつづけた。
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　ずっと姫ひめや天使みたいな女の子を演じつづけていた少女は、ついに耐たえきれなくなったのだろう、長いあいだ我が慢まんしていたはずの素直な気持ちを残らず吐はきだした。愚ぐ痴ちを零し、誰かを罵ののしり、甘え、また嘆なげき、しばらく泣くと、罠奈は服の袖そでで目元を拭ぬぐい、自分に言い聞かせるみたいに独りごちた。

〈私……変わらなくちゃ〉

　掠かすれて弱りきった、けれど確かに強い意志のこもった声だった。

〈いいえ、ありのままの私に戻もどるんだ。普ふ通つうに笑って、素直に誰かを愛して、お姫さまじゃない、虚島罠奈に戻らなくっちゃ……。けれど、あぁ、もはやそれすら許されない〉

　何もない頰ほおを撫なで、起き伏ふくのない額から顎あごの肌はだに触ふれ、彼女は絶望しきって呻うめいた。

〈私、もう普通には生きられない……。これはなんの罰ばつなの？　せっかく素直に喋しやべれるお友達ができたのに、もしかしたら変われたかもしれないのに……〉

「罠奈」

　疲つかれたように、そっと罠奈を呼び捨てにして、遊が目を細める。

「たとえどんな顔になっても、伊依ちゃんは仲良くしてくれるよ。僕もこんな傷顔にされてしまったけれど、それで彼女が遠ざかったかというと、そんなことはない。……伊依ちゃんを馬鹿にしないで。そして、自分で決めつけるなと何度言わせるんだい？」

〈遊──〉

　こちらも同じく当たり前のように呼び捨てで、罠奈はそっと伊依を見てきた。伊依は首を傾かしげ、こんなに簡単なことが伝わっていないと寂さびしいから、あえて言った。

「あたしは、罠奈ちゃんが好きだよ？　お友達だと思ってる。迷めい惑わく？」

　虚島罠奈。誰よりも優やさしいから、誰よりも傷ついている少女。伊依は彼女が好きだ。尊敬する。その生き方を、意志を、愛する。顔がどうだとか、そんなことで気持ちが変わるわけがない。

　彼女のそばにいたい。彼女が苦しんでいるなら、助けてあげたい。

　友達になりたい。本心だ。

〈…………〉

　つう、と最後の一ひと雫しずく、涙が罠奈の目め尻じりから溢あふれた。

〈ううん……ううん……迷惑じゃないよ。嬉うれしい、伊依ちゃん〉

　ぎゅっと手を握にぎり、そうしなければ夢から覚めるのだと怯おびえるように、嚙かみしめるように彼女は友達、と口内で反はん芻すうした。それから遊を眺ながめ、罠奈は目元だけで微笑ほほえんだ。

〈遊も……ありがとう。わかりにくかったけど、励はげましてくれたんだよね？　私、あなたのこともっと嫌な男の子だと思っていた〉

「ふふ……まぁ、僕もいろいろとあってね、変わったのさ。良い顔になったよ、罠奈」

　そこで遊は一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみに酷こく薄はくな色を混ぜ、静かに切りだした。

「さて、このまま帰ってもいいんだけど……罠奈、僕は君へひとつ質問があるんだ。良ければ答えてくれないかい？」

〈…………〉

　ぴくりと罠奈が顔をあげる。緊きん迫ぱくした空気が一瞬で場を支配して、罠奈は伊依から手を放し、何かを予想したような達観した瞳で遊を見上げた。

〈何に──ついて？〉

「二年前に起きた、連続怪モン造ステ学イ者スト殺人事件で……」

　そして彼は、因いん縁ねんの名前を口にする。

「ヴェクサシオンに殺されたと思われる怪モン造ステ学イ者ストが合計で九人いる。君の父親……虚こ島じま慈いつ樹きを含ふくむこの九人と、同じくヴェクサシオンに殺された僕の父親の関係は？」

〈……ついてきて〉

　罠奈が短く言って、遊と伊依を手招きすると立ちあがった。
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　連続怪モン造ステ学イ者スト殺人事件──二年前に起きた、怪モン造ステ学イ者ストを標的にした犯罪では最悪の規模と残ざん虐ぎやくさで知られる事件。正体不明の犯人が十三日という短期間のうちに三十七人の怪モン造ステ学イ者ストを次々と殺害し、怪造学界を震しん撼かんさせた陰いん惨さんな出来事だ。

　伊依は当時、中学二年生。まだ怪造の修しゆ行ぎよう中だったころで、世間の話題にも疎うとかったから、犯人の影かげに怯えたりするわけでもなく、後から事件のことを知ってたいそう驚おどろいた。父は何かを知っているようだったが、早死にしたくなかったら何も聞くな興味をもつなと頑がんとして何も教えてくれなかった。

　遊はその事件の最中さなか、ヴェクサシオンに襲おそわれたという。

　そこで両親を殺害され、右目を交こう換かんされたのだ。

〈私も、父の研究については多くを知らない。連続怪モン造ステ学イ者スト殺人事件の真相も〉

　誰だれもいない、けれど遥がきちんと掃そう除じしているのか清潔な廊ろう下かを歩く。先頭が罠奈、続いて遊、殿しんがりが伊依という順番である。罠奈は誰にともなく、考えをまとめるように淡たん々たんと語っている。

〈ただ、なんとなく──私なりに調べたり、推測したりはしている。遊もたぶん、あの事件について調査したなら気づいただろうけど……〉

　廊下の隅すみ、観葉植物に隠かくされた暗がりに、いかにも秘密の地下室へと繫つながっていそうな階段があった。罠奈はそばに置かれていた懐かい中ちゆう電灯を手にして、躊躇ためらわずに下りていく。

〈連続怪造学者殺人事件の犯人は複数いる。複数の犯人が、同時に大量の怪造学者を惨殺したんだよ。そう考えないと、あんな短時間で様々な地域に分散していた怪モン造ステ学イ者ストを虐ぎやく殺さつするのは不可能だし〉

　さらりと公表された事実とは別の推理を述べて、罠奈はつづける。

〈ヴェクサシオンに殺されたのは全すべて、父とその側近……イツキ派と呼ばれる派は閥ばつの幹部たちだった。怪造学会ではわりと勢いのある集団だったから、当時はけっこう話題になったね……〉

　自分の父の死に関することなのに、素っ気なく罠奈は語った。あまり思いだしたくない事件なのだろう。伊依だって、父が死んだ魔王Ｄ・Ｏ事件のことは考えたくもない。

　暗い階段を懐中電灯で照らし、足あし下もとに気をつけるよう身み振ぶりで示して罠奈は下りていく。伊依もおっかなびっくりつづいた。彼女は自分たちをどこへ導くつもりなのだろう？

　罠奈は怪かい談だんでもするように、そこで声をひそめた。

〈わかるよね？　父さんと、父さんがつくったイツキ派はヴェクサシオンに恨うらまれていた。だからイツキ派の中ちゆう枢すうにいたひとたちは、残らず連続怪モン造ステ学イ者スト殺人事件にまぎれて皆みな殺ごろしにされた〉

「義父とうさんも……？」

　遊が、不安そうにつぶやいた。懐中電灯の頼たよりない明かりでは、ほとんど何も見えず、妙みように不安になる。靴くつ音おとが反はん響きようして、階段を踏ふみしめるたびに肝きもが冷えた。

　遊が、珍めずらしく弱々しい声で問いかける。

「義父さんも、そのイツキ派の一員だったの？」

　遊の義父ちち──仇あだ祭まつり孤独ひとり。それは伊依にとっても特別に響ひびく名前だった。

　彼の結けつ婚こんする前の本名は、寂憐院孤独。

　伊依の本名も、寂憐院伊依。

　孤独は伊依の義兄あになのだ。同時に、伊依にとってほとんど唯ゆい一いつの、死んでも許せない相手だった。滅めつ作さくだって、あの寂憐院の忌いまわしい連中だって、義兄に比べたらまだ恨みも浅い。

〈いいえ、仇祭孤独は虚島慈樹の対等な相棒だったはず。共犯者、ともいえるかもしれない〉

　父の名前をまるで他人のように呼んで、罠奈はひたと立ち止まった。彼女の目の前には鉄製の丈じよう夫ぶそうな扉とびら。何か薬臭くささが混じった冷気が零こぼれるその出入口の前、罠奈はどこからともなく錠じよう前まえを取りだして鍵かぎ穴あなに差した。

「罠奈、君は何を知っている？」

　遊が低く尋たずねると、罠奈は声だけで笑った。

〈言ったでしょう、多くは知らない。けれど、少しは知っている〉

　それは哀かなしい、何かに裏切られた幼子のような笑い声だった。

〈この別べつ荘そうの地下──つまり、この扉の向こうには、私の父が研究所として利用していた研究施し設せつがまるまる残っている。私も見つけたのは最近で、まだほとんど整理はできていないけど……ちょっと調べただけで、わかった〉

　鍵を開け、くるりと振ふりかえり、罠奈は投げやりに大きく両手を広げた。

〈嘆なげきましょう、私たちの父親はどちらも最悪で下げ衆すな蛆うじ虫むしだよ〉

　扉が内側から開いた。

〈え………？〉

　罠奈の戸と惑まどう声が響き、彼女が慌あわてて振りかえった視線の向こう、伊依の見つめる漆しつ黒こくの先、ひとりでに開いた扉の奥──そこに、唐とう突とつに理り不ふ尽じんに華はな々ばなしい色が咲さいた。

　黄金と、純白。ひとひらの、真しん紅く。

　研究棚だなと、耐たい火か机と、積まれた書類と実験器具と、水すい槽そうや檻おり、何か得体の知れない塵ごみ屑くずや散乱した骨、あとは曖あい昧まいな暗くら闇やみ、色しき彩さいの欠けた灰色の空間に、ひとつ混ざった極ごく彩さい色しき。

「……あらあら、まあまあ」

　少女の姿をしたその何か美しい生き物は、優ゆう雅がに振りかえると傲ごう慢まんに笑った。

「相変わらず愚ぐ図ずで無能な連中ですわね、あなたがたの先祖は蛞なめ蝓くじですの？　あんまり遅おそいから待ちくたびれてしまいましたわ」

　純白の制服。螺ら旋せんを描えがいた金色の髪かみ。薔ば薇らを模した花飾かざり。

　偽にせの殻蛇で出会い、決別したその少女は、ただ貫つらぬくように伊依を見つめて唇くちびるを歪ゆがめた。

「どうしてくれますの、伊依？」
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「ヴェクサ……シオン」

　伊依は自分でも把は握あくできない感情を持てあましたまま、つぶやいた。遊と罠奈は硬こう直ちよくし、怯おびえたように何歩かあとずさる。かつて戯小路ざれのこうじアルテと名乗っていた少女──最悪の禁タブ忌ー・怪モ造ン生ス物ター、究極を求め、最強を欲ほつするこの伊依の天敵は、ただ微笑ほほえんだ。

「ご無ぶ沙さ汰たですわね、わたくしの天敵。あぁ、この姿のときはアルテと呼びなさい。ヴェクサシオンという名前は……面めん倒どうなことに有名でね、怪造学会の連中が聞いたら無用に襲おそいかかってきたりしますので」

[image: ]

　ヴェクサシオン──戯小路アルテは、自ら輝かがやくような金きん髪ぱつを舞まわせて礼をする。伊依たちには言葉もない。目の前にいるのは怪造学会が特別に危険視し、禁タブ忌ー・怪モ造ン生ス物ターに指定した化け物。遊や罠奈にとっては親の仇かたき。恐きよう怖ふが、圧あつ倒とう的な這はいあがるほどの寒気が伊依の脊せき髄ずいを伝った。

　身構え、誰だれもが動けないままでいると、アルテが不意に形の良い眉まゆを跳はねあげた。

「あら？」

　そして忌いま々いましそうに、伊依を睨にらみつけてつぶやく。

「あなたはお呼びじゃないのですけど？」

　否いな、伊依の背後だ。一列に並んだ罠奈、遊、伊依、その背後。四人目。四人目？　そんなひとは知らない。三人しかいなかったはずだ。眠ねむっている梅子は伊依が抱だいているし……考えながら振りかえると、同時に清らかな風が脇わきのあたりを通過した。

　背後には、誰もいない。

　風のように移動した第四者は、罠奈の正面に立つと低く告げた。

「お呼びじゃないのは承知している、けれど君の都合など知ったことではない。戯小路」

　アルテと同じ純白の制服。小こ柄がらな背せ丈たけに、顔に比べて大きすぎる瓶びん底ぞこ眼鏡めがね。

　喜悦大公──その別人格としての少女、巴已己巳が、夢のように現れて伊依たちの前に立っていた。

　アルテは不満げに鼻で笑い、揶や揄ゆするように言い放つ。

「随ずい分ぶんと偉えらそうな口を叩たたくようになりましたわね、書記」

「偉そうなのはお互たがい様だ、生徒会長」

　偽の殻蛇での仮かり初そめの役柄を、それでも懐なつかしそうに口にして、已己巳は厳しく眼鏡の奥で目を細めた。

「それより、戯小路。どうしてこのタイミングで現れた？　虚界アンダカ戦争は過熱をつづけ、一いつ触しよく即そく発はつの状態が続いている。それに正直──僕は君という存在を危険視している。何か伊依ちゃんたちに良くないことをするつもりなら……」

「するつもりなら、どうします？」

　アルテの全身から濃のう厚こうな殺気が溢あふれかえる。それは一面の花はな園ぞのすら一いつ瞬しゆんで枯かれ野のに変えるような、死の匂におい、悪意の気配、心臓が縮むような汚お泥でいのごとき圧力だった。

　伊依は腰こしが抜ぬけそうになり、遊も思わず自分の武器を取りだそうとしたか──腕うで輪わに手をかける。けれど已己巳はまるで動じず、彼女らしい素そ朴ぼくな返答を紡つむいだ。

「やめてくれ、と言う」

「ぶはっ」

　アルテは吹ふいた。

「はっははっあははあはははっ、あははっ、はははははあははっ！」

　そのまま彼女は一ひと頻しきり腹を抱かかえて笑い、殺気も霧む散さんさせて已己巳を泣き笑いの表情で見つめた。已己巳は憮ぶ然ぜんとして、腕うでを組むと唇を尖とがらせる。

「何が可笑おかしい。話しあいは誰も傷つかない有効な解決手段だ、やめてくれで済んだらこれより良いことはない」

「そうね。そうでしょうね、理想はいつでも完かん璧ぺきですわ」

　両手を広げ、笑いを残した顔で、アルテは舞うように何歩か部屋を歩く。伊依はまだこの部屋が何なのかも説明されていないから、罠奈が自分たちをここに連れてきた理由もよくわからない。ただアルテの一挙一動に注目している。

　やはり彼女は華か麗れいで、輝かしく、そして強く思えた。

　変わらない、偽の殻蛇で出会ったころと、何も変わらない。けれどそれは弱さを糊こ塗とした偽いつわりの強さだと今は理解できる、哀かなしい姿だった。

　雰ふん囲い気きだけは女じよ帝ていのように、ヴェクサシオンの化け身しんは笑う。

「けれど、理想はあくまで理想で、それは虹にじを目的地にした船のように見当外れで、滑こつ稽けいですわ。その船はどれだけ努力しても現実にはただの笑い話で、どこにも辿たどりつきませんの。せめて描えがくなら、月に到とう達たつするというくらいに現実的な夢になさい？」

　言い捨てて、アルテは地下室の中央で、そっと両腕を前に伸のばした。その背後、制服の生き地じを背中の肉が突つき破り、偽にせの殻蛇でも見た、花に彩いろどられた翼つばさが生えてくる。中級二位の《花オデツ火ト・オ花デール》という怪モ造ン生ス物ターの姿を奪うばいとったのが今のアルテの肉体で、けれど彼女の本当の正体はヴェクサシオン。どんな能力を持っていても不思議ではない。

　まさに花はな咲さくように翼を広げたアルテは、罠奈を見つめ、それから遊を眺ながめた。

「ま……証拠隠滅のついでに、できれば伊依の目の前でそこの虚島の娘むすめと、仇祭の息むす子こを血祭りにあげたかったのですが──已己巳が出てきたのでは諦あきらめるしかありませんわね」

　にっこり微笑み、直後、その全身から波動を放つ。

「せめて、嫌いやがらせをして今日は帰るとしましょうか？」

　瞬しゆん間かん、空気が爆はぜた。ばちばちと火花が宙を伝でん播ぱしてきて、それらは即そく座ざに燃焼し大だい爆ばく発はつを巻き起こす。《花オデツ火ト・オ花デール》の能力は空気を爆薬にするようなものだと以前に聞いた。こんな狭せまい空間で爆ばく風ふうが吹き荒あれたら大だい惨さん事じになる。

「無茶をする……！」

　已己巳が舌打ちし、両腕を前に突きだした。その広げられた掌てのひらに光の魔ま法ほう陣じんが生まれ、星ほし屑くずを煌きらめかせながら何かの力場を彼女の正面に展開させる。

　直後、空気の爆ばく弾だんと見えない障しよう壁へきが衝しよう突とつし、一瞬、視界が完全に真っ白になる。

　同時に消えていくアルテの気配に、伊依は思わず大きく息を吸い、手を伸ばして呼びかけた。

「ヴェクサシオン！」

　一息で呼吸が難しくなり、大きく喘あえいで伊依は俯うつむいてしまう。爆発のせいで急激に酸素が消費され、空気が薄うすくなっているようだ。

「行かないで……ヴェクサシオン、話したいことがあるんだ……」

　伊依のつぶやきは──どこにも届かず、ただ爆風が猛たけり狂くるう地下室に虚むなしく漂ただよう。

　衝しよう撃げきが収まり、埃ほこりや粉ふん塵じんが去り、視界が明めい瞭りようになったとき、すでに孤こ独どくな禁タブ忌ー・怪モ造ン生ス物ターの姿はどこにも見あたらなかった。
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　義兄あにについて。

　空井伊依の義兄は名前を孤独といって、その名のとおり他者と関かかわらず、いつも難しい顔で何かを考えているような男だった。決して他人を寄せつけない透とう明めいな壁かべを周囲に展開しているようで、近づきにくく、思し索さくに夢中なときは誰だれが声をかけても聞こえないというように無視をされた。

　伊依は彼を憎ぞう悪おしている。

　心の底から、嫌きらっている。

　伊依も天使や聖人ではないから、あらゆる他人を愛することはできない。それでも努力してなるべく誰をも愛そうと心がけてはいるが、義兄のことは生しよう涯がい、たぶん死んでも許せない。

　今のところ唯ゆい一いつの、絶対的な──悪意の対象。

　彼について評価できるところがあるとしたら、義理の息子である遊と伊依を引きあわせてくれたことくらいか。それとて当人の性質や行こう為いとは関係ない、成りゆきである。

　伊依は彼に付ふ随ずいするあらゆる要素を忌いむ。

　伊依の生家は山奥に位置する旧家で、その名を寂憐院という。

　寂憐院は狂っていた。

　存在していてはいけない血族だった。

　彼らは、未来を視る──といわれていた。

　どういう意味かはわからない。まさか科学文明が晩成の世、人間が予知などという超ちよう能のう力りよくを行使するとは伊依も思えないし、誰もが笑うだろうが、彼らは信じていた。

　彼らに擦すり寄ってくる少なくはない人間たちも信じていた。

　だから、あの家は狂っていた、というのだ。

　予知などという妄もう想そうにすら縋すがらなければ己おのれの行動を決められない弱い人々が、雲うん霞かのように押し寄せては湯水のごとく金を落としていった。寂憐院は栄えた。醜みにくく、栄えた。

　来客の得たい未来を察し、予知を授さずけられるのは寂憐院の血族でも〝ご当主〟と呼ばれる正統な跡あと継つぎだけだ。それは伊依の母のことだったし、本来、義兄の孤独が継けい承しようするべきお役目だった。

　だが、義兄は逃にげた。

　母を置いて、伊依に全すべての重荷を押しつけて、ある日ぷつりと消息を絶った。

　あのときの鬱うつ屈くつした感覚を、伊依は忘れない。

　捨てられた、と思った。卑ひ怯きようだ、とも思った。ずるくて、自分勝手で、最低な──唾だ棄きすべき義兄。ろくに会話をしたこともなかったし、家族だから愛してくれるなどという思考は寂憐院では育たなかった。

　ただ、身が千切られるように哀かなしかったのを覚えている。

　そうか、義兄にとって──自分は。

　本当に、どうでもいい存在でしかないのだ、と幼い伊依は強く思った。役目を、母を、寂憐院の因習を、全てを押しつけて、心も痛まない血の繫つながらない義妹いもうとと、たぶん自分は思われていた。

　それが、ひどく寂さびしかったのを覚えている。

　あのときの絶望を、憎悪を、伊依は忘れない。

　けれど──今になって、少しだけ思う。

　彼は寂憐院を飛びだして、優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イ者ストになったという。

　そして虚島慈樹博士らと協力して何かの研究をし、《肉ヴエ体クサ道シ楽オン》に殺された──と。

　全てを捨てて。家族を置き去りにして。ひたすら怪造学を志して。

「義兄にいさん」

　伊依は、久しぶりに義兄の顔を脳のう裏りに浮うかべようとして、うまく思いだせないのに気づき、無む性しように儚はかなくなった。

「義兄さんは、いったい何の研究をしていたの？」

　虚島の屋や敷しき──その黒くろ焦こげになった地下室で、伊依はそっと、我知らずつぶやいていた。

　古頃大祭まで、あと一週間。
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　夢追坂の町には公園が多い。住宅地と道路だらけで子供たちの遊び場所がなくては可哀想かわいそうだと、何代か前の市長が空き地を利用して小さな公園をいくつも造ったのだ。走り回ったり球技ができたりするほど広い公園は少ないが、小学校低学年くらいの子供たちは平日も休日もなく元気な声をあげながら遊んでいる。

　夢追坂第三公園〝白びやつ虎こ〟は町の西側に位置していて、遊具の数は少ないが、そのかわり比ひ較かく的てきに広いグラウンドがあって男の子に人気だ。日曜日の昼間、天気は快晴ながら冬なので肌はだ寒ざむく、サッカーをしている子供たちも厚着している。

「楽しいね、影文くんっ！」

「楽しくない。寒い。早く家に帰りたい」

　大きな虎とらを模したオブジェの足あし下もと、狭せまい砂場で遊んでいる少年と少女がいた。少年は真しん紅くのマントから頭だけ出し、不ふ機き嫌げんそうにしゃがみこんで目を細めている。対する少女は馬の尻尾しつぽみたいな髪かみの毛を元気に揺ゆらして、服が汚よごれるのも気にせずに砂場に腰こしを下ろしている。首にはマフラーを巻いていて、満面の笑えみは寒さのせいか他ほかに理由があるのか林りん檎ごみたいに真っ赤になっている。

　少年の名前は闇やみ宮みや影かげ文ふみ。古頃の学生寮りようで寮母を務める闇やみ宮みや血ち影かげの弟という設定になっていて、たまにこの近所の小学校に通う少女、御み剣つるぎ真ま子こに引きずられては無理やり遊びに付きあわされていた。

　影文の幼い外見は力が弱まったがゆえの一時的なものであり、お子様と仲良くする趣しゆ味みもないので彼女といる時間は苦痛だった。けれど真子の誘さそいを断って泣かせた日には血影が珍めずらしく本気で怒おこるし、何も知らない寮生どもが泣かせた泣かせたと囃はやしたててきて鬱うつ陶とうしいので仕方なく構ってやっている。

　今日の遊びのお題は、ずばり〝おままごと〟であった。

　影文にふられた役職は、旦だん那なさん。真子の役目は当然、お嫁よめさん。あとそのへんに転がっている泥どろまみれの人形やペットボトルは子供や近所の奥さんに任命されており、彼らに何か事件を起こさせたりそれを解決したりして架か空くうの人生を送らなくてはならない。

　情けなくて泣けてくる。

　これは何の罰ばつなのか。小学生の女の子と、寒い冬の真っ昼間から砂場で向かいあい、架空の息むす子こ（サッカーボール）の将来について語りあわねばならんとは。

　真子は見るからに上じよう機き嫌げんで、にこにこ笑ってこちらを見つめてくる。こういう無む邪じや気きで真っ直すぐな笑顔は苦手だ。

「だからねっ、正まさ敏としくんは野球選手になりたいって言ってるんだけど、このご時世だし、夢みたいなことばかり言ってないで真面目まじめに勉強しなさいって叱しかるべきだよね？」

「サッカーボールのくせに野球選手になりたいのか……。うん、才能なさそうだね、たぶん。知らないけど」

「そうです！　ダンコとして叱らないと！　夢を見るのはいいことだけど、現実に食べていくためには夢なんか捨てなきゃいけないときもあるもん！」

「真子ってたまにすごい深いこと言うよね。たぶん何も考えてないんだろうけど」

「考えてますよ！　失敬な！　真子だってたくさん考えてます！」

　ぷんすか頰ほおを膨ふくらませて、真子は立ちあがると長男の正敏くんを放ほうり、膝ひざで跳はねさせ、足で何度か蹴けりあげ、額に乗っけてバランスをとった。そのまま頭だけを動かし、ぐらぐら揺れながらも真子は唇くちびるを尖とがらせる。

「たしかにねぇ、真子は小学生だよ？　でもね、大人が思ってるよりずっといろんなことを考えてるんだよ？　ね？　影文くんも考えてるよね？　パパやママはわかってくれないんだ！　真子のスウコウなる考えを！」

「たとえば？」

「え？　あ、うぅん、ち──チキュウオンダンカゲンショウとか……？」

　冷めた目で影文が見つめると、真子はごまかすように首を振ふった。その拍ひよう子しに落ちたボールを膝ひざ小こ僧ぞうや爪つま先さきで何度もリフティングする。無む駄だに巧うまい。才能がどうとかではなく、単純に慣れているのだろう。世界で最も遊びが巧いのは子供という生き物である。

　真子はポケットに手をつっこみ、マフラーを風に舞まわせてぼやいた。

「むぅ……早く大人になりたいな。そしたら難しいこと考えてさ、格好いいこと喋しやべれてさ、影文くんをギャフンと言わせたりできるはず！」

「いや、たぶん真子は大人になっても変わらないと思うけど……痛ぁ！」

　サッカーボールを思いっきり蹴りつけられ、影文は後ろ向きに引っくりかえる。怒った真子はしゃがみこみ、砂を手ですくって思いっきり浴びせてくる。

「もうっ！　影文くんの馬鹿馬鹿馬鹿！　意地悪！　たまには真子の言うことに頷うなずいてくれてもいいじゃない！」

「痛たたたた！　これ痛い！　けっこう痛い砂って！　やめろ！」

　悲鳴をあげると真子はやめてくれたが、お気に入りのマントが砂まみれになってしまった。洗えばすむことだが、また汚して……と血影にお説教されるのが嫌いやだった。

　不ふ愉ゆ快かいに思うよりもやはり情けなく、顔に貼はりついた泥を擦こすって影文は溜ため息いきをつく。

「まったく……話をちゃんと聞いて、頷いてほしいんだったら、もうちょい落ちつけというか真面目なことを喋れというか──」

「真面目に喋ればいいの？」

　そこで真子が目を見開き、それは良いことを聞いたというように含ふくみ笑いをした。不気味だ。この台風みたいな天然少女は、何を思いつくか読めないのでこういう顔をしたときは非常に怖こわい。

「だったらね……その」

　真子は妙みようにしおらしく、ポニーテイルを垂らして影文を見つめてきた。

「真面目に喋るから、影文くん頷いてね？」

「…………」

　いったい何事だと思い、身構え、影文は黙もくして応こたえない。いったい何を喋るつもりだろう。まさか死ねとか死んで生きかえれとか言われはしないだろうが、そんな感じの言葉が飛びだしてもおかしくはない雰ふん囲い気きである。

　真子は影文を熱がこもったような視線で見つめ、やがて目を瞑つぶり、覚かく悟ごを決めたように胸の前で拳こぶしを握にぎって言ってきた。

「かっ、影文くん！　真子と一いつ緒しよにお祭りに行ってください！」

「………は？」

　意外にどうでもいい申し出だったので、影文は普ふ通つうに頷いた。

「別にいいよ？　どこの祭？」

「え？　いいの？」

　真子のほうが意外そうに戸と惑まどい、それから花はな咲さくみたいに微笑ほほえむと跳とびはねた。

「やった！　でぇとだね！　真子と影文くんの！　初めてのでぇとだ！　ビバ！」

「でぇとって何？　ていうか一緒に遊びに行くのなんて珍めずらしくないだろ？」

　影文のつぶやきは興奮している真子に届かない。彼女は何か見たことない幸せそうな笑え顔がおで、影文の額にびしりと指をつきつけて宣言してきた。

「じゃあ、約束だからね！　古頃怪造高等学校ってところで、古頃大祭ってお祭りがあるらしいの！　ママは怪造学校なんて危ないから近づいちゃだめって言うんだけど、そこが逆に面おも白しろそうでいいなぁって思ってて、だけど一人で行くのは怖いなぁって──でも影文くんが一緒なら安心です！　やったぁ、でぇとだっ！」

　謎なぞな感じに騒さわぎ、真子は羽でもついてるみたいに軽かろやかに舞い、にっこり笑った。

「えへへっ」

　そのあけすけな、飾かざらない笑顔は影文の心の奥にいる誰だれかを思いおこさせたが、影文は強しいて何も思いださないように努めた。自分はかつて決定的に生きることを絶望して、こうして死ねずに苦しみつづけるのが定めであり贖しよく罪ざいだと、全すべてを諦あきらめた。

　そのはずなのに──今、こうして誰かの笑顔のそばにいる。

　また失うかもしれないのに。また傷つき、誰かを不幸にするだけかもしれないのに。

　こんな自分を、天国にいるあのひとはどう思うだろうか。笑うか、怒おこるか、呆あきれるか──それとも、彼女らしい吞のん気きさで、褒ほめてくれるだろうか。

　物もの憂ういに沈しずむ影文に、いまだ熱ねつ狂きようしている真子は気づかず宣言した。

「そうだ！　でぇとをより楽しくするために、真子はこれからしばらく──禁影文くんをします！　影文くんとは会いません！　電話もしません！　道で会っても見ないふりします！　そうして寂さびしく毎日をすごせば、古頃大祭で再会したとき嬉うれしさ百万倍！」

　一方的にそんなことを言い、元気な彼女は大きく手をふって公園の出口へと向かった。

「じゃ、そういうことで今日は帰ります！　でぇと楽しみにしてるからね、影文くん！」

　車に轢ひかれやしないかと心配になる浮うかれた歩調で、真子は影文を置いてきぼりにして去っていった。相変わらず思考というか行動の意味がわからない。でぇとってなんだろう。聞き覚えのない単語だが──帰ったら血影に聞いてみよう、と影文は思った。

「意外だな」

　不意に、声が響ひびいた。

「君って女誑たらしなんだね──〝虚無〟の」

「……〝喜悦〟の」

　途と端たんに表情を険しくし、影文は己おのれの背後に気配もなく立っていた少女を見上げた。ひっつめた髪かみと瓶びん底ぞこ眼鏡めがねがどことなく野や暮ぼったい、このあたりでは見かけない純白の制服を着た少女である。

　仮の名前は、巴已己巳。真の名前は、喜悦大公。影文と同根の存在であり、また相あい容いれない対極に位置する喜びと笑いの化け身しん。

　已己巳はひっそりと微笑み、冗じよう談だんめかしてつぶやいた。

「うん。近所に住んでいる、よく遊ぶ友達のお姉さんだ」

「……何の用じゃ」

　口調や声こわ音ねすら一変させ、影文は真子が置いていった遊び道具をまとめながら問う。已己巳もしゃがんでそれを手伝ってくれながら、読めない無表情で静かに応える。

「……特に用はないが、少し気になってね」

　眼鏡の奥に隠かくされた底知れない瞳ひとみに、危あやうい光を灯ともして彼女は尋たずねてきた。

「君は、どうするつもりなのかな──とね」

「以前にも言ったであろう」

　溜ため息いきをつき、深い闇やみが渦うず巻まくような瞳でもって見返す。

「我わが輩はいは、虚界アンダカの騒そう動どうなどに関かかわりたくない。魔ま王おうだ大公だ、怪モ造ン生ス物ターだ人間だ……懲こり懲ごりじゃ。馬鹿らしい。勝手にやっておればよいのじゃ」

「……ふぅん、これも意外だな」

　已己巳は少しだけ寂しそうに、立ちあがると影文を眺ながめてきた。背後には太陽と、遠く、これから大おお騒さわぎが巻きおこるはずの古頃の校舎が見える。

　喜悦大公は、挑ちよう発はつではなく、ただ同情するようにつぶやいた。

「怖こわがりなんだね、君は」

　知ったような口を叩たたくでない、と影文が文句を叫さけぼうとした瞬しゆん間かん、已己巳は幻まぼろしのようにその小こ柄がらな姿を消していた。

「…………」

　独り取り残された影文は、歯は軋ぎしりをして──迷子のように俯うつむく。

「怖いとも」

　自分に言い聞かせるように、世界に宣言するように、虚無大公は掠かすれた声で囁ささやく。

「怖いとも。失うのは……怖いとも」

　真子の残したサッカーボールを、八つ当たりのように蹴けって、影文は舌打ちした。
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　古頃大祭の一週間前には通常授業が終しゆう了りようし、生徒たちはそれぞれの企き画かくの準備に従事できるようになっていた。伊依もひとつの大おお仕じ掛かけを用意するため、あちこち電話をかけたり力仕事を手伝ったりと大わらわである。

　忙いそがしく、けれど充じゆう実じつした時間は瞬まばたきするうちに流れて、少し勿もつ体たいないくらいに思う。ひとつの目的のため、友達と力を合わせて何かするというのはやはり良いものだ。そして驚おどろくほどに、そうして力を合わせることで独りじゃできない大変なことも達成できる。

「あーっもうっ、時間が足りないよっ！」

　夕暮れが満ちた夢追坂の空き地に、伊依の声が響いていた。新生古頃の校舎に程ほど近いこの場所は《卵アイ・姫ドール》事件で半はん壊かいした旧古頃があった場所で、今も廃はい材ざいや何やらの撤てつ去きよが終わっておらず、何か事故があってはいけないということで近づいてはだめだと学校からお達しがでていた。

　そこにこっそり忍しのびこみ、伊依と仲間たちは人知れず明日に迫せまった古頃大祭の準備に明け暮れていた。無城鬼京の悪行を食い止め、さらに古頃大祭に勝利するための企画の準備なのだが、人手も時間も絶望的に足りなかった。

　各企画に散らばっている次郎花や屍かば丸まるから話を聞き、無城鬼京が古頃大祭本番でどう立ち回るかは判明した。彼は基本的に自分に従うと誓ちかった企画には手をださず、けれどその得票だけ自分に献けん上じようするように宣告したのだという。そうして植民地のようにした各団体から票を集め、またライバルになる他ほかの団体は徹てつ底てい的に潰つぶし、古頃大祭で一位になるのが彼の作戦らしい。なりふり構わないというか、かなり乱暴な手段である。けれど先日の連続襲しゆう撃げき事件と張り紙は効果的だったようで、ほとんどの団体が彼に逆らわず得票を捧ささげることを誓ってしまったとか。

　この状じよう況きようを引っくりかえすには普ふ通つうの手段ではだめだった。なんとか鬼京の裏をかき、負かす方法はないものかと伊依は考えつづけ、つい先日に思いついて仲間たちに相談したのだ。

　その考え、伊依の企画、鬼京を倒たおすための大仕掛けには異論を唱えられなかったものの、問題になったのが残り時間のなさだった。何せ思いついたのが古頃大祭の三日前だ。加えて伊依の仲間はほんの少しなくせに、伊依が考えた企画には途と方ほうもない労力が必要だったのだ。

　結果、伊依と仲間たちは準備のために地じ獄ごくを見た。他のあらゆる物事を捨て、ひたすら命を燃やして古頃大祭の準備に取りかかったのだった。

　怠なまけ者の香か美みは文句たらたらで、この期ごに及およんで別のもっと楽な企画にしようと代案を思いついては伊依に却きやつ下かされている。それでもめげずに、光をまとった《門ＧＡＴＥ》を振ふりながら疲つかれた感じに提案してきた。

「なんつうかさぁ、単純に《籠コモリ歌ウタ》とかで閉じこめてさ、無城鬼京の動きを封ふうじちゃえばよくない？　つうか普通に戦たたか橋はしとか突とつ撃げきさせちゃえば？」

「だめだめ。舞まいさん行方ゆくえ不明だし、鬼京さんにはなんか強い怪モ造ン生ス物ターが味方についてるみたいだから、そういう武力行使は却下。なるべく近づかず、あのひとが自動的に罠わなに嵌はまるってのが最善なの。わかったらさっさと《仮シーク想レツ壇トサ体ーカス》二十匹ぴき、あと《懐メモリ古アル・主メモ義リアル》十匹に《錯シユ乱ラ雲ハト》三十匹！」

「人使い荒あらいわねぇ。さすがにそんだけ怪造したら倒れそ。現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　すでに伊依や香美、遊や魔ま夜やが怪造した怪モ造ン生ス物ターで空き地は埋うまりそうだった。今回の大仕掛けを成功させるにはとにかく怪モ造ン生ス物ターたちの特とく殊しゆな能力をフルに発揮してもらうしかないのだった。幸いなことに香美も遊も、それに魔夜も、怪造の腕うで前まえはかなり優ゆう秀しゆうだった。一時期、怪モ造ン生ス物ターへの憎ぞう悪おから怪造ができなくなっていた遊も本来の力をかなり取り戻もどしていたし、魔夜も普通の授業は受けていないから多少はぎこちないが、才能か、かなり上級の怪モ造ン生ス物ターまで怪造して伊依たちを助けてくれた。

　もちろん伊依も仲間に任せっきりにせず、激しく指示を飛ばしながら自分も怪モ造ン生ス物ターを怪造しまくっていた。もっとも、自分は父にスパルタで育てられたので連続怪造も特に苦ではないのだが、慣れない魔夜や遊、香美はかなりつらそうだった。

　それでも、暗い雰ふん囲い気きのなかにもどこか楽しげな、和わ気き藹あい々あいとした空気が流れているので、それだけが救いだった。こうして自分の怪造の腕前を思う存分に発揮するのは、怪モン造ステ学イス者ト・見エ習ツグとしては大変に面おも白しろいことなのだ。呪じゆ文もんが弾はじけ、光が舞まい踊おどり、虚界アンダカから怪モ造ン生ス物ターが飛びだしてくる。薄うす暗ぐらくなり始めた空き地にはまるで百ひや鬼つき夜や行こうのように、様々な異形が現れては同じく楽しげに仕事を手伝ってくれる。

　人間と、怪モ造ン生ス物ターと、力を合わせればすごいことができる。それを証明し、また古頃大祭に勝利するため、伊依たちは全力で呪じゆ印いんを刻み呪文をはりあげた。

　ただ、今はとにかく、時間がなさすぎる。伊依は焦あせり、疲れ、急せかされながらも、本当に全力で企画の準備を推おし進めた。太陽が完全に沈しずみ、また昇のぼってくるまであとほんの数時間。その瞬きみたいなわずかの時間で、自分たちは準備をやり遂とげなくてはならないのだ。

　燃える。燃えるし、楽しいが──。

　疲れる。そして、泣きそうなくらいに焦る。

「遊くん、〝魔ま力りよく〟どう？　今夜っつうか今から古頃大祭本番まで隠かくせればいいんだけど、あ、そっち《偽音エコー》足りてない！　遊くんもう怪造できるようになった？　うん？　《偽音エコー》は下級二位、怪造の仕方はそっちで休んでる魔夜ちゃんが知ってる！　魔夜ちゃん、ごめんペン！　遊くんに怪造のやりかた教えたら黒いペン持ってきて！　こら！　カービィちゃんサボらないでって何度言わせるの!?　あぁもう時間が足りないよぉぉぉ!!」
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　第三回にして最後の途と中ちゆう投票は、古頃大祭のまさに直前、校舎の全すべてが明日の準備と仕上げの最高潮に沸わいていた時分に行われた。時刻は午後の七時。今日は泊とまりこみで作業するつもりなので、伊依もまだ居残っていた。

　新生古頃の校舎、その保健室でお茶を飲み一休みしていた伊依は、ぐったり疲れながらも思考は冴さえたままで、流れてきた放送に耳を澄すませた。

『はいはい、今日もみんな糞くそ寒いなか古頃大祭の準備に励はげんでいるかな？　みんなのアイドル校長先生はちなみに暖かい自分の部屋でくつろいでいるわ。まったく、こんな冬の日にわざわざ只ただ働ばたらきするなんて信じられない。みんな大変ね、せめて優やさしい校長先生が応おう援えんしてあげる。がんばれ生徒っ、負けるな生徒っ、はいこれで明日まで大だい丈じよう夫ぶ』

　今日も意地悪で腹黒な校長、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつの声がスピーカーから零こぼれている。どうも知らないうちに放送の回線を自分の部屋に敷しいたらしい。ますます彼女が校長室に引きこもって出てこなくなりそうだった。ただでさえ冬だからか滅めつ多たに姿を見なくなったのに。

　伊依はそう思いつつ、お茶をいれてくれる魔夜と、同室している香美や遊を眺ながめた。舞まい弓ゆみは鬼京でも捜さがし回っているのか行方不明で、次郎花や屍丸たちはそれぞれの企き画かくでがんばっている。

　伊依。遊。香美。魔夜。いつもはこの四人が伊依軍団の全てなのだが、今日は特別にもう一人だけ客人がいた。長机で簡易にこしらえられた会議の席、パイプ椅い子すにお手本のような姿勢で座っているのは巴已己巳だ。

　伊依たちの〝企画〟には彼女の協力が必要不可欠なので、この場にこうして呼んだのだが、まだやってもらいたいことの説明をしていないので不思議そうに首を傾かしげている。

　会話もなく放送を耳にして、伊依は祭前夜の空気を楽しんでいた。

『まぁ与よ太たはともかくとして、お待ちかねの第三回の結果を発表するわよ。前回、放送部の美咲さんが襲おそわれて海かい賊ぞく放送が行われちゃったので、安全を考えて私からね』

　あれから数日、あっという間に時は過ぎていた。誰だれかと戦ったり、たくさん運動をしたりしたわけではないが、何かと疲ひ労ろうがたまって全身が怠だるい。

　いつも余よ裕ゆうげな香美や遊もどことなくぼんやりしていて、無言のまま校長の声を聞いていた。唯ゆい一いつ、無表情なままなのが已己巳だが、彼女は規格外なので一いつ緒しよにしないほうがいいだろう。ちなみに已己巳は魔夜が用意してくれた羊よう羹かんの食べ方がわからないようで、遊に優しく教えてもらっている。二人はなんだか知らないが仲がいい。

『第一位──虚島罠奈』

　二人の様子を眺めているうちに、宇宙木がその名前を発表した。あれ？　と伊依は首を傾げる。少しだけ戸と惑まどい、スピーカーを見つめて瞬まばたきする。

　罠奈が一位？　否いな、彼女の人気は特別だから不思議でもないのだが、例の海賊放送で鬼京は明確に生徒たちを脅おどし、票を巻きあげようと目もく論ろんだ。自分以外に投票したら襲うとまで明言した彼が一位でないのは少し不自然な気がした。鬼京に反発をおぼえた生徒が思いの外ほかに多かったのだろうか？

　考えているうちにも宇宙木による結果発表はつづく。

『ちなみに虚島罠奈は一位だけれど、また過半数の得票は手にできなかったわ。なので明日の古頃大祭本番でも予定どおり投票は行い、勝利者には私が報ほう酬しゆうを与あたえるからね』

　以前の発表をなぞるような展開はここまでで、当然のように次はこの名前がきた。

『第二位、無城鬼京』

　伊依は肩かたを跳はねあげ、大きく反応してから溜ため息いきをついた。やはり彼は大おお幅はばに順位を上げていた。あれだけなりふり構かまわずに活動しているのだ、むしろ予定調和ともいえる。

　おかしいのは、やはり罠奈が一位なことか？

　けれど、違い和わ感があるだけで、本格的に何かが異常というわけではない。ありえる、現実的に考えても充じゆう分ぶんに理由が推測できる程度の奇き妙みようさだ。

　とにかく──今は、鬼京を打ち負かすことだけを考えなくてはいけない。罠奈が優勝するぶんには伊依は構わないと思っている。ただ、誰かを傷つけ、躊躇ためらいもなく蹴け落おとし、望みを達成しようとする鬼京が許せない。そんな甘いものではないのだと、悪行には報むくいがあるのだと、全校生徒を代表して伊依が彼に証明しなくてはいけない。

　そして──。

　古頃大祭ウェブサイトに、最初に書かれていた伊依の企画内容を思いだす。

　布教。伊依を古頃の教祖と呼んだ、それはたぶん鬼京の仕し業わざだった。

　なんのために伊依を企画者として選び、新聞部を装よそおってまで話を聞きにきて、事あるごとに挑ちよう発はつしてきたのかはわからない。けれど伊依は応こたえようと思った。最初に会ったとき、彼が大おお真ま面じ目めに尋たずねてきた質問に。

　伊依の夢と理想の世界を濁にごらせず、ずっと維い持じしていくための理論、思想──未来に繫つながる考えを、鬼京に示さなくてはならないのだ。

「負けないよ、魔ま女じよ」

　そのためには、まず彼と同じ位置までいかなくてはいけない。彼と対等の舞台ステージにまで登って、もう一度、徹てつ底てい的に話しあいたいと伊依は思った。

　伊依の順位は、五位だった。

　まだ──鬼京や罠奈には遠い。けれど精せい一いつ杯ぱいに背せ伸のびして、手を伸ばせば届かない距きよ離りじゃない。
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　下校時間はとっくの昔に過ぎていたが、たぶんほとんどの生徒が今夜は泊とまりだろう。伊依たちも例外ではなく、近所のコンビニで買ってきたお弁当をみんなで食べると、交代で仮か眠みんを取ることにした。じゃんけんし、まず香美と魔夜に保健室のベッドで寝ねてもらうことになった。ベッドは入口の傍そばにあるので誰かが入ってきたら起こされてしまうが、まさかこんな時間に保健室にくるひともいないだろう。

　照明を消し、仮眠組が寝ころんだベッドと会議の席の隙すき間まをカーテンで区切る。電気スタンドの頼たよりない光に照らされて、伊依は遊と已己巳に視線を向けた。薄うす暗ぐらいなか鈍にぶく照らされると疵きず顔の遊も瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの已己巳も妙に怖こわかったが、気にしないことにして伊依は語りはじめる。

「ねぇ遊くん、已己巳ちゃん、本当にこれで大だい丈じよう夫ぶかな？」

　いきなり弱音で申し訳ないが、今の伊依の本心である。

「相手はあの油断のならない鬼京さんだし、あたしの選んだ方法は……アレだし、そもそも間に合うかどうかもわからないし」

　これから伊依と遊は先ほどの準備のつづきをするため、仮眠の交代時刻までぶっつづけで怪造したり何かと働いたりしなくてはいけない。已己巳にも決して楽ではない頼たのみ事があるし──そんな強行軍に付きあわせて、それで失敗でもしたら目も当てられない。

　けれどそんな伊依に、遊が柔やわらかく微笑ほほえんでくれた。

「伊依ちゃん、今から弱気になってどうするのさ。僕らは伊依ちゃんを信じるし、伊依ちゃんも僕らを信じてくれたらいい。全力でやって、それで負けたなら恨うらみっこなし。後こう悔かいしないよ、それなりに楽しいしね」

　幼いころ、伊依の孤こ独どくを救ってくれた幼なじみの少年は、長机の上に残されていた誰だれかのお茶をそっと口に含ふくんだ。

「伊依ちゃん、僕らが君を勝たせてあげる。全力でね。それで君の望みが叶かなうなら、疲つかれても、ちょっと苦しくても、文句も何もないさ。信じて、僕らは君が好きなんだ」

「そうか──遊ちゃん」

　そこで已己巳が不意に、思いっきり真顔でつぶやいた。

「伊依ちゃんを、愛しているのか」

「…………」

「…………」

　思わず同時に赤くなって已己巳を見る遊と伊依に、彼女はかるく首を傾かしげた。

「ごめん。何か変なこと言ったか、僕は？　好きと愛しているは同義語だろう？　今、僕は現界カナイの言い回しというか、様々な表現を勉強中で」

「已己巳ちゃん、よく理解していない単語はなるべく使わないほうがいい」

　動どう揺ようをごまかすように瞑めい目もくし、頭を搔かいている遊がなんだか珍めずらしい。伊依はなんとなく修学旅行の夜というか、居い心ごこ地ちのいいような悪いような空気を払ふつ拭しよくするためにわざと明るめの声をだした。

「とにかく、わかった。もう明日だしね、古頃大祭も。今さらだめだとか他ほかに方法があるかもとか、そういうこと言っても始まらないし。ごめん遊くん」

　伊依は吐と息いきを漏もらし、一いつ緒しよに同じ目的を目指してくれる仲間たちを得え難がたく思い、胸が幸福感で温かくなるのを感じる。それは心地いい、素す敵てきな感覚だった。弱気になってはいけない。伊依を信じて、協力してくれている彼らを裏切らないよう、精一杯にやろう。

「まぁ……本当に、誰かが止めてあげなきゃいけないんだよね、無城先せん輩ぱいは」

　遊が何かを思いだすように、低くつぶやいた。そういえば彼は亜玉の出身だし、鬼京について何か知っていたら教えてもらおうと伊依は思っていたのだった。幼なじみだからか、純じゆん粋すいに彼が鋭するどいのか、遊はそんな伊依の顔色を読んですぐに語ってくれる。

「僕が亜玉にいたころにもね、先輩、似たような騒さわぎを何度も起こしていたんだよ。もちろんこんな大騒ぎにはならなかったけど。今回、先輩はいつになく本気というか、執しゆう念ねんみたいなものを感じるね……」

　顔に走った疵口を指で撫なで、彼は綺き麗れいな瞳ひとみに電灯の光を揺ゆらめかせる。

「無城先輩はさ、名前からわかるだろうけど──あの無城美国博士の孫らしいね」

「物造の？」

「そう、唯ゆい一いつの物造成功者を死なせ、この世にふたつの虚マ界テリ呪ア具ルまで失なくしちゃったうえ、物造も虚マ界テリ呪ア具ルも理論づけられず研究資金をどぶに捨てたという、あまり評価はされていない──というか明確に蔑べつ視しされている怪モン造ステ学イ者ストだよ」

　伊依は授業も真面目まじめに受けているから、無城美国の名前はもちろん知っていた。そういえばまだ生きていてもおかしくはない、ごく最近の怪モン造ステ学イ者ストなのに、どうしても教科書に載のっている人物なので、現実に存在して孫までいるという事実が想像できなかった。自分の父──空井滅作だって教科書にはきちんと載っているのに。

　ただ、そこでは滅作はかなり美化され、また派手な感じに描びよう写しやされていて、どうもこの年がら年中ぐだぐだ喋しやべるだけの父の実像からは遠いような印象を受けたが。

　けれど、教科書しか知らない普ふ通つうの生徒たちは、教科書に書かれた文章を事実と思いこむ。空井滅作も、無城美国も、たぶんその本質はほとんどのひとが理解していない。

　遊は物思いに沈しずむ伊依を眺ながめ、何かを察したようにかすかに笑った。

「無城先輩はお爺じいさんのことをいつも馬鹿にされてさ、そのたびに怒おこって暴れてた。ひねくれてるのかなんなのか、相手をわざと挑ちよう発はつして、自分は悪ぶって、どんどん嫌きらわれていったよ。僕から見るとあれはなんだろうな……祖父のために怒ってるなんて思われると恥はずかしいから、照れ隠かくしで自ら望んで悪になろうとしているみたいだったね」

　そして独り言みたいに、神しん妙みような表情でつぶやいた。

「先輩は、いつも思えばそんな感じだったね。わざと悪党ぶって、外れ者になって、みんなを挑発して、嫌われ者になろうとしていた。僕には理解できないよ、彼の思考がね。天あまの邪じや鬼くというか……本当に、何が楽しいんだろう？　自ら悪になって──誰かに倒たおされることを望んでるみたいに、いつだって正義に反対して、正論に反論して、何もかもに逆らって生きてさ」

　自ら望んで、悪に。

　それは伊依には真ま似ねできない、強い、けれど哀かなしい行いだった。悪のまま暴れても、どれだけ叫さけんでも、彼は誰にも顧かえりみられることなく、評価もされず、決して褒ほめられない。

　無城鬼京。彼はもしかして──今回も、そうしてひねくれて自ら望んで悪役になろうとしているのではないか。みんなに恨うらまれ、その感情を煽あおりたて、それで……どうしようと？

　たぶん、楽しませようと。

　そして──鬼京という明確な敵を与あたえられることで、他の生徒が刺し激げきされ、あるいは団結し、あるいは成長し、強くなることを望んだ？

　それは穿うがちすぎの、鬼京を過大評価しすぎた考えなのかもしれない。

　けれど、たとえ無自覚だったとしても、彼のおかげで古頃大祭が盛りあがったのは事実だ。他人の骨を折り、脅きよう迫はくを行った彼の行こう為いは許されないが、伊依はせめて彼を大真面目に否定し倒してあげようと決めた。

　不器用で、ひねくれて、悪ぶった、不良。

　否定され、倒されるために行動しているようなあの悪党に、魔ま女じよに、伊依はとびきりの正義と正論を用意して立ち向かおうと思った。鬼京という悪を倒すことで、伊依の、古頃の、怪造学の全すべてが成長できるかもしれない。

　そこまで考えて、伊依はそっと已己巳を見つめた。喜悦大公の化け身しんである彼女は眠ねむそうでも、疲つかれてもおらず、ただ静かにこちらを見返してくる。

「已己巳ちゃん、あなたに頼たのみがふたつあるんだ」

　伊依は真っ直すぐに、同じ町の空の下で暗あん躍やくしているだろう魔女を幻げん視しして、彼に挑ちよう戦せんするように宣言した。

「勝たせて。あのひとに。あの……わざと誰だれもやりたがらない悪役を請うけ負って、そのくせ誰よりもお祭りを楽しんでる、愉ゆ快かい犯はんっていうか──噓うそつきな、魔女に」
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　真しん剣けんに伊依が言い放った、その直後、良い感じに気が抜ぬける吞のん気きさで魔夜がカーテンをくぐってこちらに顔を見せた。彼女は寝ね起おきなのか着ぐるみもなしで、どこか困ったように手招きしている。

「……伊依さん」

「どうしたの、魔夜ちゃん」

　首を傾かしげ、伊依はいったん已己巳と遊に断りをいれて立ちあがると彼女のもとまで歩いた。彼女のことは、古頃大祭の準備を一いつ緒しよにするうちに魔夜ちゃんと呼ぶようになっている。多少は変だが悪い娘こではないし、がんばって準備を手伝ってくれた。良いひとなのだ。仲良くしたいと伊依は思う。

　微笑ほほえみ、引っ込み思案な彼女を怯おびえさせないよう柔やわらかく問う。

「あたしに何か用？」

「…………」

　魔夜は応こたえず、ただぐいぐいと手で伊依の背中を押してくる。促うながされるまま伊依は廊ろう下かにでて、そこに見知った少女を発見した。

「罠奈ちゃん……」

　武骨な鉄仮面と、三年生を示す紫むらさき色いろの制服。今日もどこか清潔な美しさをまとっている彼女──虚島罠奈は膝ひざを曲げ、息も絶え絶えにして呼吸を整えていた。どうも大急ぎで走ってきたらしい。

　伊依は慌あわてて罠奈に駆かけ寄り、つらそうなその背中をさすってやる。

「罠奈ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　どうしたの？」

〈うん──〉

　罠奈は大きく深呼吸し、目元だけで微笑んだ。伊依は心配を顔にこびりつかせたまま、そんな彼女に困こん惑わくの視線を向ける。魔夜は気を利きかせてくれたのか、純じゆん粋すいに知らないひとと関かかわりたくないのか、保健室に消えていった。

　伊依は二人っきりの廊下で、罠奈を見み澄すます。

　彼女は先日、虚島の屋や敷しきで別れてから学校に登校もせず、電話をかけても繫つながらなかったのだ。何度か屋敷を訪問もしたのだが、例のメイドさんに心配はいらないからお引き取りくださいと追いだされるだけだった。

　ヴェクサシオンの件もあるし、彼女とは落ちついて話しあいをする必要があると思っていたところだ。伊依の義兄あに──孤独や虚島博士は何を研究していたのか、あのとき、どうしてヴェクサシオンはまるで証しよう拠こ隠いん滅めつでもするかのように屋敷の地下室を爆ばく破はしたのか。義兄の研究は、ヴェクサシオンと何か関係があるのか。

　得体の知れない焦しよう燥そう感に伊依が揺ゆれていると、罠奈は申し訳なさそうに大きく首をふった。そして何かに怯えるように周囲を見回して、溜ため息いきをつく。

〈伊依ちゃん……ごめん、今は詳くわしく喋しやべれないの。どこで聞かれてるかわからないし……こ、これ〉

　ぎゅ、と胸に何かを押しつけられる。手にとって見ると、何かのディスクが収められた透とう明めいなケースだった。ラベルもないので何のディスクだかはわからない。

「罠奈ちゃん……これ」

　当惑して伊依は問いかけたが、罠奈は説明する気がなさそうだ。ただ早口に、彼女らしくない素そ振ぶりでまくしたてる。

〈父さん……虚島慈樹の研究内容や、結果に関する資料と記録はぜんぶ《肉ヴエ体クサ道シ楽オン》に爆破されたけど、私、前からこっそり研究日誌だけは書き写して──全部じゃないけど、重要そうなところだけこのディスクに記録していたの〉

　また周囲を確かく認にんし、声をひそめて罠奈はつぶやく。

〈伊依ちゃんに、託たくすよ。伊依ちゃんは……《肉ヴエ体クサ道シ楽オン》と因いん縁ねんがあるみたいだし、知る権利がある。たぶん《肉ヴエ体クサ道シ楽オン》が消し去りたいと思っていた──これは、あの恐おそろしい化け物の弱点〉

　ヴェクサシオンの弱点？

　それは──どういう意味だろう？　吸きゆう血けつ鬼きは十じゆう字じ架かに弱いとか、そういう明確な対たい抗こう手段がヴェクサシオンにもあるのだろうか。あの自在に姿を変え、進化しつづける怪モ造ン生ス物ターにそんなものが存在するとは思えないが……。

　考えていると、罠奈は低く、独り言のようにつぶやいた。

〈私、《肉ヴエ体クサ道シ楽オン》の気持ち……理解できる気がするの。理解できるから、止めてあげないといけないと思う。誰かが。私には──無理。私は、弱いから〉

　そして、ぽつりとその言葉を口にした。

〈伊依ちゃん、私、悲哀大公の代行者なの〉

　代行者。

　代理戦争の舞ぶ台たいと化した古頃大祭における、〝憤怒〟と〝悲哀〟の二大陣じん営えい、その片方の長である悲哀大公の代行者、代理人だと彼女は名乗ったのだ。

　伊依は咄とつ嗟さのことで反応できない。罠奈はそんな伊依に気づき、自分の言っている意味が伝わらなかったのだと──伊依は代理戦争のことなど知らないのだと、たぶん誤解してかるく頭を下げた。

〈ごめん、わからないこと言って。とにかく……私は、古頃大祭が終わるまで、学校から遠ざかっていたほうがいいんだ。私が争いの種を育ててしまうかもしれない。私がいなければ、悲哀大公もちょっとは困って、うまくいけば手出しできないで終わるかも……だから、ごめん〉

　何度も謝って、罠奈は身を翻ひるがえし、脇わき目めもふらずに廊下を駆けていく。伊依はひとまず状じよう況きようの理解を放ほう棄きして、そんな罠奈の背中に呼びかける。

「ま、待って罠奈ちゃん！」

　けれど罠奈は止まらず、一いつ瞬しゆんだけ振ふりかえって警告してきた。

〈気をつけて。《肉ヴエ体クサ道シ楽オン》は変へん幻げん自じ在ざい、どこに隠かくれているかわからないよ。そのディスクを早く見て──見たら、捨てたほうがいい。他ほかの誰だれにも見せちゃだめ。あなたが──《肉ヴエ体クサ道シ楽オン》に目をつけられたあなたが、あの化け物への対抗手段として使う他は……〉

　そこまでで言葉は途と切ぎれ、罠奈の背中は廊下の向こうに消えていった。伊依も懸けん命めいに追いかけたのだが、脚きやく力りよくがちがいすぎて、結局はすぐに見失ってしまった。

　古頃大祭が近い、どこか慌ただしい新生古頃の廊下で、伊依は膝をつく。

　手て渡わたされたディスクを握にぎりしめ、しばし呆ぼう然ぜんとし、考えをまとめなくちゃ──と回転の鈍にぶい自分の頭に苛いら々いらしながら思った。

　どうして、こんな自分に、誰もが様々なものを押しつけてくるのだろう？
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　無む城じろ鬼き京きようは、昔から他人と同じことをするのが嫌きらいで嫌いで嫌いで、大嫌いで、気が狂くるいそうで、堪こらえられない子供だった。

　他人ひとが右向きゃ鬼京は左、他人が歩けば鬼京は停とまる、とにかく天あまの邪じや鬼くで、みんなと同じ動きというのが苦痛だった。お葬そう式しきではいきなり笑いだし、結けつ婚こん式では泣きじゃくる、今から思えば謎なぞな子供だった。さぞや両親は鬼京の将来に不安を抱いだいたことだろう。

　正解。

　そう──鬼京は社会の歯車に不向きな天の邪鬼。鬼おにだから、人間じゃない。人間じゃないから、うまく社会に適合できない。けれど愛すべき教師たちはそんな鬼京に真面目まじめな顔でお説教をする。物を壊こわしてはいけません、他人を傷つけてはいけません、汚きたない言葉で喋ってはいけません、ほら──そういう約束事をきちんと守れば、とっても穏おだやかに日々が過ごせますよ？

　やなこったい。

　穏やか？　みんなが穏やかに過ごしたいなら、鬼京はやっぱりその逆を望む。さぁ物を壊すぞ！　他人を傷つけるぞ！　汚い言葉で喋りまくるぞ！　吹ふけよ嵐あらし！　荒あれろ世界！　穏やかさなんざ糞くそ食らえ、なははは！

　愉ゆ快かい。

　愉快だけれど、当然、そんな鬼京はみんなに嫌われる。ちゃんと言うことを聞きなさい、みんなと同じことをしなさい、なぜって？　それが普ふ通つうなの、当たり前なの、社会はそういうふうにできているの。どうしてそう利きかん坊ぼうなの？　我がままなの？　天の邪鬼なの？

　誰もが鬼京を叱しかり、ちゃんと生きなさい、ルールを守りなさいと喧やかましかった。

　もちろん言われたことの逆をやるのが鬼京だから、ちっとも彼らの思うようには行動しなかったけれど。

　そんな鬼京も一瞬だけ、世間から見たら正しく生きていたときがある。

「鬼京、もっと暴れろ！　叫さけべ！　罵ののしれ！　悪意を撒まき散らせ！」

　そんな阿呆みたいなことを言うやつがいて、天の邪鬼な鬼京は呆然とした。

　悪いことをしろって、言われたら……えぇっと？　どうすればいい？　うん、とりあえず逆のことをやろう……言葉遣づかいは丁てい寧ねいに、きちんと学校で勉強して、親の言うことはよく聞いて──。

「なんだ鬼京、急に真面目になりやがって！　おまえは生まれつきの悪党だ！　悪あく魔まと鬼がファックして生まれた餓が鬼きだ！　堕だ落らくしろ！」

　えぇと、ごめん、混乱してるから少し黙だまって。

「堕落しろ！　堕落しろ！　堕落しろ！」

　黙れっつってんだろ糞くそ爺じじィ。

「それでいい！　それでいいのだッ！　ぶははははッ！」
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　祖父の名前は無む城じろ美び国くにといって、鬼京が知るかぎりこの世で最も性格が悪い爺ィだった。人間というのは、なんというのだろう、歳としをとれば偉えらくなるものではないのか？　大人って、基本的に偉そうだし、鬼京たち子供よりもまぁ適当にレベル高いはずである。

　しかし無城美国、齢よわい八十を過ぎて恥はじを知らず。

　口くち汚ぎたなくて不潔で馬鹿で、女子供も平気で殴なぐるし、褒ほめられるところがひとつもない。礼れい儀ぎ知らずだし、嫌いやみだし、意地汚くて性しよう悪わるだ。老人として、いいや人間として、持っているべき最低限の善意や品性が欠落している。

　鬼京の両親はなんだか教科書に基づいて設計されたような平へい凡ぼんさで、どこかの本かＴＶで紹しよう介かいされたような仕草と会話で、ごく普通に鬼京を育ててくれたのだが、今から思えば鬼京が他人とちがうことをやりたがるのもそれが原因だったのかもしれない。鬼京の本能、変化を望む心のどこかの部分が、そのまま普通に育つことを拒こばんだのだ。

　だんだんそれが当たり前になって、他人と逆をやるのが普通になって、つまり天の邪鬼になって、誰だれかと違ちがう自分でいることが鬼京のアイデンティティになった。鬼京はとにかく無個性でいたくなかったのだと思う。このままテンプレートに従って育てられたら、本当に鬼京は鬼京というか大量生産の子供Ａって感じになってしまう。

　けれど、美国は言った。そんなのはこの世の地じ獄ごくだと。

　あの老人は馬鹿のくせに偉そうに喋しやべる癖くせがあって、たまに鬼京を自宅から誘ゆう拐かいしては一いつ緒しよに酒を吞のみながら、なんか解わかるような解らないようなことを延々と喋ったのだ。

　人間は、程度の差こそあれ平均化され、誰でも社会という装置システムに嵌はめこまれる歯車となる。不良品は即そくポイだ。代わりはいくらでもいるし。

　その装置に組みこまれず、ずぅっと天の邪鬼でいようと思ったら大変だって。けれど、そうして社会から弾はじかれたできそこないの歯車が、寄り集まって、新しいものを形作る元になることもあるんだって。

　そっちのほうがだんぜん面おも白しろいだろう？　と美国は笑った。

　だから堕落しろ、悪党になれ、社会って装置をブチ壊して、まったく新しい装置を組みたててみろって、あの馬鹿は言った。そっちのほうが、だんぜん面白いって。面白い面白くないだけでしか何かを判断できないのは赤ちゃんだと鬼京は思うが。

　赤ちゃんのまま老人になった美国は、そんな感じに天の邪鬼な鬼京のことを肯こう定ていして、そのままでいいよって、言ってくれた。

　そしたら気が抜ぬけて、やっぱり他人の求める逆をいく鬼京は、それから少しの間──真面目まじめになった。あの老人の言いなりになるみたいで、くだらない、我がままな不良のままでいるのも不愉快だったし。

　けれど、ゆっくりと時間をかけて自分を歯車に加工しようとするこの世界は、美国の言うとおりべつに面白くなくて、すぐに飽あきて、鬼京は嫌になってしまった。

　鬼京はやっぱり天あまの邪じや鬼く。瓜うり子こ姫ひめの振ふり袖そでを奪うばって着ても、ちっとも似合いやしないのだ。鬼京は綺き麗れいでなくていい。お姫さまなんか退たい屈くつに決まってるし、自由気ままに面白おかしく生きてやるのだ！　社会が鬼京を放ほう逐ちくする気なら、どうぞご勝手に！　お好きなように！　装置から弾かれた歯車が突とつ進しんして全部ぶち壊こわしにしても知らないけどな！

　平凡なる一いつ般ぱん人諸君！　そんなところでグルグル回って楽しいのかい!?　たった一度の人生だ──はしゃいで、騒さわいで、派手に演出して、お祭りみたいに盛りあげよう！　そっちのほうが素す晴ばらしい！　幸せで、だんぜん面白い！

　みんなで一緒に──堕落しよう！
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　古こ頃ころ大祭開かい催さいのほんの直前には、現界カナイだけでなく虚界アンダカでも緊きん張ちようと興奮が高まっていた。特に第三回投票により己おのれの代行者──無む城じろ鬼き京きようが大おお幅はばに票を伸のばしたのが嬉うれしいらしく、憤ふん怒ぬ大公は先ほどからすでに勝ったような感じに上じよう機き嫌げんだ。

〈がはは！　どうじゃい、見よったか〝悲ひ哀あい〟の！　うちの鬼京は男前じゃの！　最初はあーんな低い順位だったっちゅうに、今じゃ手前んとこの張りぼてみたいな代行者は充じゆう分ぶんに射程範はん囲い内じゃ！　こりゃ儂わしの勝ちかのう！〉

〈…………〉

　悲哀大公としては、彼に言いたいことが溢あふれんばかりにあったのだが、今ここで己の手の内を晒さらしても仕方がないと黙だまっておいた。今は調子に乗らせてやればいい。こうして好きなように言わせ、馬鹿にさせ、侮あなどられていたほうが、〝悲哀〟が〝憤怒〟に勝利し屈くつ従じゆうさせたときの喜びが増すというものだ。

　そう、この代理戦争に勝利するのは自分だ。

　全すべては計画どおりに、悲哀大公の掌てのひらの上であらゆる物事が進行している。

〈………くふりっ〉

　堪こらえきれずに邪じや悪あくな笑えみのみを漏もらす妖よう女じよに、ぐうの音もでないのかと勘かん違ちがいしたか竜は慢まん心しんして高笑いする。

　馬鹿な竜。愚おろかな竜。あそこまで派手に動いた無城鬼京がそれでも一位になれず、ほとんど何もしていない虚こ島じま罠わな奈なが一位の座を守りきっているという不自然な事実を疑いもしない。

　悲哀大公は内心で嘲ちよう笑しようし、静かに暗くら闇やみへ投とう影えいされた古頃の校舎を仰あおぐ。

　こうして互たがいに不正がないように、ずっと現界カナイの映像を隣となりあわせで見ているが、基本的に映像は無城鬼京とその行動ばかりだった。竜が見たがるのでそのとおりにさせているが、こうして手の内を全てこちらに晒しているのも馬鹿としか言いようがない。

　鬼京は確かに竜と比べれば侮れないほど賢けん明めいで、かつ脅きよう威いとも呼んでいいほどその行動は的確で効果的だが、それすらも妖女の想定の範囲内だ。このやり方では、悲哀大公に確実に敗北する。所しよ詮せんは人間の浅あさ知ぢ恵えであり、虚界アンダカ最悪の頭脳と呼ばれたこの妖女の張った策の内から抜けだすほどの結果は得られない。

　勝つのは自分だ。この退屈な代理戦争を制せい覇はし、虚界アンダカの支配者となるのは自分なのだ。

　あと少し、あとほんの少しで全てが自分のものになる。

　勝利はほぼ確定し、何も知らない竜の王は警けい戒かいにすら値あたいしない。ここでただ待っているだけで、あらゆる栄光と権けん威いが己のなかに転がりこんでくる。

　まったくもって、楽な戦争だ。

〈…………〉

　けれど──なんだろう、胸を不安が何度も掠かすめる。

　なんだ？　なにを自分は警戒している？

〈楽しんでいるか、兄きよ姉うだいたち〉

　垂れ流しになっていた校舎の映像、その廊ろう下かの真ん中で立ち止まっている少女がいた。特とく徴ちよう的な瓶びん底ぞこ眼鏡めがねと、丁てい寧ねいに後ろでまとめた髪かみ。純白の制服。新生古頃の制服ではない──そして、こうして映像越ごしに話しかけてくるからには、普ふ通つうの人間ですらない。

〈……〝喜き悦えつ〟の〉

　それは虚界アンダカ戦争が始まると同時に逃とう亡ぼうし、現界カナイを漂ひよう流りゆうしている弱い大公だった。憤怒大公は己の部下を殺されたせいか警戒しているようだが、悲哀大公はあまり問題にしていなかった。自分たちは基本的に現界カナイでは著いちじるしく能力を制限されるし、喜悦大公の部下はどれも取るに足らない小物ばかりだ。

　喜悦大公はかるく会え釈しやくし、眼鏡の奥に隠かくされた瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

〈その代理戦争、僕たち〝喜悦〟にも参加する権利はあるのか？〉

〈なんじゃと？〉

　竜が怪け訝げんそうに声をあげる。妖女は黙もくし、少女の発言の意味を考える。争い事が嫌きらいで現界カナイにまで逃にげたような彼女が、どうして今さら虚界アンダカ戦争に関かかわろうとする？

　喜悦大公は、彼女の本質に忠実な、満面の笑みを浮うかべた。

〈あんまり楽しそうで、僕も君たちと遊びたくなってね。もちろん勝てはしないだろうけど、交ぜてもらいたくなってさ〉

〈何が目的だ？〉

　単刀直入に、悲哀大公は問いかけた。ただの興味や好こう奇き心で大公が動くものか。否いな、喜びと笑いの化け身しんである喜悦大公ならば考えられないこともないが、大事な時期だ、警戒しておくに越したことはない。

〈目的なんて〉

　どこか寂さびしそうに、少女は口元だけで微笑ほほえんだ。

〈何もない。正直、僕も臣下たちも現界カナイで逃げ回るのは限界でね、このまま緩かん慢まんに滅ほろびていくよりは君たちの配下に加わったほうがいいと判断した。それに、万が一にも僕が代理戦争で勝てば、これは大手をふるって虚界アンダカに帰れるからね〉

〈…………〉

　納なつ得とくできない理由ではない。けれど、妖女には何かが引っかかった。何がこんなに気になるのか、自分でもよくわからないが──。

〈まぁ……いいだろう〉

　結局のところ、己が代理戦争で勝利すればいいだけのことだ。喜悦大公が何を企たくらんでいても関係ない。自分の策は完かん璧ぺきなはずだ。あくまで計画どおりに、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに、古頃大祭に勝利すればいい。そうすれば〝憤怒〟だけでなく〝喜悦〟をも己おのれの支配下に取りこむことができる。取るにたらない〝喜悦〟を吸収しても知れたものだが、どうせならば……と欲がでてしまった。

〈ならば好きなようにするがいいよ。文句ないね、〝憤怒〟の？〉

〈そうじゃのう、〝悲哀〟の。〝喜悦〟も同じ大公じゃ、爪つま弾はじきにする理由もないわな〉

　竜りゆうもわりとすんなり認めてくれた。何も考えていない。馬鹿で、愚かで、無能の竜。同じく自ら従属への道を選んだ喜悦の少女を、悲哀大公は嘲あざけりとともに見つめた。

　喜悦大公は嬉うれしそうに微笑み、不敵に胸をはって立っていた。

〈ありがとう。でも、やるからには負けないよ〉

　あぁそう、と忘れていたかのように、彼女は背中を向けざまに付け加えた。

〈僕の代行者は、空すかい井い伊い依よりという〉
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「本日より開かい催さいされる古頃大祭には──久く渡どの裁量により爆はぜ川かわ、高たか橋はし、鬱うつの宮みやの三名を派は遣けんいたしました。新生古頃に常じよう駐ちゆうしている宇う宙つ木きと合わせて怪レイ造・モ学ンス教テ授イアが四人──舞ぶ台たいは学校ですので、大部隊を展開して警けい戒かいさせるわけにもいきませんし、少数精せい鋭えいが最善だと判断しました」

　今日も、彼女は彫ちよう像ぞうに語りかける愚おろか者にまで墜おちる。どれだけ言葉を並べても、笑え顔がおと身み振ぶりで演出しても、決して応こたえてくれない相手に声をかける。返事はなくても彼のどこかに自分の台詞せりふが届き、響ひびいてくれていると信じて。

　そこは奇き妙みような空間だった。吹ふき溜だまったような暗くら闇やみの中央で水すい晶しようが煌きらめき、その周囲に居並ぶ無数の人々が一秒の休きゆう憩けいもなく呪じゆ文もんと呪印を紡つむいでいる。

　汗あせを流し、無む我が夢む中ちゆうで呪じゆ詛そめいた言葉を叫さけぶ彼らを無視するように、ぽつんと、異様な少女が立っていた。

　見た目は、小学生くらいの少女だ。奇妙な緑色の髪を羽は衣ごろものように肩かたへ流している。瑞みず々みずしいというより無機物的な白い肌はだをしていて、生気をあまり感じない亡ぼう霊れいのごとき雰ふん囲い気きをまとっている。

　特徴的なのは、頭にかぶった巨きよ大だいな帽ぼう子し。見るからに重そうなそれはお洒落しやれや防寒などの意図が想像できない、ただの不自然だった。

　怪かい造ぞう学会副総長、久く渡ど貴き乃の子こ。

　異形な頭部に神秘をひそませた、事実上──怪造学会を運営する人物。

「虚界アンダカ難民現象は沈ちん静せい化いたしましたが、いまだ虚界アンダカ戦争は継けい続ぞく中のようです。大勢の怪モン造ステ学イ者ストが集まる新生古頃には《門ＧＡＴＥ》も多く、何が起きてもおかしくありませんので、今回の怪レイ造・モ学ンス教テ授イア派遣を実行いたしましたが……」

　久渡は何度か瞬まばたきし、眩まぶしげに水晶から迸ほとばしる光に目を細めた。無限に輝かがやきが溢あふれてくるこの奇妙な鉱物は、生き物のように鼓こ動どうし明めい滅めつを繰くりかえすので、目に悪い。目に悪いものを見ると、視力が落ちる。視力が落ちると、仕事の能率が下がる。仕事の能率が下がると、自分は怪造学会にとって要いらない存在になる。

　そして、敬愛する彼にとっても、要らない存在に。

「総長、何かご意見は？」

　恐きよう怖ふからほとんど閉じてしまった双そう眸ぼうで、目前に座する人物を眇すがめる。黄こ金がね色の髪かみと和服──神こう々ごうしい気配を漂ただよわせた彼の名は激げき流りゆう院いん 潮うしお静しずか。怪造学会の総長であり、虚界アンダカの秘密を握にぎる人物であり、久渡が心を捧ささげた男だ。

　彼は久渡の言葉に反応せず、ただ一心不乱に呪文を唱え、呪印を刻み、水晶へ向けて〝封ふう印いん〟の儀ぎ式しきを延々と続けている。その動作にも声にも揺ゆらぎはなく、強く、美しい──久渡はしばし見とれ、ぼうっとしている暇ひまはないのだと自分に言い聞かせて一礼をした。

「……では、今日の報告は以上です。久渡は通常業務に戻もどります」

　うむ、とか、ご苦労、とか、返答を期待して顔をあげた久渡は、やはり水晶と──その中央に閉じこめられた膝ひざを抱かかえる人物に注がれるだけの彼の視線と声に、嫉しつ妬とする。

　首をふり、大きな帽子を揺すって、また深々と礼をしてその場を去る。しばし歩き、振ふりかえり、頑かたくなな黄金色の背中をじっと見つめる。

「久渡は」

　自分を慰なぐさめる独り言を、そっと小声でつぶやく。

「あなたの傍そばに居られたら……それでいい」

　だから、総長の視線を独どく占せんする水晶の人物を羨うらやんだり、落ちこんだりしている時間はないのだ。働いて、働いて、働いて、それで──たまに、褒ほめられたらそれでいい。

「総長、愛しています」

　拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくて、まだ告げたことのない言葉を、今日も吞のみこんで久渡は己おのれの戦場へと向かう。
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　古頃大祭当日も、よく晴れた。

　嵐あらしの前の静けさという不ふ穏おんな言葉が頭によぎるほど風もなく雲もない気持ちのいい晴天で、日差しも零こぼれる宝石のようである。

　古頃怪造高等学校は朝から活気づいていた。

　鬼京の暗あん躍やくや代理戦争の暗い影かげなど匂におわせない、喜き怒ど哀あい楽らくの昂たかぶりを感じさせる心ここ地ちいい武む者しや震ぶるいがあった。これからお祭りが始まるのだ。あくまで楽しく、みんなで仲良く盛りあがれるお祭りが。

　伊依は前日からほとんど徹てつ夜やしており、二時間ほど気絶するように仮か眠みんをとったのだが、頭にはいまだに眠ねむ気けが靄もやとなって燻くすぶっていた。けれど、その気け怠だるさも泊とまりこんだ教室の窓を開き、校庭を見み渡わたした途と端たんに吹き飛んでしまった。

「お祭りだぁ！」

　我知らず叫び、寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすって疲つかれた顔に笑みを浮うかべる。

　花畑のようにあちこちに立ち並んだ出店、企き画かくの舞台、大声で呼びかけあい、準備をしている大勢の生徒たち。これだ、この騒そう々ぞうしくも素す晴ばらしい空気、祭の気配というものを伊依は味わいたかった。みんなで精せい一いつ杯ぱいに準備して、たった一日で終わってしまう夢の時間を演出する。その無む駄だで、馬鹿らしくて、けれど素敵な刹せつ那な。これまで二週間、待ち望んでいた乱らん痴ち気き騒さわぎがこれから始まるのだ。

　同じく教室で仮眠をしていた仲間たちが、億おつ劫くうそうに起きあがり、伊依の傍に集まって歓かん声せいをあげる。

　さぁ、古頃大祭が始まる。

　気合いれてがんばらなくちゃ、と伊依はぐっと力をこめて真っ直すぐに前を見た。
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　無城鬼京は毎朝、倦けん怠たい感とともに目覚める。

「あー……」

　面めん倒どうくさい。とにかく全すべてのことが億劫で、布ふ団とんにくるまったまま何度も何度も繰りかえす。面倒くさい、と。目を開くのが面倒くさい。思考するのが面倒くさい。朝起きて顔を洗って着き替がえて学校へ行くのが面倒くさい。

　怠い。まだ寝ねたい。というか、永遠に眠ねむっていたい。

「俺が何かしなくても世界は変わらず廻まわるってんだよなァ」

　ぼやき、鳴き喚わめいている目覚まし時計を叩たたいて弱々しく起きる。鬼京の自宅は面おも白しろくもない一いつ般ぱん家庭の平へい凡ぼんな一いつ軒けん家やで、申し訳程度の庭とベランダがついた二階建ての分ぶん譲じよう住宅である。両親は共働きの社会人で、あとは大学生の姉と、小学生の弟と、愛あい想その悪い犬の五人と一匹ぴきが家族である。

　広い間取りのこの部屋は三姉きよう弟だいの兼けん用ようで、二段ベッドの下段に姉、上段に鬼京と弟が何の因果か一いつ緒しよに寝させられている。両親が一部屋ずつを自室として確保しているせいだが、べつに姉や弟は嫌きらいではないし、個室が欲しいわけでもないので鬼京は何も思わない。

　真面目まじめな弟はすでに起きているようで、室内には見当たらない。たぶん一階の食しよく卓たくで朝食をとっているのだろう。家族そろって仲良くいただきますという風習は日本ではもう絶ぜつ滅めつしているから、独りずつ朝ご飯を食べるのも特に変ではない。

　鬼京は寝乱れた髪かみを搔かき、大きく欠伸あくびをし、寝間着姿でゆっくりと梯はし子ごを下りる。鼾いびきがすると思ったらベッドの下段、今年で二十歳はたちになる姉が豪ごう快かいに大の字になって寝ている。この姉は背が高く腕わん力りよくも強いから怒おこらせると厄やつ介かいで、無理に起こすといらない怪け我がを負うことになると思い、鬼京は放ほうっといて着替え始めた。

　男子の制服も持ってはいるが、やっぱり女子の黒い冬服を着てしまう。同じく黒のハイソックスと角飾かざりをつけ、学生鞄かばんを持とうとして──その手を止めた。

　今日は古頃大祭の当日である。教科書などを準備する必要はないし、手ぶらでいいだろう、とまだ寝起きでぼんやりしている鬼京は鞄を置いたままにした。

「ちくしょう……ちくしょお、男なんかっ、男なんかぁ……」

　何か姉が寝言を言っていたが、どうせまた男にふられるか何かしたのだろう。学校行って、バイトして、恋こいをして、家に帰って飯食って、人生のレールに沿ってまぁ適当に幸せに生きる。そんな姉のことをべつに軽けい蔑べつはしないが、楽しいのかねぇ？　と鬼京は首を傾かしげる。

　楽しくないなら、無理して生きなくていい。

　だって生きるのって、面倒くさいし。すごく。

　楽しいこと、笑えること、素敵なこと、幸せなこと、そういう〝ご褒ほう美び〟がないと、人生なんか面倒で面倒でやってらんないと思うのだが。自分だけだろうか？

「風邪かぜひくぜ、姉貴」

　涙なみだを浮かべた姉に布団をしっかり被かぶせてやり、鬼京は投げやりな歩調で部屋を出ていく。新築でまだ汚よごれが少ない廊ろう下かや階段を進み、ＴＶの音が響ひびいている居間へと顔をだす。

「…………」

　小学生の弟はつまらなそうに焼いたパンを齧かじり、ぼーっと朝番組を眺ながめていた。挨あい拶さつはない。別に鬼京も弟に愛想良くする趣しゆ味みはない。面倒くさい。キッチンで八枚切りのパンをトースターに放りこみ、ふと気づいて居間の弟に大声で呼びかけた。

「おぉい、親父おやじやお袋ふくろは？」

　いつもならこの時間、勤勉な父や母は仕事前の準備や食事をしているはずだ。なのに今朝はどちらも姿を見ない。別にいてもいなくてもどちらでもいい両親だが、なんとなく気になったのだ。

　弟は応こたえない。どうも鬼京はこいつに嫌われているらしい。鬼京は気にせず、ソファに座りこんだ小こ柄がらな身体からだに近づいて頭を思いっきり揺ゆすってやった。

　悲鳴をあげる弟を無視し、脅おどすように低くつぶやく。

「親父とお袋どこ行ったか知らねぇかって、おにーちゃんが聞いてんだけどなァ？」

「わ、わわぁっ、やめろ放せオカマ！　やめろぉ！」

　叫さけび、弟はお子様らしく手を振ふり回して抵てい抗こうしていたが、鬼京が握にぎり拳こぶしを見せつけるとやがておとなしくなった。いつもならここで姉が弟を苛いじめるなと悪あつ鬼きの形相で叱しかりつけてくるのだが、あの恐おそろしい姉は傷心を抱かかえてベッドの中だ。

　弟は借りてきた猫ねこのようにしおらしく、縮こまって上うわ目め遣づかいに鬼京を見てきた。

「あのね、朝早くね、病院から電話があったの」

「病院？」

　話が読めなくて鬼京は訝いぶかしむ。弟は叱られるかとビクビクして、鬼京の表情を窺うかがいながら小声でつづける。

「うん。それでお父さんとお母さん、慌あわてて病院へ行っちゃったの。お父さんはお兄ちゃんを起こしたほうがいいんじゃないかって言ってたんだけど、お兄ちゃんよく寝てたし、今日は学園祭があるらしいからいいってお母さんが」

「……はぁ？」

　ますます意味がわからない。小学生の弟は舌足らずで、うまく事情を把は握あくできない。

　弟は拗すねたように頰ほおを膨ふくらまし、無意識に彼の肩かたを摑つかんでいた鬼京の手を振り払はらった。そして言いにくそうに、声変わりをしていない佳か音おんでその事実を告げた。

「うん、なんかね……お爺ちゃんが倒れたみたいなの」

　そうして、よりにもよって古頃大祭当日、無城鬼京は己おのれの生き様に大きく影えい響きようを与あたえた祖父──無む城じろ美び国くにの悲報を聞いたのだった。
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　怪モン造ステ学イ者ストだけにはなるなと、鬼京は幼いころから両親に言い聞かされて育った。

　それはおそらく、祖父のようにはなるなという意味だったのだろう。

　妄もう想そうのような物ぶつ造ぞう理論を唱え、貴重な虚マ界テリ呪ア具ルを手元から失い、怪造学会から追放された間ま抜ぬけな怪モン造ステ学イ者スト。それが無城美国という人物への評価の全すべてだった。

　彼が何を考えて、どのような行いをしたのか、どんなものを求めて、どこを目指して研究をしていたのか──歴史の教科書をめくるだけの後世の人間は想像もせず、ただ彼のことを失敗した人間だと判断して笑うだけだ。

　鬼京の両親は、ずっとそんな恥はじさらしな美国を重荷に感じていたのだろう。怪造学という得体の知れない学問の、しかも汚お名めいだけが有名な学者。嘲あざけられ、馬鹿にされ、誰だれにも顧かえりみられない、彼のようにはなるなと──両親は素す直なおに鬼京へと告げたのだろう。

　けれど鬼京は天あまの邪じや鬼くだから、その忠告を無視して怪造学校へ入学した。

　そして今、確実に祖父の後を追うように、誰からも嫌きらわれる存在へと堕おちようとしている。

　どうして？

　自分は、どうして──いつから、こんなふうに？

「美国」

　無城美国が今日まで生きていたのは奇き跡せき、あるいは執しゆう念ねんだと医師は語った。乱れた生活に過か剰じような飲酒と喫きつ煙えん、健康のことなんか考えもせず、この不良な老人は生きていた。一いつ瞬しゆんだけの輝かがやかしい過去を懐なつかしみ、それから延々とつづいた悲ひ惨さんな毎日を嘆なげき、荒あれて、暴れて、飲んだくれた。

　倒れて当然だ。身体を壊こわして、死んでしまうのは必然だ。

　鬼京はそう思う。

　けれど、もし──彼の物造理論が認められて、周囲の賞賛と栄光を摑んでいたら、彼はもうちょっとだけ長生きできたかもしれない。それに、最後の最後まで過去を悔くやまず、こうして独りぼっちで死ぬことはなかったかもしれない。

　暗い病室。無数の管や点てん滴てきに繫つながれた美国は、すでに青白い肌はだをしていた。血の気がなく、屍し体たいのようだ。長身で筋肉質な、髭ひげにまみれた熊くまみたいな老人。生きて動いているときは威い圧あつ的だったその存在が、脆もろい細工のように今は儚はかなく映る。

　弟から美国の運ばれた病院の名前を聞きだし、急いで駆かけつけて、病室で昏こん睡すい状態の彼をこうしてずっと見つめている。何時間が経たったかはわからない。医師も両親も鬼京を美国と二人っきりにしてくれて、今は扉とびらの向こうで深刻な話をしている。病状とか、死んだあとの葬そう式しきとかいろいろとあるのだろう。

　傲ごう慢まんで馬鹿な、けれど人生に倦うんでいた鬼京に生き方を説いてくれた変な老人。会うたびに殴なぐりあい罵ののしりあった、天敵のような存在。それでも心のどこかで尊敬していた、風ふう来らい坊ぼうのような男。

　無城美国に、鬼京は低く問いかける。

「爺さん、あんた──楽しかったかい？」

　椅い子すに座り、飽あきもせず美国の顔を眺ながめて、ぼんやり尋たずねる。

「満足して、逝いけるかい？」

　祖父は銅像のように黙もくして応こたえない。死ぬときなんてこんなものだ。生前に何をしようと、どれだけ偉い大だいな人物だろうと、どんな未練があろうと、誰でも最後はこうして独りで死んでいく。決して声の届かない、永遠に誰とも触ふれあえない、独りぼっちの天国へ。

　鬼京は冷たい美国の腕うでに手を添そえ、握にぎって、俯うつむく。

「今日な、古頃大祭ってぇのがあるんだ。俺、退たい屈くつになりそうなそのお祭りをかき回してさ、精せい一いつ杯ぱいに盛りあげてみたよ。悪党になって、暴れまわって、楽しかったぜえ──」

　虚むなしくそれだけ囁ささやいて、掠かすれきった小声を漏もらす。

「あと少しなんだよ」

　美国の前では照れくさくて、これまで言えなかった自分の目的を、つぶやく。

「あと少しでさァ、俺が古頃大祭で勝利して──校長に願いを叶かなえてもらって、古頃でよ、物造の研究を……」

　ひぐ、と嗚お咽えつをあげた。

　自分は強くない。強い悪党ではない。本当は弱い、ただの怠なまけ者だ。

　そんな自分に生き様を教え、背中を叩たたいて前を向かせた老人がいた。

「そうしたら、物造についてはみんな素人しろうとだから……教師を探してさ、近所に住んでる変な爺じじィが昔に──物造で有名になったやつだって知ってさ、あんたは馬鹿みたいに信じられないッて顔で古頃にきてさ、そこに俺を見つけて余計なことをしやがったなって──」

　知らずに涙なみだが溢あふれてきた。もう最後に泣いたときのことも思いだせない。ずっと涙を忘れて、へらへら笑って、適当に生きてきた。そんな自分が、初めて全力で生きて、目的を成し遂とげるため行動しているのに。

　なんで、美国はいつものように笑って、そいつは楽しそうだなぁって褒ほめてくれないのだ。

「死ぬなよ！」

　鬼京は爆ばく発はつし、袖そでで目元を拭ぬぐって美国の身体からだを揺ゆさぶった。

「死ぬな！　死ぬな！　死ぬな死ぬな！　糞くそ爺ィ！　ふざけんな！」

　狂きよう乱らんして叫さけび、彼の厚い胸むな板いたを思いっきり叩いた。

　反応がなくて、それが悔くやしく──へたりこんで泣きじゃくる。

「死ぬな、馬鹿……なんで、なんで今なんだよ。なんで待てないんだ、もう少し、もう少しであんた──俺が幸せにしてやれたのに、この恩知らずの、嫌いやな、糞爺ィが」

　零こぼれた涙が、一ひと滴しずく、美国の頰ほおに落ちて弾はじけた。

　その熱い液体に反応したかのように、美国は急激に目を見開くと起きあがった。ぶちぶちぶちと点滴の管が千切れる。鬼京は瞠どう目もくし、呆あつ気けにとられてそれを見ていた。

「爺さん……」

　美国は呼吸も忘れ、ただ鬼京を凝ぎよう視しし、肩かたを震ふるわせてこちらに縋すがりついてきた。彼の力は強く、何よりその必死な面相が恐おそろしく、鬼京は息を吞のんで何も言えない。

　二の腕を摑つかまれ、動けない鬼京はそこで美国の押し殺した声を聞いた。

「き……きょう」

　それは、悲運の怪モン造ステ学イ者スト、無城美国の最さい期ごの言葉。

「鬼京──物造は、〝虚きよ無む〟の……」

「爺さん？　何を言ってやがる？」

　鬼京は面めん喰くらい、うまく喋しやべることもできない。騒さわぎに気づいたか医師や両親が扉を開いてなだれこんでくる気配があった。けれど鬼京はそちらを見ることもできず、ただ狂執的にこちらを睨にらみつける美国の血走った双そう眸ぼうに吸い寄せられていた。

　この風変わりで、ひねくれた祖父は、血を吐はくように壮そう絶ぜつな声で告げてきた。

「物造は虚界アンダカを殺す……総長に知られてはならぬ──」

　そこが限界だった。美国の瞳ひとみから目に見えて生気が失われ、その全身から力が抜ぬけ、彼は鬼京にもたれかかるようにして動かなくなった。鬼京は信じられず、また彼の最期の言葉に奇き妙みような不安をおぼえ、目を閉じて身体を投げだした祖父に怒ど鳴なりつける。

「おい！　どういうことだよ！　爺ィ！　おい──」

　応えはなく、医師や看護師に引きずられ、美国と離はなされながら鬼京はひたすらに訴うつたえた。

「わかんない！　わかんないよ！　何が言いたかったんだ爺ィ！　わかるように言え！　死ぬな！　おい死ぬなよ！　死ぬんじゃねえ、爺ィ──ッ！」

　絶ぜつ叫きようはどこにも届かず、脈や瞳どう孔こうを確かく認にんしていた医師が首をふった。

　無城美国──死去。享きよう年ねん八十七歳。
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　本来は朝の八時が開始時刻だったのだが、あちこちで先走り気味に出店などは開かれてしまい、済なし崩くずし的に古頃大祭は華はな々ばなしく幕をあけてしまった。学校のスピーカーからは大音量のＢＧＭが流れ、校内や校外に乱立する出店では呼び子の黄色い声がお客を誘さそっている。怪造高校は大破したり派手な工事をしたり生徒が怪あやしかったりで周辺住民に印象が悪いが、生徒の保護者や、興味本位なお客などが集まってそれなりの人出だった。校庭などはともかく、校舎に入ってしまうと歩きにくいくらいである。

「さぁさぁ、たこ焼き、鯛たい焼やき、もんじゃ焼き、大判焼きにお好み焼き、なんでもあるから買ってってーだべさ！」

　じゅうじゅう焼ける良い音と、焦こげたような焼けたような香こうばしい匂におい、そして陽気な呼びかけの声に、伊依は気づいてそちらを見る。

　焼けた鉄板の向こう、やけに女の子女の子したカラフルな看板の下、見覚えのある少女がヘラや菜さい箸ばしをつかって器用に食べ物をつくっている。よくよく見れば校庭の真ん中は〝商人旅団〟──商店街の子供たちが支配している区域で、食べ物やお面など買って得られるものはたいていここに揃そろっていた。逆に喫きつ茶さ店てんやお化け屋や敷しきなどの出し物は校内に多いようである。

　伊依は無城鬼京を警けい戒かいしつつ、梅うめ子こを頭に乗せて適当に歩いていた。罠わな奈なから預かったディスクの中身は、古頃大祭の準備で慌あわただしく、いまだに確認できていない。それに、なんとなく見るのが怖こわかったのだ。ディスクの再生は古頃大祭が終わって、気持ちが落ちついてからにしようと伊依は思っている。

　ともあれ古頃大祭はこれから。商しよう魂こん逞たくましい〝商人旅団〟の一員、花屋の娘むすめである美み咲さき次じ郎ろう花はなが、伊依に気づいて見み惚とれるくらいに綺き麗れいに笑った。

「あーっ、伊依ちゃん！　食べ物の匂いにつられて伊依ちゃんがきたべさっ、小動物みたいで可愛かわいい！」

「べ……べつに匂いにつられたわけじゃ」

　思わず紅あかくなり、食いしん坊ぼうだと思われてはいけないと真面目まじめな顔を取りつくろう。次郎花は髪かみを鉢はち巻まきでまとめ、後ろで括くくっていつもと違ちがう雰ふん囲い気きだった。鉄板の熱気のせいか汗あせばんでいて、なんとなく色っぽい。

　彼女は手て際ぎわよく鯛焼きを引っくりかえしながら聞いてくる。

「なんか食べてくべや？」

「え？　いや、あたし小食なほうだから、あまりお腹にいれちゃうと動けなく……」

「なぁに、甘いものは別腹だべ！」

　くるんと鯛焼きを宙に舞まわせ、菜箸でキャッチ。そのまま紙に包んでほっかほかのまま手て渡わたしてくれる。熱くて、伊依は何度か鯛焼きをお手玉してしまう。

　その様子を蕩とろけそうな目で見つめ、次郎花は微笑ほほえむ。

「持ってって、それ。食べきれなかったら頭の上の梅子ちゃんに食べてもらえばいいべや。その子、見た目より食べるっしょ？」

「え。あ、うん……」

　さすが商売人の血を引く少女、押しが強い。伊依は困りながらも梅子を見上げて確認したが、彼女は今にも手を伸のばさんばかりに鯛焼きに興きよう味み津しん々しんだった。

〈うん。伊依が食べないなら、わたしがもらう。鯛焼きって、食べたことないもの〉

「そうだっけ？　うん、じゃ、半分こしようね。ハナちゃん、いくら？」

　お財さい布ふを取りだそうとしたら、次郎花はむふふんとばかりに薄うすっぺらい胸を張って自じ慢まんげな顔をした。

「お代はけっこうだべよ？」

「え。悪いよ、奢おごってもらうわけには……」

「いいっていいって。どうせあちゃしら〝商人旅団〟、最初から儲もうけようって思ってないし。深刻に売れ残らなきゃ元手はとれるようにしてるべな。血ち眼まなこになってお金お金って感じでもないべよ、学園祭ってさ」

　困る伊依の手にした鯛焼きにチョコクリームや苺いちごクリームを素す早ばやく塗ぬりたくり、手早く金こん平ぺい糖とうで飾かざりつけて次郎花は満開で笑った。

「楽しむもんだべしょっ、な？」

　伊依もそれは同意だったので、朗ほがらかな友人に大きく頷うなずく。

「そうだね。ありがとうハナちゃん」

「お腹すいたらまたくるべやー」

　言って、彼女はゆるやかに手をふってくれる。その間にも次郎花の笑え顔がおと声につられた男たちが集まってきて、彼女は大おお忙いそがしになってしまった。満喫しているなぁ、と伊依はその姿を晴れ晴れとした気分で眺ながめ、人混みに戻もどった。

「それにしても……」

　たっぷりトッピングされ、豪ごう華かに変身してしまったゴージャス鯛焼きを手に、梅子ともっかい見つめあう。

「梅子ちゃん、食べきれる、これ？」
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　爆はぜ川かわ嫌や凪なぎはうきうきしていた。別にいつも苛いら立だっているのが好きなわけではないから、こんな日もある。何せ今日はお祭りなのだ。基本的に嫌凪は騒さわぐのが好きだし、その騒ぎが馬鹿っぽければ馬鹿っぽいほどいいと思っている。

　そして古頃大祭と名づけられたこのお祭りは、嫌凪好みに馬鹿っぽかった。

「ただ、気に食わねぇのはよぉ」

　歓かん喜きに染まっていた表情を瞬しゆん時じに凍こおりつかせ、凄すごみをきかせて嫌凪は唸うなる。

「てめぇが裏で糸ぉ引いてんのが丸わかりなことなんだけどなぁ、宇宙木ぃ」

　爆川嫌凪。十九歳。史上最年少で怪レイ造・モ学ンス教テ授イアの称しよう号ごうを得た若き俊しゆん英えい。現在は怪造学会執しつ行こう部ぶの長を務め、日々、頻ひん発ぱつする怪事件に忙ぼう殺さつされている。

　外見は、頭の悪い不良のようにしか見えない。血色の髪を三つ編みにまとめ、大きく露ろ出しゆつした肌はだには風変わりな入れ墨ずみを刻んでいる。獲え物ものを見つけた獣けもののような金色の瞳ひとみに、落ちつきのない瘦やせた手足。

　さらに今日はそこにお祭りっぽい物体が加わっていた。

　元気よく揺ゆれる三つ編みの髪には可愛かわいいお面がかぶせられ、頰ほおには中世欧おう州しゆうで流行はやった付けぼくろのような星形のシールを貼はっている。右手には黒い水風船もぶら下がっていて、とても怪造学会の一部門を任せられる偉い人じんには見えない。

　新生古頃怪造高等学校、その灼しやく熱ねつ地じ獄ごくのごとき校長室。調度も置かれた書類も何もかも防火・防高熱の特とく殊しゆ素材である他は、優美で趣しゆ味みのいいごく普ふ通つうの執しつ務む室に見える。その中央──寝ねころべそうな机の向こう、そこで楽しそうに微笑んでいる宇宙木は、嫌凪を挑ちよう発はつするように揚よう言げんしてきた。

「まぁ、こんな善良な校長先生をつかまえて、裏で糸を引いているだなんて。心外論外問題外の三さん拍びよう子しというものよ」

「タヌキが」

　吐はき捨て、嫌凪は飄ひよう々ひようとした宇宙木を睨にらみつける。この完全防寒女、食えないというか面つらの皮が厚いというか何を企たくらんでいるのかわかりにくい。

　嫌凪はあっさり思考を放ほう棄きして、短たん絡らく的に脅おどしつける。

「とにかくよぉー、あんまりフザけたことしやがるとブチ殺しちまうかんな。てめぇに何言っても無む駄だそうだけどよぉーっつうか聞こえてんのかその耳？　あ？　反省くらい猿さるでもできんのにてめぇは猿以下かっつうの。死ね。本当に死ね。ただでさえ古頃じゃ事件が起こりまくってるってぇのによぉー、さらに騒ぎを煽あおるような真ま似ねしやがって」

　本日、嫌凪は怪造学会副総長・久渡貴乃子の特命を受けてこの学校にやってきた。今日は朝から夕方まで古頃大祭と呼ばれる学園祭が開かい催さいされるらしく、嫌凪は執行部長としてその視察と警けい邏らを任されたのである。もっとも、嫌凪の派は遣けんは事件つづきの古頃に配はい慮りよしてのもので──当の本人は仕事にかこつけて遊びまくろうと喜んでいたのだが。

　聞けば宇宙木の発案で最さい優ゆう秀しゆうの企き画かく団体には何でも願いを叶かなえるという報ほう酬しゆうが用意され、投票やランキングにより競争が過熱し、すでに怪け我が人も出ているという。安あん穏のんとお祭りを楽しんでいる場合ではない。本ほん腰ごしをいれて用心していないと大だい惨さん事じに発展しかねない。

　宇宙木の気持ちも理り屈くつの上ではわかる。

　怪造学は危険な学問だ。実際、怪モン造ステ学イ者スト同士の潰つぶしあいなんて日常茶さ飯はん事じ。古頃大祭の準備でその過か酷こくな生存競争を疑ぎ似じ体験させることで、慣らす。あるいは生きのびていく方法を学ばせる。さらに団体行動に適応させ、競争させることで生徒の能力も爆ばく発はつ的に伸のびるだろう。結果的に見れば生徒たちは失ったものよりも多くのものを得られるかもしれない。

　けれど、と嫌凪は思う。胸がむかついて、歯ぎしりする。

　学校っていうのは。学園祭っていうのは。

　楽しめばいいものだろうが。

　競いあって、憎にくみあって、傷つけあうなんて、そんなのはだめだろう。

　それに。

「恨うらまれるかもしれないぜ、宇宙木──あんたは」

　静かに告げると、当然、というふうに宇宙木は微笑ほほえんだ。

「好かれるよりも嫌きらわれるほうが楽でいいわ。私のことなんか憎んで、その憎しみを力に換かえて羽ばたいていってほしい。あのね爆川くん、教師ってのは、そんなもんじゃない？　愛されてどうするのよ。恨まれて、未来を創つくる子供たちの踏ふみ台にならなきゃね？」

「本当に……氷みたいな女だねぇ。俺にゃそこまで割りきれねぇよ」

　素っ気なくつぶやき、くるんと三つ編みを舞まわせて出口へ向かう。

　そして肩かた越ごしに振ふりかえり、水風船を持った手で宇宙木を指さして告げた。

「なんにせよ──てめぇの尻しりくらいてめぇで拭ぬぐうんだぜ。俺たちは万ばん能のうじゃない、神様じゃないから、先に警けい戒かいするか、今、走り回るか、後で反省するかしかねぇんだ。どれもやらねぇやつは怠なまけてるってんで、俺は怒おこる」

「ま、せいぜい走り回るわ」

　良し──と宇宙木の答えに子供みたいに笑い、嫌凪は校長室を出ていった。
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「はぁ…………」

　その途と端たん、世にも陰いん鬱うつで気が滅め入いるような溜ため息いきが聞こえた。

　嫌凪は首を傾かしげ、見るかぎり人ひと気けのない廊ろう下かで立ち止まる。

　校長室は日本の城じよう郭かくみたいな新生古頃の天てつ辺ぺん、つまり天守閣に位置していて、狭せま苦くるしい廊下に小さく設置された窓からの見晴らしがいい。ただ何ぶん高すぎるし、校長室まで用があって赴おもむくのは大変だろう。面めん倒どうな仕事はできるかぎりサボり、他人への嫌いやがらせには努力を惜おしまない宇宙木氷ひ蜜みつという女の性格がモロにでている感じだった。

　そんなことを考えつつ、嫌凪は謎なぞの溜息に苦く笑しようを漏もらす。

「なぁに辛しん気きくせぇ声だしてんの？　今日はお祭りだぜ、鬱宮？」

　声に反応するみたいに、嫌凪の左手──ぶら下げられた水風船がわずかに揺れた。

　漆しつ黒こくの、何か得体の知れない液体が満ちた水風船である。それは重力や嫌凪の意思を無視して左右に揺れ、聞く者の心を凍いてつかせるような声で愚ぐ痴ちを零こぼした。

「ふふ……ふふふ………大だい丈じよう夫ぶ、とても爽さわやかな気分よ……。これでようやく絶望できる………やっぱりどうせアタシなんか人間にとっては使い捨ての道具で、穢けがらわしい塵ごみ虫むしで………ほら、人権も弁解もまとめて無視され水風船に閉じこめられて………そうよ………最初から…………何も期待しなければ良かったんだわ………」

　陰気な言葉の垂れ流しに嫌凪は閉口し、ぐらんぐらんと水風船を揺ゆらして黙だまらせる。この中には水ではなく怪造学会研究部長にして怪レイ造・モ学ンス教テ授イア、鬱うつの宮みや噓うそという生き物が閉じこめられているのだった。彼は固定の外見を持たない何か黒い半液体で、その正体は突とつ然ぜん変へん異いを起こした怪モ造ン生ス物ターだということ以外、一いつ切さいが不明である。

　びよんびよんびよん、と水風船でヨーヨーをして、嫌凪も疲つかれて溜息をつく。

「おいおいおい、鬱宮よぉー、あんたが水風船の中にいるのはあんたが人間の多い場所にはいきたくねぇって駄々こねたからだろうがよぉー。いい加減にその人間嫌ぎらいと引きこもりは直せよなぁ、いちいち無理やり引きずっていくのも面倒くせぇんだからよぉー」

「ごめんなさい……ごめんなさい………アタシみたいな下等な屑くずのために高貴な人間様の手を煩わずらわせてしまって………ごめんなさいごめんなさい………」

「だからその後ろ向きなのもどうにかしろっつの！」

　苛いら々いらして叫さけび、とりあえず鬱宮のことは無視して嫌凪は歩く。校長室前の廊下を真っ直すぐに進めば踊おどり場があって、その中央には穴があき、下層へとつづく梯はし子ごが渡わたされている。

　嫌凪は鬱宮で片手が塞ふさがっているのを感じさせない、器用な動きでその梯子を下り、とん──と着地してそこで待っていた人物に声をかける。

「お待たせ、高橋」

　呼びかけに沈ちん黙もくで応え、ゆっくりとそれは振りかえる。

　重じゆう厚こうで攻こう撃げき的な、どこか禍まが々まがしい黒い鎧よろいを全身に装着した巨きよ人じんである。肌はだが露ろ出しゆつしている部分はなく、眼光はひたすら炯けい々けいとして鋭するどい。腕うでを組み、手首から刃やいばを伸のばしたその姿は巨大な十じゆう字じ架かにも似て異様な迫はく力りよくがあった。もっとも、窓から入ってきたらしい鳥を肩かたに留まらせ、朝の日差しを身体からだに受けている姿はユーモラスな感じすらするが。

「ギ」

　機械が軋きしむような声をあげ、高橋はかるく会え釈しやくしてくれる。その動きに驚おどろいて飛んでいった鳥を見送り、空を仰あおぐ彼に──嫌凪は和なごむ。

　視し聴ちよう覚かく室や倉庫が並ぶ学び舎やの廊下にはその威い容ようが浮ういていて、なんとなく面おも白しろい。

　鬱宮入りの水風船をドリブルしながら、朗ほがらかな笑え顔がおとともに歩み寄る。

「ごめんなぁ、宇宙木の馬鹿が変な位置に校長室をつくりやがってよぉー、高橋の身体じゃ入れなかったからさぁー。俺たちだけで挨あい拶さつしてきたよぉー。その鎧を脱ぬいでくれりゃ早かったんだが、おまえ嫌がるんだもんよぉー」

「ギ」

　気にしていない、というふうに高橋は首をふり、また窓の外を眺ながめた。何か面白いものでも見えるのかと、嫌凪も興味をおぼえてそんな彼の横に並ぶ。

「おぉ」

　そこから見えた奇き妙みような光景に、思わず満面の笑みになってしまう。

「誰だれが考えたんだか知らねぇが──」

　楽しいねぇ、お祭りだねぇ、と思わず拍はく手しゆして、嫌凪はその馬鹿げたものを賞賛した。
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　校庭の各所では出し物もやっていて、あちこちで熱ねつ狂きようの渦うずを発生させていた。楽しいなぁお祭りだなぁと思いながら伊依は歩き、なんとなく感かん慨がい深そうな胸むな元もとの髑髏どくろの溜息を聞いた。珍めずらしいことだったので、伊依はこの首くび飾かざりに封ふうじられた父を見つめる。

「父さん？　どしたの？」

『いや……やっぱり懐なつかしいもんだなぁってな、こういうの。学生時代を思いだすぜ』

　ぼんやり語る彼に、伊依はちょっと新しん鮮せんな気分になる。そうだ、滅めつ作さくだって最初から伊依の父として生まれたわけではなく、彼なりの人生をすごし、もちろん学校に通い勉強し恋こいもして生きていたのだろう。伊依には想像もできないが、それは確かにあった過去なのだ。

　気になって、伊依は適当に歩きながら尋たずねることにする。歩いているだけで無数のチラシを押しつけられ、人さらいかと思うほど強気な客引きにつれていかれそうになるが、我が慢まんして。

「父さんって、どんな学校にいってたの？」

『うん？　あぁ、俺のころはまだ怪造学校なんて洒落しやれたもんはなかったからなぁ、小中高と普ふ通つうの学校だよ。頭悪くてガラも悪わりぃ、ゴミ溜だめみてぇな学校でよ、でも楽しかったな……』

　うんうんと何度か声をあげ、父は楽しげに喋しやべった。

『嫌いやな教師を殴なぐったり殴られたり、後こう輩はいを殴って金巻きあげて授業フケてゲーセン行ったりな、可愛かわいい姉ちゃん見つけたら家まで追いかけてそこん家ちの親爺おやじに殴られたりしてた』

「学校あんまり関係ない……!?」

　呆あきれて伊依が嘆たん息そくすると、滅作は下品にゲヘヘと笑った。

『バァロォ、学校なんざ適当に通ってりゃいいんだよ。若い時間は短みじけぇんだからよ、満まん喫きつしなきゃ損だぜ、伊依？』

「満喫してるよ。父さんとは違ちがう方向性でさ」

　つんと澄すましてそれだけ告げ、あちこちの出店や出し物を冷やかす。父の遺産に頼たよった貯金はあまり無む駄だ遣づかいしたくないから、伊依のお小遣いは少ない。限られた予算で最後まで楽しむためには、なるべく節制しなくてはいけない。

　やっぱり怪造学校らしく、空を見上げれば宣伝用の垂れ幕をぶら下げた怪モ造ン生ス物ターが飛んでいるし、怪モ造ン生ス物ターと一いつ緒しよに踊ったりしている団体も多い。一いつ般ぱん客きやくは初めて見るのだろう怪モ造ン生ス物ターを最初は怖こわがっていたが、だんだん表情から強こわばりが消え、楽しんでくれるようになっている。

　うん、と伊依は思う。この調子、この方向性で、みんな仲良くなれればいい。

『おぉ？』

　不意に滅作が変な声をあげたので、伊依は驚いて彼を見た。

「どうしたの、父さん？　変な声ださないでよ」

『いや……あれ見ろ、伊依、校庭のあっち』

　あれだのあっちだのでは訳がわからなかったが、とにかく伊依は周囲を見回す。さらに増えてきた人混みで視界が悪いが、すぐに滅作の示しているものはわかった。

　校庭の端はじっこ、どこから持ってきたのかサッカーのゴールポストの前、ひときわ大きな人だかりの中央に、見覚えのある人物が立っていた。

　血色の三つ編みに革かわ製の服。身体に走る入れ墨ずみと金色の瞳ひとみ。女め豹ひようのようにしなやかな体たい軀くを見せびらかすように、彼女は堂々と立っている。

　伊依はそちらに近づきながらも、首を傾かしげた。

「あれ……爆川さんじゃない？　執しつ行こう部ぶ長ちようの。古頃大祭で何やってるんだろ？」

『まぁ、おおかた警備でも頼たのまれたんだろうが──』

　二人で会話しながら騒さわぎの中央へと向かう。どうもサッカー部の企き画かくのようで、シュート十発のうち半分をゴールできたら賞金ゲットとかそういう感じらしい。嫌凪は見たところそれに挑ちよう戦せん中──結果は、周りにいるサッカー部員らしき青ざめた顔の生徒たちを見ればわかる。

『怪造学会最強の武ぶ闘とう派は、執行部の親玉が子供ども相手に真しん剣けん勝負するなんざ大人げない……』

　ぼやく滅作の声を聞き流しつつ、ぐいぐい進んで見物客の群れの最前列にでる。なんとゴールキーパーは魑ち魅み寺でら屍かば丸まるで、彼はキーパーグローブを握にぎりしめて嫌凪を威い嚇かくしている。嫌凪はというと、ようやく歯ごたえのありそうなやつが出てきたな……という感じの微び笑しようを浮うかべて滅作の言うとおりにガチガチに真剣だった。

　伊依はふと存在感もなく立っていた、ジャージ姿の駒こま崎ざき学まなぶを見つけて歩み寄っていく。彼は「人間じゃねぇ……人間じゃねぇ」「執行部の部長は化け物か……!?」と錯さく乱らんしているサッカー部員のなか、独りだけ冷静なようで、ボールペン片手に何かの記録をとっている。

「駒崎くん」

「ん？　あぁ、伊依さん。何やってるの？」

　いつもの無表情で彼は、そっとポケットからハンカチを取りだすと伊依の顔へ近づけてきた。びくっと反応する伊依に、学は苦く笑しようする。

「動かないで。梅子ちゃんが食べてる鯛たい焼やきからチョコのクリームみたいなのが垂れてる」

「え？　あ、うわぁ……っ」

　梅子は行ぎよう儀ぎが悪いし、伊依の頭の上という不安定な場所で食べていたので食べ屑くずが零こぼれ、チョコも伊依の額を伝って鼻筋にまで垂れてしまっていた。嫌凪たちに注目していて気づかなかった。

　優やさしい手つきで撫なでるように拭ぬぐってくれた学は、珍めずらしく素直に微笑ほほえんでくれる。

「うん、これで良し。ただ念のため、あとで学校の水道かなんかで顔を洗ってきたほうがいいよ」

「あ、ありがとう駒崎くん。うわぁ、恥はずかしい」

　紅あかく頰ほおを染め、梅子を指で突ついて叱しかってみる。梅子はしょんぼりとうなだれながらも、また鯛焼きにパクついて食べ屑をぼろぼろ落としてくる。

　気にしないことにして、伊依は向かいあう嫌凪と屍丸に視線を戻もどした。

「けど……駒崎くん、これ、どういう状じよう況きようなの？」

「うん。事件は五分くらい前に起きた」

　淡たん々たんと、彼はよく見ればそのへんに倒たおれまくっているサッカー部員を眺ながめてから語る。

「さっきあの三つ編みの執行部長さんが現れてね、サッカー部の企画に挑戦したわけさ。まぁこっちも現げん役えき部員だし、これまでシュートを決められたお客はいなかったんだけど、彼女はズバンズバンとサッカー部員のプライドごとゴールネットを貫つらぬきまくってさ、連続九得点。あと一発、今あそこにいる馬鹿がシュートを止められなかったら僕らの完敗だよ」

「あれ？　駒崎くんと魑魅寺くんってサッカー部だっけ？」

　そこを疑問に思って伊依が尋たずねると、彼は首をふった。

「いいや、べつに特定の部活動には入ってないけどね。旧古頃の部活動って基本的に人数が足りないし、試合の数合わせみたいな助すけっ人ととしてたまに参加するんだ。あの馬鹿は運動が好きなくせに飽あきっぽくてね、ひとつの競技をつづけられないんだ。付きあわされる僕の身にもなってほしいよね」

「…………」

　いや、べつに無理して付きあう必要はないんじゃないかと伊依は思った。相変わらず謎なぞな関係の二人組である。

　呆あきれているうちにも目の前ではドラマが展開しており、仲間をたくさん打ち倒された屍丸は本気の顔で身構えている。

「貴様！　何者かは知らんがその横暴もここまでだ！　この私がここにいるかぎり、貴様のボールはネットに掠かすることも許されんだろうよ！」

「はは、いいねぇ。そういう熱血なのは嫌きらいじゃねぇぜ」

　旧古頃半はん壊かいの《卵アイ・姫ドール》事件、それに偽にせの殻から蛇だでの事件で嫌凪は何度も顔を見せているはずなのに、たかだか一ヶ月でもう屍丸は嫌凪のことを忘れてしまったらしい。嫌凪も屍丸のことは覚えているのかもしれないが、今はただ遊びに夢中になっていて相手の顔なんかまともに見ていない感じだった。

　九回連続でゴールしたならもはや意味はなかろうに、意地と熱血だけで立ちはだかる屍丸に、対する嫌凪もそれに応こたえるつもりのようで、肩かたの関節を鳴らせてボールを足あし下もとに置いた。緊きん張ちよう感が空気を張りつめさせる。群衆が息を吞のんだ。屍丸は大おお真ま面じ目めに嫌凪を睨にらみつけ、どんな動きも見み逃のがすまいと身構えている。

　嫌凪は獣けもののように牙きばを剝むき、ポケットに手をつっこんだまま何気なく足を振ふりかぶった。

「根こん性じよう見せてくれよぉ、男の子！」

　そして楽しげに、端はたから見ると力をこめていない感じに──すこんっ、とサッカーボールを蹴けりつけた。

　瞬しゆん間かんだった。伊依の動体視力では捉とらえられなかった。悲鳴があがり、それが屍丸のものだと察したその直後──派手な音がして、屍丸ごとボールはゴールネットをブチ破ってしまっていた。地面に転がり、いまだギュルギュル回転しているボールを両手で抱かかえた屍丸は、頭でも打ったのか虚うつろな目で嫌凪を見つめて、低くつぶやいた。

「サ……サッカーの神だというのか……？」

　そして、がくりと頭こうべを垂れて動かなくなる。

「あ、死んだ」

　学の無感動な言葉を聞きつつ、伊依は大きく伸のびをして観衆の拍はく手しゆや声せい援えんに応えている嫌凪を眺めた。彼女は殺人的なシュートを放ったことをすでに忘れているような顔で、今にも気絶しそうなサッカー部マネージャーに歩み寄ると賞金の入った封ふう筒とうを手にして笑った。

「もらってくよ。いやぁ、金持ってくんの忘れててさぁ、どうしよっかなぁって思ってたから助かっちゃった」

　そして彼女の仲間なのか、群衆のなか頭ひとつふたつ高い全身鎧よろいの巨きよ人じんに歩みよる。伊依には見覚えのない、重々しい雰ふん囲い気きをまとった人物だ。

　嫌凪は三つ編みを元気よく揺ゆらし、そんな巨体に気安く手を上げる。

「お待たせ、高橋。高橋もやるか？　いい運動と小こ遣づかい稼かせぎになるぜぇ」

「ギ」

　高橋と呼ばれた巨漢は意外なくらい謙けん虚きよに首をふり、なぜだか漆しつ黒こくの水風船を大事そうに抱えて歩み去ろうとする。嫌凪も言ってみただけらしく、満足そうに笑って彼についていく。それを眺め、伊依は小こ柄がらな身体からだで何度か跳はねた。

　伊依は困り、呼びかけながら手を振ってみたが、やっぱり嫌凪は気づいてくれない。

「あ……行っちゃう、いちおう、挨あい拶さつくらいしたいのに」

「走って追いつけば？　僕はあいつを保健室にでも運ばなきゃ……あぁ、本当に、次から次へと世話の焼ける」

　面めん倒どうそうに屍丸の様子を見に行く学とそこで別れ、伊依は散らばっていく見物客にまぎれ、それでも目立つ異様な二人組に慌あわてて駆かけ寄った。嫌凪もすぐにそんな伊依に気づいて、嬉うれしそうな笑顔を浮うかべてくれた。

「よぉ！　伊い織おりちゃんじゃねぇの、元気してるか？」

「伊依ですってば。いい加減に覚えてくださいよ……」

　ごめんごめん、と悪びれずに笑う嫌凪は、伊依よりもけっこう背が高い。近くにいると見上げなくてはいけない。彼女の、この寒いのに大だい胆たんに露ろ出しゆつした肌はだに刻まれた入れ墨ずみがどうしても目につく。

　嫌凪はそんな伊依の目線に気づかず、傍そばで茫ぼう洋ようと立つ高橋と呼ばれた巨人を顎あごで示した。

「こいつな、高橋っつって、俺と同じ怪レイ造・モ学ンス教テ授イアな。いちおう紹しよう介かいしとく。おら高橋、これ伊依ちゃんな、滅作さんの娘むすめさんだよ」

「ギ？」

　高橋は非人間的な呻うめきをあげ、その鈍にぶい光を宿した双そう眸ぼうでこちらを見つめてきた。伊依は少しだけ怖こわかったが、なんとなく彼が悪いひとには見えなくて、大きくお辞じ儀ぎした。

「す、空井伊依です！」

「ギ」

　高橋は鎧よろい兜かぶとで表情が見えないが、なんとなく微笑ほほえんだ気がする。伊依の手をとり、その分厚く冷たい鋼鉄の指で壊こわれ物を扱あつかうみたいに何度か握にぎってくれた。親愛とか友好を示されているらしい。しかし、どうでもいいが、どうして彼は「ギ」としか喋しやべらないのだろう。

　そんなことを考えていると、高橋がそっと手にした水風船を差しだしてくれる。何か黒くドロドロした液体が満ちた水風船だが、どこかの出店で買ったのだろうか。

「？」

　伊依がその行動の意味を理解できず、首を傾かしげると、嫌凪が申し訳なさそうに苦笑いした。

「あぁ高橋、鬱宮は紹介できねぇんだ。そいつの存在は機密だかんな」

『鬱宮だぁ？』

　そこで伊依の胸むな元もと、黙だまっていた髑髏どくろの父が反応した。同時に水風船にしか見えない黒いものがわずかに震ふるえ、怯おびえるように縮こまったような感じがした。

　滅作は何か意地悪な笑い声をあげ、水風船に呼びかける。

『おぉ、てめぇが外にいるなんて珍めずらしいじゃねぇかよ。鬱宮、おい、久しぶりの再会だっつうのに俺に挨拶もなしかよ？　ああん？』

　完全に苛いじめっこみたいなことを言う滅作に、鬱宮と呼ばれた水風船は不意に呻いた。

「うぅ…………」

『うぅじゃねぇよ、こら鬱宮。元気してやがったか？　俺がいない間にちっとは人間嫌ぎらいが直ったか？』

　どうも水風船には何かが潜ひそんでいるらしいが、伊依にはよくわからない。滅作と旧知の人物（？）らしいその鬱宮とやらは、逃にげるように独りでに動くと高橋の背中に隠かくれてしまった。

『なんでい、相変わらず愛あい想そのねぇやつ』

「…………」

　人外たちのやりとりはとりあえず横に置いて、伊依は嫌凪に視線を向ける。

「嫌凪さんたちは、今日はどうして？」

「ん？　あぁ、ここんとこ怪造学校は事件つづきだっただろ？　だから警けい戒かいをな。まさか執行部の全員でうろつくわけにもいかねぇし、俺たちだけだけど。……まぁ、その前に、小腹がすいちまったな。伊依ちゃん、どっかに焼きそばとか売ってねぇ？」

　それなら、と次郎花の出店まで彼女を案内してあげて、オッサンによろしくなぁと手をふる彼女とそこで別れた。彼女がいるなら少しは安心して過ごせそうだが、油断してはいけない。何が起こるかわからないのが怪造学の基本なのだから。

　そう思い、伊依はまた騒さわがしい古頃大祭の渦うずに自ら飛びこんでいった。
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　校内は派手派手しく飾かざりたてられたゴミ溜だめとしか表現できない空間と化していた。異界である。思春期の少年少女の創造性をあらんかぎりに無む駄だ遣づかいして、壁かべという壁にポスターを貼はりオブジェを設しつらえ奇き妙みような仮装で歩きまくる。ところどころガムテープが剝はがれたり壊されたりしているのが手作り感を演出していて、出来損そこないの異世界というか、何か形容しがたい奇妙な景色を形成していた。

　正午を少し回ったくらいのお昼時。

　ここまで大過なく、無城鬼京の登場もなく、何事もなく古頃大祭をつづけることができた。この調子で最終投票が行われる午後の五時までこの状じよう況きようを維い持じできれば伊依の勝ちである。そういう策をつくった。

　まぁ、そこまで完かん璧ぺきに巧うまくいくとは伊依も驕おごってはいない。二重三重に策を練り警戒しておかなくてはならない。伊依は決してあの〝亜あ玉たまの魔ま女じよ〟を過小評価してはいないのだ。

　ともあれ、腹が減っては戦いくさができない。鯛たい焼やきとか綿わた菓が子しではなく、もうちょっとなんかご飯らしいものを食べて力を蓄たくわえておきたい。どこか良い場所はないだろうか、と伊依はあちこちで配られている校内見取り図と、どこの教室で誰だれがどんな企き画かくをやっているということを示すプリントを見比べ、また押しつけられたチラシを眺ながめたりしてぼんやり考える。歩きながらそういうことをすると通行人にぶつかって危ないから、ちょっと出店が少なく人ひと気けがないほうに進行方向を変え、落ちついてじっくり考えることにした。

「………ん？」

　いつのまにか一階、下げ駄た箱ばこの近くまできてしまった。このあたりは出入口なので行き来しやすいよう出店などは禁止されている。昇しよう降こう口の向こう、中庭では黒いＴシャツを着こんだ謎なぞの集団がダンスか黒魔術の儀ぎ式しきか判断しにくい踊おどりを披ひ露ろうして喝かつ采さいを浴びていた。何かの部活動の出し物だと思うが、ううん怪あやしい。

　そんなことを考えていると、ふと見知った人物を目の前に発見した。人物というか着ぐるみで、あれは保健室の住人──山やま田だ魔ま夜やだった。普ふ段だんなら目立つ彼女も、仮装だらけの古頃大祭では微び妙みように地味に見える。風景に融とけてしまいそうな、ひどくお祭りの非日常感にぴったりと適合する雰ふん囲い気きだった。

「魔夜ちゃん」

　彼女は伊依に気づくと、困ったように身じろぎして小声でぼそぼそ何かを言った。たぶん挨あい拶さつしてくれたのだと思うが、聞きとれない。彼女はまだ伊依にあんまり慣れてくれていないらしくて、それは少し寂さびしい。

　伊依は魔夜のそばまで歩き、にっこり笑って問いかける。

「魔夜ちゃん独り？　楽しんでる？」

　その言葉にも、彼女は黙もくして応こたえてくれない。

　そこでようやくなんだか違い和わ感をおぼえ、伊依はまじまじと魔夜を見つめた。着ぐるみの瞳ひとみはボタンだから無表情で、唯ゆい一いつ、覗のぞいている彼女の足あし下もとも微び動どうだにしない。本当につくりもののような、何か普段の彼女とはちがう雰囲気だった。

　どうしてだろう、と思いながらも、伊依は魔夜の背後──珍しく扉とびらが開けはなたれ、怪け我が人などが往来し騒がしい室内を見やった。

　たぶん、今ここにるのは嫌凪に粉ふん砕さいされた屍丸を含ふくむサッカー部の皆みなさんだと思われる。それに学園祭というのは喧けん嘩かや事故が起こりやすい環かん境きようだし、この保健室も今日ばかりは大おお忙いそがしで稼か働どうしているのだろう。だから保健室の他ほかには居場所がない魔夜は困っているわけだ。

　伊依は納なつ得とくし、居い心ごこ地ち悪そうにしている魔夜の手をとった。

「ねぇ魔夜ちゃん、良かったら……あたしと一いつ緒しよに廻まわろう？　ここで立っててもつまらないでしょ？　ちょうどこれからお昼食べようと思ってたんだ、独りで食べても美味おいしくないし、どう？　魔夜ちゃんも」

　魔夜は怖おじ気づいたか、やはり沈ちん黙もくを守っている。えぇい、押しきってしまえと伊依はぐいぐい彼女を引っぱっていく。伊依は実家の寂じやく憐れん院いんで、ずっと誰とも心を通わせられず、寂さびしく独りぼっちで毎日をやりすごしていた。あの感覚、孤こ独どくというものをよく知っている。

　寂しいのは、誰だって嫌いやだ。独りぼっちの誰かがいたら、手を差しのべるべきだ。それだけで、ちょっとでも人知れず涙なみだを流す誰かの数は減る。

「あなたって」

　魔夜が、ぽつりと囁ささやいた。

「変」

　変でも構わない。伊依は、魔夜の手をひく自分を恥はずかしいとは思わない。
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　そこは平へい穏おん派が儲もうけ度外視で運営している、素そ朴ぼくなお食事処どころだった。暖だん房ぼうがきいていて、ちょっとだけ落ち着ける。ちょうどお昼時だからか、三年生の教室を利用した広い空間には大入りのお客がひしめきあっていた。

　食券を買い、料理と引き替かえにしてもらい、用意された長机で勝手に食べるというシステムで、大学なんかの食堂と似ていた。魔夜は放ほうっておいたら延々と何を食べるか迷いつづけそうだったので、伊依は熱々のおうどんをふたつ、注文して運んできた。

「はい、魔夜ちゃんのぶん。これ、お箸はしね」

「ども……」

　魔夜はやっぱり茫ぼう洋ようと応えて、着ぐるみごしのぼやけた声を漏もらした。その声にはなんだろう──少し違和感があったが、その正体は判然とせず、気にしないことにして、伊依はお箸を割って食べはじめる。

「いただきまぁす」

　なぜだろう、魔夜は割り箸に手をつけようともしないので、伊依は独りで黙だまって食べた。やはり奇き妙みような、なんともいえない不可思議な沈黙が流れる。伊依は、目の前にいるこの着ぐるみをかぶった少女が、一いつ瞬しゆんだけ人間でないように思えて──ぶるり、と寒気を感じた。

　どうかしている。首をふり、魔夜を見つめた。

　彼女もこちらを凝ぎよう視ししていた。着ぐるみの、つくりものの瞳が今だけは妙みように生々しい。

「あなたは」

　魔夜はどこか彼女らしくない、責めるような、少しだけ嘲あざけるような、熾し烈れつな声で問いかけていた。

「誰だれにでも、今のように声をかけるの？」

　一瞬、なんのことだかわからなくて、伊依は首を傾かしげる。すぐに思い当たり、こうして食事に誘さそったことを言っているのだと理解して頷うなずいた。

「変かな？」

「変かどうかと問われたら、変」

　魔夜は静かに、ただ淡々と告げてきた。

「もっと警けい戒かいしたほうがいい」

「なんで？」

「わたしが化け物かもしれないでしょ？」

　当たり前のようにつぶやいて、魔夜はやはり声のみで笑った。

「相手が何者かもよく確かめないで声をかけて、こうして油断してそばにいて、後ろを向いた途と端たんにわたしが何か凶きよう暴ぼうな化け物に様変わりして、あなたを食べてしまうかも」

「…………」

　彼女が何を言いたいのかわからず、伊依は訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。しばしうどんをすする音だけが響ひびき、やがて思いだしたように魔夜が言葉をつづけた。

「誰彼構わず近づいて、警戒もなく触ふれあって……そういうのは、優やさしさとは呼ばない。ただの馬鹿。命知らずの、愚おろか者。偽ぎ善ぜん者」

「そう言われると痛いけどね」

　伊依は頑かたくなに他者を拒こばむような魔夜に、苦く笑しようする。

「独りは苦しいじゃない。独りぼっちのひとがいたら、助けたいじゃない。だって、あたしも独りは嫌だし、寂さびしいっていうのがどれだけ苦しいか知ってるからさ」

「大きなお世話」

　刺さすような、それは伊依の全すべてを否定する言葉だった。この感覚は、以前にもおぼえがある。こちらの理想を、夢を、全て踏ふみつぶし、そのうえで高笑いをするようなこの口調。どこで聞いたのだったか──。

　魔夜はその名のとおり暗く忌いまわしい夜のような声で、囁ささやいてきた。

「独りでいたいひともいる。他人を信じない、他人に期待しない、独りで強くなることを望むひともいる。そういうひとにとって、あなたは、あなたの好意は、邪じや魔ま」

「でも、ずっと独りで立ってるのは疲つかれるよ？」

　相手の言葉に怒おこるよりもむしろ哀かなしくなって、伊依は吐と息いきを漏らす。

「疲れたとき、そばで支えてあげたいって思うのは変かな？」

「変。理解できない」

　魔夜は動じない。見ると食事もせず、その舌はただ伊依を否定するために動いている。

「自分さえ良ければいい。他人のために動くなんて、無む駄だ。時間と労力の、浪ろう費ひ」

「じゃあ、なんのために時間と労力を使えば浪費じゃないのかな？」

　丁てい寧ねいに、何か様子が変な魔夜に伊依は問いかけた。彼女とは、古頃大祭の準備で何度か会話し、仲良しになれたとはまだ思えないが、このように強く責めたてられるほど恨うらまれるような真ま似ねはしていないと思う。わからないけれど、たぶん。

「独りで強くなっても、偉えらくなっても、それを褒ほめてくれる誰かがいないとつまんないはずだよ？」

「それじゃ、独りで強くなって、偉くなって、それで満足できるひとがいたら、あなたは絶対に近づかないでね。迷めい惑わくだから、あなたの行こう為いも無駄になるから」

　やはり誰かに似ている魔夜の言葉に、伊依はゆるやかな否定をつぶやいた。

「それでも、あたしは近づくと思う。話しかけて、触れあって、抱だきしめてあげる。独りで満足できるって思っているひとにも、誰かがそばにいる幸せを教えてあげる。迷惑だって言われても、無駄なことをしてるって思われても、やめない」

　魔夜を真っ直すぐに見つめ、伊依は宣言する。

「そういう、あたしの行動が疎うとまれても、利用されても、それこそ後ろを向いているうちに頭から食べられても、あたしは後こう悔かいしない。恨まない。決めたんだ、あたしは、あたしの夢を裏切らない。あたしが友達だと思ったひとを、裏切らない。それだけが誇ほこり」

「また……裏切らない、か」

　また？　と魔夜の発言に首を傾げると、彼女は忌いま々いましそうに低くつぶやいた。

「本当に、誰のことも裏切らないでいられると思っているなら、立派。ていうか、たぶんあなたは本当に一度でも、友達と呼んだ誰かを裏切らないんだろうけど……覚えていて、あなたは本当の悪意を知らない。あなたは本当の拒きよ絶ぜつを知らない。あなたは本当の絶望を知らない。あなたの夢も、理想も、善意も、誇りも、何もかも通用しないこともある。あなたはいつかその夢を利用され、ぼろぼろになるまで生き血と良心を吸われて死ぬ」

　当たり前の事こと柄がらを語るみたいに、魔夜は言った。

「人間というのは……弱い生き物だから」

「だから、仲良くして支えあうんでしょ」

　気づくとうどんを食べ終えていて、伊依は丼どんぶりを机に置くと苦笑いした。

「平行線だね。とにかく信じて、魔夜ちゃん。あたしはあなたを裏切らないよ」

「信じられるもんか」

　かつてどこかでしたような応おう酬しゆうをし、二人は完全に無言となった。

　伊依は泣きそうにすらなってしまって、馬鹿みたいに繰くりかえす。

「信じてくれるよう……努力するよ」

　振ふりしぼるように口にした言葉も、頑なな彼女には届かないまま。
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「空井さん……」

　居心地の悪さを感じながら食べ終え、鯛たい焼やきはもう消化したらしい梅子に追加注文したフランクフルトを食べさせていると、どこかで見たような少女に声をかけられた。

　はて、これは誰だれだっただろう。

　紫むらさき色いろの制服を着た、三年生の少女だ。彼女はこのお食事処どころで働いていたらしく、机を布ふ巾きんで拭ふいたり、椅い子すを直したりしていた。

　そして伊依を見つけると、小走りに駆かけよってきて尋たずねたのだ。

「罠奈ちゃん、知らない？」

「あ──」

　そこで思いだす。罠奈を古頃大祭の企き画かく者として推すい薦せんし、その後、それを悔くいていたのか落ちこんだ顔をしていた先せん輩ぱい。鬼京が校内に張り紙をした直後、罠奈の居場所を尋ねた伊依に縋すがるように伝言を頼たのんできた少女。

　伝言の内容は、ごめんなさい、だった。

　そういえば──慌あわただしくて、それを罠奈に伝えていなかった。申し訳なく思い、同時に今の彼女の質問を聞いて、伊依は俯うつむいた。

「罠奈ちゃ……先輩は、たぶん自宅にいると思います」

　素そ朴ぼくな、どこにでもいる感じの彼女は青ざめ、着ていたエプロンの裾すそをぎゅっと握にぎりしめた。彼女に虚界アンダカの代理戦争のこと、罠奈がその代行者だという噓うそか真まことかもわからない事実、罠奈の最後に残した言葉のどれも伝えるわけにもいかず、伊依は数秒、言葉に窮きゆうした。

　その沈ちん黙もくをどう受けとったのか、先輩は目に涙なみだを浮うかべた。

「あれから……罠奈ちゃん、一回も学校にこなくって」

　その表情を見て、伊依はわかった。罠奈は誰にでもお姫ひめ様さまのように見られていると思いこみ、そんな自分に劣れつ等とう感を抱いているようだったが、ちがうのだ。

　罠奈を罠奈として、好きなひともたぶん、たくさんいた。

　確実にその一人だろう先輩は、思い詰つめたような声でつぶやいた。

「自宅に行っても、門もん前ぜん払ばらいで。あんな……張り紙された後だったから、ぜんぶ嫌いやになっちゃったのかと思って──罠奈さんが古頃大祭に巻きこまれたのは、あたしのせいだし……怖こわくなって、申し訳なくて、謝りたいのに……罠奈さん学校こないし」

「先輩、落ちついてください」

　支し離り滅めつ裂れつになりかけた彼女の吐と露ろを、伊依は受けとめる。自分は頼もしくないし、頭悪いし、いつでも失敗してばかりだが、真しん剣けんな気持ちをぶつけられて、それを気軽に受け流せるほど卑ひ怯きようではない。大おお真ま面じ目めに考えて、足りない頭でも働かせて、なんとか相手を安心させてあげたいと思う。

　大急ぎで携けい帯たい電話を取りだし、以前、一いつ緒しよに帰った別れ際ぎわに教えてもらった罠奈の番号を呼びだす。先輩は目元を擦こすって涙を堪こらえることに忙いそがしく、魔夜はというと状じよう況きようが理解できないのかぼうっとしている。

　しばらく待つと、電話の向こうから声が聞こえた。

『……伊依ちゃん？』

「あ、罠奈ちゃん元気？　あたしあたし」

　ものすごく気軽にそんな挨あい拶さつをして、罠奈の名前に反応した先輩に顔を向ける。思いたったら即そく行動が伊依の基本である。悩なやんで、迷って、戸と惑まどっているうちに現実は自分を置いてきぼりに加速して飛んでいってしまう。誰かと仲直りしたいなら、傷が浅いうちにお互たがいの誤解をといたほうがいい。話しあって、本音で語りあえば、この場合は巧うまくいくと伊依は判断した。

　何か特別なものにならなければいけないのだと、自分に言い聞かせ、理想の虚きよ像ぞうに押し潰つぶされそうになっていた罠奈。変わらなきゃ、とつぶやき、今、精せい一いつ杯ぱいに努力している彼女の後押しをしたい。

『伊依ちゃん？　今、古頃大祭の最中でしょ？　どうしたの？　何かあったの？』

「罠奈ちゃん」

　伊依はおたおたしている先輩を見上げ、心持ち厳しい感じの声こわ色いろで言ってみた。

「これから、罠奈ちゃんにみっつルールを与あたえるから、それを守ってこれからとあるひとと会話してもらいます。ルールそのいち、噓をつかない。ルールそのに、格好つけない。ルールそのさん、自分を屑くずだとかだめだとか貶おとしめない。はい、どうぞ」

　先輩に携帯電話を押しつけ、困っている彼女にも言う。

「先輩、罠奈ちゃんの話、きちんと聞いてあげてください。あのひと、お姫さまじゃなく、天使さまでもなく、あなたと同じ年とし頃ごろの女の子ですから、素す直なおに思ったこと喋しやべってあげてください」

「空井さん……」

　なんとなく状況を把は握あくしたのか、彼女はわずかに頷うなずいた。良いひとなのだ、たぶん。本当は罠奈だって崇すう拝はいされたり、妙みように評判になったりせず、当たり前に友達ができたはずだし……そういうのが、似合っている。

　伊依は微笑ほほえみ、自分にできるのはここまでだと視線を逸そらして告げた。

「伝言、まだ罠奈ちゃんに伝えてません。自分で言ってね、先輩」

「…………」

　先輩は覚かく悟ごを決めたみたいに瞑めい目もくし、大きく深呼吸してからその名を呼んだ。

「罠奈ちゃん……」

　勇気を振ふりしぼるように、真剣な声で。

「あたし、罠奈ちゃんのことなんにも考えないで……勝手に騒さわいだこと、謝りたい、話したい、いい？　罠奈ちゃん、あたし……あなたのこと傷つけてきたね。これまで」

　彼女は語った。不器用に。それでも、たぶん罠奈がいちばん欲しかった言葉を。

「罠奈ちゃんは偉えらいねって、すごいねって、褒ほめて頼たよってばっかりで……罠奈ちゃんも嫌だったかもしれないのに、変に持ちあげて、お姫様みたいに扱あつかって……ちがうの、本当は、仲良くしたかっただけ。あたし罠奈ちゃんが好き、罠奈ちゃんだから好き、罠奈ちゃんが学校にこないと寂さびしい、あたしがあなたを追いつめてたなら、謝らせて……謝りたいよ」

　自分の口から、その伝言を罠奈に告げた。

「ごめんなさい……」

　そこからは、ごく当たり前に、すんなり全すべてが巧くいった。

　先せん輩ぱいと罠奈はそれからたっぷり一時間ほど電話して、仲直りをし、明日からは普ふ通つうの友達になろうとあらためて誓ちかうまでもない、けれど罠奈にはこれまで難しかったことを宣言しあった。

　自分たちは、きっと、こういうふうに当たり前に仲良くできる。

　弱いけど、だから大だい丈じよう夫ぶ。
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『あ、もしもぉし、舞まいさん？　あたしあたし……うん、舞さん今どこにいるの？　捜さがしてたんだけど、見つからなくてさ──え？　誰だれもいないって……えぇっ!?』

　先輩から携帯電話を返してもらって、ついでだからと伊依はいろんなひとに電話をかけて現状を確かく認にんしているようだ。特に舞まい弓ゆみは近ごろ姿を見ないから心配だとか言いつつ、お食事処どころを出てからずっと彼女はその作業にかかりきりだった。

　魔夜はそんな彼女からちょっと離はなれて、人気のないほうへと音もなく移動する。掃そう除じ道具などが押しこまれている倉庫の付近、誰もいない短い廊ろう下かの窓を開け放って俯うつむく。

「…………」

　どうして。

　どうして自分はこんな姿をして、あのように恥はじさらしにも面と向かって問いつめたりして、彼女を言い負かそうと躍やつ起きになったのか。ただ彼女の思考に苛いら々いらして、居てもたってもいられなくなったのか。

　それとも自分の心の弱い部分が、彼女との会話を、彼女に裏切らないと断言され甘やかしてもらえることを望んだか。

　なんて弱い。弱い──生き物。

　ぎりり、と着ぐるみの奥で歯は軋ぎしりが響ひびいた。

　身を震ふるわせ、激しい怒いかりか、あるいは溢あふれる哀かなしみを堪こらえていた彼女は、ふと窓の縁ふちに手をやって遠くを眺ながめる。同時にこちらまで届いてくる伊依の電話の声へ耳を澄すませ、状じよう況きようをなんとなく把握する。

　思考を切り替かえるため、考えを溜ため息いきとともに吐はきだした。

「……無城鬼京は、まんまと騙だまされて偽物のほうへ行ってしまったか。電波は届くみたいだけど、〝魔ま力りよく〟は遮しや断だんされているから──憤怒大公の部下も鬼京を捜し当てられない。簡単な結界だから怪モ造ン生ス物ターなら侵しん入にゆうできるだろうけど、〝憤怒〟の部下じゃねぇ、校舎がもうひとつあるなんて考えもしないでしょ」

　自分も動かなくてはいけない、と魔夜は思い、そっと窓まど枠わくに足をかける。すると着ぐるみの背中が盛りあがり、色とりどりの花に飾られた翼つばさが形成される。

　そうして飛びたとうとした瞬しゆん間かん、足音が聞こえた。

　獣けもののように振りかえると、廊下の暗がりに本物の魔夜が立っていた。

「…………」

　魔夜と魔夜は無言で見つめあう。たぶん人混みが嫌きらいな魔夜はこのへんに隠かくれていて、魔夜の気配を感じて出てきたのだろうな、と思った。魔夜は魔夜に着ぐるみの奥で微笑みかけ、ばさりと翼を羽ばたかせると窓の向こうに飛んでいった。

〈エ……ナニ、今ノ。……私？〉

　残された魔夜は戸と惑まどい、狐きつねに化かされたように動転して窓へ駆かけ寄った。けれど翼を生やして飛んでいったもう一人の魔夜は、すでに青空の彼方かなたに消えてしまって見えない。

「魔夜ちゃん？　魔夜ちゃん？　あ、いた」

　大声で魔夜を捜していた伊依が、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ魔夜に気づいて近づいてくる。

「ここにいたんだね。さ、約束どおり一いつ緒しよに廻まわろう。まずどこに行きたい？」

〈エ？　エ？　空井サン？〉

　状況が理解できないまま、やたら優やさしく献けん身しん的な伊依にそれからしばらく引きずりまわされて、本物の魔夜は成りゆきで大変に楽しく古頃大祭を満まん喫きつしてしまった。
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　その日、闇やみ宮みや血ち影かげが商店街で買い物をしていると、本職のひとを見つけた。

　日本では特とく殊しゆな地域でしか見かけない衣い装しようを着た、どこか浮うき世よ離ばなれした人物だった。紺こん色いろのメイド服に華はなやかなエプロン。ヘッドドレスを楽しげに揺ゆらし、まさか掃除中でもあるまいに、箒ほうきを手にして踊おどるように歩いている。

　それはメイドさんだった。本職の、コスプレではないらしいメイドさんだった。

「まぁ、本職の方でございます」

　思わずつぶやくと、同時にそのメイドさんは声に気づいてこちらを見た。とりたてて美人ではないが、そばかすと人にん参じん色の髪かみの毛が素そ朴ぼくで可愛かわいらしいメイドさんだった。

　そのとき血影は寮りよう生せいたちが参加する新生古頃の学園祭──古頃大祭の様子を見にいこうと、差し入れのクッキーなどを買いながら校舎へ向かっている途と中ちゆうだった。設定上の弟である影かげ文ふみも誘さそったのだが、彼は近所に住んでいる小学生、御み剣つるぎ真ま子こと一緒に行くらしい。邪じや魔ましてはだめかと判断したので血影は独りで寂さびしく歩いているのだった。

　影文は真子と二人だけで大だい丈じよう夫ぶだろうか。何か変なことを言ったり変な行動をしたりして怪あやしまれたりしていないだろうか。真子に迷めい惑わくをかけたり、喧けん嘩かしたりしていないだろうか。心配である。やっぱり自分も一緒に行ったほうが良かったのでは──。

　みたいなことを考えてぼうっとしていたので、警けい戒かい心なども薄うすれており、件くだんのメイドさんがどんどん近づいてくるのにも反応が遅おくれてしまった。

　目と鼻の先まで彼女が歩み寄ってきて、ようやく血影は気づき、はんなり首を傾かしげた。

「何か御ご用ようでございますか？」

　完かん璧ぺきに笑えみで固定された顔をぐっと近づけて、メイドさんはいきなり叫さけんできた。

「偽にせ物もの！」

「偽物？」

　出会い頭がしらに偽物呼ばわりされてしまい、血影はよく状況が理解できずに困こん惑わくする。

　偽物って、まさか血影の正体を一目で看破したのか──と思いながらもつい身構え、目を細くして問いかけてみる。

「あの、仰おつしやる意味がよく理解できないのでございますが」

　メイドさんは血影の殺気に気づかず、ぷんすかと頰ほおを膨ふくらませて主張してきた。

「だってメイドさんじゃないのにメイドさんっぽい格好してるです……。偽物じゃないですか、偽物でありますよ、んもう、メイド喫きつ茶さだかメイド何だか知りませんが、こう偽物が大量生産されてしまっては本職のメイドさんの有り難がたみがなくなるですよ！」

　何か理り不ふ尽じんなことで怒おこられている気がする。

　とにかくあんまり深刻な話でもなさそうだったので、血影は表情を和やわらげると優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「いえ、あの……わたくし、近所の学生寮りようで寮母をやっております、闇宮血影と申します。この格好もメイド服ではなく、由ゆい緒しよ正しき寮母さんの割かつ烹ぽう着ぎ。本職の方の商売敵がたきでも、偽物でもございません」

「あらまぁ」

　メイドさんもすぐに怒ったような素そ振ぶりをやめ、興味深そうにじろじろ見てきた。

「確かに……言われてみると微び妙みようにメイドさんと違ちがうですぅ。そうかぁ、学生寮の──寮母さん、ん？　学生寮？」

　そこで言葉を止め、メイドさんは死地で天使を見たように笑顔を咲さかせた。

「てことは、寮母さん……あなた、古頃怪造高等学校の場所わかります？　メイドさん、恥はずかしながら道に迷ってしまって……お勤めしている屋や敷しきへの道がわからなくなってしまって──校舎からの道はわかるですが、この商店街には初めてきたもので……」

　どうも迷子になって気が立っていたらしい。この夢ゆめ追おい坂ざかの町は山や海がいい感じに目印になるので、慣れればそんなに迷わないのだが──住宅地は入り組んでいるから。

　血影は笑顔のまま「めそめそ」と泣きまねをする奇き妙みようなメイドさんに同情し、胸を張って請うけ負ってあげた。

「それは可哀想かわいそうに、では不ふ肖しよう──この闇宮血影、メイドさんに道案内をしてさしあげましょう。お屋敷といいますと……このあたりでは、虚こ島じまさんとやらのでしょうか？」

「はぁい。メイドさんは虚島様のお屋敷に勤めさせていただいております。本宅に大勢いるメイドさんのなかで、この駆かる原はら遥はるかだけが別べつ荘そうにおけるお嬢じよう様さまのお世話役を任じられたのです。えへん」

　誇ほこらしげに自じ慢まんして、遥というらしい迷子のメイドさんは、童女のように跳とびはねて喜びを表現した。元気で、やっぱり可愛らしいメイドさんだと血影は思う。通行人が怪しい寮母さんとメイドさんの会話を訝いぶかしげに見ているが、二人は気にしない。

「しかし──」

　不意に気づき、血影は見落としていた事実を口にしてみる。

「今日から学園祭ですから──道案内の張り紙くらい貼はってあるでしょうし、新しい古頃の校舎はお城のように大きいですので、上を見ればすぐに校舎を発見できるのでは……」

　そこまで言って、血影は気づく。おそらく夢追坂のどこからでも見える巨きよ大だいな新生古頃の校舎を、今日は一度も見ていない。

「いいえぇ」

　遥が、本当に不思議そうに溜ため息いきを漏もらした。

「メイドさんだって、校舎を目印にすれば迷いませんけど……見てください、ほら──」

　血影を促うながして、彼女は視線を上げさせる。見えるのは──青い空と、開発工事で禿はげ山になってしまった悪名高き鵬おおとり山やま、あとは雲と近所の銭湯の煙えん突とつと、それだけだった。

　新生古頃の校舎は、どこにも見当たらなかった。
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　校舎を目印にしなくても血影は道を覚えていて、無事に遥を虚島の屋敷まで案内することができた。血影もそれなりにご近所と交流をもっているから、平凡な住宅街では浮いているその屋敷については知っていたのだった。

　遥とは不思議と気が合って、話も弾はずみ、気がつけば数時間が経過していた。お昼までご馳ち走そうになってしまい、いつの間にか時計は午後の二時を指していた。

　古頃大祭は夕方の五時まで行われ、その後、何やら最終投票とやらがあっていったん終しゆう了りよう──それからは自由参加の後夜祭とやらが行われるそうだ。今から行っても全すべての出店などを回ることはできないだろうが、とりあえず顔見知りの寮生たちの出し物などは見ておきたい、と思い血影は名な残ごり惜おしく遥と別れた。

　去り際ぎわ、また会いましょうとお互たがいに約束しあった。血影にとって初めてのことだった。嬉うれしくて、感情なんかないはずなのに──晴れ晴れとした気持ちで血影は道路を歩いた。

　自分の変化を、たぶんご主人様は喜ばないだろう。

　所しよ詮せん、血影はあのひとの代理品でしかなく、感情など望まれていない人形なのだから。

　けれど──血影は最近、とても毎日が楽しくて、ご主人様には申し訳ないけれど、ちょっとずつでも変わりたいと思っている。あのひとは、死んだ。すでに血肉の欠片かけらすらもこの世にはない。自分は彼女とは別人で、よく似せただけの人形だ。

　けれど、血影は──彼女の代わりとしてではなく、自分は自分として、ご主人様を慰なぐさめたい。自分をこの世に生んでくれた、本当は優やさしいのに、それを隠かくして強がっているあの愛いとしいご主人様を。孤こ独どくな、その魂たましいを。

「笑ってください、ご主人様」

　つぶやいて、血影は遥に手て渡わたされた〝お土産みやげ〟を小こ脇わきに抱かかえ、本来の目的地である古頃へと向かう。虚島の屋敷からはそう遠くない。

　しかし、どうして校舎がどこにも見えないのだろう。また先日のように半はん壊かいしたわけでもあるまいし、光の加減とか、濃のう霧むとかのせいだろうか？　ぼんやり見えているような気もするのだが、どうもいまいち認にん識しきできない。

「古頃で……何かが起きているのでしょうか」

　金と緑を混ぜたような長ちよう髪はつを舞まわせ、血影は少しだけ足を急がせる。その気になれば自動車よりも速度は出せるのだが、血影と同じく古頃大祭へ遊びにいくのだろう、道行く人々は少なくないので、それもできない。

　けれど。

「近道……くらいは」

　周囲を見回し、誰だれも自分に注目していないことを確認し、血影は軽かろやかに身を翻ひるがえす。猫ねこのように塀へいを垂直に駆けあがり、勢いをつけて飛ひ翔しよう──電信柱を蹴け飛とばし、立ち並ぶ住宅の屋根を飛びまわって校舎への最短距きよ離りを走った。こんなところを見られたら大おお騒さわぎになってしまうが、意外と人間というのは上のほうは死角になっていて見えないものだ。

　とんとんとん、と素す早ばやく疾しつ走そうし、錐きりもみ回転して着地。

　砂すな埃ぼこりが巻きあがる。血影は姿勢を正し、周りを眺ながめた。

「…………」

　奇妙に、静かだった。人間の気配も、物音もない。お祭りというのだから、もっと騒さわがしいものを想像していたのだが──。

　血影は怪け訝げんに思いながらも、そっと視線を真上に向けた。

　唐とう突とつに現れた巨きよ大だいな校舎は間ま違ちがいなく新生古頃のもので、見覚えのある、霞かすみを漂ただよわせた白しろ塗ぬりの牙が城じようは厳おごそかに鎮ちん座ざしていた。

　だが──やはり、生気がないというか、不自然に粛しゆく然ぜんとしている。

　血影は警けい戒かいしながらも歩き、軽々と堀ほりを跳とびこして──並べられた石いし垣がきに沿うように歩いた。血影は何度か学生寮りようのお使いやら書類の更こう新しんやらでここを訪おとずれたので、地図は頭に叩たたきこんである。すぐに生徒たちの出入口、昇しよう降こう口が目前に見えてきた。

　誰もいない。

　耳鳴りがしそうなほどの無音で、もちろん出店も生徒も、古頃大祭のお客たちも見当たらない。日にちを間違えたか、と血影は一いつ瞬しゆんだけ思ったが、昨日──明日の学園祭の準備で泊とまりこむから寮には帰れないと、寮生の伊依や香か美みから電話もあったし。

　考えながらも歩いていると、ちょうど開け放たれた昇降口の向こう──下げ駄た箱ばこが見えてきたあたりで異変が訪れた。

　ひらひら、と花びらが落ちてきたのだ。

　冬だというのに花びらとは面めん妖ような──と思い、血影は用心して立ちどまった。すると次から次へと花びらは舞い降おりてきて、場違いだが、血影は綺き麗れいだと思った。

「…………」

　すぐに気づく。これは花びらではない。細かく切り刻んだ色紙……紙かみ吹雪ふぶきだ。ためしに手にとってみたそれは正確な四角形で、紙吹雪をつくった人物の几き帳ちよう面めんさが見てとれた。

　そんなことは、どうでもいい。

　肝かん心じんなのは、これが自然の花びらではなく紙吹雪なら──それを高いところから撒まいた誰かがいる。

「人の行く裏に花在り山の道……」

　その声は、遥はるか高みに存在する天守閣──そのさらに上、どっしりと置かれた鯱しやち瓦がわらに立った人物から放たれた。あまりにも距離があり、おまけに逆光で、血影の位置からはよく顔が見えない。ただ声からいって、少女のものだと思われた。

「今宵こよいは快晴！　貴様が仰あおいで天に恥はじぬ真の悪党ならば、この陽光と私をしかと見み据すえて名乗りをあげるがいい！　目を逸そらし、この場から失うせるならばそれも一興！　花はな咲さく山の道裏にすら居たたまれない下げ卑びたる己おのれを恥じて去いねい！」

「…………」

　血影は反応できなかった。言っている意味がよくわからなかったし、何より──曰いわく形容しがたい、体液が沸ふつ騰とうし、全身が痛つう痒ようを感じて引きつる、かつて味わったことのない類たぐいの感動が身体からだを走り抜ぬけたのだ。

　雷かみなりに打うち抜かれたような、心臓に杭くいを刺さされたような、それは驚きよう愕がくだった。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ血影に、声の主は不満げによく響ひびく声で告げてくる。

「名乗りもせず、去りもせず、その場を動かぬ貴様の傲ごう慢まん──この私への挑ちよう発はつだと受けとった！　そこを動くな！　とう！」

　そして華か麗れいに、その人ひと影かげは宙を舞う。木の葉のごとく軽かろやかに、流星のごとく美しく。血影は棒立ちになり、ただそれを見つめている。正体不明の悪お寒かんのような高熱のような、酩めい酊ていした身体は自分の意思では動かない。

　明らかに落ちたら無事には済まない天空から、少女は当たり前のように飛びたった。

　普ふ通つうは、死ぬ。落ちて、潰つぶれて、即そく死しする。

　だから咄とつ嗟さに──血影は彼女を守ろうと動いた。本能的に、両手で彼女を抱だきとめようと、超ちよう高こう速そくで落下してくる少女に駆かけ寄って手を伸のばした。

　少女はぎょっとして、その血影の行こう為いに顔を硬こう直ちよくさせたように見えた。

「ば、馬鹿者が！　そこを退どけ！　私は大だい丈じよう夫ぶだ！　着地できるから──余計な真ま似ねはするでない！」

　血影だって、止まっているわけにはいかない理由がある。自分でも理解できない、深い深いところからの命令が、血影を動かしている。

　接せつ触しよくは、一瞬だった。何かを喚わめいている少女の落下地点に身を躍おどらせた血影は、ふわっ──と衝しよう撃げきもなく彼女を受けとめた。落ちてきた少女は砲ほう弾だんくらいの速度と破は壊かい力を伴ともなっていたが、血影にとっては造作もない。ただ少し血影の内側にある黒いものを露ろ出しゆつさせ、力の方向を曲げて拡散させてやればそれでいい。

　抱きしめた少女の、温かさを血影は嚙かみしめる。

　それは見覚えなんかあるわけがない、誰だれかもわからぬ少女だった。純白の髪かみに、深しん紅くの瞳ひとみ。蜘く蛛もの巣す柄がらのバンダナを巻き、身体中に銀細工を光らせている。

　肩かたから日本刀を下げた彼女は、血影と同じ戸と惑まどいを覚えているのか──血影のほうこそ聞きたいことを、そっと囁ささやいてきた。

「……誰だ？」

　血影は困ったように微笑ほほえみ、首を傾かしげる。

「さて、誰でしょう？」

　つぶやいて、血影は少女をぎゅっと抱きしめた。少女もなぜだか拒こばまずに、不思議そうに血影のことを見つめていた。
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　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは困っていた。実に実に、困りきっていた。

　古頃怪造高等学校──その人ひと気けのない一室である。普通の教室を喫きつ茶さ店てんふうに改造した感じで、入口には安っぽい花はな飾かざりとともに〝メイド喫茶《しゃるるとうれ》〟と看板が掲かかげられていた。

　居い心ごこ地ちが悪いわけではない。むしろかつてないくらい安心している自分がいる。けれどその理由がわからず、もやもやとして、落ちつかないのだ。

　舞弓は今朝、古頃大祭に参加するために通常どおり登校したのだが、これこの通り、人っ子ひとりも見当たらない。あちこち捜さがし回ったのだが、出店やイベントの飾りつけなどはそのままに、生徒も教師も来客すらも神かみ隠かくしにあったように姿を消していた。

　これは何か超常的な現象が発生しているに違ちがいない、と何者かの陰いん謀ぼうだと決めつけて舞弓は今朝からずっと校内を彷徨さまよっていた。だんだん心細くなってきたが、消え去ってしまったみんなを助けられるのは自分だけかもしれないのだ、と自分に言い聞かせてがんばった。
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　そうした努力が実ったのか、怪あやしい人影が歩いていたのを発見し、登場シーンの演出に使おうと歩きながら暇ひまつぶしに作っていた紙吹雪を撒き、颯さつ爽そうと大地に降り立ったのだが──どうも、相手は自分と同じくこの奇き妙みような無人の新生古頃に迷いこんだだけらしい。

　ちら、とその問題の人物を眺ながめる。

　綺き麗れいなひとだった。

　手慣れた仕草でポットから湯をそそぎ、ティーバッグを揺ゆらしてお茶をいれている。何気ないその仕草のひとつひとつが、丁てい寧ねいで見ていて気持ちいい。薄うすく緑色が混ざったような金きん髪ぱつを腰こしのあたりまで伸ばしていて、動くたびにそれが光をまとった水のように流れる。どことなく人形めいているというか、生気を感じないひとだが、なんでだか見とれてしまうほど神こう々ごうしい。

　舞弓は彼女と話しあい、この閉へい塞そくした状じよう況きようを打破するため、お互たがいの情報を交こう換かんする必要があると主張した。どうして校内には誰もいないのか。消えた生徒や教師たちはどこへいったのか。知っていること、気になったことを洗いざらい教えあって協力しようという方針である。

　普通に動いた湯ゆ沸わかし器や、安っぽい紙コップはこのメイド喫茶とやらで使われる予定のものだったのだろう。やはりここは古頃の校舎で間違いない。準備も完かん璧ぺきに終わっているように見えるし、今日が古頃大祭当日だというのも揺るぎない事実だろう。

　ならばなぜ、自分たちの他ほかには誰もいないのか？

「どうぞ」

　考えこんでいると、気配なく女のひとが傍そばに立って、湯気をあげた紙コップを目の前に置いてくれた。舞弓はらしくなく動転し、慌あわてて何度も頷うなずいてしまう。

「か、かたじけない」

　なぜか緊きん張ちようしている、そんな自分がよくわからない。

　相手は微笑ましそうに舞弓を見つめ、自分のお茶も正面──長机とシーツで簡易に作られた座席に置いた。けれど座らずに、なんとなく嬉うれしそうにつぶやく。

「きちんとお礼が言えて、偉えらいです」

　そして小さな子供にするように、舞弓の頭を撫なでてくるのだ。その感かん触しよく。触ふれてくる彼女の掌てのひらに、舞弓は不思議と逆らえなかった。我知らずいつも強こわばらせている表情も、溶とけて崩くずれて、ほのかに笑顔をつくっている。

　そんな自分に気づき、恥はずかしくなって、俯うつむく。

「あ………あの」

「あら、申し訳ございません」

　相手はすぐ手を引っこめ、やはり音もなく移動すると正面に腰を下ろした。そして眉まゆ尻じりを下げ、穏おだやかな気持ちにさせてくれる透とう明めいな声で謝ってきた。

「失礼でしたね。初対面でございますのに」

「い、いえ……私はべつに」

　変だ。なんだか、今の自分はすごく変だ。普ふ通つうではない。いけない。何かの魔ま術じゆつか、妖よう術じゆつに操あやつられている可能性がある。明めい鏡きよう止し水すい。心を強くもち、いつもの自分に戻もどらなくては。常に気高く、剛ごう毅きに、正しく、真っ直すぐに──。

　熱々のお茶を口に含ふくみ、呼吸を整えて舞弓は目の前の人物を見つめる。彼女はどこか慈いつくしむように、聖母みたいな笑みを浮うかべていて、舞弓はひどくやりにくい。目線を逸そらし、紙コップの底まで舐なめるようにして飲み干した。

　相手はすぐに気づき、自分のお茶を舞弓の前に差しだしてくれる。

「喉のどが渇かわいているなら、どうぞ。わたくし、水分は必要としておりませんので」

「あ。いや、そのようなわけにも」

　うまく喋しやべれない。もどかしい。

　舞弓は強ごう引いんに変な空気を打破しようと、鋭するどい口調で問いかけた。

「失礼。貴方あなた──お名前はなんと？」

「はい？　あ、そういえば名乗っておりませんでしたね。なぜでしょう、あなたとは……他人のような気がしなくて」

　舞弓もどこかで感じていたその想おもい──親近感を相手も抱いだいているのか、彼女は警けい戒かいもなく素す直なおに答えてくれた。

「わたくし、闇宮血影と申します」

　知らない名前だ。やはり気のせいか、この懐なつかしいような感覚は。

　舞弓はそう考えながらも、やはり引っかかるものを感じて問いを重ねる。

「あの、どこかで……？」

「いえ、初めてお会いいたします。わたくし、これまで出会った方のことは忘れない自信がございます。以前のことは──わかりませんが」

　ふと遠い目をして、血影と名乗った彼女は小さく頷いた。

「それとも、以前……でしょうか、しかし──あのひとは十五年も前に」

「あの？」

　虚うつろな表情になってしまったので呼びかけると、血影は我を取り戻して微笑ほほえむ。

「いえ、こちらの話でございます。あなたのお名前は？」

「戦橋、舞弓です」

　誤読をされやすい名前なので、しっかりと区切って発音する。

　そこでふと気づいたが、自分は珍めずらしく敬語で喋っていた。

　舞弓は基本的に教師だろうが親だろうが己おのれが敬意を表すると判断した人物にしか敬語を使わない。生まれてからこれまで、そうして敬語を用いたのは崇すう拝はいしていた義兄あにを含む極ごく少数の人間だけだ。

　なのにこの血影という人物には、当たり前のように敬語で喋っていた。

　不可解で、腕うでを組み、舞弓は真しん剣けんに悩なやんでしまう。

　なんなのだろう、いったい。病気か何かだろうか？

「まぁ──とにかく」

　今は自分の変な感じなどを気にしている場合ではない。非常事態なのだ、心を平静にして、打開策を見み出いださなくては。

「………？」

　そこまで考えて、ふと舞弓は何かの気配を感じる。

　血影も同時に顔を上げていて、緩ゆるやかに立ちあがると窓へ向かった。素早く舞弓もそれに続く。ここは二階、窓まど際ぎわの教室で、校庭やそれを囲む堀ほりなどがよく見えた。

　木こ枯がらしがふく寒々しい堀の上、渡わたされた橋を独りで歩く人物がいる。

　舞弓たちと同じように迷いこんできたのか、誰だれもいない学校を不ふ審しんそうにきょろきょろと見回している。

　その様子を眺ながめている舞弓たちは発見されないように身をかがめ、小声で意見を交かわしあった。

「……どういたします？」

「どうもこうも何も、まずは敵か味方か確かめなくては」

　血影の疑ぎ問もん符ふに、舞弓はひとまず応え、窓まど枠わくぎりぎりに寄って目を凝こらした。立ち並ぶ樹木が邪じや魔までよく見えず、直接行くしかないか──と思った瞬しゆん間かん、樹木の隙すき間まで歩く人物の顔がばっちり見えた。

　どこか危うげな、二年生の黒い制服をまとった少女。否いな──あれが女装だということを舞弓は知っている。角の飾かざりに食えない表情、あれは今や全校生徒の敵と化した諸悪の根源──無城鬼京そのひとだった。

　爆ばく弾だんのような海かい賊ぞく放送から約一週間、舞弓や他ほかの過激な生徒が捜さがし回ったものの発見できず、今日まで行方ゆくえをくらませていた古頃大祭の異い端たん児じが、たった独り不審そうに立ち止まりながらも歩いている。

　好機だ。これは絶好の機会である。

　今ここで彼を討ち果たし、成敗すれば古頃大祭を包む不ふ穏おんな空気は払ふつ拭しよくされる。よし今すぐにでも飛びかかって刀の錆さびにしてくれる──と窓を開き、飛びだしかけた舞弓の耳に、気が抜ぬけるような音楽が響ひびいてきた。

「…………」

　聞き慣れたこれは、舞弓が義母ははに無理やり持たされた携けい帯たい電話の着信メロディだ。舞弓は機械が苦手なのであまり使わないが、このあいだ伊依が勝手にいじくって暴れん坊ぼう将軍のテーマを着メロに設定してしまった。それはべつにいいのだが、音が無城鬼京に聞こえたらまずいと舞弓は素早く携帯電話を取りだした。

　相手が誰かも確かく認にんせず、ひとまず暴れん坊将軍を止めたくて通話ボタンを押す。

「誰だ？」

『あ、もしもぉし、舞さん？　あたしあたし』

　耳に押し当てた携帯電話から聞こえてきたのは、吞のん気きな声だった。

　この声は──とすぐに思い至り、舞弓は低くつぶやく。

「伊依か？」

『うん、舞さん今どこにいるの？　捜してたんだけど、見つからなくてさ』

　ちょっとだけ心配そうに言うその声は、空井伊依だった。舞弓の苦楽をともにした相棒であり、放ほうっておけない危なっかしい友人だ。もっとも、伊依も舞弓に同じ評価を下しているかもしれないが。

　舞弓は鬼京のことも一いつ瞬しゆんだけ忘れ、声を大きくして夢中で叫さけぶ。

「伊依こそどこにいるのだ!?　私は今、誰もいない古頃の教室にいるのだが──君はいったいどこにいる？　他のみんなの行方は知っているか？」

『え？　誰もいないって……えぇっ!?』

　伊依はなぜだか妙みように驚おどろいた。彼女の声に混じって大勢の喋しやべり声とか、音楽とかが聞こえてくる。あちらは何やら騒さわがしいようだ。彼女がどこにいるかは知らないが。

　伊依は慌あわてた感じに、早口でまくしたててくる。

『なんで舞さんそっちにいるの？　あの、舞さん独り？　他に誰もいない？』

「いや──」

　舞弓は、そばで何事かという感じに首を傾かしげている血影を見て、電話の向こうに応こたえた。

「私と、闇宮血影という女性がいる。あと……さっき無城鬼京も見たな。そうだ無城だ！」

　なんで血影さん!?　とか騒いでいる伊依を無視して、舞弓は一方的に宣言する。

「私は今、無城鬼京を発見した。君がどこにいるのかは知らないし、現在の状じよう況きようはまったくわからん。けれど、私は私の信じる正義を行使せねばならん……。すなわち、疑う余地もなく悪の権ごん化げである無城鬼京を目の前にした今、私は彼を斬きらねばならぬ。わかったな？　また電話する。今は火急につき切るぞ！」

『待って待って待って舞さん！　鬼京さんって？　〝亜玉の魔ま女じよ〟はそっちにいるんだね？』

　切せつ迫ぱくしたような声に、舞弓も焦あせりながら声を返す。

「うむ！　そっちだかあっちだかいうのはわからんが、無城鬼京はここにいる！　見み間ま違ちがえるわけがない、あのふざけた格好！　あぁ、見失ってしまう……喋っている暇ひまはないのだ、電話を切るぞ、伊依！」

『待って！　うぅん……そうだなぁ、でも今からじゃ──あたしは動けないし、他のひとも……でも舞さんは言っても聞かないし………』

　何やら独り言をして、やがて考えがまとまったか、伊依が真しん剣けんな声で告げてきた。

『舞さん、頼たのみがあるんだ』

「なんだ。無城を斬るのはだめだというのか？　それは断る！　あやつに天てん誅ちゆうを下さんことには古頃に平和はこない！」

　不満げに言い放つと、伊依はしばし押し黙だまり、断腸の気持ちをこめて囁ささやいてくる。

『ううん、頼みっていうのは──とにかく、そこで時間を稼かせいでほしいんだ、舞さん』

「……どういうことだ？」

　理解できないで反復すると、この底知れない舞弓の友人は真っ直すぐな声で言った。

『そうだな……五時、午後の五時まで無城鬼京さんをそっちで足止めして』

　堂々と、信じられないことを宣言する。

『そうしたら、斬るまでもなく──〝亜玉の魔女〟を敗北させられるよ』

　は？　と訝いぶかしむ舞弓に、伊依が静かな声で己おのれの計画を語りはじめた。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　伊依から一通りの話を聞き、時間を稼ぐことに同意して携帯電話を切った舞弓は、同じく耳をそばだてていたらしい血影の視線に気づき、肩かたをすくめた。

「ということで、私はこれからあの少年──無城鬼京を相手にしばし時間を稼がねばいけないらしい。もしかしたら戦せん闘とうになるかもしれないし、血影さんはどこか安全な場所に隠かくれていてください」

「そういうわけにも参りません」

　なぜだか心配そうに小首をふり、ふと思いついたように彼女は持参した荷物を何やら手て探さぐりし始めた。近所の商店街で評判のお菓か子しと、あれはなんだろう……桃もも色いろの包み？

　血影はあくまで冷静な口調で、包みをぺりぺり剝はがしながら言った。

「時間稼ぎと仰おつしやいましたね？　わたくしに考えがございます。要はその鬼京さんとやらをこの場に引き留め、余よ所そへ行かせないようにすればいいのでしょう？」

　そんなことを言いながら彼女が取りだしたのは、なんだろう、えらくヒラヒラでフリフリな衣い装しようだった。紺こん色いろの──たぶんこれは噂うわさに名高いメイド服。ヘッドドレスにエプロンまでついていて、それのどれもが舞弓の感覚からいって可愛かわいい可愛い感じがして忌いまわしい。

「血影さん、その服は……？　というか、それが時間稼ぎとどう関係が？」

　丁てい寧ねいな手つきで新品らしいメイド服をビニールから取りだし、聖母のように微笑ほほえむ血影に舞弓は嫌いやな予感がした。まさか。まさか、と思う。己は誇ほこり高い戦士であり、女である前に正義のために命をかける武士である。このように珍ちん奇きな、男に媚こびるためのような衣装とは永遠に関かかわることはないはずで──。

「古来、男性を引き留めるには色いろ仕じ掛かけと相場が決まっております」

　血影は何か異様な雰ふん囲い気きをまとわせ、じり、と近づいてきた。

「さぁ」

「嫌だ」

　舞弓は不覚にも数歩だけあとずさってしまい、背後がすでに壁かべであることに気づいて目を見開いた。逃にげ場はない。血影は窮きゆう鼠そのごときそんな舞弓に余よ裕ゆうげな笑みのまま、メイド服を手にしてゆるやかに近づいてくる。それは何かえらく楽しそうな、邪じや気きがないぶんだけ性質たちの悪い表情だった。

「嫌だ嫌だ」

　舞弓は子供のように駄だ々だをこね、涙なみだすら浮うかべそうになって首をふり、迫せまりくる血影とメイド服から逃のがれようとして叫さけぶ。

「こ、断る！　丁てい重ちように断らせていただく！　私はッ、そんな可愛らしい格好は──」

「けれど時間を稼がなくてはいけないのでございましょう？　あらゆる手段を講じませんと。ほら、舞弓さんは背が高いので外国のお洋服は似合うはずです」

「そ……そうかな……否いな！　だから着ない！　私はそんなもの着ないぞ！」

　騒さわいでいるうちに血影は信じられないほど素す早ばやい動きで舞弓に肉にく薄はくし、袴はかまのように腰こしの左右で縛しばった帯おび紐ひもを摑つかんだ。この制服の構造上、これを思いっきり引っぱられたら脱ぬげてしまう。本気だ。血影は本気だ。本気で自分にコスプレをさせるつもりだ!!

「落ちつけ！　話しあおう！　他ほかに方法があるはずだ！　というか放せ！　放してください！　私はあなたを斬きりたくない！」

「駄々をこねてはいけません。ほら、動くと生き地じが破れてしまいます」

「はーなーせーっ！」

　暴れたが、相手を傷つけてはいけないと本気で抵てい抗こうすることもできず、さらに血影は細い身体からだに似合わず非常に腕わん力りよくがあった。呆あつ気けなく押し倒たおされ、しゅるりしゅるりと林りん檎ごの皮でも剝むくように服が奪うばわれていく。ボタンが外され、上着が剝がされ、卑ひ怯きようなくらい的確に舞弓は丸まる裸はだかにされていく。

　血影は美しく微笑んでいた。何か大変に満ち足りた表情だった。

「はい服を脱ぎ脱ぎしましょうね。ふふ、ではこれを……あら、もっと複雑な造りかと思いましたら、最近のものは着やすくなっているのでございますね──」

「やめて！　やめろぉ！　脱がすな！　着せるな！」

　さらしを巻いた胸まで晒さらされた瞬しゆん間かん、舞弓の羞しゆう恥ち心しんは限界にきた。爆ばく発はつするように真っ赤になり、本気で暴れる。しかし放った蹴けりはかるく避よけられ、馬乗りになった血影はそんな舞弓を巧たくみに誘ゆう導どうし、伸のばした腕うでに袖そでをとおしたりして確実に着き替がえさせていく。舞弓は嬌きよう声せいとも悲鳴ともつかない声をあげ、瞬またたくまに着せられていくメイド服から逃れようと身をよじった。

　意味はなかった。ここまで圧あつ倒とう的に何も抵抗できず、好きなように弄もてあそばれたのは生まれて初めてだった。敗北感に打ち震ふるえ、舞弓は床ゆかに倒れたままついにもがくのをやめた。

　それから、ほんのわずかの時間が経たって、血影は爽さわやかな笑顔で立ちあがった。

「ふぅ、よいお仕事をいたしました。わたくし満足です」

「うぅ……うぅっ、うぅぅ………」

　舞弓は床から置きあがることもできず、ただ哀かなしみと恥はずかしさに動けず、涙をこらえて打ち震えている。血影は気にせず、脱がされ放ほうられた舞弓の衣服をきちんとまとめ、こちらを見下ろすと手を合わせて柔やわらかく微笑んだ。

「あらぁ、うふふ、やっぱり、わたくしの予想どおりに大変に可愛らしくなりました」

　そんな血影の視線の先、いまだ全身から負の感情を零こぼしている侍さむらい少女は──。

「殺せ……いっそ殺せ！　この姿を誰だれかに見られる前に殺してくれぇぇ！」

　過去最大の屈くつ辱じよくのなか、メイドさんの服装で吼ほえた。
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　古頃大祭における無城鬼京の戦法は、植民地支配のやり方である。

　まず古頃大祭ランキング上位者を襲しゆう撃げきして全ぜん滅めつさせ、残りの生徒全すべてを張り紙と海かい賊ぞく放送で脅おどした。そして選せん択たくを迫ったのだ、服従か死か。

　それでも反はん抗こうした生徒たちは見せしめとして潰つぶし、恭きよう順じゆんを申しでた生徒は支配下に置いた。彼らには企き画かくどおりの出し物をやらせるが、その得票は全て鬼京に献けん上じようさせる。敵対者を殲せん滅めつし、自分の票を増大させる──乱暴だが確実な方法である。鬼京には基本的に協力者はいないし、生徒の弱みを握にぎったり潰したりするのに忙いそがしくて自分で出し物はできないから、植民地にした企画からの得票に期待するしかないのだ。

　さて、連中はうまく客を集めているだろうか。

　襲撃の報復を避けるため初めから古頃大祭には最後のほうまで参加しないことに決めていたが、美国のことがあり、学校に辿たどりついたときにはもう午後の二時を過ぎていた。昼食も抜ぬかしているし、腹が減ったからどこかで何か食べていこうかと思ったのだが──。

「……なんだぁ？」

　古頃の敷しき地ち内には、奇き妙みようなほどに人ひと気けがなかった。誰もいない。あちこちに出店などはあるのに、人間の姿だけが見当たらなかった。鬼京に反抗して全員がストライキでも起こしたのかとも思ったが、客の姿すらまったくないのは不自然だ。

　怪あやしみながらも歩き、校庭を囲む堀ほりを渡わたって校舎のそばまで歩いた。華はな々ばなしく飾かざり付けをされた無人の学校というのはある意味ではホラーだったが、恐きよう怖ふよりもまず戸と惑まどいのほうが大きかった。

　考えられるのは、何かの罠わなか、幻げん覚かくか、何らかの現象で生徒がまとめて消失したか──なんにせよ。

「面めん倒どうくせえなァ……」

　美国の死を受けて一時的な無気力状態となった鬼京は、いつもよりも気け怠だるげに、当て所どなく校内を歩いた。やはり誰もいない。自分の足音だけが大きく響ひびく。

　否いな。

　一いつ瞬しゆん──誰かの話し声が聞こえたような気がした。鬼京は耳を澄すませて、そのかすかな音を辿っていく。声につづいて頭の悪そうな音楽まで響いてきて、鬼京は警けい戒かいしながらも足を早め、ひとつの教室の前で立ちどまった。

　見上げて、そこに掲かかげられた看板を読む。

〝メイド喫きつ茶さ《しゃるるとうれ》〟。

「メイド喫茶だぁ……？」

　気配は部屋の内側からする。鬼京の足音に気づいたか、会話のようなものは消えていた。ただ無意味に陽気な旋せん律りつだけが跳とびはねていて、気が抜けるが──逆に不気味だ。

　さて、鬼おにがでるか蛇じやがでるか。

　罠を疑って逃にげるのが当然だろうが、今の鬼京はほとんど自や棄けになっている。挑ちよう戦せんするように扉とびらを睨にらみつけ、思いっきり勢いをつけて開いた。

「お帰りなさいませ──ご主人様ぁ♪」

　そして豪ごう快かいにズッコけた。
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　本当に、本当によくわからない理由で桃もも色いろに装そう飾しよくされたおピンクな空間だった。基本的に机や椅い子すをどけただけの教室なのだが、長机を利用してつくられた座席にはフリルだらけのシーツがかけられ、可愛かわいらしい花か瓶びんとメニューボード、ナプキンなどが置かれている。高級感はどこにもなく、ただひたすらに安っぽくて甘ったるい。

　そんな思わず退ひくような室内に、彼女は顔を赤らめて立っていた。

　紺こん色いろのメイド服にエプロン。ヘッドドレスをつけた白い髪かみは短くふたつの三つ編みにされていて、手には抱だきしめるようにお盆ぼんを持っている。一瞬、誰だかわからなかったが、すぐに気づいた。この特とく徴ちよう的な深しん紅くの瞳ひとみは……。
















「戦橋──舞弓か？」

「うぅ」

　鬼京の問いに舞弓は呻うめき、応こたえず、自分はあくまでメイド喫茶のメイドさんなのだと主張するように微笑ほほえんだ。かなり無理のある笑みだった。頰ほおが痙けい攣れんしている。

「お、お帰りなさいませ、ごしゅじんさま……今日もお勤めごくろうさまです。ごゆっくりおくつろぎくださいませ、まっ、まいゆみが心をこめてご奉ほう仕しを──血影さんッ！」

　堪こらえられなくなったのか、舞弓は奥のほうでお茶を用意していた人形みたいな女に紅潮しきった顔を向けた。鬼京はついていけない。状じよう況きようが理解できない。

　舞弓は見たことのない女の子らしい仕草で、困りきったように血影とよばれた彼女に情けない感じで問いかける。

「ほ、本当にこんなことを言う必要があるんですか……？　私、何かすごく間ま違ちがっているというかっ、似合わない台詞せりふを言ったせいか鳥とり肌はだが！」

「間違いございません」

　どこか自信満々に、こちらもメイド服に似た格好をした血影とやらは微笑む。

「寮りよう生せいから没ぼつ収しゆうしたエロい本に登場するメイドさんは、たいていそのような言動を」

「それはエロい本だからだ！」

　喚わめいている舞弓に、鬼京は事態を理解できないまま声をかける。

「おい、こいつァなんの茶番だ──戦橋の嬢じようちゃんよ？」

　問いは無視され、ぶるぶる震ふるえた舞弓は傍そばに置かれた日本刀を握にぎり、鞘さや走ばしらせ──ストレス発散にか机を細切れにしてから鬼京を見てきた。

　そして正気を失った顔で、切っ先をこちらに突つきつけてくる。

「うがぁ！　忘れろ！　忘れろ貴様ッ！　やはり小こ癪しやくな芝しば居いなど私には向かぬ！　メイド喫茶などを講じて時間を稼かせぐまでもない、この場でこやつを征せい伐ばつすればいいこと！」

　何だかよくわからないが、身の危険を感じる。

　思わず数歩だけ下がった鬼京の正面、舞弓が高々と刀を振ふりかぶった。

「覚かく悟ご！　古頃の平へい穏おんを乱す悪あつ鬼きめ！　早々に冥めい土どへ旅立つがいい！」

「あぁっ、いけません舞弓さん！　メイドさんはそういう職業ではございません！」

　叫さけぶ舞弓と血影を数秒だけ見つめ、すぐに鬼京は素す早ばやく身を翻ひるがえして逃げた。

「訳がわからないが……斬きられるのはごめんだ！　とんずらすんぜ！」

「ま、待て無城！　血影さん、あなたはここで待っているのだ！」

　廊ろう下かを全速力で駆かけ、刀を振り回すメイドさんに追いかけられながら鬼京は思った。

　自分は本来、怠なまけ者なんだから、最初からおとなしく何もしないでいればよかった。

　あぁ、面めん倒どうくさい……。
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　鬼京とて運動は苦手なほうではないが、舞弓の身体能力は化け物だった。どれだけ逃げても息も切らせず追ってきて、時には障害物を蹴けり壊こわして突とつ進しんしてきた。

　まともな追いかけっこじゃ負けは目に見えている。

　理由は不明だが舞弓の気き迫はくは本物だ。追いつかれたら何をされるかわからない。

　鬼京には竜王から借りうけた怪モ造ン生ス物ターという隠かくし球があるのだが、さっきから呼びかけているのに彼らは姿を現さない。何らかの結界でも張られているのか古頃の敷しき地ちからは出られないし、どうやら自分は本格的に罠わなに嵌はめられたらしい。

　誰だれもいないこの空間は脱だつ出しゆつ不可能で、そこには自分を追ってくる無敵の侍さむらい少女がいる。味方は反応がなく、鬼京の体力も無限ではない。

　いつしか限界がきて、足がもつれてきた。舞弓はそこを勝機とみたか──メイド服を風に舞わせて跳びかかってきた。

「さぁ、祈いのれ──悪党が！」

　もうだめか、えらく呆あつ気けない。

　鬼京は迫せまってくる刀の煌きらめきを見つめ、自じ嘲ちよう的に笑った。自分はどうせこんなもんだ。生きながらえても、美国のように情けない失敗者として終わるだけだ。そんなふうに無意味に老いるくらいなら、面倒だからここで死んでしまうのもいい。

　冬の大気に乾かわかされた校庭の真ん中で、追いつめられた鬼京は死を覚悟した。

　けれど優やさしい甘えのような終わりは訪おとずれず、舞弓の刀が届く刹せつ那な、鬼京の身体は北風に攫さらわれて宙に浮うかんだ。

「なっ──」

　驚おどろきの声を発したのは、舞弓か、鬼京か。

　身を強こわばらせた舞弓に猛もう烈れつな勢いで迫り、鬼京を抱いたまま、それは彼女に体当たりをぶちかました。咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよするのが精せい一いつ杯ぱいだったのだろう、舞弓は地面を転がって大きく吹ふっ飛ばされる。

　そのまま鬼京は遥はるか天空にまで運ばれた。ちょうど新生古頃の天守閣が真横に見える位置。豆まめ粒つぶのようにしか見えない舞弓が何か叫んでいるが、距きよ離りが離はなれすぎていて聞きとれない。

　鬼京は、そっと自分を助けた存在を見つめた。

　逞たくましい腕うでで抱き寄せ、背中の翼つばさを羽ばたかせて浮かんでいるその異形。

　悪あく魔まのような印象の、それは半はん獣じゆう半はん人じんの存在だった。鬼京に協力してくれたあの竜りゆうの王が派は遣けんした部下で、果てしない戦せん闘とう能力を秘ひめた化け物だ。

　彼か彼女かもわからない怪モ造ン生ス物ターは、すう──とあらぬ方向を指さす。

　鬼京は落ちないようにしがみつきながら、促うながされるままにそちらを見つめた。

「────！」

　そして絶句する。やられた、と思った。怪モ造ン生ス物ターに示され、ようやく知覚したその馬ば鹿かげた物体に、思わず笑えみすら浮かべて、やられた、と強く叫んだ。

　幻げん覚かくか、結界か、何らかの歪ゆがみにより今の今まで知覚できなかったそれは、非常に見覚えのある──だからこそ異様な、ふざけた存在だった。

　鬼京は高笑いして、額をぺしりと手で叩たたいた。

「おいおいおい、誰だ？　誰だよ？　こんな最高に阿呆な真ま似ねしくさってくれたのは誰だっていうんだよなァ！　おいこれは挑ちよう戦せんだよなァ？　この無城鬼京に──〝亜玉の魔女〟に対する馬鹿でかい挑戦状だよなァ！　はははあははははは！　楽しいねえ、楽しいねえ、お祭りだねえ、おいおいよォ！」

　瞳ひとみに天あまの邪じや鬼くな輝かがやきを戻もどし、満面の笑みで〝亜玉の魔女〟が見つめる向こう。

　当たり前のように、もうひとつの新生古頃怪造高等学校が存在していた。
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「現界カナイの扉とびらを打ち開けて！　虚界アンダカの闇やみに歩を進め！」

　真しん紅くの煌めきを刀に宿らせ、戦橋舞弓は走っていた。着き替がえる暇ひまもないのでメイド服のまま、空高く怪モ造ン生ス物ターとともに飛ひ翔しようする無城鬼京を追いかけて。

　校庭を疾しつ走そうし、舌を嚙かまないよう気をつけながらも鋭するどく唱える。

「見み極きわめるのは上下の天外！　惑まどわされぬは左右の門外！」

　それは通常の怪造とは異なる理論体系に位置する未知の技術。舞弓の幼なじみである怪モン造ステ学イ者ストの倉くら波なみ無な楽らくが物造と呼んだこれは、舞弓の特技であり、これまで数あま多たの悪を滅ほろぼしてきた無敵の戦闘手段だ。

「虚きよ無むへとつらなる禁遠倉庫！　無下の雑物をかきわけて！」

　自ら名づけたその名は──怪かい造ぞう剣けん。舞弓にだけ許された、他ほかの誰も真似できない超ちよう技術。特とく徴ちよう的な真紅の輝きが目印のその奇き跡せきは、舞弓の思うとおりに刀を千差万ばん別べつの武器へと変化させる。

　理り屈くつは、不明だ。理論も、判然としない。

　頭に浮かぶ無数の呪じゆ文もんをいつ覚えたのかも、忘れてしまった。

　解わかるのは、これが悪を断たつために己おのれに与あたえられた技術であること。舞弓の燃える正義の魂たましいが、剛ごう健けんな精神力と融ゆう和わして初めて使える切り札であること。

　即すなわち、怪造剣は──悪を滅ぼす舞弓の必殺技わざなのだ。

　必殺技なので、当然、最強の力を発揮するはずである。

「鍵かぎは月色の九十六番！　鍵穴あなは暮くれの上扉！」

　覚かく悟ごしろ、無城鬼京。

　どこへ逃にげることも許さない。ここを墓場にしてくれる。

　メイド服を華か麗れいに舞わせ、刀を思いっきり空へと振ふりあげて叫さけぶ。

「解かい錠じよう──怪造剣が千六十二、戦闘形式モード、ＭＩＮＩＭＩ！」

　言葉と同時に真紅の爆ばく発はつが発生し、銀色の刀身が光に融とけて輪りん郭かくを歪ませる。

　現れたのは──全長１０４０ミリメートルの巨きよ大だいな機き関かん銃じゆう。

　威い圧あつ的な外観のなかに優美な曲線を織りこんだこの殺人兵器は、舞弓の手の中で駿しゆん馬めのように身み震ぶるいするとその銃口を中空に向けた。

　照準は一いつ瞬しゆん。引き金は軽い。

　かくて機関銃で武装した戦闘メイドは、常人離ばなれした動きで跳ちよう躍やくしながら弾たまを撒まき散らした。強きよう烈れつな震しん動どうと疾空する小型の弾だん丸がんが、平へい穏おんな夢追坂の空を舞い踊おどった。

「うわぁッ阿呆か！　とんでもねぇ真似しやがんなァ！」

　鬼京の絶ぜつ叫きようが遠い地上まで届き、翼つばさに被ひ弾だんしたか、怪モ造ン生ス物ターはよろめきながら落下していく。手て応ごたえあり、と舞弓はＭＩＮＩＭＩを構えたまま、堀ほりにかかった橋を渡わたり、古頃の敷しき地ち外まで飛びだしていく。その道路にも奇き妙みように人ひと気けは皆かい無むで、怪あやしすぎる外見の舞弓を気にするものはいない。

　敵しか見えていない舞弓はただ真っ直すぐに鬼京の落下地点へと急ぎ、一瞬、何か船ふな酔よいのような吐はき気にも似た感覚を味わった。

「………？」

　それも数秒のことで、気のせいかと首を傾かしげた舞弓は前方の光景に度ど肝ぎもを抜ぬかれた。信じられない。先ほどまでは平穏な道路が延びていた先に、古頃怪造高等学校の威い容ようが聳そびえていた。

「どういう──ことだ？」

　振りかえると、先ほどまで舞弓がいた無人の校舎は影かげも残さず消え果てている。不思議な現象だが、追つい及きゆうする暇も技術もないので、後で考えようと短たん絡らく的に舞弓は鬼京を追って爆走した。

　音楽が聞こえる。人々の歓かん声せいも。あちらと違ちがってこちらの古頃は、お祭り騒さわぎという言葉を具現化したような活気に満ち溢あふれていた。先ほども通った堀の橋を渡り、校門から敷地内に飛びこんだ舞弓は、そこで展開されている古頃大祭に心から驚おどろいた。

　当たり前のようにお客たちはここにいて、出店で食べ物を買ったり、叫声をあげて射的に興じていたりと盛りあがっている。熱気が湯気になりそうなほどの人混みで、先ほどまでいた古頃の寂さびしい景色が悪夢にすら思える。

「と、とにかく……無城を追わねば」

　機関銃を構え直し、目測で彼の墜つい落らく地点を予想して走る。道中、やたら注目を浴びたり、変な集団に写真を撮とられまくったりしたが、しばき倒たおしている時間も惜おしいので無視して走った。

　彼が落下したのは……校庭の中央、〝商人旅団〟が出店をだしているあたりだ。よりにもよって、最も多くの人間が集中していると表現しても過言ではない最悪の地点である。舞弓は舌打ちし、流れ弾が当たってはだめだと判断しＭＩＮＩＭＩを基本形に戻もどした。

　肩かたに下げた鞘さやに愛刀《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を納め、メイド服は走りにくいなと思いながら急ぐ。遠く、鬼京が落下したあたりで悲鳴があがっている。怪モ造ン生ス物ターを見慣れない一いつ般ぱん人でもいたのだろう、その絶叫には隠かくしきれない恐きよう怖ふが混じっていた。

『緊きん急きゆう放送。緊急放送。校庭の中央で凶暴な怪モ造ン生ス物ターが発見されたと報告を受けました』

　恐おそろしく迅じん速そくな反応で、あちこちに設置されたスピーカーがよく響ひびく声をあげる。

『慌あわてず、騒がずに付近の皆みなさんは避ひ難なんしてください。対策班は現場に急行し、怪モ造ン生ス物ターを無力化してください。繰くりかえします……』

　舞弓はいつのまにこんな放送を流すことになっていたのだろうと疑問を覚えたが、気にしている場合ではない。誰だれかが被害にあう前に怪モ造ン生ス物ターを始末しなくては。

　そう思い、もうじき辿たどりつく──と思った直後。

『緊急放送。緊急放送。校内の各所で、同様の怪モ造ン生ス物ターが発生している模様です。現在、報告を受けただけでも校内に三体、校庭に四体、合計で七体の怪モ造ン生ス物ターが……今、八体目が校内で確かく認にんされました。生徒、および教員、および来客の皆さんは迅速に避難してください』

　総そう攻こう撃げきか、と舞弓はその放送を聞いて思った。もうじき古頃大祭も終わる。鬼京はその前に怪モ造ン生ス物ターを暴れ回らせ、何かをさせるつもりなのだろう。彼の狙ねらいはなんだ？　このままパニックにでもなれば、古頃大祭は最終投票を待つことなく台無しになってしまう。

　考えながら、舞弓は逃げまどう群衆を抜けて鬼京が落ちた場所へと辿りつく。

「神しん妙みようにしろ！　無城鬼京──貴様の悪行、見み逃のがすまじ！」

　そこまで啖たん呵かをきって、舞弓は目を見開いて蹈鞴たたらを踏ふんだ。予想外の、事態が本当に把は握あくできない光景が目の前に現れたからである。

「お。どっかで見たなそこの女の子、誰だったかなぁ」

　まず視界に飛びこんできたのは、怖こわ々ごわと遠巻きに傍ぼう観かんしている有う象ぞう無む象ぞうの中心、地面に倒れこんだ怪モ造ン生ス物ターだった。墜落の衝しよう撃げきで気絶したのか？　否いな、よろめきながらも宙に浮うかんではいたし、着陸も穏おだやかだったはずだ。

　着陸した直後に、何者かに打ち倒されたのだ。舞弓が到とう着ちやくするほんの数十秒といった短い時間のうちに。

　もがき、なおも立ちあがろうとする怪モ造ン生ス物ターの──頭部、悪あく魔まのようなその首を思いっきり踏みつけにし、地面にめりこませ、唇くちびるを尖とがらせている人物がいた。

　血色の三つ編みに肉にく食しよく獣じゆうの瞳ひとみ。どこかで見た覚えのあるその年若い女は、舞弓を見つめてふと思いついたように手を叩たたいた。

「あ、そうそう。《卵アイ・姫ドール》の事件で、危あやうく立ち往生しかけてた格好いい女の子だなぁ。あんまり可愛かわいい服装してるからわかんなかったぜぇ」

　いひひ、と笑って彼女は短く呪じゆ文もんを唱え、怪モ造ン生ス物ターを光に包ませる。怪かい消しよう──強制的に怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカに送りかえしたのだ。

「あなたは……」

　舞弓は手て際ぎわよく怪モ造ン生ス物ターを始末した彼女に歩み寄り、首を傾げる。

「どこかで──会ったか？　今、怪モ造ン生ス物ターを始末したのはあなたか？」

「怪モ造ン生ス物ターっつうか、圧縮されてるんで正式には圧コン縮プレ怪・モ造ンス生タ物ーっつうんだけど」

　適当に、よくわからないことを言って、彼女は傍そばに立つ漆しつ黒こくの巨きよ大だいな鎧よろいを見上げる。

「高橋、放送は聞いてただろ？　あんたも大急ぎで残りの怪モ造ン生ス物ターを片付けてくんな。おい……鬱宮っと」

　そして手にしていた水風船を地面に叩きつけると、そこから零こぼれた液体は急激に膨ぼう張ちようし──奇妙な人ひと形がたをつくって呻うめいた。

「……………なに？」

　喋しやべった。舞弓は目の前の光景が理解できない。たぶん怪モ造ン生ス物ターか何かだと思うが、単純なそれとも違ちがう感じがする、異様な存在だった。一方、女はどこからか取りだした武骨な通信機を操作し、大声で何か呼びかけながらその黒いものに視線を向ける。

「鬱宮、あんたも適当に怪モ造ン生ス物ターを始末して、余よ裕ゆうがあったらお客の避難も手伝ってくんな。執しつ行こう部ぶは呼んだし、宇宙木も放送を聞いて駆かけつけてくるだろうけど……人手が足りねぇ、俺たちでとにかく食い止めんぞ！」

「えぇえ……アタシ、肉体労働は苦手なのに………」

　愚ぐ痴ちをつぶやく鬱宮と呼ばれた怪モ造ン生ス物ターに、彼女は顔をしかめて怒ど鳴なりつける。

「文句を言ってる暇ひまがあったら働け！　働け！　さもなきゃ死ね！　俺は校舎のほうに行くからよぉー、鬱宮と高橋で校外の連中は頼たのんだぜぇ！」

　そのまま走り去ってしまう彼女と、文句をつぶやきながら恐ろしい速度で地を這はう黒い液体を見送り、舞弓はついていけずに目を白黒させてしまう。鬼京の姿はどこにもないから、すでに抜ぬかりなく逃にげてしまったのだろう──とりあえず怪モ造ン生ス物ターは先ほどの彼女らに任せ、自分は彼を捜さがそうと舞弓は決めた。

　そうして走りだそうと足に力をこめた刹せつ那な。

　ぶるっ、と肩の《朧おぼろ武ぶ朧ろう》が震ふるえた。

　何かに共鳴するかのように、激しく、明確に震えて己おのれの存在全すべてで何かを主張した。

　舞弓は引っぱられるようにして足を止め、振ふりかえる。

　戸と惑まどうように会話を飛ばしあったり、混乱して走りまわったりする人々のなか、動かず──ただこちらを見つめるその存在ははっきりと認識できた。

　漆黒の、全身を鎧で隠かくした異形の巨人である。両りよう腕うでから刃やいばを伸のばし、十じゆう字じ架かのように神こう々ごうしく立ちつくすそれは──先ほどの女に高橋と呼ばれていた彼女の仲間だ。

　タカハシ？

　自分の名前と──似ている。

〈…………せよ〉

　不意に、脳内に声が響ひびいた。

　舞弓は硬こう直ちよくし、ゆっくり、地じ響ひびきをたてて歩み寄ってくる巨体を凝ぎよう視しする。それはどこかで見た覚えのある真しん紅くの輝かがやきを両目に灯ともらせ、その武骨な掌てのひらをこちらに伸ばしてくる。

　同時に、重苦しい、強制的な声が脳内で弾はじける。

〈……使用、せよ………〉

　ずん──と巨人の両腕が、まるで無力な生き物に成り下がったみたいに動けない舞弓の肩かたを、力強く摑つかんだ。瞬しゆん間かん、身体からだに痺しびれがはしり、《朧おぼろ武ぶ朧ろう》が激しく煌きらめき、ただ蠱こ惑わく的な巨人の瞳しか目に映らなくなって──。

　あぁ、これは。この巨大なものは。

　自分の。自分の使うべき。

〈…………我を、使用せよ…………〉

　その言葉に、思わず思考を無にしたまま頷うなずこうとした瞬間、服を引っぱられて舞弓は後ろ向きに倒たおれた。巨人の手は離はなれ、酔よったような感覚も蒸発するみたいに消えていく。

「な………」

　尻しり餅もちをついたまま見上げると、舞弓と巨人の間に歩を進め、守るように立ちはだかった少年がいた。どこかで見た感じがする彼はあの奇き妙みようなもうひとつの古頃で出会った女、血影と同じ色の瞳でこちらを見下ろし、告げてきた。

「……貴様にはまだ過ぎた玩具おもちやじゃ」

　嗄しわがれた、けれど耳によく馴な染じむ声でつぶやき、彼は巨人を見上げる。

「去いね。戦橋十号」

「ギ」

　その言葉にどんな力がこめられていたのか、あれほど強きよう烈れつに舞弓の心を吸いつけていた漆黒の巨人は、そっぽを向いて人混みのなかに消えていった。

　それを鋭するどく見つめるこの少年は誰だれだったか。やはり見覚えのある──なんだか、今日は変だ。懐なつかしい感じの、でも覚えのない人間とよく出会う。変な日だ。……本当に、夢のように、変だ。

「あーっ、正義の味方のお姉さんだっ！」

　唐とう突とつに響いた、甲かん高だかい少女の声に舞弓は我を取り戻もどす。まだ立ちあがれずに周囲を見回すと、小学生くらいの少女が駆け寄ってきてダイブするように舞弓に抱だきついてきた。舞弓は驚おどろき、少女の犬の尻尾しつぽみたいに元気よく揺ゆれるポニーテイルを見つめる。

　あぁ、この子は、以前に巻きこまれた事件の途と中ちゆう、怪モ造ン生ス物ターに襲おそわれていたのを助けた──と、そこまで思いだし、ならばあの少年に感じた既き視し感もそのせいかと納なつ得とくする。なんとなく釈しやく然ぜんとしない気持ちも残ったが、考えないことにした。

　それは、深く考えるのが怖こわかったからかもしれない。記き憶おくの底に眠ねむる何かを呼び覚ましてしまいそうな──。

　舞弓はお姉さんお姉さんと抱きついてくる少女の頭を撫なで、彼女をしがみつかせたまま立ちあがる。

「あぁ、久しぶりだね……君たち」

「はい！」

　満面の笑えみで、どことなくお洒落しやれな格好をした少女は跳はねた。

「こんなところでお姉さんと会えちゃうなんて感激！　お姉さん、可愛かわいい！　きゃーっ、メイドさんだーっ、可愛いです！」

「あ」

　完全に忘れていたが、そういえば自分は血影の陰いん謀ぼうでメイド服を着たままだった。恥はずかしくて──特に、呆あきれたようにこちらを見る少年の視線に耐たえられず、舞弓はそそくさと身を翻ひるがえすと周囲の状じよう況きようを確かく認にんした。

　定期的に放送が流れ、あらかじめ誰かが手配していたのだろう──避ひ難なんを誘ゆう導どうしている生徒もいて、大きな混乱は起きていない。あちこちで破は壊かい音がするのは、たぶん怪モ造ン生ス物ターが暴れ回っているのか、先ほどの異様な三人組と戦っているのか。

　とにかく、子供たちは避難させなくてはならない。

「君たち、再会を喜びあいたいところだが、今は緊きん急きゆう事態だ。放送をよく聞いて、早く避難するがいい。そこの男の子……この女の子を守れるな？」

「貴様に言われんでも守るわ。喧やかましい」

　吐はき捨てるように言われてしまった。なんだろう、前に会ったときもそうだったが、自分はこの少年に嫌きらわれているのだろうか？

　ひとまず少女を少年に任せ、舞弓は刀を担かつぎ直して凜り々りしく校舎を見る。一刻も早く無城鬼京を発見し、破壊活動を止やめさせなくてはいけない。

　古頃大祭というお祭りを、誰かの悲鳴と血でこれ以上、汚よごさせるわけにはいかない。

「お姉さん！　お姉さんは避難しないの？」

　人々の流れにのって、遠ざかっていく少女が大声で問いかけてきた。心配そうなその表情を笑顔に変えるため──舞弓は力強く頷き、誇ほこり高く断言する。

「私は残る！　残って、戦う！」

「正義の味方だからだね！」

「その通りだ！」

　ぐっと親指を立てる少女に、同じ仕草で返答し、舞弓はメイド服を華か麗れいにたなびかせ戦場と化した新生古頃を走った。
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　破壊と狂きよう騒そうが飛びかう古頃大祭に、秩ちつ序じよを与あたえるような声が響ひびいたのはその直後だった。あちこちで怪モ造ン生ス物ターと怪造学会の嫌凪らが衝しよう突とつし、生徒も教師もお客も誰もが逃にげだそうとしている古頃の敷しき地ち内に、その真っ直すぐな声は大きく響いた。

『怪モ造ン生ス物ターを暴れさせて、みんなの注意を彼らに引きつけて、その間に何をしているのかな──無城鬼京さん。逃げた？　まさか、そんなひとじゃない。ただ暴れたいだけ？　もちろん、そんなこと……楽に生きたい面めん倒どうくさがりのあなたはやらないよね』

　その声──空井伊依の自信に満ちた台詞せりふは、放送スピーカーを通してどこかに隠かくれ、逃げ延びている無城鬼京の耳にも届いただろう。

　同時に戦っている嫌凪たちや、避難している古頃大祭の群衆、学校のあちこちで精せい一いつ杯ぱいに動いている舞弓や遊ゆうたちにも平等に届いた。

『あたしを捜さがしてるんでしょ？』

　それは伊依からの、鬼京への挑ちよう戦せん状。

　これまで翻ほん弄ろうされるだけだった伊依からの──初めての、明確な宣戦布告。

『逃げも隠れもしてないよ、校舎の天てつ辺ぺんで待ってる』

　荒あれに荒れ、荒れ狂くるった古頃大祭が、今、終結に向かいつつあった。

　お祭りらしく、派手に最後の花火を用意して、伊依は鬼京がくるのを天守閣で待つ。
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　悲ひ哀あい大公の長く美しい髪かみの尖せん端たんは蛇へびで、それら命をもった毒どく蛇じやたちは互たがいに嚙かみつき殺しあう。頭を嚙み潰つぶした一匹ぴきの喉のど元もとに他ほかの一匹が食らいつき、その一匹も絞しめつけられて苦く悶もんのままに死んでいく。命が終わればまた次の命、不死の蛇たちはすぐ元通りに蘇よみがえり、また飽あくこともなく殺しあいを延々とつづけていく。

　全すべて同じだ。全て、この世のあらゆる命は、悲哀大公にとってこれらの蛇と同じ。死んでも生きても、殺しても蘇っても、何も変わらない。自分の邪じや魔まさえしなければ好きなようにすればいいと思う。

　ぶちゅるぶちゅると潰れていく蛇の頭を仮面の奥から透とう視しして、何も思わずに悲哀大公は骨の玉座で足を組み、ただ退たい屈くつを感じながら座りつづけている。

　眼前に投とう影えいされた映像では、まさに古頃大祭の終わりが訪おとずれようとしている。〝喜き悦えつ〟の代行者である空すかい井い伊い依よりと、〝憤ふん怒ぬ〟の代行者である無む城じろ鬼き京きようの最後の対決。けれど悲哀大公はそれにすら興味をもてず、ただぼんやりとしている。

　無意味だ。彼らがどれだけ行動しようとも、何を求めてあがこうとも、悲哀大公の勝利は揺ゆるがない。すでに策は張り巡めぐらせており、〝憤怒〟にも〝喜悦〟にもそれを覆くつがえせる知能などなく、目前にはただ己おのれの輝かがやかしい未来だけが待っている。

　茶番だ。彼らの最後の対決など。無意味で、馬鹿げている。だから悲哀大公は伊依と鬼京のやりとりも聞かず、そばで熱ねつ狂きようしている憤怒大公を蔑さげすみ、ふと己の代行者のことを考えた。

　虚こ島じま罠わな奈な。彼女を代行者として選んだのは、悲哀大公の目的にとって都合のいい人格と立ち位置だったからだ。特別な思いいれはなく、また彼女個人への感情もなく、古頃大祭が終わるまで生きていればそれでいい。

　虚島罠奈は、弱い。ひどく脆もろい心をもった少女だった。

　常に優等生であろうとし、笑え顔がおであろうとし、愛されたがった。その欲求、単純な目的は単純だからこそ切実で、悲哀大公がその願望を叶かなえてやると持ちかけただけであっさりと堕だ落らくした。

　愛されたい。偉えらいと思われたい。誰だれかに認められたい。それは悲哀大公にはあまり理解できない、けれど利用しやすい感情だった。誰かに依い存ぞんし、依存されなければ己の輪りん郭かくを保てないあのような少女は、他人に拒きよ絶ぜつされ、孤こ独どくになることをひどく怖おそれる。

　だから悲哀大公は彼女を人気者のままにしてあげると囁ささやいた。

　みんなの気持ちを操あやつって、罠奈を愛しつづけるよう、ちょっとだけ誘ゆう導どうしてあげると持ちかけた。そうして与あたえられる他者からの愛情は仮かり初そめだが、孤独を怖れた罠奈はいとも容易たやすく悲哀大公の言葉に従った。

　愚おろかで、間ま抜ぬけな、弱い少女。

　自分は罠奈のようにはならない。独りでもいい。誰かに頼たよられなくても、あらゆる他者を支配し、気ままに操って遊ぶだけで退屈は紛まぎれる。不ふ愉ゆ快かいな他人を残らず屈くつ服ぷくさせ、思うままに生かし殺し、支配することが悲哀大公の喜びだった。

　そうすれば。そうして、誰をもこの足あし下もとに従わせれば。

　もう、この身体からだも、心も、傷つかずに済むのだ。

　それでいいのだ。

〈…………〉

　実際のところ、人心を操るまでもなく虚島罠奈は三回の途と中ちゆう投票で一位になれるほどの得票を手にしていた。彼女の設立した平へい穏おん派の得票が生徒の過半数を超こえてしまうと古頃大祭は争いの舞ぶ台たいでなくなり、代理戦争もできなくなるから、むしろ彼女の票を減らすために多くの生徒を操らねばならなかったほどだ。

　争いを拒こばみ、みんな仲良くしようなどという綺き麗れい事ごとに、あれほど生徒たちが賛同するとは悲哀大公も予想外だった。だから平穏派のことも放ほうっておいたのだが、おかげで票を操作したりと面めん倒どうなことをしたりしなくてはいけなかった。悲哀大公にとっては人間の心を操作するなど朝飯前なのだが、今回ばかりはやたらと手こずった感じがした。あるいは虚島罠奈が本当にみんなに好かれていたのかもしれないが──。

　まぁ事実はともあれ、罠奈は悲哀大公の誘さそいに頷うなずいてしまった。どれだけ古頃大祭で一位になりつづけても、それは自分の実力ではないと思って苦しむだろう。そして永遠に他人の愛を疑い、好意を疑い、本当の意味で孤独な人生を歩むことになる。

　そういうふうに堕落し、奈な落らくの底まで堕おちていく人間を見るのは愉快だ。罠奈は他人に愛されたいあまり悲哀大公の言うことには逆らえず、どうも古頃大祭には参加していないようだが、余計な真ま似ねはせずにおとなしくしていることだろう。

　万ばん事じが順調であり、誰もが掌てのひらの上であり、自分の勝利は確実だった。

〈………くふりっ〉

　殺しあう蛇ゴルゴン頭ヘツドを揺らし、悲哀大公はほくそ笑んだ。

　その姿は、楽しんでいるようにはとても見えず、どこか寂さびしそうですらあったけれど。
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　決着の舞台は、北風が吹ふきすさぶ新生古こ頃ころの頂点、天守閣の更さらに上だった。鯱しやち瓦がわらが目立つ屋根の上に椅い子すが二脚きやく、向かいあうように配置されており、その真ん中の机にはテープレコーダーやビデオカメラなどがごちゃごちゃと置かれている。これらの機械はこれから始まる伊い依よりと鬼き京きようの対決を克こく明めいに記録し、また同時に放送室へと送信されて流されている。生なま中ちゆう継けいで、全すべては公開されているのだ。

　気が抜ぬけない、間ま違ちがっても負けられない、真しん剣けん勝負。

　古頃大祭に勝利し、同時に己おのれの理想を知らしめ、未来を築いていくための第一歩。

　伊依は寒い寒い寒いと思いながら今は格好つけているので震ふるえたり、くしゃみを連発したりしてはいけないと思い、とりあえず根こん性じようで耐たえていた。決戦なのだから目立つ場所のほうがいいとこの天守閣の上を舞台に設定したのだが、こんなに寒いとは思わなかった。ちょっと失敗だったかもしれない。

　景色を眺ながめて気を紛まぎらわせる。伊依が古頃に進学すると同時に訪おとずれ、様々な思い出をつくってきた今や馴な染じみの町並み。平へい凡ぼんで、観光地にはとても向かないけど、山も海も学校もある、伊依の好きな町だった。

　今回は、この世界に危機が迫せまっているわけではない。あくまで戦争中なのは虚界アンダカであり、古頃は不運にもその代理戦争の舞台に選ばれてしまっただけだ。けれど伊依にとって怪モ造ン生ス物ターは友達で、その友達が生きる虚界アンダカの危機は見み逃のがせない。全力で──最善の結果になるよう努力する。

　現界カナイも、虚界アンダカも、平和になればいい。

　みんな愛しあい、仲良く暮らせるようになればいい。

　それが、伊依の見つめる、心から願う未来。

　その未来のために──今、伊依は魔ま女じよと対決し、虚界アンダカ戦争を終結させなくてはならない。同時に自分の立ち位置を明確にし、よく考えて、現状を変えていく。少しずつでもいい、いろんなことを良くしていけば、きっと未来も良くなっていく。

　その未来という発想──ひたすら現状の不満や悪を潰つぶしていただけの伊依に、未来という見方を示してくれた鬼京には、感謝している。だからこそ、古頃大祭での悪役を一手に引き受け、たくさんの生徒たちに刺し激げきを与えたあの噓うそつきに、鉄てつ槌ついを。

　正義に基づき処断して、成敗して、それで伊依たちは前に進む。

　それがたぶん、自覚的か無自覚的か知らないが──鬼京の求めたこと。まったく、自ら倒たおされる悪党になるなんて、とんだひねくれものというか、天あまの邪じや鬼くだ。

　その天の邪鬼は翼つばさを生やした怪モ造ン生ス物ターに抱かかえられ、颯さつ爽そうと対決の舞ぶ台たいに降り立った。

「まんまと騙だまされるところだったぜ──」

　鬼京はむしろ嬉うれしそうに、伊依の正面、机を挟はさんだ向こうの椅子に腰こしかけると口火を切った。

「まさか幻まぼろしの校舎を用意して、俺をそこに誘いこんで閉じこめちまうたぁなァ。気づいたときには焦あせったぜえ、慌あわてて本物のほうに飛んできたらもう古頃大祭は終わりかけてたんだもんよォ」

「そのまま最終投票まで終わってたら、あたしもこんな寒いところでこうして座ってなくてよかったんだけどね」

　動じず、肩かたをすくめて溜ため息いきをつく。もう最後の戦いは始まっている。武器はない。魔法もない。殺しあいではない、決戦。舌を武器に、言葉を魔法にして、相手を敗北させる人間として最も正しい戦せん闘とうだ。

　もちろん伊依に負けるつもりはない。全力で努力して、最善の結果を。そして摑つかみとるのだ、幸せな未来を。そのために脳をフル回転させて陰いん謀ぼうを巡めぐらせ、理論という武器で重装備、互たがいの思考を読みあい利用しあうこの過か酷こくな戦いに身を投じる。

「時間終しゆう了りようまで俺を隔かく離りして、植民地からの生産物──得票を手にする存在を抹まつ消しようし、俺の植民地戦法を潰すってぇ策は破れたぜ。さぁどうするよ古頃の教祖さんよ、これで終わりってこたぁないよなァ？」

「うん、もちろん」

　にっこり微笑ほほえみ、伊依は当たり前のように頷うなずく。

「鬼京さんの植民地戦法を潰すには、鬼京さんを追放して植民地のシステムを崩ほう壊かいさせちゃう他ほかに、もうひとつ方法があるもの」

「ほう？　そりゃどんなんだい？」

　楽しげに尋たずねてくる鬼京に、伊依は大きく手を伸のばした。掌てのひらを上に向けて、それはもう満面の笑みで、呆あつ気けにとられる鬼京に宣告するのだ。

「鬼京さんの得票、ぜんぶ、あたしにちょうだい」
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「………あんだってぇ？」

　そんなに難しいことを言った覚えはないのだが、鬼京は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。伊依は笑みを崩くずさないまま、にこにこと和なごやかに要求する。

「あのさ、鬼京さんの植民地戦法って、要するに古頃大祭の企き画かく者さんたちを脅おどして、その票を巻きあげて自分のものにしちゃうって感じだよね。そのために鬼京さんは怪モ造ン生ス物ターで見せしめに生徒を襲おそったり、恥はずかしい写真を貼はりまくったりして企画者さんたちを脅きよう迫はくした。鬼京さん自身が出店やらイベントをやらなくても、そうして働いて票だけくれる企画者さんがたくさんいれば得票一位で古頃大祭に勝利できるもんね」

　それが、無む城じろ鬼き京きようの植民地戦法。乱暴で強ごう引いんな、まさに悪党、まさに不良の恐きよう喝かつに等しい──けれど効果的な戦法だった。弱みを握にぎられ、恐きよう怖ふに縛しばられた企画者たちは古頃大祭に無理して勝利するより、彼に逆らわず票くらい献けん上じようしようと思うはずだからだ。

　けれど、このシステムには簡単な攻こう略りやく法ほうがある。それは伊依の第一の策にして、企画。幻の新生古頃を創つくりあげ、そこに鬼京を閉じこめ、彼を追放することで票を献上する相手を消し、植民地戦法を崩壊させるという方法。これは先日の偽にせの殻から蛇だでの経験から思いついた作戦で、あのとき結界をつくり外界との繫つながりを断たちきった張本人、已い己こ巳み──喜き悦えつ大公とたくさんの怪モ造ン生ス物ターの協力があって初めて実現した。鬼京だけを閉じこめるはずの結界に舞まい弓ゆみや血ち影かげが迷いこんだ理由は不明だが、今は詮せん索さくしている余よ裕ゆうもない。

　そして、鬼京の植民地戦法を打破する、もうひとつの策は──。

「そうして集めた鬼京さんの得票を、ぜんぶ、あたしがもらっちゃう」

　植民地から回収した票は全すべて鬼京の下もとに集まるから、それをそっくり全て伊依が鬼京からもらってしまえば得票一位で伊依の勝利だ。

　そこで問題になるのは、鬼京がそう簡単に得票をくれるかどうかということだが。

「まさか、ちょうだいって言って、はいどうぞって渡わたすたァ思ってないよなァ？」

「くれないの？」

　しょんぼりして、伊依は甘えた声をだしてみたが、鬼京もその程度では騙されてくれなかった。

「やるかッ！　馬鹿にしてんじゃねえ、理由もなく、苦労して脅して巻きあげた得票を他人にやるかってなァ！」

　まぁ、そうだろう。

　伊依はすぐに弛し緩かんした表情を厳しくし、真っ直すぐに鬼京を見つめて言った。

「じゃ、鬼京さんが納なつ得とくして、あたしに票を全てあげてもいいなって思ってくれるように──これから、がんばって説得するね」

「おぉ、説得してもらおうじゃねぇか」

　香こう辛しん料りようを混ぜたみたいに緊きん張ちようした空気のなか、鬼京が乱暴に足を組む。

「今度は月に到とう達たつできるくらい、具体的な夢を──未来を描えがけたかよ？」

「これから確かく認にんしてもらうよ」

　伊依は素す直なおに、思ったことを口にした。

「あたしに足りなかった未来への視点を教えてくれて、本当に、たくさん有意義な思考をさせてくれて──しかも、悪役として古頃大祭を盛りあげて、最後の最後までみんなを楽しませてくれて、ありがとう」

　鬼京が変な、なんとも嫌いやそうな顔をしたのが見えた。たとえ事実でも、本人は意地っぱりそうだから、断固としてそんな善意の行動をしたわけじゃないと主張するだろう。けれど、ここで、生なま中ちゆう継けいで、伊依がそう断言すれば鬼京を恨うらむひとはぐっと減るだろう。少なくとも、古頃大祭が終わってから、彼が一方的に叩たたかれる可能性は少なくなる。彼にも事情があったのだ、不器用な狙ねらいがあったのだということにすれば、彼も救える。

　誰だれかが聞いたら反論するかもしれない。本人も、たぶん認めないだろう。

　けれど事実だけをただ純じゆん粋すいに見れば──古頃大祭は、彼のおかげできっと本来よりも何倍も、何十倍も楽しかった。盛りあがった。

　だから、感謝する。

　そして、敬意をもって、悪たる魔女を退治して大団円を手にいれよう。

「あたしの夢を、聞いて」

　伊依は息を吸い──丁てい寧ねいに、語りはじめた。
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「鬼京さん、以前──あたしと会ったとき、あなたは言ったよね。楽に生きたいって」

　放課後の教室で、偽にせ者ものの新聞部員として伊依のもとを訪おとずれ、ただ今を良くすることだけを考えていた伊依に、刺し激げきを与あたえていったのが彼だ。人間は幸せなまま満足することのできない生き物だと、常に流れていなければ濁にごってしまう水のようなものだと、鬼京は伊依に説いてきた。

　あれから、たくさん考えて、悩なやんで、伊依はなんとか自分の考えをまとめた。あのときは鬼京の言葉に戸と惑まどうだけで、まともに応こたえられなかったら──これは、つづきだ。あのとき逃にげてしまったぶんだけ、精せい一いつ杯ぱいに語ろうと思う。

　彼が盛りあげた古頃大祭を無む駄だにはしない。彼を悪役とし、倒たおすために努力することで成長できたのだと証明する。そうして鬼京を正当化し、善意の存在と断定することは、たぶんこの噓うそつきで天の邪鬼な彼にとっては最も嫌なことだろうが。

「あぁ、楽に生きたいねえ」

　鬼京は腕うでを組み、やはり前方の机に足を乗せるあの不敵な姿勢で、すでに本人もそれが自分の本心かひねくれた噓なのかわかっていないような悪びれた表情で笑った。

「正直、こんな寒いところであんたと向かいあってるのも面めん倒どうってもんよ。俺はね、以前にも言ったが──できれば何もしたくないし、厄やつ介かいなことは他人に任せたいし、適当に気持ち良ければそれでいいってぇ人間さ」

　そんな彼を、たぶん多くの人々の当たり前の感情を、よく理解して受けとめ、そんな彼らも納得するような内容に、伊依は自分の理想を昇しよう華かする必要があった。誰も望まない夢なんかたぶん叶かなえる意味なんてないのだ。それは独裁であり、我がままだ。

「ほんで？　怪かい造ぞう学をつかって楽して生きる素敵な方法は思いついたかい？」

　鬼京は冗じよう談だんめかした感じに、けれど瞳ひとみにだけは触ふれれば切れる刃やいばのごとき意志を灯ともして、言い放ってくる。

「あんたには、これでも期待してんだぜ──古頃の教祖さんよ？　俺の代わりに俺を楽にしてくれんなら、喜んで票でもなんでもくれてやるってなァ？」

「ごめんなさい」

　伊依は慎しん重ちように言葉を選びながら、視線は逸そらさずに首をふった。

「やっぱり、怪モ造ン生ス物ターを道具として使っても、あたしたちは楽にならないと思う」

「あぁん？」

　退たい屈くつそうに目を細める鬼京に、伊依は丁寧に言葉を紡つむいだ。

「怪造学を使って楽になるには、大きな問題点があるよ」

　二本だけ指を伸のばし、静かに宣言する。

「ずばり怪モ造ン生ス物ターはね、道具に向いてない。問題点は大きくふたつ！」

　指をひとつ折り曲げ、やはり真っ直ぐに鬼京を見つめて笑う。

「ひとつ！　怪造をするには才能がいる！　誰にでもできるわけじゃない、持ち主を選ぶ道具なんか普ふ及きゆうするわけがないんだよ。もっと怪造学が進歩すればいずれその才能の原理も判明して、誰でも怪造ができるようになるかもしれないけど──怪造にはアンダカストーンっていう希少な金属が必要だから、とても全国民、誰もが便利に使えるなんてことにはならない」

　指をふたつ折り曲げ、黙だまって聞いている鬼京に握にぎり拳こぶしを見せる。

「ふたつ！　怪造は、疲つかれる！」

「疲れるねえ」

　なぜだか楽しそうに、鬼京は純じゆん朴ぼくに微笑ほほえんでくれた。彼は本当に根本的なところで冷静で、流されずに伊依の話をきちんと咀そ嚼しやくし、考えている。彼なりの理り屈くつにのっとって、伊依の言葉で気にいらないものは否定し、自分に都合のいいものは採りいれる。そうして自分にとってより良い未来をつくる思想を固めている。

　だからこれは鬼京を言い負かすための討論、思想の押しつけではない。彼の考えと伊依の考えを擦すりあわせ、互たがいの目的が一いつ致ちしたよりよい未来をつくるための話しあいだ。伊依は自分が思いついたことの全部を言う。それを鬼京という楽して生きたい一いつ般ぱん的な思想をもつ人間に投げこんで、その不満を消し、期待を叶え、思想をより現実的で具体的なものに発展させていく。

　自分とちがう他人の思想を叩き潰すだけでは意味がない。誰もが納なつ得とくし、共感し、賛成してくれる未来を描えがく。それはとても難しいけれど、難しいからといって放ほうり投げてはそれこそ無責任だ。

　罠わな奈なの言葉を思いだす。大切なのは考えすぎないことと、感じること。思想だけに特化して、現実を感じないで、ただ綺き麗れい事を述べるだけではだめなのだ。それでは救えないひともいる、それでは払はらえない闇やみもある、現実に苦しんでいる誰だれかの痛みを感じて、それを癒いやせるように努力する。

　虚こ島じま罠わな奈なと無城鬼京。二人の先せん輩ぱいとの出会いで、伊依はそんな考えに目覚めた。

　もう一人で何もかも抱かかえこみはしない。何度もこうして話しあって、いろんなひとの思想と自分の思想を混ぜ、発展させ、なおかつ現実に還かん元げんできるくらい具体的なものにしていく。罠奈が嘆なげいたように流されるままのステレオタイプな思考しかできないのが今の普ふ通つうなら、その普通を変えて、誰もが当たり前にそうしてより良い未来を感じて話しあうような世界にしてみせる。

　それが濁った池をかき混ぜることになるだろう。本当の意味で、誰もが仲良くできる世界と呼べるだろう。

「怪造には、《魔ま力りよく》と呼ばれる生命力が必要だよ。生命力を失うと、当然、すんごい疲れる。怪造やってるみんなはよく知ってると思うけど、あれはつらい。生きながら屍し体たいになる感じ。それに呪じゆ文もんや呪印、とにかく怪造には手続きが多くて、ぜんぜんお手軽じゃない。機械のほうがずっと楽だし早いよ」

　何をわかりきったことを、という顔をした鬼京に伊依は視線をぶつける。鬼京が考え、どうしたもんかと悩なやんでいるのもそこだろう。その悩み、問題点を伊依は明確に言語化して突つきつける。

「怪モ造ン生ス物ターは、道具に向いてない」

　鬼京が、唇くちびるを吊つりあげるようにして笑った。それは彼が以前に言った怪モ造ン生ス物ターは道具という思想を真っ向から斬きって捨てる断言だった。そこは否定しておく。ただ鬼京も納得できるように怪モ造ン生ス物ターは友達という思想に吸収合がつ併ぺいする。亜あ玉たまや殻から蛇だを古頃が統一したように。まとめて、ひとつにする。

　鬼京は、伊依の怪モ造ン生ス物ターは友達という考えも結局は怪モ造ン生ス物ターは道具という考えに含ふくまれると言ったけれど、それを否定し、逆転させる。

　怪モ造ン生ス物ターは道具という思想こそを、伊依は怪モ造ン生ス物ターは友達という思想で侵しん略りやくし領土とする。

「だって、怪モ造ン生ス物ターは生きているんだもの」

　怪造学をつづけていると、誰もが危あやうく忘れそうになってしまう。呪文と呪印で理論づけ、数字やランクだけで評価し、触れあうことを忘れているから、彼らを生き物ではなく道具だと思ったりする。

「怪モ造ン生ス物ターは、人間に絶対服従なんかしてくれない。人間は楽して生きたいけど、怪モ造ン生ス物ターだって楽して生きたいんだ。嫌いやだとか、疲れたと思ったら虚界アンダカに帰っちゃうよ？」

「あぁ、そっか」

　鬼京も今さら思いだしたように頷うなずいて、眉まゆ根ねを寄せた。

「うっかりしてたな、そこを忘れてた。そうだよなぁ、怪モ造ン生ス物ターも楽して生きたいよなァ。こっちが道具として一方的に便利に使おうとしても、拒きよ否ひられるか」

　鬼京も伊依を言い負かそうとするというより、思想の擦りあわせをしてくれているように思える。この怠なまけ者な先輩は、自分が楽をするためなら他人の思想に共感し、それをちょっとは自分に都合のいいものに弄いじくるも、基本的に矢や面おもてに立って世界を変えていくなんて面めん倒どうなことはしたくないひとのはずだ。

　だったら、伊依が精せい一いつ杯ぱいに考えて、彼も納なつ得とくするような思想をつくる。そういう道を選んだ。この世界を変えたいと思ったいつからか、伊依は逃にげることを自分で捨てたのだ。

「怪モ造ン生ス物ターを、ただ道具として使い、働かせようとするのは難しい。彼らは虚界アンダカから自ら望んできてくれているわけで、それを無理に酷こく使ししたら怒おこって帰っちゃう。前述の問題点ふたつも忘れちゃいけないよ……怪造には才能がいるから普ふ遍へん性はないし、疲れる、よって怪モ造ン生ス物ターを道具にするという鬼京さんの考えは大変に難しいと言わざるをえないね」

「はい。よくできました」

　悪いた戯ずらっぽく手を叩たたき、鬼京は楽しげに笑った。

「丁てい寧ねいに俺の思考を否定してくれたのはいいんだが、否定するだけなら誰にでもできるんだよ。で？　代案は？　それはだめこれもだめってぜんぶ叩き潰つぶすだけじゃないよなァ、古頃の教祖さんよ？　そこで出てくるんだろ、例の言葉がよ？」

「怪モ造ン生ス物ターは友達です」

　伊依は静かに彼の期待に応こたえ、自分の考えを彼にぶつける。

「怪モ造ン生ス物ターには、道具じゃなく、友達になってもらう」

　鬼京も納得してくれるように、彼の好みの言葉を織り交ぜて、告げる。

「そうすれば人間も楽で、怪モ造ン生ス物ターも楽な、とっても快適な世界になるって、これから説明するから──よく聞いて」

　少し回り道をするように、伊依はいきなり話を壮そう大だいなものにしてみる。そのマクロな論から徐じよ々じよに自分たちのミクロな論に近づけていくことで、もう自分の思想が抽ちゆう象しよう的な理想じゃない、現実に実行力のある具体的なものだとわかってもらう。
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「今の怪造学界では、いいえ、世界では、一いつ般ぱん的に怪モ造ン生ス物ターは危険な生き物で、怪造学は変な学問で、怪モン造ステ学イ者ストは怪あやしい連中で、非常に胡う散さん臭くさい、遠ざけておくべきものだと思われている」

　置かれたビデオカメラやマイクの向こうには、古頃大祭に集まってくれた近所の人々や、伊依の仲間たち、たくさんの未来をつくっていくひとたちがいる。

　そのひとたちに、訴うつたえる。伊依は弱くて、声も小さくて、両手を伸のばしても守れるものはほんのちょっとだけど、それでも、だからこそ真しん剣けんに語る。それで少しでも未来を、最善のものに近づけられたら幸せだ。

「確かに、それはひとつの真実でもあるんだ。危険で、厄やつ介かいな怪モ造ン生ス物ターもいる。だけどね──だからって、みんなまとめて危険視して遠ざけるのは良くないと思うんだ。そんなふうにただ危険を引き離はなすだけじゃ、永遠に何も変わらない」

　鬼京を見つめる。彼は静かに聞いてくれる。余計な茶々をいれず、妨ぼう害がいせず、ただ冷静に伊依の言葉を聞いてくれる。やっぱり、彼は不良を気取っているけれど、彼なりの生き様で真剣に未来を見つめている。話せば、わかってくれる。彼はひねくれものだろうけれど、分からず屋ではないだろう。

　そう期待して、信しん頼らいして、伊依は言葉を紡つむいでいく。

「機械文明が発達し、科学技術が向上し、あたしたちは今や月にまで歩を進め、病気や苦しみの多くを駆く逐ちくし、疲つかれることなく楽して毎日を生きられるようになった。でも……それでも、こんなに快適で、こんなに楽ちんなのに、どこかで不満だったり、何かが足りないと思ったりしている」

　自分の気持ちをなぞりつつ、誰だれかの心に自分と同じ欠落があるのを感じとり、そこに触ふれる。そう、自分だけが満足する答えをだしても意味がない。みんなが、ちょっとずつでも幸せになれる未来を示さなくてはいけない。鬼京を言い負かすことが目的ではない、古頃大祭の勝利すらも脇わきに置いて、ただ最善の未来を模も索さくする。

「ねぇ、寂さびしいひとが多すぎるよね？　なんだか、こんなに人間はたくさんいるのに……独りぼっちみたいな顔をしたひとが多すぎるよね？　どんな機械も、娯ご楽らくも、本当の意味での温かみ、孤こ独どくを埋うめる親しみを与あたえてくれないよ」

　どれだけ技術が発展しても、寂しい気持ちはいつまでも放置されたまま。ただ生活だけが快適になっていき、その生活にはどこか空っぽな孤独感が漂ただよったまま。健すこやかで、楽ちんで、毎日が快適でも、みんな満たされないで、苛いら々いらしたり、落ちこんだりしている、他人の温かみのない世界が、今だ。

「怪モ造ン生ス物ターは生きているから、友達になってくれるかもしれないから、道具なんかにしないで、心の寂しさを埋めてもらったほうが良くないかな？　道具なんか機械だけで間にあってる。足りないのは──友達だよ」

　傍そばで見守ってくれている梅うめ子こを、そっと抱だき寄せて、伊依は囁ささやく。

「現代文明が後回しにして、あるいは見ないふりして、快適さだけを求めて発展していって──いつまでも埋められない心のなかの孤独を、怪造学が埋められるかもしれない」

　少なくとも、伊依は、怪モ造ン生ス物ターに出会って救われた。

　苦しいことがあった。哀かなしいこともあった。そのたびに、限りなく遠い隣となりの世界からきた友達が、抱きしめて、慰なぐさめてくれた。

「みんな勘かん違ちがいしてるけど、怪造学っていうのは、危ない怪モ造ン生ス物ターを召しよう喚かんして便利に使うための学問じゃない」

　真っ直すぐに、必死な声で伊依は訴える。

「自分の声で、身ぶりで、確かにそこにある異世界──虚界アンダカで生きる友達に、寂しいよって、誰か助けてよって、言って……助けてもらえる学問だよ」

　どんな技術でも埋められない、寂しい心を癒いやしてくれるもの。現代文明に足りないものを埋めてくれる、そんなものに、怪造学がなればいいと伊依は思う。

　初めて自分の呪じゆ文もんが虚界アンダカに届いて、怪モ造ン生ス物ターがきてくれたときのことを思いだす。

　この広い世界で、自分の声だけを聞きとめて、会いにきてくれた、優やさしい生き物。

「怪モ造ン生ス物ターは友達だよ」

　何度も繰くりかえし、伊依は主張する。

「そう思って、怪モ造ン生ス物ターと仲良くしてみて。怪モ造ン生ス物ターを奴ど隷れいみたいにして、他ほかの科学技術なんかと同じように、快適に過ごすための道具にしないで。そんなことをしたら──あたしたちは本当に、独りぼっちになっちゃうよ」

　それだけ語って、静かにいったん言葉を切った。

　ここまでは理想論だ。こう在ればいいという未来。もちろん綺き麗れい事ごとだけで世界は廻まわっておらず、現実的な問題や障害はいくつもあるだろう。もちろん鬼京がそれを指し摘てきしないわけもなく、彼は試ためすように言葉を投げてきた。

「しかし、現実問題、怪モ造ン生ス物ターを悪用し──人類の平和に危険を及およぼすことがあるかもしれねぇぜ？　いいや、必ずある。どんな技術でも戦争に、破は壊かいに利用してきたのが人類様よ。あんたの言う友達が銃じゆう弾だんの代わりに使われそうになったとき、あんたは友達に何をしてやれるんだい？　どんなふうに守ってやるんだい？」

「はっきり言って、そういう犯罪とかに怪モ造ン生ス物ターを利用されるのはどうしようもない。人間のなかの悪を撲ぼく滅めつできないのと同様に、根絶することはできないよ」

　善と悪は表ひよう裏り一体、どのような技術でも、概がい念ねんでも、見方や使い方によって善にも悪にもなってしまう。料理用の包丁で刺し殺さつされる人間が年間でどれだけいるだろう。社会を円えん滑かつに廻すためのお金を求めてどれだけの人間が殺しあったのか。誰かを救うべく書かれた聖書の記述を理由に戦争を始める国があり、快適に暮らすために生まれた車や電車で毎日のように誰かが轢ひき殺されている。

「あらゆる科学技術と同じように、気をつけるしかない。法律をしっかりつくって、怪造学の悪用を取り締しまって──何より、みんなが気をつけるしかない。怪モ造ン生ス物ターを、怪造学を、悪いことには使わないって──使いたくないって、みんなが思うようになればいい」

　実際に法律を完備し、全すべての人々に怪造学の悪用をさせないよう、思考から改革するのには長い時間がかかるだろう。これから、ゆっくりと変えていかなくてはいけない。未来のために。怪モ造ン生ス物ターと人間が、仲良く暮らせる未来のために。

「悪いのは、怪造学じゃなく、怪造学を悪用しようと思う人間だよ。銃じゆうや核かくと同じ、それを悪いことに使おうとする人間自身の問題。これから、変えていかなくちゃいけないあたしたちの心の問題だよ。肉体や脳の進化は何万年も前に一段落して、それでも緩ゆるやかに少しずつ良くなってきている。科学技術なんか日進月歩で、着実に進化している。そろそろ心も進化しなくちゃね。異世界の怪モ造ン生ス物ターたちと触れあえる、怪造学がその契けい機きのひとつになればいいと思う」

　忘れてはいけない事実を、そこで伊依は重ねて強調する。

「それに、みんななぜだかそういう考えをしないんだけど──怪モ造ン生ス物ターも生きているんだよ。生きて、虚界アンダカっていう世界を廻して、生活している。彼らにも、人間と同じように成長してもらって、友達として、ともに歩んでいってもらいたい」

　虚界アンダカでは今、戦争が起きている。どんな理由で、何を求めての戦争なのかはわからない。何も知らないのだ、自分たちは。虚界アンダカのことを、まったく。知ろうとしてこなった、これまで──確実に存在する隣りの世界のことを。道具や技術としての利用価値だけを追求し、彼らが生きてそこにいるという事実から目を逸そらしていた。

「あたしたちが怪モ造ン生ス物ターをつかって悪いことをしようとしたら、それはだめだって、そんなことには協力できないって、虚界アンダカに帰っちゃうくらいの自主性をもってもらう。それが友達ってもんじゃない？　今回──古頃大祭で鬼京さんが受け持ってくれた役割みたいに、こうして相対して、時には批判して、高めあう関係になれればいい」

　鬼京を、古頃大祭の悪役を見み据すえ、伊依はただ静かに語った。

「いずれ、みんな普ふ通つうに《門ＧＡＴＥ》を嵌はめて、呼吸するみたいに怪造して、怪モ造ン生ス物ターが傍そばにいるのが当たり前になって──互たがいに成長を確かめあって、独りが寂さびしくなったときには呼んで、抱だきしめてもらって、困ったときは助けてもらって、その見返りに彼らを愛して、この世界に受けいれてあげる。もちろん彼らが苦しいときは、人間の発達させてきた科学技術なんかで助けたりしてね。そうして怪モ造ン生ス物ターと人間が仲良く暮らせる世界──高めあい、助けられる世界が、あたしの夢」

　一気にそこまで言いきって、伊依は柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「あたしの見つめる、未来」

　どうかな？　と自分なりに一いつ生しよう懸けん命めいに考えた、未来の姿を鬼京に示して判断を問う。もちろん理想どおりに現実を変えるには途と方ほうもない努力と時間が必要だと思うけれど、伊依はそうして描えがいた未来を現実にするためこれからがんばるつもりだ。

　古頃大祭を体験し、鬼京や罠奈と出会い、以前よりも具体的に、明確になった己おのれの思想を全てぶつけた。これでだめなら──本当に打つ手がない。

「んー……」

　鬼京はしばらく難しい顔をしていたが、やがて何度か頷うなずくと、正直に告げてくれた。

「まぁまぁだな」

　厳しい。実に厳しい。

　けれど鬼京はべつに伊依の長々と語った言葉を否定するつもりはないらしく、足を机から降ろし、まるで本当に未来について会議しているかのように身を乗りだして言葉に熱をこめた。

「あんたの言いたいことはわかった。ざっとまとめると怪モ造ン生ス物ターは道具に向いていない、道具は機械だけで間にあってる、だけど機械じゃ埋うめられない寂しさを怪モ造ン生ス物ターは埋められるから、道具じゃなく友達として付きあっていこうってことだろ？　そうすりゃ怪モ造ン生ス物ターを道具として無理に使うより、人間も怪モ造ン生ス物ターも楽だし、より良い感じに生きていけるってなァ」

「はい。よくできました」

　言葉を返して、伊依も机に手をつき、頭の回転をさらに速める。鬼京もそれはもう楽に生きることに貪どん欲よくなひとだから、己の欲望というか怠なまけたいという気持ちを前面に押しだして言葉を並べてくる。

「うん、確かにあんたの言うとおり。感心しちまったよ俺は。よく考えたなぁ偉えらい偉い──それでこそ俺が目をつけた古頃の教祖さんだなってもんよ。……ただ、困ったことにあんたの言葉はやっぱり具体的じゃない。で、現実的に怪モ造ン生ス物ターを友達と思ってない連中にも怪モ造ン生ス物ターは友達と思わせるにはどうする？　また、どのように寂しさを埋めてもらうってんだい？　具体的な話をしようぜ、具体的なよ」

　そうして鬼京は太っ腹というか、本当に小こ粋いきな感じに告げてくれた。

「そのために必要なら、俺の得票くらいそっちに渡わたすよ。校長に叶かなえてもらえる願いのひとつ、そいつを俺より有意義に使ってくれるんならなァ」

　かくて伊依は古頃大祭における目的を果たしたが、二人の話しあいはむしろここからが本番だった。それを互いに目線で確かく認にんし、これから未来をつくっていく怪モン造ステ学イス者ト・見エ習ツグは古頃大祭そっちのけで激しく議論を開始した。
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　状じよう況きようを忘れてしまったかのように、ああでもないこうでもないと放送を垂れ流しにしたまま白熱している伊依と鬼京の声を、舞弓は四体目の圧コン縮プレ怪・モ造ンス生タ物ーを撃げき退たいしながら聞いていた。彼らは一定以上のダメージを与あたえると自動的に虚界アンダカへ逃にげ帰るようで、怪かい消しようの必要もないから怪消のできない舞弓だけでも問題なく討とう滅めつできた。

「………何を話しあっているのだ、あいつらは」

　商談でもするかのように、伊依と鬼京は声を高くし、これはだめそれは良いおまえは馬鹿だあなたは最高だ延々と議論している。どうも鬼京は伊依の言い分に納なつ得とくし、さらにその内容を具体的にするため意見を述べたりしているらしい。

　舞弓も伊依の宣言というか思想表明は聞いていた。確かに、まともな怪造ができない舞弓としては怪モ造ン生ス物ターを道具にするより、電子レンジなどを使ったほうが楽だと思える。そして伊依を見ているとわかるが、本当に怪モ造ン生ス物ターと触ふれあい、ともに生活する彼女は寂しそうではなく、幸せな感じに見えた。現実的だし、理に適かなっている。

「成長したな、伊依。君は」

　友の思想が発展し、また現実みをおび、無城鬼京すら論破して取りこんでしまったことを素す直なおに賞賛する。彼女のような戦い方は、相手を打ち負かすことしかできない舞弓には真ま似ねできないことだ。敵だった鬼京さえ、ああして議論することで同じ理想を目指す仲間にしてしまい、さらに思想を高みに昇のぼらせ、しかも現実的にしていく。そして確実に世界を変えていく。舞弓の尊敬した義兄あにのように、強く、優やさしく、世界を良くしていく。

「私は……」

　舞弓は刀を握にぎり、目の前の敵をただ倒たおす己おのれが何か恥はずかしく、俯うつむいた。

「君のように強くなりたいぞ」

　そこで瞳ひとみに熱気を宿らせ、おそらくもう最後の一匹ぴきだろう、襲おそいかかってきた怪モ造ン生ス物ターと肉にく薄はくし怪造剣けんを迸ほとばしらせる。

「私は、天使にはまだ程ほど遠い。けれど、伊依。今は君を守る戦士でいよう」

　そっと宣言し、侍さむらい少女は己の信じる正義──現在は、空すかい井い伊依のために、彼女の描えがいた未来のために刀をふるう。
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『お待たせしました！　だいたい、うん、まとまったので発表します！』

　魅み神かみ香か美みは伊依の元気な声を、ようやく平和が戻もどった新生古頃の校庭で聞いていた。怪造学会執しつ行こう部ぶが到とう着ちやくし、怪モ造ン生ス物ターを残らず虚界アンダカに送りかえし、生徒や教師、古頃大祭の客たちもゆっくりと祭に戻ってきている。その間もずっと大音量で伊依と鬼京の議論はつづいていたし、誰だれもが興味深そうにそれを聞いていた。

　誰もが寂さびしい。その寂しさを埋めてくれるかもしれないという、たぶん、ちっぽけな──けれど、かけがえのない、怪造学にしか叶えられない理想を伊依は提示した。快適に生きるためなら機械に頼たよればいい。埋められない寂しさを、ほんのちょっと、怪モ造ン生ス物ターに助けてもらう。伊依の夢は、そんな感じだ。そしてたぶん、それが正しい怪造学の使い方なのだろう。

　現在、怪造学は奇き妙みような学問として一いつ般ぱん人には忌き避ひされ、また怪モ造ン生ス物ターは怖おそれられ、嫌けん悪おされている。古頃大祭に集まってくれたひとたちは比ひ較かく的てきに怪造学にも理解があるほうだろうが、それでも一般常識というのは多く彼らの思考に深い影かげを刻んでいる。

　そんな彼らも伊依の提示した怪造学のひとつの可能性に、なんとなく興味をそそられているようだ。ゆっくり最後の営業を開始した出店で食べ物を買ったり、家族で手を繫つないだりして、放送を聞いている。

　伊依の声が朗々と、優しく、力強く響ひびいている。

『鬼京さんと話しあって、あたしなりに、これからどうしたら怪モ造ン生ス物ターと友達になれて、寂しさを助けてもらえるか考えました。みんな聞いてください。怪造ができる生徒さんは、これからあたしが言うことを試ためしてみてください。怪造ができないお客さまは、今は想像してみてください』

　古頃大祭の悪役となった鬼京をこうして公衆の面前で論破し、さらに従わせ自分の理想のため議論し協力させたこの伊依の行こう為いは、かなり効果的にみんなの心を動かしていた。特に怪モ造ン生ス物ターに襲われた最初の古頃大祭ランキング上位者の友達や、仲間たち、鬼京の植民地支配に抵てい抗こう感をもっていた生徒の感動は大きかったようだ。

　一般客も、一連の騒そう動どうを古頃大祭の演出だとでも思っているのか、なんだか楽しんでいるような感じだが、それでも伊依の声をきちんと聞いている。なかには本当に真しん剣けんな顔をしているひともいて、香美はなんだか自分まで嬉うれしくなる。

　伊依の声は、誰かに届いている。

　それは誇ほこってもいい。だけど、伊依が誰かに言葉を伝えられるようになったのは、何も彼女が最初から偉えらい人物だったからではない。

「がんばったもんね、伊依」

　香美はつぶやき、中学時代、独りだった自分に彼女が話しかけてきたときのことを思いだした。あのころ周りには怪造に理解のない、いわゆる一般人ばかりがいて、ひどく香美も伊依も寂しい思いをしていた。

　そんなとき、同じ怪造学校を受験する生徒がいると知って、互たがいに惹ひかれるように相手の名前を調べて知った。

　話しかけてきたのは、伊依のほう。何を喋しやべったのだったか、もはや思いだせないが──えらく楽しかった記き憶おくがある。怪モ造ン生ス物ターは友達だって当時から伊依は言っていたが、あのころと比べると、随ずい分ぶんとその夢は大きくなり、そして確実に広がっていた。

　ずっと彼女をそばで見守っていた香美としては、誇らしいような、彼女が遠くへ行ってしまったような、複雑な気分だが──。

「ま、せいぜい、行けるところまで行っちゃいなさいな」

　にっこり笑い、そのへんに置かれたベンチに腰こしかけて暗くなりはじめた空を見る。

「疲つかれたら、あちきが甘やかしてあげる」

　そんな香美の視線の向こう、新生古頃の天てつ辺ぺんで、長いツインテイルを揺ゆらしている伊依の姿がかすかに見えた気がした。彼女は大きく手をふり、無城鬼京の言葉ではないが──本当に教祖さまみたいに、みんなの心を揺らす遠くまで響く声で叫さけんでいる。

『あたしたちは、このスローガンをまず掲かかげます！』

　そして伊依は、変なことを言い始めた。

『生活に怪造学を！　あなたの隣となりに、怪モ造ン生ス物ターを！』

　わかりやすいお題目を唱え、そして彼女は具体的にその内容を説いていく。

『怪造の問題点として、まず怪造するための呪じゆ文もんや呪印が面めん倒どうくさいという鬼京さんの意見がありました！　確かに！　あ、怪造学の知識のない皆みなさんに説明しますと、通常、怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカと呼ばれる異世界から召しよう喚かんするためには、すんごいなんか長い呪文と身み振ぶり手振りを間ま違ちがえないよう集中して行う必要があるのです！』

　砲ほう撃げきのように、しかも的確に、解わかりやすく伊依は言葉を放つ。

『この問題はすごく簡単な方法で解決できます！　即すなわち！』

　どん、と伊依が足を踏ふみ鳴らす音が聞こえた。

『怪消の禁止です！』

　一いつ瞬しゆん、校内の空気がどよめいた。怪造の何たるかを知る生徒としては、怪モ造ン生ス物ターは用が終わったらすぐ虚界アンダカに戻すというのが常識だし、そもそも一般客には怪消が何かということすらわからないのだろう。

　伊依はそんなみんなの反応を敏びん感かんに呼んで、丁てい寧ねいに語ってくれた。

『怪消とは、怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカへ送りかえすことです！　怪モン造ステ学イ者ストにとって怪モ造ン生ス物ターは用が終わったらすぐに虚界アンダカへ送りかえすのが当たり前！　けれど、どうしてそんなすぐに追放するのか、と、あたしは言いたい！』

　だんだん本当に教祖としか思えなくなってきた。口調が演説くさい。けれど妙みように面おも白しろいというか、阿呆なことをしていると感心すらしてしまう。香美にはできない。こういうこと。たぶん、伊依だからできること。そんな伊依が、香美は好きだし、尊敬する。

『怪消したら、また長い呪文と呪印を唱えなきゃ怪モ造ン生ス物ターには会えないよ！　もちろん怪モ造ン生ス物ターを現界カナイに留とどめるには《魔ま力りよく》──生命力が必要ですが、そんなに強力な怪モ造ン生ス物ターを怪造しなければ生活に支障はありません！　かくいうあたしも《雪クールキ童ユーテイ》という怪モ造ン生ス物ターと何年も一いつ緒しよに暮らしたことがありますが、こんなに元気！』

　そこで笑いがおきた。たしかに元気だもの。伊依はなぜ笑われたのかわからないように戸と惑まどったが、すぐに声をつづけた。

『そういうふうに、あたしがいつも怪モ造ン生ス物ターと一緒にいるの、学校のみんなのなかには知っているひとも多いかもしれません！　あたしは四六時中、怪モ造ン生ス物ターと生活しています！　それを苦に思ったことはありませんし、すっごい彼らには助けられちゃっています！』

　威い風ふう堂どう々どうと、そうして伊依は大おお真ま面じ目めに宣言した。

『なので、あたしは全校生徒を総空井伊依化したい！』

　何かすごいこと言い始めた！

　香美はわくわくしながら耳を澄すませて伊依の声を聞く。

『これは経験者としての発言ですが、怪モ造ン生ス物ターを怪消しないでずぅっと一緒にいるっていうのは楽ちんで幸せですよ！』

　惚のろ気け話のように、すごく嬉うれしそうに伊依は語った。

『一緒にご飯食べて、一緒に寝ねて、いつも挨あい拶さつして、お話しして、哀かなしいときは抱だきしめてもらって──そんな相棒が、仲間が、友達がそばにいる生活！　あなたも試ためしてみませんか!?　っていうかっ、もしもあたしが古頃大祭に優勝して、校長先生に願いを叶かなえてもらえたら、あたしは怪消を禁止して一定期間、みんなに怪モ造ン生ス物ターと一緒の生活を体験してもらうつもりです！　あたしと同じ生活をね！』

　それは具体的な、現実的な、伊依の理想を叶えるための方法だった。たぶん鬼京と議論し、初めて浮うかんだ考え。伊依の夢が現実に降りてきた瞬しゆん間かんだった。

『すごいよ！　楽しいよ！　幸せだよ！　事あるごとに怪モ造ン生ス物ターは助けてくれます！　すんごい助かるし、楽ちんです！　それに怪モ造ン生ス物ターは生きているから、機械じゃ埋うめられない寂さびしさを癒いやしてくれる！　もっとも、人間が無理に彼らを道具にしたり、傷つけたりしたら怒おこって帰っちゃうから、人間からも仲良くしてあげてね！』

　そこで伊依は、ある意味では狡こう猾かつなことに、的確な脅おどしを実行した。

『怪モ造ン生ス物ターにも国家みたいなものがあって、そこには怪モ造ン生ス物ターの王様やお偉えらいさんがたくさんいるそうです！　もしも怪モ造ン生ス物ターを苛いじめたら、さっき学校で暴れた怪モ造ン生ス物ターなんか比べものにならない怖こわい危ない怪モ造ン生ス物ターが復ふく讐しゆうしにくるかも……！』

　鬼京の起こした騒そう動どうすらも己おのれの主張に利用して、彼女は笑う。

『それだけ気をつけて、まずは学校の皆さん、怪モ造ン生ス物ターとしばらく一緒に暮らしてみてください！　地域の皆さんも、怪モ造ン生ス物ターを怖がらずに、そういう生徒さんを見つけたら嫌いやがらずに、試しに怪モ造ン生ス物ターと触ふれあってみてください。人間としか仲良くしないのは寂しいですよ。こんな近くに、すぐ傍そばに、あたしたちにはたくさんの友達がいるんだって、実感してもらえると最高です！　きっとみんな怪モ造ン生ス物ターを好きになる！　寂しくないし、手助けしてもらって楽になるし、たぶん、世界はちょっとだけ幸せになります！』

　伊依の言葉は、少しずつ祭の空気に染しみてきて、そこにいるみんなの心に届いてきた。香美も、なんとなく怪造がしたくなった。いつも冷蔵庫のなかに隠かくれている香美の相棒は己の外見を嫌きらい、滅めつ多たに人前に姿を現さないが、伊依の夢見る世界が実現したらいつも彼のそばにいられるかもしれない。

　香美は微笑ほほえみ、周りのみんなも確実に何か内心を変化させ、世界が大きくうねり始めている。今はまだ、伊依の言葉は狭せまい範はん囲いにしか届いていない。少ししか、現状を動かす力はないだろう。

　けれど、少しでも、彼女は確実に怪造学と世界と、人間と怪モ造ン生ス物ターの今を革命している。たぶん伝説になるくらいに、未来にはもっとたくさんの悪意を駆く逐ちくし、幸せを育はぐくんでくれることだろう。

　そのときまでは、舞弓や遊ゆうが彼女を守り、香美が甘やかし、鬼京や罠奈が彼女の思想に刺し激げきを与あたえ、あの希け有うな怪モン造ステ学イス者ト・見エ習ツグを盛りたてていくことだろう。それは、なんだか楽しくて、素す敵てきで、古頃大祭は終わりなのに──なんだかまだまだお祭りがつづくような昂こう揚ようを感じさせる。

「……浪漫ロマンよねぇ」

　香美は口くち癖ぐせを、これまでで最も実感をこめてつぶやき、なんとも満足して伊依の言葉を最後まで聞き遂とげた。

　彼女は最後の力を振ふりしぼるように、掠かすれた声で宣言していた。

『仲良くしましょう、皆みなさん！』

　それは先日に罠奈が口にした言葉で、きっと誰だれもが心の奥底で望んでいることで、たぶん──実現できるかもしれない、怪造学で叶えられるかもしれない、伊依がたしかに見つめる未来だった。
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　最終投票は午後五時から開始された。

　伊依も、鬼京も、古頃大祭に参加したあらゆる生徒たちが、学校の出口に設置された投票箱に一票を投じ、結果発表のときをじりじりと待っていた。

　そして──。

『第一位、虚島罠奈』

　その名前が新生古頃怪造高等学校校長、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつの口から当たり前のように発表されたとき、現界カナイは、そして虚界アンダカは確かに大きく震ふるえた。

　色いろ濃こい闇やみが支配する空間。そこで事の成りゆきを見守っていた竜りゆうと妖よう女じよは、古頃大祭の最終投票結果──その進行から考えて不自然な公表に両りよう極きよく端たんな反応を見せた。

〈な──なッ、なんじゃこりゃあ！〉

　真しん紅くの巨きよ体たいから威い厳げんを放つ虚界アンダカ最強の生物は、口から炎ほのおを噴ふき、目から稲いな妻ずまを放って周囲の怪モ造ン生ス物ターを粉ふん砕さいしながら怒ど鳴なった。

〈お、お、おかしいじゃろが！　こりゃ！　どういうこっちゃ！　儂わしの代行者が負けたんはこのさい認めたるがな、なして〝悲ひ哀あい〟の代行者が勝つんじゃい!?　あの虚島うんちゃらゆう代行者は古頃大祭に参加すらしておらんかったぞ！〉

　暴れ、不満を叫さけぶ竜と同じく現界カナイの生徒たちにも騒さわぎが発生しており、混乱が校舎を支配している。幻まぼろしの校舎をつくりあげ、古頃大祭における悪役である鬼京を討論で打ち負かし、当然、空井伊依が最終投票では勝利すると竜は判断していたのに。

　読みあげられた古頃大祭の勝利者は、虚島罠奈。

　それは隣となりで嫣えん然ぜんと微笑む妖女──悲哀大公の代行者の名前だった。

〈くふり〉

　妖女は堪こらえられないというように、石像のような体たい軀くを痙けい攣れんさせて奇き妙みような笑いを零こぼす。

〈くふり、くふり、くふりっ〉

　そして両手を広げ、声だけ聞けば誰よりも美しい、けれど理解できない、彼女の言語で叫んだ。

〈蒼あおの傷口は砂さ漠ばくの王様。歌え命の刻み硝子ガラス！〉

　そこで立ちあがり、今や、この虚界アンダカの半分を支配する女王は、かつて対等だった竜を見下すような傲ごう慢まんさで高笑う。

〈つまり、これは北風に太陽が勝利する宿命というものさ、愚おろかな竜！〉

〈どういうこっちゃい!?〉

　目を血走らせ、返答しだいでは焼きつくすという気き迫はくをこめて睨にらむ竜に、妖女はまるで動じず──目の前に映しだされた古頃の光景を眺ながめた。

〈くふりっ。最初から、私はまともに勝負するつもりなんかなかった。私、勝てる戦いしかしない主義なんだ〉

　異形の玉座にもたれかかって、配下の怪モ造ン生ス物ターに持ってこさせた勝利の美酒を味わう。もちろん顔は仮面で塞ふさがっているので、掌てのひらにあいた口から飲んでいる。

　血のような色と粘ねん性せいの液体が彼女の肌はだを伝い、暗闇に落ちて消えていく。

〈最終投票の瞬間だけ、古頃にいた人間のほとんどを操ったよ〉

　当たり前のように、妖女は下げ劣れつな策を披ひ露ろうする。

〈私にとって、代行者など誰でもよかった。あんまり不自然に思われないよう、最初の投票で一位になった虚島罠奈を選んだけどね。彼女がどんな出し物をしようと、古頃大祭に不参加だろうと、関係なかった。最後にちょちょいと人間どもを操あやつれば古頃大祭には勝てるもんね！〉

　虚島罠奈には天性の求心力があったから、生徒たちの心を操るのも難しくはなかった。何度か実験し、彼女の本ほん拠きよ地ちの周りに虚うつろな顔の生徒が集まってしまったりといった失敗もあったものの、最終的にこのように、誰にも気づかれず大多数の人間を操ることが可能になった。

　無城鬼京に目をつけ、彼に部下の怪モ造ン生ス物ターを貸し、他者を妨ぼう害がいさせた憤ふん怒ぬ大公は──それでも正せい攻こう法ほうだったのであり、素直に戦いすぎたのだと悲哀大公は笑う。古頃大祭の仕組みを狡こう猾かつに利用し、投票だけを操ってしまえば勝てると踏ふんだ己おのれの頭脳の勝利だ。

〈さぁ！〉

　酒さか瓶びんを放ほうり投げ、愛いとしむように竜を睥へい睨げいした妖女は両手を広げる。

〈私の勝ちだね、無能の竜！　それじゃ約束に従って虚界アンダカ戦争は私の勝利と──〉

『なお』

　そうして悲哀大公が勝利宣言を口にしようとした瞬間、垂れ流しになっていた現界カナイの映像のなか、まるでこちらの騒ぎが見えているかのように──校長、宇宙木氷蜜が嫌いやみに笑ってとんでもないことを言った。

『虚島罠奈は古頃大祭の前日に企き画かく者としての立場を放ほう棄きすると申し出てきたので、彼女に集まった票は無効とするわ』

〈…………………はいぃ？〉

　ぐるん、と妖女は映像を注視した。竜も呆あつ気けにとられた顔で、呆ぼう然ぜんとしている。彼の仕し業わざではない。ではいったい誰だれの？　誰の陰いん謀ぼうだこれは？　自分の裏をかき、気づかぬところで罠奈に企画者としての権利を放棄させ、誰が古頃大祭に勝利した？

『ちなみに第二位は、植民地戦法で票を巻きあげた無城鬼京だけれど』

　淡たん々たんと、けれど楽しそうに、宇宙木氷蜜はさらりと事実を告げた。

『その得票は移い譲じようされるのよね？　彼女に。ちなみにその彼女も最後の演説で人気と票を集めたみたいで第三位だし、移譲された得票と合計すると……うん、文句なしに』

　竜と妖女が見守るなか、絶対零れい度どの怪レイ造・モ学ンス教テ授イアはその名前を口にする。

『古頃大祭の勝者は──空井伊依に決定！　みんな、拍はく手しゆ！』
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　異常は、宇宙木の結果発表により、古頃大祭に終結が訪おとずれた瞬しゆん間かんに起きた。

　校内に居残っている生徒、教職員、その全すべての手首に嵌はめられた現界カナイと虚界アンダカを繫つなぐ腕輪──《門ＧＡＴＥ》が打ち震ふるえ、神こう々ごうしいまでの光を放ち、火花を散らして鳴動を始めたのだ。

　まるで何か巨きよ大だいなものが迫せりあがってくるかのような、脅きよう迫はく的な威い圧あつ感。ある生徒は瞬時に《魔ま力りよく》を限界まで搾しぼられて失神し、またある生徒は光が集まって何か巨大な異形を形作るのを見たという。

　伊依も《門ＧＡＴＥ》の奇妙な反応を感知した。香美や魔ま夜やに古頃大祭の勝利を祝福され、幸せな気持ちにひたっていた伊依は、はっと目を見開いて学び舎やを見上げる。

　全ての生徒から溢あふれた〝魔力〟を最大限に濾ろ過かし吸収し、それでも完かん璧ぺきには表現できない圧あつ倒とう的な何か。光のなか、輪りん郭かくだけを茫ぼう洋ようと浮うかばせたその存在は──伊依を発見すると、心臓を鷲わし摑づかみにするみたいな声で囂ごう々ごうと吼ほえた。

〈ふ・ざ・け・る・なぁぁぁあああああ！〉

「…………」

　伊依は瞬時に冷れい徹てつな表情になると、その近づいただけで間ま違ちがいなく己おのれの全てを吹ふっ飛ばすだろう強大な存在に、首を傾かしげた。

「何が？」

　香美たちを下がらせ、校庭に独り、素す早ばやく走りこんで立つ。堂々と。誰に憚はばかることもなく。地面を震しん撼かんさせ、空すら暗雲で瞬またたく間に覆おおい尽つくしたその邪じや神しんとしか表現できない異形に──立ち向かった。

　光の邪神は、伊依を苛いら々いらしたように指さすと声を反はん響きようさせる。

〈茶番だ！　こんなもの！　私は認めない！　得票は私の罠奈が最も多かった！　つまり私の勝ちだろう！　下等な人間ふぜいが──ふざけた真ま似ねを！〉

「だから罠奈ちゃんは自分の票を放棄したんだって。ちゃんと先生の話を聞いてた？」

　伊依は丁てい寧ねいに、幼子に聞かせるように語った。

　言動からいって、文句をつけてきたのはたぶん──悲哀大公だろう。罠奈を代行者に仕立てあげ、おそらく不正な手段で最後に票を集めた卑ひ怯きよう者。最終投票で、古頃大祭に不参加だった罠奈にそんな大量の票が集まるわけもない。平へい穏おん派は活動こそしていたが、なんのことはないお食事処どころをボランティアのようにやっていただけだったのだから。

　悲哀大公がどのような手段を用い、どんな戦法と陰謀で古頃大祭に勝利しようとしたのかはわからない。けれど、伊依は強く憤いきどおる。いまだ何か喚わめき、因いん縁ねんをつけ結果を覆くつがえそうとする悲哀大公に、思ったことをそのまま告げることにした。

　相手が虚界アンダカの大公だとか、虚界アンダカ戦争を勃ぼつ発ぱつさせた張本人だとか、恐おそろしい能力を秘ひめた存在だとか、そんなのはぜんぶ関係ない。

　とりあえず、言いたいことは。

「いい加減にしなさいッ！」

　ぴたりと、悲哀大公の声が止まった。伊依は肩かたを怒いからせ、腰こしに手を当て、梅子を叱しかるときのようにできるかぎり怖こわい顔をして巨大な光の集合体を睨ねめつけた。

「あなたも、そうやって偉えらそうに抗こう議ぎできるほど真っ当なことはしなかったでしょ！　〝憤怒〟さんはそのあたりきちんと弁わきまえてるみたいだよ？　結果は結果、どんだけ気に食わなくても約束どおりに負けを認めなさい！　見苦しい！」

〈み。みぐっ、みぐる〉

　悲哀大公は震え、その名に似合わない怒りを全身に充じゆう満まんさせ、空そら恐おそろしい声で脅迫してくる。

〈くふりっ、に、人間が……人間ごときが、この私に──なんて？　そんな偉そうに、何様のつもりで……この私を糾きゆう弾だんするのかっ、小こ娘むすめが！〉

「あたし何も変なこと言ってないもん」

　つんと唇くちびるを尖とがらし、胸をはって主張する。

「約束を守りなさいって、そう言ってるだけ。古頃大祭はあたしの勝ち。そんで已己巳ちゃん──喜き悦えつ大公さんから伝わってるはずだよ。あたしは〝喜悦〟の代行者だって」
















　悲哀大公が息を吞のむのを感じた。まさか、伊依に敗北するとは思っていなかったのだろう。否いな、己の勝利を確信していたのか。策士、策に溺おぼれる。自分を狡こう猾かつで優すぐれていると思っている存在ほど逆境に弱く、また足あし下もとを掬すくわれやすい。ただ、自分の負けを認めたがらない。

　伊依は溜ため息いきをつき、彼らが決めた、彼らの約束事をわざわざ繰くりかえしてやる。

「古頃大祭は、虚界アンダカの代理戦争。負けた〝悲哀〟さんと〝憤怒〟さんは、虚界アンダカ戦争でも負けたってことで、これからは喜悦大公の言うことはちゃんと聞きなさい。喧けん嘩かなんかもうやめて、仲良くしなさい。以上！」

　言うことは言ったと、伊依は真っ直すぐに悲哀大公を見つめる。虚界アンダカを支配する二大勢力の一柱、虚界アンダカで最も怖おそれられた存在にすら怯おびえもしないその澄すんだ瞳ひとみに、悲哀大公は言葉をなくした。

　その間かん隙げきを狙ねらうように、伊依のそばへ已己巳が不意に現れた。彼女──喜悦大公の化け身しんは、静かに微び笑しようして震える巨大な邪神を仰あおいだ。

「そういうことだ。もうやめよう……〝悲哀〟の。君の負けだ」

〈き──〉

　悲哀大公は、最後の悪あがきをするように忌いま々いましげに毒どく吐づいた。

〈〝喜悦〟ごときの、下等で、屑くずな、虫けらが、私の、この悲哀大公の、勝利者？　支配者──だと？　ふざっ、ふざけるな。ふざけるな〉

「別に君たちを支配したいわけじゃない。ただ、喧嘩はやめようと言っている」

　已己巳はそっと、伊依の手首を握にぎった。そして高々と掲かかげる。何かの競技の勝利者のように──否、悲哀大公に、武器を突つきつけるように。その瞬しゆん間かんだけは已己巳らしくない厳しい表情で、脅おどした。

「納なつ得とくできないのか？　なら、わかりやすく言おう。ここに魔王陛下がいる」

〈────!!〉

　その発言の効果は劇的だった。悲哀大公を示す煌きらめきは瞬時に爆ばく破はでもされたように弾はじけ、なんとか輪りん郭かくを保つと、まぎれもない恐きよう怖ふが満ちた声で呻うめいた。

〈ま、魔ま王おう憑つき……〉

　伊依にはよく理解できない言葉をつぶやき、悲哀大公は怯えた。

〈そ、それが……仲良くしたいなんて、甘っちょろい偽ぎ善ぜんが、陛下の望むところなのか？　馬鹿な──馬鹿な、陛下は、魔王陛下は、どうしてしまったのだ？　〝喜悦〟の！　答えろ！　それは本当に陛下の意志なのか!?〉

「たぶん」

　已己巳は伊依の手をおろし、かすかに首を傾げた。

「少なくとも文句はないらしい」

　そう、今回、魔王は珍めずらしく最後まで何かを語りかけてきたり、深刻に妨ぼう害がいしてきたりはしなかった。伊依は手首を撫なで、魔王を見るような気持ちで己おのれの《門ＧＡＴＥ》を注視した。

　魔王。ダーク・オズ。虚界アンダカの支配者。父を殺した仇かたき。伊依の、逃のがれられない宿命。彼の気持ちが知りたいと思った。仲良くしたいと思ってくれるなら、今度こそ、手をとりあってみたい。

　怪モ造ン生ス物ターは友達。それは魔王も例外ではなく、悲哀大公とも──戦いたくない。伊依は心からそう思い、衝しよう撃げきに揺ゆれる邪じや神しんを優やさしい瞳で見つめた。

〈な………〉

　悲哀大公は、明らかに動じた。伊依の視線に貫つらぬかれるかのように、小こ柄がらで、瘦やせっぽちなその身体からだを怖れるように、身じろぎして存在を震ふるわせた。

　伊依のそばに、いつのまにか舞弓が立って、本当は怖くて強こわばっていた身体を支えてくれた。その向こうには古頃大祭に遊びにきたのだろうか、血影と影かげ文ふみの姉弟していも見えた。校舎のあらゆる窓からは生徒たちが顔をだし、口々に何かを言ったり、真しん剣けんな表情で見上げたりしている。

　その光景を畏おそれるように、悲哀大公は絹を劈つんざくような悲鳴をあげた。甲かん高だかい、その絶ぜつ叫きようは世界に響ひびきわたり、伊依の髪かみを、制服を大きく揺らした。

　けれど伊依は逃にげたりしない。ここに踏ふんばって、真っ直ぐに前を見る。

　悲哀大公は集まった人々や、生徒たちをそれこそ化け物とでも思うかのように掠かすれた声をあげた。

〈……魔王に、喜悦大公に──物ぶつ造ぞうの申し子に、虚きよ無む大公──だと？　馬鹿な、馬鹿な馬鹿な……理解できない、納得できない、そのような華きや奢しやな小こ娘むすめの！　取るにたらない貧ひん弱じやくな生命の！　どこに惹ひかれて集まりよるか蚊か蜻蛉とんぼどもが！　怖こわい、怖いぞ、貴様の存在が怖い──私は貴様を畏れる！　空井伊依といったな……〉

　瞬時に輝かがやきを炸さく裂れつさせ、花火のように空を照らして悲哀大公は断だん末まつ魔まのごとき叫さけびを放った。そして怯え、逃げるように光を端はしから消しよう滅めつさせ、邪神はちっぽけな少女を怨おん敵てきのように忌々しげに見つめ、断言してくる。

〈貴様こそが、現界の魔王よ！〉

　その言葉だけを残し、瞬間、悲哀大公の全存在が現界カナイから遠ざかる。生徒たちは《魔力》を失いその場に倒たおれ、あるいは動けず、空を見上げ──また、たった独りで強大なる悲哀大公を退けた小柄な少女、伊依を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「……ううん」

　その伊依はというと、悲哀大公の言葉に首を振ふって、ぼやいた。

「あたしは、ただの平和を愛する普ふ通つうの女の子だよ」

　そこで仲間たちを振りかえり、呆然としている彼らになんでもないように言った。

「……そんじゃ、古頃大祭の後片付け、がんばろっか？」
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〈悔くやしい悔しい悔しいッ、私がぁッ、この悲ひ哀あい大公が人間の小娘ごときに虚こ仮けにされて……馬鹿にされたぁッ、哀かなしいよう哀しいよう殺してやる殺してやる殺してやるッ！〉

　仮面の下で滂ぼう沱だと涙なみだを流しつつ、悲哀大公は骨の玉座で転がり、悲痛に悶もだえた。彼女は一見、冷静で計算高い悪女のように見えるが、実際、少しでも気に食わないことがあると童女のごとく泣き叫び、このように乱れに乱れる。

　現界カナイの映像はすでに消え、虚界アンダカの深しん淵えんに位置するこの暗くら闇やみには宴うたげの終わりに特有なうら寂さびしさと、どこか気が抜ぬける疲ひ労ろう感だけが漂ただよっていた。怪モ造ン生ス物ターたちは悲哀大公に八つ当たりにされては堪たまらないと散り散りに去り、最後に残った憤ふん怒ぬ大公も泣きじゃくる悲哀大公に肩かたの力が抜けたように告げた。

〈儂わしも帰る。なんじゃ馬鹿馬鹿しい……魔ま王おう陛下に〝虚きよ無む〟様までが現れて、儂らに喧けん嘩かは止やめいというあの小娘の味方ばしよるとはな。ほんじゃ──止めるしかなかろうぞ〉

〈にっ、逃げるのか〝憤怒〟の！　下等な人間ごときに良いように弄もてあそばれ、あんな偉えらそうなことを言われ、何も感じずに逃げるというのかッ、誇ほこり高い竜りゆうの王が！〉

　山が動くかのように異様に重々しく、歩み去ろうとする竜は笑った。

〈ふん……儂は貴様と違ちがって負けは負けと認めるわい。やられたやられた、すっかりあの小娘にしてやられたわ。現界カナイにも面おも白しろい連中がおるようじゃて、儂もせいぜい寝ね首くびを搔かかれんよう気合いれんとな。遊んどる場合ではないわ〉

　爆ばく撃げきのような声を零こぼし、最後に、彼は嘲あざけるみたいにこちらを見てきた。

〈もしかしたら……貴様なんぞよりよほど警けい戒かいせにゃならん存在かもしれんなぁ、おい、〝悲哀〟の──悪わる知ぢ恵えだけが自じ慢まんだったはずだろうに、好き放題に遊ばれよって。笑わせよるわ〉

　そして虚界アンダカ最強の怪モ造ン生ス物ターは、退たい屈くつそうにつぶやいた。

〈……貴様も大したことないのう〉

〈…………〉

　闇に消えていく竜を呆然と眺ながめ、妖よう女じよは玉座の上で硬こう直ちよくする。しばし銅像のようにそのまま凝こり固まり、やにわに震ふるえ、怪かい鳥ちようのような叫びをあげる。

　暗闇に不気味な光が飛び回り、悲哀大公の屈くつ辱じよくを示して暴れ狂くるう。けれどそんな彼女すら容易たやすく内包して、虚界アンダカは何も変わらない。

〈ば、馬鹿にされた……竜なんかに、無能の竜なんかにッ、私が──この私が！〉

　歯は嚙がみし、ぎりぎりと全身を引きつらせ、仮面を夢中で引っかき、妖女は傷だらけの身体からだを暴れさせる。言葉にならない声をあげ、そうして悲哀大公は──煮にえた腸はらわたを吐はきだすように低く唸うなった。

〈悔しい悔しい悔しい……今回はッ、相手が無能な竜だったから適当な策しか練らなかっただけで……私が全力をだせばあんな小こ娘むすめ、あんな竜、世界に存在するあらゆる屑くずどもに負けはしないのに！　馬鹿にさせないのに！　悔しい悔しい悔しい悔しい悔しい──〉

　不意に、声がした。

〈悔しい？〉

　暗闇のなか、ぽつんと取り残された妖女に、それは何処どこからか囁ささやきかけてくる。

〈だったら……その恨うらみ、その憎にくしみ、その悔しさ、きみを馬鹿にしたやつら全員を傷つけ、不幸にするために使わない？〉

　そういえば──先ほど、現界カナイに身体の一部だけを露ろ出しゆつさせたとき、何かが、潜もぐりこんできたような……その寄生虫のような、確かに身体の内側に宿った何かは、悲哀大公の感情を巧たくみに撫なで、染しみてきて、急速に自じ我がを支配し思考を失わせた。

　虚うつろになった彼女に、声は笑いかけてくる。

〈ぼくはヴェクサシオン〉

　その誰だれかは満足そうに名乗ると、そうして虚界アンダカ最悪の妖女に計画通り取り憑ついた。
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　何が可笑おかしい、と激げき流りゆう院いん 潮うしお静しずかは水すい晶しようの山を睨にらみつけて眉まゆをひそめる。

　巨きよ大だいな氷山を思わせるこの透とう明めいな鉱物の塊かたまりは、今も紫し電でんを放ち激しく明めい滅めつしながら身み悶もだえるように震えている。嫌けん悪おと憎ぞう悪おを凝ぎよう縮しゆくしたような呪じゆ文もんをぶつけられ、不快と蔑べつ視しを極きわめたがごとき呪印を刻まれてなお、封ふうじておくことしかできない物言わぬ化け物。

　その中央で眠ねむる人物が、一いつ瞬しゆんだけ口元を緩ゆるめ、微笑ほほえんだように見えたのだ。

　怪かい造ぞう学会総長たるこの激流院潮静など通りこし、遥はるか遠くの出来事に思いを馳はせるように、余よ裕ゆうげに。夢見るように。膝ひざを抱かかえ目を瞑つぶったままこの怪造学最大の汚点は、愉ゆ快かいか、嘲りか、とにかく笑ったのだ。

　総長は忌いま々いましげに舌打ちし、休まず呪文と呪印をつづける。

　所しよ詮せんは囚とらわれの身と侮あなどってはいけない。わずかな油断すらも許されない。この人物が解き放たれれば、平和なこの世は暗闇に沈しずむ。

　総長は声に鋭するどさを、指先に意志をこめ、挑ちよう戦せんするように水晶を見つめた。

　何を感じたか知らないが、せいぜい好きなように笑うがいい。

　だが、それ以上は許さない。身じろぎする自由すらこの激流院潮静が禁じ、あらゆる幸福を、刺し激げきを遮しや断だんして虚無に叩たたきこんでやる。

　そしていずれ、貴様を殺す。

　殺意を灯ともらせたその視線が、ひときわ大きく輝かがやきを弾はじけさせた。

「総長、古頃大祭の経けい緯いと、結果の報告をしても宜よろしいでしょうか」

　いつのまにか、気配もなく副総長の久く渡ど貴き乃の子こが背後に立っていた。封印の儀ぎ式しきをつづける総長は完かん璧ぺきに無防備で、今、誰かに襲おそわれたならば抵てい抗こうもできず死ぬだろう。普ふ段だんは高たか橋はしに防衛させているのだが、彼は爆はぜ川かわ嫌や凪なぎとともに古頃大祭の後始末をしている。

　自分の命を軽かろんじているわけではないが、総長は己おのれの死をあまり怖おそれない。

　長い、果てしなく長い道のりを歩いて、生きてきた。

　全すべては──己の罪の帳ちよう尻じりを合わせるため。平和な世も、人類の幸福も、その目的の前には価値を見み出いだせない。愛情が希き薄はくで、根本的な部分で冷れい酷こくなこの自分の本ほん性しようを知ったら、総長のために命を燃やして従事している久渡はどう思うだろうか。

　刹せつ那なのみ、どこか寂さびしげな色が混ざった表情を、いつものように彫ちよう像ぞうのごとき鉄面皮へと戻もどす。

　感情は、不要だ。感傷は、危あやうい。己は、人間であることに価値を見出せない。

　久渡が丁てい寧ねいに報告をつづけているが、集中しきっている総長にはあまり届かない。全身全ぜん霊れいをもって没ぼつ頭とうし、ひたすら目の前の敵を封じるための行こう為いに全てをかける。

　そんな総長の耳に、その言葉は不意に届いた。

「総長。魔王憑き──とは、なんなのでしょう？」

　総長は。

　怪造学会総長──激流院潮静は久渡の何気ない問いかけに、ぐるりと振ふりかえった。完璧な無表情で、ただ両目だけを大きく見開き、驚おどろいたように身をすくめる久渡を凝ぎよう視しする。

「……総長？」

　そして怪造学の支配者は、激しく立ちあがると同時に久渡の華きや奢しやな肩かたを摑つかんだ。彼女の薄うす緑みどり色の髪かみが夢のように闇やみで躍おどり、呆あつ気けにとられた彼女の、純じゆん粋すいな瞳ひとみの奥で戸と惑まどいが揺ゆれた。熱が頭のなかで渦うず巻まき、心臓が妙みように高鳴る。止まらない呪文のなか、総長は久渡を握にぎり潰つぶさんばかりに圧あつ迫ぱくし、痛みに呻うめく彼女へ低く宣告した。

「殺せ」

「そ……そう、ちょう？」

　喘あえぐ彼女がどうしようもなく愚ぐ図ずに思えて、総長は身を翻ひるがえすと儀式を無視して飛びだしていこうとした。周囲に置かれた呪具や祭さい壇だんが蹴け散ちらされ、何人かの怪モン造ステ学イ者ストが悲鳴をあげながら打ち倒たおされた。沸ふつ騰とうするように争乱の泡あわが弾け、空気が緊きん張ちように過熱する。

　久渡が追い縋すがり、腰こしのあたりに必死になって抱だきついてきた。

「総長！　いけません！　あなたが動いては！」

「放せ久渡！　えぇい、何も知らぬくせに俺の邪じや魔まをするでない！」

　その一言に久渡は悲痛な感情を浮うかべ、崩くずれてしまいそうになったが、それでも全力で身体からだを押しつけてきた。けれど総長は彼女を引きずり、和服を乱しながらも驀ばく進しんを止めない。

　溶よう岩がんのごとき感情が身体中を支配して、もはや道理も何もかも超ちよう越えつした暗い焦しよう燥そうだけが肌はだを裏から焼き焦こがす。総長は闇雲に手足を動かし、久渡を振り落とそうと嵐あらしのように暴れた。

「殺さねば──殺さねばならぬ！　魔ま王おうに関かかわるものは全て！　全てだ！　貴様が俺の意志に逆らうならば……俺がこの手で始末する！　あの空すかい井い滅めつ作さくのように、魔王を目覚めさせるかもしれぬ愚おろか者は俺が残らず潰す！」

　普段の厳おごそかな雰ふん囲い気きをかなぐり捨て、荒あれ狂くるう激流院潮静を──。

　水晶のなかの人物が、一瞬だけ目を開き、嘲ちよう笑しようとともに見つめた。
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　偶ぐう然ぜんか必然かもわからぬ奇き妙みような出会いが、北風のように身体を通りすぎていった。古頃大祭が始まり、そして終わるまでの短い間に、己の根源に関わっている──という不思議な実感をまとった存在たちと続けざまに邂かい逅こうした。

　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは、いまだにそれらの出会いを咀そ嚼しやくできないでいる。
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　不思議な親近感をまとった女性、闇やみ宮みや血ち影かげ。巨大な黒い鎧よろいの、不思議な人物。彼らの正体は不明で、けれど見過ごせるほど対面したときの衝しよう撃げきは小さくなくて、舞弓は気づくと彼らのことを思いだしては溜ため息いきをついていた。

　だから舞弓は古頃大祭が終わって、あとは冬休みを待つだけの数日間、何も手につかず珍めずらしくぼんやりと過ごしてしまった。変な病気かと心配してくる伊い依よりに苦く笑しようし、ついに舞まいちゃんも恋こいに目覚めたのかいと戯たわ言ごとを口にした遊ゆうを蹴けり飛ばしても、やっぱり舞弓は虚うつろな心にかかった靄もやを払はらえずにいた。

　最後の登校日も同様に終わり、進級できるか心配になるような成績の通知票を養い親に見せるときのことを思って溜息をつき、ちらほらと雪がふるなか舞弓は独りで下校している。年末やクリスマスの話題を楽しそうに語る生徒たちを眺ながめ、白く染まった吐と息いきを漏もらしながら自宅へと向かい、歩いた。

　寒くて手足が強こわばり、舞弓は指を揉もみあわせて温める。いつでも戦えるよう、常に体調は万ばん全ぜんにしておかなくてはならない。特に今は、なんだか普ふ通つうではないから、油断しないよう自分に言い聞かせる必要がある。

　しばらく歩いていると、ふと歩道の横──薄うっすらと雪が白く塗ぬった道路に車が停とまった。舞弓は無視して行こうとしたが、車の扉とびらを開いてこちらに手をふる人物がいたので立ち止まって怪け訝げんな顔をする。

「………貴様は」

「よぉ、今から帰りかい？」

　気安く声をかけてくるこの少年は、無む城じろ鬼き京きよう。きちんと男の格好をしていたから、一いつ瞬しゆんだけ誰だれだかわからなかった。喪も服ふくだろう、黒いスーツにネクタイで、同じく革かわ靴ぐつも黒──金色の角飾かざりだけはつけていたから、それがやけに黒一色の服装のなか目立った。

　彼は古頃大祭をさんざんに引っかき回し、伊依に懲こらしめられた後は学校にもきたりこなかったり、ふらふらしている。伊依に止められたのでこの場で斬きりはしないが、やはり彼にはあまり良い印象を抱いだいていない。かるく身構え、舞弓はいつでも刀を抜ぬけるよう手を柄つかに触ふれさせる。

「おっと、止よしてくんな。葬そう式しきに向かう途と中ちゆうで死人になるってぇなァ笑えねぇってもんよ」

　鬼京は目ざとくそんな舞弓の反応に気づき、困ったように笑った。やはり食えない、油断のならない少年だ。舞弓は眼光鋭するどく、ガードレールを挟はさんだ向こう側で肩をすくめた鬼京を睨にらみつける。

　しかし彼、やはりこれから葬式に参加するのか。誰かが不幸に遭あったのだろう、そんな人間を斬るほど舞弓も非情ではない。刀に伸のばした手をおろし、静かに問う。

「どなたか亡なくなられたのか？」

「あぁ、うちの爺じいちゃんがなァ」

　どことなく哀かなしそうに、鬼京は雪を掌てのひらで受けとめたりしながら微笑ほほえんだ。

「ま、九十にちょい足りねぇくらいまで生きたからよ、大往生ってもんよ。なんかな、俺にとっちゃ糞くそ爺ィだが古頃の教師に昔の弟で子しだか何だかがいるらしくてよ、これから迎むかえにいくわけさ。身内での葬式は終わって遺体も焼いちまったんだが、公式っつうか、まぁ爺さんの仕事関係の知りあいで集まるんだってよ」

　彼の祖父といえば、確か有名な怪モン造ステ学イ者ストだったはずだ。無む城じろ美び国くに。物ぶつ造ぞうを研究したという──舞弓にも、どこか気になる人物である。

　ともあれ、鬼京の寂さびしげな風情ふぜいに警けい戒かいも削そがれ、舞弓はおとなしくお悔くやみを述べた。

「君の祖父とは、少し話をしたかったのだがな。焼しよう香こうくらいさせてもらいたいが……葬式に赤の他人が邪じや魔まするわけにもいかぬだろう。せめて冥めい福ふくくらい祈いのらせてくれたまえ」

　深く頭を下げ、顔も知らぬ鬼京の祖父に手を合わせると、鬼京は馬鹿みたいに大口をあけて笑った。そうして、彼はたぶん哀しみをやりすごしている。

「あんがとよ。うちの爺さん若い女の子が好きだったからな、きっとあの世で喜んでらァ」

　ほんじゃな、と湿しめっぽいのは嫌きらいなのか、車に戻もどりかけ──そこで鬼京は肩かた越ごしに振ふりかえった。そして不思議と神妙な、真面目まじめな口調で告げてくる。

「そう、言い忘れるところだった……うちの爺さんな、最さい期ごに言ってたんだよ」

　そうして、物造に生きた外れ者の怪モン造ステ学イ者スト、無城美国の遺ゆい言ごんを、孫の鬼京が物造の申し子へ──伝えた。

「物造は虚界アンダカを殺す、だから総長には知られてはいけないってさ。どういう意味だろうねえ？」

「…………」

　虚界アンダカを殺す。意味のわからない、けれど深刻な何かを孕はらんだ言葉。舞弓は言葉をなくし、黙もつ考こうしたが、やはり理解はできなかった。

　鬼京は今度こそ車内に身体からだを滑すべりこませ、運転手に待たせたことを謝ってからこちらに視線を向けてきた。

「俺、これから爺さんの蔵書とか資料とか調べてさ、物造の研究やってみるから──なんかわかったら教えてやるよ。あんたも、できれば協力してくれな。爺さんが摑つかめなかった何かド偉えらいもんを見つけてよ、墓前に捧ささげてやんのが最高の供く養ようだろうからよ」

「好きだったのだな、祖父殿どのが」

　それは舞弓が義兄あにを尊敬するのに似ているかもしれない。彼も鬼京の祖父と同じく、もう遠いところへ行ってしまったが。

　そして──怪モ造ン生ス物ターに喰くい殺されたという自分の母の墓前に、自分も物造を求めることで何かを捧げられるかとちょっと思った。彼女も、物造に生きたひとだったらしいから。

　自分たちの未来に、何があるかはわからない。

　けれどせめて、墓の下に眠ねむるひとたちが呆あきれないように、その墓前に彼らが求めたものを捧げてあげられるくらいに、強く、確実に歩んでいかねばならない。

　扉とびらを閉め、窓を開けて別れの挨あい拶さつをする鬼京に手を上げて応こたえ、舞弓は一瞬だけ雪のふる天空を見上げ──それから脇わき目めもふらず真っ直すぐに道を歩きだした。
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　暖だん房ぼうが部屋をしんしんと暖めている。窓の外では雪が揺ゆれながら舞い、厚い雲と共犯になって執しつ拗ように外の景色を隠かくしていた。

　仇あだ祭まつり 遊ゆうは虚こ島じま罠わな奈なの屋や敷しきで、メイドさんのいれてくれた紅茶を口に含ふくんでいる。正面では広い部屋の床ゆかに腰こしかけ、ノートパソコンに向かって鉄仮面の罠奈が滑なめらかに打タイ鍵ピングしている。規則的な、かたかたかた、という音が耳に心ここ地ちいい。

　遊は今日、学校の終業式を終えた後、罠奈に携けい帯たい電話で呼びだされた。彼女は古頃大祭を経て本当の意味での友達も増えたようで、なんだか明るく、朗ほがらかになった。元より無理して優等生ぶろうとするその性質が遊は嫌いだったので、自然体になった今の彼女をそれなりに評価していた。

「………ふぅっ」

　溜ため息いきをつき、Enterボタンを押して罠奈が作業を終える。つづけてマウスを操作し、パソコンに接続されているプリンタを動かす。すると耳に痛い音が響ひびいて、するりするりと紙が吐はきだされはじめた。

　遊は伊依に見せるよりもじゃっかん意地悪な、けれどある意味では素すの表情で罠奈を見やってぼやく。

「ひとを呼びつけておいて待たさないでよ、罠奈」

〈ごめんね遊、ごめん。もう──終わったから。クッキー食べる？〉

　ジンジャーたっぷりの手作りクッキーを、皿ごと押しつけて彼女は笑った。やっぱり明るくなった。それに嫌いやみにもへこたれないくらい、強くなった。伊依と出会うと、誰だれもが強くなる。それが幼なじみの遊としては少しだけ誇ほこらしい。

　罠奈は口がないから食べられないのか、クッキーを齧かじる遊を羨うらやましそうに見てくる。

〈いいな、遥はるかさんお菓か子し作りうまいんだよ。紅茶もぴったりの時間と温度でいれてくれるし、料理だってすっごく上手なの〉

「ふぅん、優ゆう秀しゆうなんだね、あのメイドさん。性格と挙動は変だけどね」

　素直な感想を漏もらすと、罠奈は声をあげて笑った。

〈そういうこと言うと部屋にくるよ。遥さん、地じ獄ごく耳みみだから〉

「怖こわい怖い」

　肩かたをすくめ、印刷が終わるまでの雑談として適当なことを尋たずねてみる。

「それよりも罠奈、君って口がないのにどうやって食事してるわけ？」

〈基本的に……そうだね、喉のどの穴からドロドロに溶とかした食べ物を流しこむよ。噎むせちゃうときは、胃い袋ぶくろにそのまんま。味がしなくて最悪だよ。……あ、終わった〉

　紙に文字を刻み終えたプリンタは、軋きしむような音をたててから沈ちん黙もくした。罠奈はゆっくり確かく認にんしながらそれらを集め、束ねてから遊に渡わたしてくれた。

　ざっと最初の一枚だけ眺ながめ、遊は首を傾かしげる。

「何これ？」

〈私の書いた小説。愛と感動の伝でん奇きアクション〉

「…………」

〈噓うそだよ。小説も書いてるけど、これは違ちがうもの。……小説もね、読みたかったら読んでもいいんだよ、遊〉

「機会があったらね」

　熱心な罠奈を適当に流して、遊はページをめくっていく。そして、そこに印字された文章を読んでいくうちに、表情を急激に険しくしていく。

「これは……」

　罠奈は頷うなずき、彼女の顔に唯ゆい一いつ、残った双そう眸ぼうでこちらを見つめてくる。

〈私の父、虚こ島じま慈いつ樹きと──遊のお義父とうさま、仇あだ祭まつり孤独ひとりが行っていた研究の、日誌。伊依ちゃんには、急いでまとめたものを古頃大祭の前に渡したけど……今、遊が読んでいるのは私が余計なところを編集したり、爆ばく破はされた地下で焼け残った資料なんかの内容を付け加えたりしてまとめたもの〉

　そして彼女は、その気高く美しい声で清せい冽れつに、言い放った。

〈ヴェクサシオンの、研究〉




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　それは、狂きよう気うきと呼ぶのも穢けがらわしい、何か異様な醜みにくいものが渦うず巻まいた研究だった。ところどころ欠落し、また意味のわからぬ記述も多かったが、そこには──吐き気がするほど悪あく趣しゆ味みな妄もう念ねんと、腐ふ臭しゆうが、溢あふれていた。

　伊依は『ヴェクサシオンの研究』と題されたその日誌を、香か美みの部屋にあるパソコン画面で閲えつ覧らんしていた。伊依の部屋にはそんな文明の利器はないから、彼女に事情を説明してディスク内のデータを表示してもらったのだ。

　しばらく黙だまって読みふけり、伊依は恐きよう怖ふした。

　己おのれの義兄あにが何かおぞましい化け物に思えて、震ふるえて見ないふりすらしようとした。

「…………」

　伊依は古頃大祭の勝利者となり、宇う宙つ木きへ正式に願いを告げ、今日、終業式をうけてそのまま学生寮りように帰宅した。祭の余よ韻いんも数日で身体からだから抜ぬけてしまい、さぁ年末はどう過ごそうかと考えていて──すっかり忘れていたディスクの存在を思いだしたのだ。

　ヴェクサシオンの弱点が、書かれているという日誌。

　義兄と、罠奈の父であり偉い大だいな怪モン造ステ学イ者ストであった虚島慈樹が協力して進め、これまで表の世界に決して明かされなかった、異い端たんの研究。

　それは虚島慈樹博士の一いち人にん称しようで綴つづられていた。

　最初の文章は、歓かん喜きに満みち溢れていた。

〈今や虚界アンダカは私たちの思うがままだ〉

　興奮し、学術的な好こう奇き心のままに筆を走らせたのだろう、慈樹博士の文章は支し離り滅めつ裂れつで、何かの論理を構築したと思えばそれを破は壊かいし、思い出話を書き殴なぐり、ただ素す晴ばらしいとか大発見だとか乱れた文体で言葉を散乱させ、非常に落ちつかない。罠奈がワープロソフトで書き写してくれた文字は色気も愛あい想そもない明みん朝ちよう体たいだったが、もしもこれが実物の日誌だったら、彼のすさまじい昂こう揚ようが読みとれる荒あれた筆ひつ致ちだっただろう。

〈孤独くんは私のもとに幸運を届けてくれた。この研究が見事に成されれば、虚界アンダカと現界カナイの常識が引っくりかえり、世界は私を史上最も優すぐれた怪モン造ステ学イ者ストと賞賛するだろう〉

　しばし、慈樹博士と孤独の馴なれ初そめや、いかに彼が素晴らしい人物かの描びよう写しやがつづく。さして重要そうではなかったので、伊依は斜ななめ読みにした。義兄のことは、本当に間接的な噂うわさや評価ですら聞きたくない。それが良いものであれ悪いものであれ、不ふ愉ゆ快かいになる。

　やがて慈樹博士は私財をなげうち、孤独とともに秘ひ密みつ裏りに研究を始める。

　どうして正式に怪造学会へ報告し、研究資金を受け取らなかったのだろう、と伊依は疑問に思った。慈樹博士ほどの人物ならば、施し設せつも資材も使い放題だっただろうに。

　そんな伊依の疑問はすぐに氷解した。

　最悪の形で。

〈実験体には、孤独くんの実の娘むすめを使用することにした〉

　人体実験。

　最悪の文字が頭によぎった。思考が凍こごえ、心臓がやけに大きく跳はねる。喉が渇かわき、目が充じゆう血けつしていくのがわかる。

〈彼女は私の理論と孤独くんの技術により全身に怪モ造ン生ス物ターを無限に吸収し、長い時間と用意をし、幸運を味方につければ虚界アンダカの全すべてを体内に抱いだくことすら可能だろう。いずれこの幸運なる実験体は永遠に稼か働どうし、あらゆる怪モ造ン生ス物ターを吞のみこむ人工の魔ま王おうと化す〉

　人工の……魔王？

　伊依は震え、梅うめ子こを抱きしめる。そこに書かれている文章はほとんど理解できないが、なんとなく気味が悪かった。この慈樹博士の、己の正義を疑ってはいない狂信者のような思考が。本当に素晴らしいことをしているのだという陶とう酔すいが、おぞましい。

　確実に、一人の少女を実験の犠ぎ牲せいにして。

　彼らは──いったい、どんな崇すう高こうなる目的を達成しようとしたものか。

　震える指先で、とん、とマウスをクリックする。画面が切り替かわり、次の画面が表示される。やはり延々と文章が並んだ、味気ない日誌。

　伊依は口元を押さえたまま読み進め、不意に、目を見開いた。

　最悪の記述にさりげなく交じった、見知った名前。本当に意味のわからない、けれど不気味な単語の群れに、入りこんだ違い和わの点。伊依の心の最下層で今も傷として疼うずき、事あるごとに蘇よみがえっては痛みを訴うつたえるその名前は──。

〈寂じやく憐れん院いん〉

　そこに、書かれた、文章は。

〈寂憐院の正統なる跡あと継つぎである寂じやく憐れん院いん孤独ひとりくんには、虚界アンダカの全てを支配する権利がある〉

「どうして……」

　戦慄おののく膝ひざを押さえつけ、伊依は錯さく乱らんしたように大声で吼ほえた。

「どうして──寂憐院の名前がでてくるの!?」

　返事はない。答えはない。これは、過去に行われた研究の記録。すでにこの世界で実行され、どこかで現実になり、何かを変えてしまったはずの最悪な研究。

〈即すなわち、虚界アンダカを取りこみ魔王と化したヴェクサシオンの、支配者に〉

　伊依は堪たまらなくなって、嫌いやな記き憶おくが這はいあがってこないよう、もう何も醜みにくい現実が侵しん入にゆうしてこないよう、目をぎゅっと瞑つぶって頭をふった。梅子が心配し、滅作が何か言ってきたが、耳に響ひびいてこない。

　なんだか無む性しように不安だった。古頃大祭を経て、ようやく輝かがやかしい未来を描えがけたというのに、過去が染しみだしてきて──何かが不気味に蠢うごめいている。そんな感じがした。胸むな騒さわぎが止まらず、冬だというのに嫌な汗あせが背筋を伝った。

　ようやく呼吸を落ちつけ、真っ直すぐに前を見る。

「寂憐院……虚界アンダカ……ヴェクサシオン……」

　己おのれが対決するべき諸もろ々もろの概がい念ねんを口にして、伊依は怪モ造ン生ス物ターを胸に、汚お濁だくした過去を見つめるためパソコン画面に向かいあった。

　おそらく全ての鍵かぎは、人知れず葬ほうむられた過去に──。





アンダカの怪造学Ⅴ〈了〉









　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。『アンダカの怪造学Ⅴ 噓つき魔女の見つめる未来』をお届けいたします。書いているときは何も思わなかったのですが、後になって数えてみると過去最大の分量になっていました。量はともかく、過去最高の面おも白しろさになっていればいいのですが。

　ともあれ、あとがきも多くページ数をもらってしまったので、読むのに疲つかれたひとは読み飛ばしてくださいね。あまり中味のある話はしませんので（いつもそうだとか言わない）。




■①、サムライ・『ガール』である理由




　今回、いつもとちがって表紙が主人公の伊依ちゃんではなく、歩く銃じゆう刀とう法ほう違い反はんの侍さむらい少女になっています。前巻『Ⅳ 笛吹き男の夢見る世界』から第二部となり、表紙のタイトルロゴだったり背景の色だったりが微び妙みように新しくなっているのですが、そんなふうに第一部とは雰ふん囲い気きを変える一いつ環かんとして他の登場人物たちも表紙にだしてあげようという感じです。なのでべつに本編も今回、彼女が中心になっているわけではなく、メイド服で機関銃を乱射したりとちがう意味で大活かつ躍やくですけど主人公はやっぱり伊依ちゃんです。

　まぁもし舞弓のお話を期待したひとがいたら悪いので、侍少女についてひとつ。

　近ごろ気づいたのですが、刀を振ふり回し武士道を重んじるいわゆる『侍少女』が、ライトノベルや漫まん画がにはたくさん登場します。ひとつの萌もえ属性、ジャンルともいえるくらいに。どうしてここまで侍少女が増ぞう殖しよくしているのか、日日日さんは考えました。

　新に渡と戸べ稲いな造ぞう『武士道』によると、『武士道は桜と同様に日本固有の花』だそうです。西洋人における『宗教』＝思想の根底が僕たち日本人の場合は『武士道』（※あくまで新渡戸さんの言い分）だそうです。というか、日本人の価値基準の根深いところに『武士道』があるようで、その『武士道』そのままの女の子はやっぱり美しいと僕たち日本人は感じてしまうらしいです。だから萌えキャラにされる。

　侍少女は己おのれの信じる正義のためなら刀を振るい戦うことを厭いといません。主君（ライトノベルや漫画の場合はたいてい主人公の男の子）に尽つくして迷わず命を捨て、仲間には優やさしく、己の認めた敵には時には塩を送り、何よりも恥はじを怖おそれ自己の鍛たん錬れんを怠おこたらない。日本人が格好いい、と思う感じの性格というか人格なわけですね。あと日本人は銃よりやっぱり刀が好きなので、女の子が刀をもっているだけで萌えます。

　けれど思うのは、どうしてサムライ・『ガール』なのかということですね。僕が言うことでもありませんけど、近ごろ男の子、戦わなすぎ。女の子に守ってもらって、それで満足、幸せという図式が昔より多くなってきている感じがします。あくまで小説や漫画でね。

　気をつけないと、侍は腐くさった主君は斬きってよしの『下げ克こく上じよう』という属性も持っていますから、侍少女に甘えて堕だ落らくしていては危ないですよ、男の子。がんばれ。




■②、不良と優等生




　ちょうど今回の話を書いているとき、教育基本法の改正案が発表され、また苛いじめなどを苦にした子供たちの自殺が相次ぎました。僕もついこないだまで学生だったので、あんまり他人事のように受け流すこともできず、いろいろと考えこんだりしていました。思いついたいくつかのことは本編でも書きましたけど、教育において何が正しいかなんて曖あい昧まいで難しく、今もまだ『どうしたらいいか』の答えは導きだせません。

　とりあえず、学校で認められることは世界に認められることと同義ではありませんし、学校での幸福が人間の幸福のすべてではないということだけ。だから、仮面をかぶって優等生になることはないし、自らまつろわぬ鬼おにとなった不良を馬鹿にしたり認めなかったりするのは、やめましょう。

　本当の自分を隠かくしてまで学校的に『良い生徒』になっても、『良い人間』になれるわけではありません。テストで良い成績をとったり、良い学校に進学したり、そういった解わかりやすい数字で評価されるのが当たり前になってはいますが、だからといって苦しんでまで数字ばかりを高めるのはいけません。勉強ができないなら、他の部分でがんばりましょう。ちょっと今の子供たちは勉強しすぎだと思いますし、勉強すれば良い人間になれるという信しん仰こうを大人がもちすぎだと思います。君たち。学校の授業での九割は役に立たないぞ。

　そして、世間的に不良と呼ばれる子供たち。落ちこぼれ、外れもの、なんでもいいですけど学校のなかで異い端たんとされ、鬼のように軽けい蔑べつされ嫌けん悪おされ遠ざけられる子供たち。彼らを駄だ目めなやつと切り捨てて、その価値を認めないのも良くないと思います。学校の成績が悪かったり、集団行動に適応できない子供たちを、一方的に悪い子、駄目な子だと判断してまとめて廃はい棄き、というのは大変にもったいない。彼らを落らく伍ご者として嗤わらったり、ただ馬鹿にして遠ざけたり、苛めたりするのは、明らかに宗教上の論ろん旨しの違ちがいで他国を攻こう撃げきするのと同じです。ひとつの価値観に凝こり固まり、新しい考えが生まれなくなり、誰だれもが進化をやめてしまう。

　まとめると、教育なんか糞くそ食らえです。

　僕は勉強があんまり好きじゃないので、今のようにみんな勉強しなさいと尻しりを叩たたく感じの教育のありかたには大変に不満です。学校で授業を受けるということは『学ぶ』ということと同義ではないし、作中で述べたただの脳内倉庫の分類訓練なのであんまそればっかやらず、本でも読んでたくさん遊んでもっと勉強以外のことをしてくださいな。みんなが勉強ばっかりして本を読まないから僕たちは商売あがったりなんだよ、日本政府め。




■③、名前は廻まわる




　どうも担当さん含ふくめて誰も気づいてないようなので、どうでもいいことではあるのですがここでひとつ説明を。この『アンダカの怪造学』シリーズでは、第一巻からこの第五巻まで必ず一冊ごとに一人ずつ回文の名前をもつ人物が登場しています。あ、念のため。回文というのは『新→しん聞ぶん紙し←』やら『世→よのの中なかねね、顔かおかかおお金かねかかななののよよ←』のように普ふ通つうに読んでも後ろから読んでも同じ読み方ができる文章のことです。

　ちなみに第一巻は『魅み神かみ香か美み』、第二巻は『倉くら波なみ無な楽らく』、第三巻は『山やま田だ魔ま夜や』、第四巻は『喪も時とき飽あき友とも』、第五巻は『駆かる原はら遥はるか』がそれぞれ回文です。本編となんにも関係がない一〇〇％お遊びですが、まぁ、回文の名前は他のシリーズとかにもいるので暇ひまなひとは探してみてね。




　※以下、謝辞です。




　今回、過去最大の分量を過去最悪のスケジュールで編集してくれた担当さんと、思いっきり僕の仕事の遅おそさの帳ちよう尻じりを合わされてしまった絵師のエナミカツミさん、および角川書店の皆みなさんには深く謝罪と感謝を捧ささげます。なんていうか今回は本がちゃんと出るのが奇き跡せきで、その奇跡が現実になったのはは間ま違ちがいなく皆さんの努力のおかげです。

　余談ですがエナミさんが描かいてくれた山田魔夜ちゃんの中味（目め隠かくし少女）は読者の皆さんにも見せてさしあげたかった。ブルマとニーソックスの絶対領域という悪あく魔まのような発想をどこから得たのかこの天才絵師は！

　とにかく、様々なひとの好意と仕事ぶりに支えられ、アンダカも五巻目にまで辿たどりつけました。本編はこれから様々な謎なぞや秘密が解き明かされ、盛りあがること必定、どうか読者の皆さんも楽しみながらお付きあいしてくださいませ。

　では本日はこのへんで。また次回のアンダカでお会いしましょう。





日日日。　　
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